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夕J

1、 本書に掲載した実測図や写真の縮尺は、下記のように統一してある。

(1)遺構実測図

・遺構全体図=1三 50001三 1000

0遺構イ固別図=1三 2001:50

(2)遺物実測図

・打製石斧、磨製石斧、刃器、石包丁=1:2
0石錐=2:3       0台 石、石皿〒 1三 6

0鉄製品=1:2      0青 銅製品=1三 2

0フ イゴの羽口=1:3   0木 製品=1:6
0実体顕微鏡 [観察倍率 × 5～ ×1200撮影倍率 × 5～ ×20]

・金属顕微鏡 [観察倍率 ×50～ ×5000撮影倍率 ×25～ ×50]

・走査電子顕微鏡 [観察倍率 ×500～ ×10000撮影倍率不明]

2、 遺構図中のスクリーン トーンは以下の事項を表 している。

几

割 り付け遺構図=1三 100

・遺構出土一括図=1:4  0文 字関係資料 =1:3    0そ の他器種別実測図=1:

・土偶、人面、容器形、 ミニチュア、土錐、方形板、不整形板、半円板、円板 =1:2

・玉類=1:1       0石 鏃、原石、石核、景JttA、 争J片類 =1三 1

0打製石斧、磨製石斧、刃器、石包丁=1:2        0磨 石、凹石、敲石、砥石 =1:3

・石錐 =2三 3       0台 石、石皿=1:4     ・カマ ド石 =1三 3

0鉄製品=1:2      0青 銅製品=1三 2      0鏡 、銅印、銭貨 =1三 1

0フ イゴの羽口=1三 3   0木 製品=1:6

遺構写真

・スケールは不統一

遺物写真

・遺構出土一括土器、器種別土器写真=1:3 0文 字関係資料 =ス ケールは不統一

・土偶、人面、容器形、 ミニチュア、土錐、方形板、不整形板、半円板、円板 =1:1
0玉類=1三 1       0石 鏃、原石、石核、余JttA、 余J片類=1:1

・磨石、凹石、敲石、砥石=1
0カ マ ド石 =1三 3

0鏡、銅印、銭貨 =1三 1

（
標
）

①=遺構図の断面を示す。

②=焼土部分を示す。

③=炭化物部分を示す。

④=撹乱部分を示す。

⑤=未調査部分を示す。
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①=多 ③ =鼎 ⑤=Z



3、 遺構図中の遺構番号について、SK以外プレー ト内での竪穴住居番号はSB記号を省略 し、数字のみの標記 とし

た。またSKプレー ト内での土墳番号 もSK記号 を省略 し、数字のみの標記 とした。

4、 遺物実測図・遺物写真・遺構写真の番号は、石器以外はすべて図版プレー トごとに通 しナンバー とした。石器

図版については、器種 ごとに通 しナンバー とした。

各調査区全景写真については、各プレー トの下に調査区全体図を載せ、撮影方向を矢印で示 した。ただし真上

からのものについては矢印は示さなかった。

5、 実測図中のスクリーン トーンは以下の事項を表 している。

(1)土器

・実浪1図の断面は、弥生時代中期以前・弥生時代後期・古墳時代前期の土器 と古代の土師器 0黒色土器は

白抜 き、須恵器は黒塗 りとした。

①=灰釉・緑釉・陶磁器類を示す。

②=赤彩土器や朱墨痕の赤彩部分を示す。

③=古代黒色土器A・ Bの黒色処理部分を示す。

④=古代土師器の黒色処理部分を示す。

⑤=硯類で明確に墨痕がわかるものを示す。

⑥=土器などへの付着部分を示す。

①=彗II華薇

④=■1111

②=聯

⑤=淋 ⑥ =躙

(2)石製品

⑦=石製品の使用痕跡の強弱・種類を示す。

③=石製品の装着痕跡を示す。

⑨=石製品の付着物を示す。

⑦=懇
螢討  ⑦=難

彗i  ⑦ =||||||‖  ③=藩
難婆  ⑨ =I華

彗

(3)木製品

⑩=木製品の表面炭化物を示す。

⑪=木製品の欠損部を示す。

⑫=木製品 (漆製品)の黒漆部分を示す。

⑩=翻   ⑪=ⅢⅢ
(4)フ イゴの羽口

⑬=羽 日の溶滓付着・タール付着・ガラス状発疱範囲を示す。

⑭=被熱による変色 (還元青灰色)範囲を示す。

⑬=棚

⑫=鶉



6、 実測図中の線表現等は以下の事項を表している。

・赤彩土器の赤彩部分での矢印はミガキ方向を示す。

0施釉陶磁器の施釉範囲は一点鎖線で示した。

・石製品遺物実測図ナンバーに付けられた下線は弥生時代中期後半以前の遺構であることを示し、○付番号は

使用痕写真撮影遺物であることを示す。

7、 遺構各説での遺構表中の時期や項目についての表記は、以下のとおりである。

(1)時期の項で縦に並べてある数字については、

・明朝数字は、その時期を示す (例 :1=1期 )。

0明朝数字十明朝数字は、遺構の継続期間を示す (例 :1 3=1期 から3期にかけて継続)。

0ゴシック数字十ゴシック数字は、この範中のいずれかの時期であることを示す (例 :1 3=1期 から

3期にかけてのいずれかの時期である)。

0数字十「新」は、示した時期の中でも新しい頃を示す (例 三3新 =3期の中でも新しい時期である)。

・数字+「古」は、示した時期の中でも古い頃を示す (例 :3古 =3期の中でも古い時期である)。

0数字+「先」は、示した時期以前の時期であることを示す (例 三3先 =3期以前の時期である)。

0数字十「降」は、示した時期以降の時期であることを示す (例 :3降 =3期以降の時期である)。

0「不明」は、時期決定ができないものである。

(2)SK(土墳跡)、 SM(墓跡)、 SF(火床跡)、 SX(不明)については、

・平面形

円≡円形  方=方形  長=長方形  楕=楕円形  長楕=長楕円形  不=不明

・断面形

A=なだらかなU字形 B=急 なUtt C=落 ち込みが直で、底面がほぼ平ら D=底 面の凹凸が激し

いもの E=中央部に凹があるもの F=壁際に凹があるもの G=その他

A=＼
、__ノ /~ B= C=

D= E= F=

SD(溝跡)に ついては、

・断面形

A=浅 くなだらかなもの B=深 めでなだらかなもの C=V字 状 D=U字 状  E=そ の他

A= ― B=



(4)SB(竪 穴住居跡)については、

・平面形

円=円形  方 =方形  長 =長方形  隅=隅丸方形  隅長 =隅丸長方形  不 =不明

・カマ ド

粘 =粘土のみで構築  石 =芯材に自然石 を使用  切 =切石 を使用

・炉

円=円形  方 =方形  楕 =楕円形  不 =不整形

(5)埋土については、

単層か複層かを、単 =単層、複 =複層 と示 した。

8、 土性・土色については、「新版標準土色帖」 (9版 1989年 5月 )農 林水産省農林水産技術会議事務局監修・

財団法人日本色彩研究所色票監修による。
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第 1節 集落構成について

第 4章 成果 と課題

第 1節 集落構成について

1 弥 生 時代 中期 以 前

(1)時代別概論

これまで篠ノ井遺跡群には、縄文時代 (前期中葉～晩期後半≒弥生時代前期併行)か ら、弥生時代 (中

期初頭～後期後半)0古墳時代 (前期、後期≒7世紀後半):奈良・平安時代・中世にわたる考古学上の遺

構 q遺物の発見がある。集落として、時には断片的な土器破片として、およそ7千年間に及ぶ文化遺物の

蓄積がある (長野市教育委員会1980.1988.1989.1992)。 今回の高速道地点の報告では、人工的構築物であ

る遺構が確認できた時代につき遺跡内での時期区分を与え、併せて集落の様相について概観する。ただし

時代区分は原則として第 3章第 1節に明記された基準・呼称法に基づき、集落は長野市調査部分の成果を

受けた記述とする。高速道地点以外の調査は「全地点」と総称し、具体的事例は個別地点名で扱い記述す

る。なお遺構全体図は、高速道地点のみで作成した。

9)縄文時代晩期後半 (第 4図 )

晩期後半 (弥生 1期)には、女鳥羽川段階 (設楽1982)か ら離山段階に相当する土器片の出土がある。

遺構確認例は続く氷 正式段階にあり、浅鉢形土器の出土したSM7026が該当する。人骨粉と歯が検出され

ており墓疲と考えられる。 2-U14区、調査区の北端に位置し、該期では 1基のみの確認である。全地点

では、聖川堤防地′点SIA区に石囲炉 (SB108)と 土坑 (SK105)が各 1基、B区でも (SB68)と 石囲炉・

土坑 (SK40)が 1基ずつ検出され、聖川を挟み南北に生活痕跡 (炉址と土坑)が認められている。体育

館地点には氷 I式 とそれ以後に属する土坑が 5基まとまって検出され、 5号土坑では刻目突帯のある大型

壺形土器から人骨と人歯 (茅Ltt P)の出土があり、壺棺再葬墓が推定されている。大型壺形土器の出現が

壺棺再葬墓の成立を意味し、東北・東海地方に出現した土器棺再葬の風習そのものが善光寺平でも実施さ

れていた可能性を示すもので、稲作農耕技術の伝播 との関連が深いとの見解が示されている (中 沢1990)。

今回高速道地点で検出されたSM7026は 、長楕円形を呈 し、その規模から成人遺体の埋葬が考えられる。

調査所見からは灰や焼土の確認、改葬の状況は認められていない。伴出土器の観察から「氷 正式の末期に

近い」 (第 3章第 1節 Pl)時期に比定可能であり、該期の遺体埋葬法のひとつ と考えられる。中沢の指

摘 した刻 目突帯のある壺形土器はSD6007か ら1点の出土があり (第 3章図版 4-1)、 体育館地点 と30m

の至近距離にある。

以上から、晩期終末の集落像はA区 〔炉址と土坑を伴 う生活域〕とB区 〔墓域 (a土墳墓域 Ob再葬墓

域 )〕 による構成を想定することができるが、断片的な事例であり不明瞭な部分 も多い。また東海地方に

特徴的な条痕文土器 として水神平式土器の出土があり、胎土や整形法 (ケ ズリを用いない)の違いから搬

入品の可能性が指摘されている (第 3章第 1節 Pl)。 氷 I式以後の在地土器 と東海地方の条痕土器のま

とまりは、稲作文化波及期の善光寺平を考える上に、重要な研究課題を提供するものと言える。



第 4章 成果と課題

侶)弥生時代 中期初頭 ～前半 (第 10205図 )

中期初頭 (弥生 2期)は庄ノ畑式、中期前半 (弥生 3期)は阿島式土器併行期に相当する。弥生 2期の

遺構は、人骨複数体 を検出した墓墳 (SM7010)が 1基のみ該当する (第 1図 )。 2期から 3期では、地

床炉に近接 して無文の壺形土器が出土した住居跡 (SB7276)が不鮮明ながら該当すると思われる (第 2

図)。 全地点では、聖川堤防地点SIA区 に地床炉 を持つ住居 2軒 (SB106 0 107)と 炉未検出の住居 2軒

(SB90 0 91)が、B区では小形方形の住居 1軒 (SB73)と 土坑 4基 (SK39ほ か)が、 C区では土坑17基

(SK54ほ か)、 D区では土坑 2基 (SK82ほ か)の確認がある。山崎唐猫線地′点では 3期以降と考えられる

土坑 1基 (SK14)が検出されている。SIA区 の住居は楕円形を呈 し、柱穴は不規則な配列で 7基ある。

出土土器は庄ノ畑式土器 と併行関係にあり (青木ほか1992)、 該期土器群は「多段横帯の櫛描文細頸壺、

沈線工字区画内に縄文を充損 した大形細頸壺、条痕文甕、ハケ調整甕が共伴する′点大いに注目され」「西

日本弥生土器的な調整技法 (ハ ケ調整)の流入を予測させ る」 (P56)と 言う。今回SM7010か ら出土 し

た 3′点の土器は、ハケ調整の無文壺・条痕文壺・縄文施文の壺または鉢である。無文壺の器形や調整・縄

文施文の存在などから庄ノ畑式併行期 と捉えられ、弥生 3期土器群成立に関わる資料 と評価することがで

きる (第 3章第 1節 P2)。 様相から判断するとSM7010出土の土器群は 2期でも若干古い段階にあるこ

とが予想できる。

課題はSM7010が壺棺再葬墓ではな く、10体以上の人骨を再葬 した墓址・多人数集骨葬 (設楽1994)に

当たり、浮線文系から条痕文系への転換期、在地系条痕文土器成立期に構築された可能性のある′点にあ

る。第 2章第 1節 (P37～ 38)の遺構説明に基づけば、上下 2段に礫床が認められ 2度にわたる構築が予

想できると言う。両者の掘 り方には平面上の差異がほとんどなく、間層を挟みレベル差が認められること

から、比較的短期間に 2度埋葬が行われたと解釈される。伴出遺物は壺形土器・黒曜石の石暦・翡翠の原

石・管玉などがあり、朱ないしはベンガラと思われる赤色粉 も確認されている (第 2章図版379、 第 1図 )。

礫を敷きつめた上に人骨を集め、穿孔のある壺形土器ほかとともに埋葬 している状況は再葬墓 と考えられ

るが、当該地域に類例はない。 1期の再葬が壺棺再葬墓 (単棺)であることはすでに述べたが、松本市針

塚遺跡には複棺の再葬墓の確認がある (神沢1983)。 設楽1994に よれば、単棺の成立は中部高地 と伊勢湾

周辺地域の交流の中にあるとされるので、篠ノ井遺跡群での発見事例 も納得できる。複棺は南奥地方にあ

るとされ松本平で確認されてはいるが、現在の所善光寺平での発見事例はない。2期では聖川堤防地′点B区

に単体の壺棺再葬墓 と思われる土坑 1基 (SK42)が確認されてお り、 1期の延長で捉えることも可能か

と思われる。 とすればSM7010は在地や周辺地域には認められなかった埋葬法 と推測することができる。

また土坑内に認められた黒曜石石暦の伴出は、明科町ほうろく屋敷遺跡 (大沢1991)や真田町四日市遺

跡 (宇賀神1990)な ど、 1期の再葬墓からすでに確認できる (町 田1992ほ か)。 翡翠原石の出土はこれま

で県内には発見事例がない。管玉は壁玉製の径 4。 Ommの 大身例で、河村1986の 北部近畿型に相当する。県

内の 1期資料中には基本的に管玉の出土はないので、 2期に登場 した玉類と考えられる。 2期の玉類とし

ては住居 2軒 と31基にも及ぶ木棺墓群を検出した松節―小田井神社地′点に碧玉製太身の管玉がある。篠ノ

井遺跡群 とは聖川を挟んで対峙する塩崎遺跡群中にあり、土器の様相からして 2期の新 しい段階と判断で

きるが、土器 と玉を共伴 (副葬)す るなど、SM7010と の類似′点はある。したがってSM7010は 、 2期 に

なって当該地域に出現した埋葬法であり、現時点ではその普遍性を問うことはできないが、 a礫 を敷きつ

める・b人骨を合葬する・ C共伴遺物を持つなどの特徴を示す遺構 とまとめることができる。

以上から、弥生 2期～弥生 3期にかけての集落像は、大方において晩期終末 と同傾向にあると判断でき

る。A区 〔居住域〕 とB区 〔墓域 (b再葬墓域)〕 による構成を想定することができるが、目下の所墓域

に 1次葬の土墳墓は確認されていない。土器には条痕手法の盛行 と新 しい調整技法の流入が認められ、玉
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類の登場 と新 しい埋葬法の誕生がある。SB7276が 2期新段階の住居に相当するならば、直線刃半月形の

磨製石包丁 (第 2図)の登場が確認できたことになる。磨製石包丁の形式は、これまで 2期相当とされて

きた長野市新諏訪町遺跡 (笹沢1983)・ 岡谷市庄ノ畑遺跡 (戸沢1953)・ 更埴市更埴条里遺跡例 と同一形で

あり、該期での稲作技術導入はより確実視できることになる (町 田1994)。 当該期同形式の石包丁は中

部・東海地方以北では確認されておらず、周辺地域では大阪湾周辺地域が有力である。北部近畿型玉類の

登場・ I型木棺墓の導入 (福永1987)を併せ考えると、稲作文化波及期の一様相を、 日本海沿岸部を含め

た近畿地方 との交流の中に求める必要がでてくる。

に)弥 生時代 中期後半 (第 2030607図 )

中期後半 (弥生 4期)は栗林式期に相当し、住居 8軒・土坑67基 (墓墳 1基 )・ 溝址15本がある。栗林式

期は I式・Ⅱ式 (笹沢1971ほ か)の 2細分案、 正式をほぼ 2段階に区分 した栗林式古・中・新の 3段階区

分案 (小山1990。 寺島1993)が提示されているが、本稿では寺島1993を 基に栗林式土器成立期ないしは古

段階を便宜的に「中期後半の古」、中から新段階を「中期後半の新」と呼称する。第 607図 は弥生 4期相

当の全遺構を掲載し、スクリーン部分が該当段階である。遺跡の遺構・遺物は中期後半の吉に主体がある。

古段階に属する遺構は、住居 2軒 (SB7272 0 7268)・ 溝 2本 (SD7110 0 7047)・ 土坑 4基 (SK8167ほ か)

がある。全地点では聖川堤防地点Ⅲ区に住居 1軒 (SB14)の 確認がある。今回の調査で得 られた住居の

特徴は、平面形状は不整円形を呈し柱穴は不規則に配列、中央部に地床炉を持つ竪穴式である。聖川堤防

地点もほぼ同様な状況にある。またSB7268は 時期決定可能な資料がなく、埋土中に混在 した土器から古

墳時代 と判定された遺構である。しかしながら刃器 と磨製石斧が床面から出土し、埋土中には図版11-6

(第 2図)の ような栗林式の鉢形土器も混在 しているので、弥生中期後半の可能性 も高 く、第 2図・第 6図

には掲載 した。 2本の溝址は遺構説明によるとSD7047の性格・時期が不明瞭で、SD7110は 弥生 1期から

中期まで継続した自然流路と判断された (第 2章第 1節 )。 後者は幅10m、 深さ-120cmの規模を測 り、調

査当初はくぼ地 と考えられていた遺構で、状況から判断すると聖川堤防地点で確認されているD区下層検

出の地形落ち込み (弥生Ⅱ期)と 合流する可能性を持つ。丁度、県道篠ノ井・稲荷山線に沿う形で流路が

見いだされる状況にあり、存続期間の認定が正 しければ、篠 ノ井遺跡群 を東西に 2分する河川跡 (く ぼ

地)と なり、集落構成上重要な意味を示すことになる。土坑 4基の内、SK7274と SK7333は 隅丸の長方形

で、形状から墓墳が予想できる。素掘 りで、棺の痕跡は確認できていないが、木棺であればⅡ型に相当す

ると考えられる。SK7397は底部を抜かれた甕形土器が倒立した状態で出土した土坑で、飯山市照丘遺跡

(桃井1993)で同様な例 (J8pl)が確認されている。桃井は「胎児の土器棺墓」または「建物廃絶時の祭

祀」 (P33)を 想定している。SK8167は伴出土器こそないが、坑底面より太形蛤刃石斧 と扁平片刃石斧が

並べ られたような状況で出土した遺構である。 2′点の共伴は疑いのないところで、蛤刃石斧の形式が古式

で栗林式の古段階に相当することから、扁平片刃は当該地域の初現期の例 と判断される。墓址であろう

か P。

新段階は寺島の新段階の古に該当する資料までが存在 し、遺構では住居 1軒 (SB7680)・ 溝 2本

(SD6007 0 5003)・ 墓墳 1基 (SM7034)の 確認がある。ただし段階の判別が難しく、弥生中期後半のいず

れかに属すると考えられる遺構 (第 607図 白抜き)も 多く存在する。同様なことは聖川堤防地′点にも言

えることで、新段階の住居 2軒 (SB10055)以外に14軒の確認がある。聖川堤防地点の 2例は中央に地床

炉を持ち、柱穴配置のやや不規則な竪穴で前時代とほぼ同様な形状を示している。今回確認したSB7680

は2/3程度を損壊しており、所属時期については不明瞭である。溝 2本はいずれも深さ-10cm程度で断面形

状は浅い皿状を呈する。埋土中には幾つかの遺物集中地点があり、廃棄された状態にある。SD6007に は
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曲柄平鍬の出土があり、SD5003に は杭が打ち込まれ柵状 (堰状)の施設が伴い内部のSA5001か ら鋤柄の

出土があるが、両者の性格については不明である (第 3図 )。 同様な事例では 2期 ～ 3期の資料 として更

埴条里遺跡SD881が あり、磨製石包丁の出土・プラントオパールの検出などから稲作に伴う遺構 (河西ほ

か1993)が有力視されている。今回の 2例 も同様な、もしくは稲作関連遺構である可能性は高い。20区西

端、石川条里遺跡との境界の低地帯に位置する。墓墳は 1基 (SM7034)のみ確認されている。全体の1/2

程度欠落しているが、形状から礫床木棺墓と考えられ、木口下に礫が認められたことからI型木棺を予想

できる。

以上から、弥生 3期 P～ 弥生 4期 (中期後半の古)に かけての集落像は、居住域に墓または土坑が取り

込まれたような状況を示す。つまり3つの遺構が分散することなしに、ひとつのまとまりとして捉えられ

る状況と判断できる。SD7110以西には遺構が確認できず、高速道地点 2区から聖川堤防地点A区・III区に

かけて、集落が展開している可能性がある。弥生 4期 (中期後半の新)の集落像は、今回の資料中では示

すことが難しい。と言うよりは、むしろ居住空間を示す資料に欠けるとしたほうが適切である。上述のよ

うに住居の明確な事例はなく、集落面と低地帯との境界に走る溝址が唯一である。そこに段階設定が困難

な遺構 (第 607図 白抜き)を加味しても、溝址と土坑が散在し空間を埋めつくす状況、広義の生産域 P

を想定することができる。古段階同様、高速道地点 2区から聖川堤防地点A区・Ⅲ区にかけて、特に聖川

よりに集落が展開している可能性が考えられる。

(励 小  結 (第 80図 )

これまでに検討してきた各期の集落像は、いずれも「大規模」と呼び得る事例ではない。稲作文化導入

期にあって、人々の生活基盤の拠り所があまりにも不鮮明に、そしてわずかな痕跡としてしか印されない

のは、農耕社会の成熟を一瞥した我々にとっては、揺笙期の混沌さと、時には幻影とさえ映ってしまう。

しかしながら、この広漠たる採集狩猟社会の延長にこそ、稲作文化の繁栄を探るヒントが潜むのであり、

2つの社会を正確に律することは、日本考古学研究の精神に基づ く必要がある。現在我々は、調査結果を

事例として蓄積し、科学的精神を民族の将来に委ねなければならない。

千曲川左岸の微高地部を最初に選地した弥生 1期の人々は、簡単な炉址と壺棺再葬墓の痕跡を残し、一

種遊動的なスタイルを街彿とさせる。稲作文化に直接関わると考えられる東海地方の条痕文壺は、善光寺

平では水神平式以降の型式が到来する。犀川流域の明科町ほうろく屋敷遺跡には、在地変容の条痕文壺に

よる再葬墓が集中的に構築されたが、篠ノ井遺跡群では条痕を施さないナデ調整の在地壺が利用された。

再葬墓とは距離を置いて確認された隅丸長方形の土墳墓は、 1次葬の可能性を含め該期の墓制を研究する

上に興味ある事例である。

弥生 2期は10体以上の人骨を礫床に埋葬した再葬墓で幕を開ける。成人から壮年の男性頭骨が主体を占

める傾向にあり、中には5～ 6歳時にストレスに起因すると考えられているエナメル質減形成の認められ

た個体 もある。人骨の伴出遺物には縄文時代的な資料 (黒曜石の石暦)と 弥生時代的な資料 (管玉)があ

り、 1期 とは確実に区別できる在地的な 3点の壺形土器・人骨下部の礫敷がある。人骨の形質的研究によ

れば「歯の大きさでは渡来系の弥生時代人に近 く、～歯のプロポーション (形)では東日本の弥生時代人

の多くと同じく縄文時代人の形質を強く残している」 (第 4章第 8節 l P232)と 言う。このことは、 2期

移行期に北部九州・山口の所謂渡来系弥生人の、もしくはその影響下にあった縄文人との接触を少なから

ず想定する必要があることを示している。山口県土井ケ浜遺跡には、 1期資料に頭蓋骨のみを整然と配し

た再葬墓が認められており、想像を邊しくすれば、直接的とは言わないまでも間接的に、頭蓋骨の再葬に

意味を持たせるような風習が伝達された可能性も考えられる。傾斜する稲作文化への強い第 1歩であろ
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フ。

弥生 2～ 3期は隣接する塩崎遺跡群に大規模な木棺墓群が構築される時期である:も ちろん埋葬施設と

しては新出で I型木棺が主体、遺体の埋葬は「仰臥の脚部屈折葬」で、異形土器の副葬・管玉の伴出があ

る。地床炉を持つ竪穴式の住居が明確に存在 し、居住施設が濃厚 となる。また稲作技術の到来を意味する

磨製石包丁が登場 して くる段階でもある。木棺墓 と磨製石包丁の型式は、 日本海沿岸部を含めた近畿圏に

その系譜を求めることができる。塩崎遺跡群松節 (伊勢宮)の人骨研究によれば「上顎切歯に顕著なシャ

ベル型」「カラベ リー結節」「歯の大きさ」などの形質的特徴から、渡来系弥生人との直接的影響関係を予

想できると言う (第 4章第 8節 l P232)。 これらの事例 は、 2期から3期への移行期に、より強い渡来系

弥生人との接触が想定できることを意味し、場合によっては人の移動も十分考慮する必要がある。善光寺

平の稲作文化成立に関わる核心がここにあると言えよう。                   :

弥生 3～ 4期は北信地域を代表する稲作文化・栗林式土器の文化が成立する時期である。千曲川左岸の

当地域は、栗林式成立期に関わる櫛描文土器の資料が充実 している。栗林式の古・中段階が主体であり、

2～ 3軒の住居 と幾つかの土坑が一体 となった集落像が明瞭化する。成立期、住居形式および棺式は前段

階を継承 してお り、栗林式文化の担い手が 3期の直系的な、あるいは同様な社会環境下にあった人々であ

る可能性は高い。現在のところ、篠ノ井遺跡群を含め善光寺平南部に栗林式土器の成立過程を辿ることが

できるが、一方で飯山盆地を含めた善光寺平北部の地域や松本盆地北部にも栗林式古段階の集落遺跡が認

められる。このことは栗林式が幾つかの地域拠点を核 として長野県北部に成立した社会で、それぞれの地

域拠′点が他の地域圏と直接的に結びついて生産技術的な交渉関係を持つことが可能な社会であったことを

意味する。それぞれの核が千曲川を動脈 として連係 していく姿は、まさに新 しい時代にふさわしい本格的

な地域社会の幕開けと言える。1300′点にも及ぶ石器類の出土は、まさにこの栗林文化成立に関わる資料 と

判断することができ、稲作技術に直結する大陸系 (半島)磨製石器類、多種類の収穫用刃器の存在に本格

的な稲作文化の始動を読み取ることができる。磨製石器類の中には、磨製石剣 と磨製石鏃があり、武器型

と呼ばれる石器が存在 している。栗林文化の石器を分析 した結果、これらは弥生中期の地域社会を構成す

る中核的な集落・B類集落 (第80図 )に保有される品であることが予想され (町 田1996)、 現在の所古段階

の遺跡では篠ノ井遺跡群で確認されているだけである6                1     ‐

課題は、 2期に存在 した縄文的・弥生的形質を持つ人々と2～ 3期に移住あるいは接触関係にあつた渡

来系弥生人の形質を持つ人々の存在、古い型式の生産用具 と新 しい型式の生産用具の混在をうまく交通整

理 していくことにあろう。栗林文化が最 も繁栄 した新段階には、生活痕跡が希薄 となり、代わって千曲川

右岸には松原遺跡や榎田遺跡など「大規模な環壕集落」=が誕生して くる。             1

2 弥生 時代 後期

(1)時期別概論

弥生時代後期後半は篠ノ井遺跡群の存続期で中核となる時代である。住居152軒 ・土坑351基・掘立柱建

物 3棟・溝20本・柵 4列・不明遺構 1基が確認されてし|ヽ る。遺構の同時性は調査時の所見に基づき、第 1

章第 2節で確定された事実を拠り所とする。厳密な意味での時間幅は出土土器の詳細な検討を経なければ

ならないが、調査所見にもあるように遺構の確定・切り合いの把握等が不十分で、土器の所属遺構が曖味

な例が多々ある。第 3章第 1節に示された時期区分に基づき、機械的に遺構を整理したことは事実であ

る6第 3章第 1節によれば、後期の箱清水式土器を区分するに当たり、長野市北平 1号墳の整理結果 (青

木1996)に 準じて細分編年されたことが解る。篠ノ井遺跡群の後期は北平編年の 3期に該当し、これを古

相と新相に細分する。青木1996では、古相とは「北陸地域の長脚有稜高不、法仏系甕」を伴う時期で長野
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第 8図,弥生時代後期後半 (3期古)の遺構 と遺物

市本村東沖遺跡が基準資料、新相 とは「有稜高不が盛行」し、聖川堤防地点が基準資料であると言う (P

127)。 今回第 3章第 1節 2-(3)に よると、古相は [様相 1]に、新相が [様相 203]に 相当する。上記

を援用し、遺構全体図は 3期 (古相)と 3期 (新相)に 2分 し、細分不可能な遺構を3期 (古～新)と し

て掲載 した。また遺構の形状や出土土器が曖味で時期決定が困難と思われる例 (不明)力切Jに ある。

なお全地点では箱清水式をV期 (青木1996の 1～ 4期相当)と して報告しているので、個別遺構 として

説明または出土遺物の掲載があるものに限り、 3期 (古)と 3期 (新)を 区別 して扱った。したがって遺

構数の変動、集落像に若干の修正が伴 うことを断ってお く。

9)後 期後半 3期の古 (第 8図・第 9図 )

該期に属する遺構は、住居19軒・土坑 1基である。聖川堤防地点には住居 1軒 (SB 6)と 周溝墓 3基

(SDZ 4ほ か)・ 土墳墓 5基 (SK10ほ か)が確認されている。今回の調査で得 られた住居は、隅丸方形で 4

本主柱・地床炉・貯蔵施設と考えられる土坑を伴 う例があるなどの特徴がある。住居規模は長軸6.Om・ 短

軸5.Om程度を基本 とする。柱穴中心間の距離はおよそ縦3.Om・ 横1.8mである。柱穴間を結ぶ軸線を設定

し、横軸線のほぼ中央、わずか壁 よりに炉が位置する。それぞれ構成要素の企画線はSB7021 0 7040 0

70790708207094で作成 した (第 8図 )。 貯蔵施設 と考 えられる土坑は炉 と反対側の対辺に位置 し、

SB7021 0 7040 0 7079 0 7094で 確認されている。この土坑周辺には大形の壺形・甕形土器が出土しており、

施設との関連が問われる。住居はその配置を全体図の中で捉えてみると、 2棟がひとつのセットのように

並んで、あるいは近接 して存在 していることが看て取れ る (第 9図 )。 SB7079と SB7082、 SB7094と

SB7095、  SB7099と SB7147、  SB7021と SB7040、  SB7495と SB7604で ある。 この内、 SB7095と SB7495は

柱穴・炉が不明瞭でやや小さな住居 (≒ 小竪穴)であり、組み合わせには 2通 りのタイプがありそうであ

る。ほぼ同様な住居 2棟の組み合わせ と、住居 1棟に小竪穴 1棟の組み合わせである。配置から推測すれ

ば前者 3か所 と後者が 1か所でひとつのまとまり「単位」を構成しているようである。また南端の 3区に

あるSB7103は 聖川堤防地点で確認されたSB 6と 組み合わさり「単位」を構成する可能性が高い。同様に

2-2区 にあるSB7095と SB7495の住居 も南の未調査区に広がる可能性がある。土坑 (SK6122)は不整

形の浅い掘 り込みで性格は不明である。西の 1区に 1基のみ確認されている。また聖川堤防地点Ⅲ区で確

認された周溝墓および土墳墓は、高速道地点では未検出である。周溝墓は不整円形を呈し、中央に埋葬主

体部を持つ。SDZ 7か ら判断すると、主体部には木棺が設置されていた可能性が高い。棺内には鉄釧・鉄

貪J・ ガラス玉が伴っている。またSDZ 4では周溝内から壺を合わせた土器棺が検出され、焼骨とガラス玉

O③0
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第10図 弥生時代後期後半 (3期古～新)の遺構

を出土 して い る。

以上から、 3期古相段階の集落像は、住居の組み合わせ 3セ ットと2セ ットの構成要素により、ひとつ

の集落「単位」が構成され、少なくとも3群以上の「単位」で居住域・篠ノ井集落は構成されていた可能

性がある。西に広がる石川の低地帯近 くには、何 らかの生産活動に関わると考えられる土坑が存在する。

そして聖川堤防地点Ⅲ区を境に西に墓域が展開する。墓域は周溝墓 と土墳墓により構成される。周溝墓に

は規模の変化は認められないが、鉄剣を伴 う遺構が 1基ある。

に)後期後半 3期の古～新 (第 10図・第11図 )

該期に属する遺構は、住居58軒・柵 1列・溝 2本・土坑19基 である。前述したが該期は古相 と新相、両

者の土器要素が認められる遺構を包括している。しかしながら実際にはその多くが新相に属するものと考

えられる。今回の調査で得 られた住居は、隅丸長方形で 4本主柱・地床炉を持つが、貯蔵施設と考えられ

る土坑は基本的には認められない。住居はその規模より3～ 4つのタイプに区別できる。長軸9。 Om・ 短軸

5。 7m、 柱間縦4.3m・ 横2.lm程度を基本 とする大形、長軸6.9mO短軸5。 4m、 柱間縦3。 9m・ 横2。 3m程度

の中形、長軸4.9m・ 短軸4.2m、 柱間縦2.5m・ 横1.7m程度の小形、長軸3.Om・ 短軸2.6m、 柱間縦1.4mO

横 1。 2mの極小形がある。炉の位置は柱穴間を結ぶ横軸線のほぼ中央と、わずかに壁よりの例 2者がある。

貯蔵施設らしき土坑は確認できないが、大形例には入口施設と考えられる柱穴が 2本程度、炉 と反対側の

対辺に認められるようになる。また炉 と壁の中間には棟持柱の柱穴 と考えられる施設が確認できる。具体

例にはSB74880 7105が ある。住居構成要素の企画線は大形 (SB71010 7105,708607488)0中 形 (SB70780

70910728607365)・ ガヽ形 (SB6014・ 60170602807034070370707107090071800725207593)で作成し

た (第 10図 )。 極小は特に作成はしていないが、SB7187と SB7020が全体形を把握できる夕いである。住居

の配置を全体図の中で捉えてみるが、懸案の篠ノ井環濠は調査所見に基づけば、新相段階には構築されて

いたと考えられるので、掘削の開始期が古相～新相段階にかけて行われた可能性は高 く、同時に記述する

とともに遺構図にも掲載 した。住居の配置では 3期古相 と同様に 2軒が 1セ ットとして並ぶ箇所が存在す

る。古相 とほぼ同様 な位 置に 2軒 あ り、図上のみで判断すれば、SB7079と SB7082が 〈SB7086〉 と

O°0 0∂
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SB7078に 、SB7147と SB7099が 〈SB7101〉 とSB7091に 変化 したものと推測できる。ただし2軒の内の 1

軒は大形住居 と変化 してお り、 1軒が中形である。〈 〉が大形住居に相当する。これらセットの周囲に

は中央に空間を設けるように 2～ 3軒の小形住居 (≒小竪穴)が存在する。この環濠内の東端にある住居

群のまとまりをA群 と呼んでおく。さらにA群の東端・環濠よりには310cm× 375cm・ (1間 ×2間)の掘立

柱建物跡 (ST7004)が位置する。

環濠内の西端は、 3期 (古)では住居群の存在 しなかった区域であるが、ここには住居 1棟のみ

(SB7307)、 または住居 1棟 と小竪穴 1棟 (SB7180+SB7191、 SB7360+SB187)も しくは小竪穴 1棟 と

小竪穴 1棟 (SB7593+SB7560、 SB7617+SB7618)な どの組み合わせが存在する。それぞれの遺構は中

央に幅16m程度・東西に長い空間部分を挟んで北側 と南側に対峙している。住居の規模や特徴からA群内

の通常の生活住居 とはやや異質で、SB7358か らは台石 と砥石が、SB7307か らは鉄暦 (時期不明)、

SB7191ではベンガラが出土していることから、製作・技術的な生産要素の強い住居・工房 Pを 想定するこ

とも可能かと思われる。この西端のまとまりをB群 と呼んでお く。さらに環濠を隔てた西側には、炉や柱

穴が欠落あるいは不規則な小形住居 (SB6028 0 6033 0 6036 0 6035 0 6017 0 6014)が 5～ 6軒林立して存在

する。もちろんこれらはA群や B群の住居の在 り方 とは異質であり、西には広大な生産域 (水 田跡)を ひ

かえるだけに、何 らかの農業生産に関わるガヽ竪穴と推測できる。このガヽ竪穴のまとまりをD群 と呼んでお

く。D群の西端には315cm× 430cm・ (1間 ×2間)の掘立柱建物跡 (ST6014)が位置し、さらに南北に連

結して柵列 (SA60040600506006)お よび溝跡 (SD6013)が存在する。集落西端の低地帯 との境界には溝

跡 (SD6003)1基 がある。

環濠内の中央は、残念ながら遺構空白部が多い。場合によっては高床式ないしは平地式住居が存在 して

いたことも想定できるが、中央広場の可能性 もある。ただしA群 とB群に近い箇所には遺構が確認でき

る。大形住居 と小形住居である。大形住居はA群内のものとは構造的に違いがあり、入 り口部に 2本対に

なる柱穴が、炉の奥側には棟持柱 と考えられる柱穴が存在する。この大形住居を取 り囲むように小形の竪

穴が 3～ 4軒並ぶ。A群 よりの東側では 〈SB7105〉 とSB7237・ 7104071460708107252、 B群 よりの西側

では 〈SB7488〉 とSB7236 0 7258 0 7490な どである。東をCl群・西をC2群 と呼んでお く。 1軒のみの大

形住居 と多くの小竪穴を集落構成の生産的側面の違いとみるか、集落構成員の違いと解釈するかにより、

環濠全体の評価につながる部分 と言える。SB7105に は北陸系土器が比較的多く出土し、SB7488か らは銅

鏃 (図版211-2)の 出土があるのは、偶然であろうか。C群にもやはり145cm× 314cm(1間 ×2間 )の

掘立柱建物跡 (ST7009)が存在する。

また土坑19基 中には井戸跡が含まれるものと考えられるが、特にそれを裏づける調査所見はない。すべ

て素掘 りで、形状・規模から類推すれば 8基程度に可能性がある (SK63240 6213062220709207105071350

732807343)。 特にSK6324 0 6213 0 6222は D群内に位置している。

以上から、 3期古～新相段階の集落像は、A～ D群までの住居「単位」により構成されていることが解

る。それぞれの「単位」は、ひとつの集落を構成する上での生産的な結合帯と予想できる。A群は集落を

担う一般的意味においての農業生産的紐帯を、B群は技術生産的な紐帯を想定できる。D群は農業生産に

直結するような紐帯、もしくは環濠外に位置することから産屋などの特定施設を想定 してみる必要がある

かも知れない。中央のC群には 2つの可能性を予想できるが、評価は難しい。集落構成員の違いと解釈す

れば、A群・B群 をとりまとめる住居 となるが、呆たしてどうであろう。 C群北傾Iの空間が集落を統合す

る生産的紐帯の精神的側面を表わす部分であるか否かを含め、今後の重要な検討課題である。
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第12図 弥生時代後期後半 (3期新)の遺構 と遺物

に)後期後半 3期の新 (第 12図 ・第13図 )

3期の (新)段階は、大部分の遺構を (古～新)段階 [様相 2]に譲り、 3期～4期にかけての [様相

3]を含めて扱っている。つまり3期 (新)は [様相 2]の一部と [様相 3]を 包括したものである。土

器からの基準説明では、[様相 2]自 体が 3期 (新)を指すものであるから、篠ノ井遺跡群での環濠集落

の時期は 3期 (新)と なり、実際には (古～新)段階の資料を指す。該期に属する遺構は、住居17軒・溝

3本・土坑 5基である。今回の調査で得られた住居は、隅丸長方形で4本主柱・地床炉を持ち、前段階と

はぼ同様である。住居の規模には 3つのタイプがあり、長軸9.Omも の大形例はない。長軸7.3m・ 短軸5:2

m、 柱間縦3。 7m・ 横2.9m程度を基本とする中形、長軸4.9m・ 短軸4.lm、 柱間縦2.5m・ 横1.9m程度の

小形、長軸3.4m・ 短軸3。 Om程度の極小形がある。住居構成要素の企画線は中形 (SB7277 0 7630)、 小形

(SB7128 0 7162 0 7177・ 761507627)、 極小 (SB6015 0 7166 0 7173)で 作成した (第 12図 )。 住居の配置を

全体図の中で捉えてみるが、前段階のように環濠内を企画的に分ける状況はない。住居の構築場所は分散

し、 2軒 1組のセットが、一定間隔を隔てて存在している。この点、古段階や古～新段階A群 とは状況が

異なる。西端に展開したB群の跡には小形の竪穴が 2軒 (SB717307166)あ り、D群の位置には小形の竪

穴 (SB6015)が 1軒あるよ古～新段階に帰属すべき例かも知れない。 2軒の内 1軒が中形で 1軒は小形

の小竪穴である。SB7132と SB7286ご SB7038と SB7128 0 SB7655と SB7229・ SB7630と SB7693が該当する。

空間利用の点では、この 2軒 :1組のセットが集落構成上の「単位」なのであろうか。周囲にはガヽ形住居が

◎③6
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付随 しない。

環濠 (SD7014 0 7046)は 本段階の資料を主体的に包含する。具体的な形成・埋没の過程は第 3章第 2節

に記すが、新段階でも特に [様相 3]に該当する時期以後に一時断絶があり、古墳時代前期 (5期)に再

び機能すると言う。新段階の [様相 3]に該当する時期には、住居がほとんど確認されず、SB7627と

SB7177があるに過ぎない。いずれも単独の 1軒のみで存在し、住居規模は小形である。土坑 5基の内、

井戸跡と考えられる例 (SK707507483)が 2基ある。また聖川堤防地点では、周溝墓 1基が確認されてい

る。方形区画で西方に開口部を持ち、主体部は確認されていない。山崎唐猫線地点では環濠のSD7014の

延長と考えられる溝 (6号)が確認されている。 8号 016号住居は新段階もしくは古～新段階に属すると

考えられ、環濠内の住居「単位」であろう。

以上から、 3期新相段階の集落像は前段階の集落構成が解体し、新たな展開を見せる。 2軒 1組の住居

の組み合わせにより集落「単位」が構成され、 5～ 6つ のセットが存在する。住居群は一般的意味での

「農業生産的単位」であると考えられる。環濠を境に聖川堤防地′点Ⅲ区に墓域は展開すると考えられるが、

該期の周溝墓は 1基のみである。

(励 小  結

弥生時代後期の篠ノ井集落は、箱清水式の成立とともに、再び大きな展開を見せる。本稿の編年基軸に

照らせば、北平遺跡の 3期に相当する。前段階の弥生時代中期後半の 4期では松原遺跡の古～中段階に主

体があり、新段階の資料は希薄である。 4期は畿内編年のⅣ期～V期の一部にほぼ相当することから、集

落の盛衰を歴史事象の中に置き換えてみれば、丁度「新」が滅亡し紀元25年光武帝による「後漢」時代が

始まる頃から、倭の奴国王が金印を授かる頃までである。そして北平の 3期は畿内編年Ⅵ期庄内式土器

(古)段階・東海編年の廻間 I期にほぼ相当するのであるから、後漢が減亡し魏が成立した紀元220年頃、

卑弥呼が難升米を使わし、鏡百枚を下賜された時期頃である。また青木によれば北平の 4期は欠落するの

であるから、庄内式の (新)・ 廻間Ⅱ期相当は存在しないことになり、卑弥呼が狗奴国に戦勝し、没する頃

には集落が衰退したと言うことになる。つまり篠ノ井集落は前漢ないしは新代まで継続し、一時の移転ま

たは断絶ののち、三国時代に再び集落が形成されると解釈でき、何よりも3期 (新)段階、篠ノ井に環濠

が築かれる時期こそ、卑弥呼が一大勢力を示した「耶馬台国時代」の絶頂期に当たると言える。面白いこ

とに狗奴国の滅亡後、集落は衰退・断絶を迎え、次に集落が再開されるのは、紀元300年 頃布留式土器の成

立以後、所言胃古墳時代に入ってからである。

さて 3期 (古)段階の篠ノ井集落は、中形規模の住居が 2軒で 1組 となり、 3組でひとつのまとまり、

集落構成上の「単位」を形成していることが推測できた。高速道地′点では4群 (A～ D)の単位を予想す

ることができる。調査区東端の 3区に中核的な・良好な単位 (A群)がある。聖川に近い堤防地′点には円

形周溝墓が構築されており、居住域と墓域が空間的には区別される。【河川→墓域十住居→後背湿地】の

土地利用形態が想定できる。

3期 (古～新)段階 [様相 2]にかけて篠ノ井集落は大きな展開を見せる。空間的に区別されていた墓

域と後背湿地の境界、居住域をより明瞭に区別するごとくに 【環濠】が掘削される。環濠内居住域の空間

利用は前段階とは一変し、環濠内はほぼ中央に位置する空間部を境に、東西で住居規模 0内容に差異が生

じる。すなわち東側には生活の匂いが漂う住居が、西側には技術工房的な匂いのする住居が存在する。東

側住居群は古段階から継続したと考えられる2軒 1組の住居が位置をずらして構築されているが、内1軒

が大形住居 となっている′点特筆できる。また住居群 としての集落「単位」には、小さな空間部 (庭・広場

か P)を挟んで、 2～ 3軒の小形住居 (納屋か P)が組成しており、環濠内の一般的意味においての軍事
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を含む「農業生産的単位」(A群)を構成している。西側住居群の位置は古段階には住居の存在しなかっ

た空間である。幅16mほ どの東西に長い空間部を挟み、中形住居 1軒 と2軒 1組の小形住居 (納屋・仕事

場か P)がそれぞれに存在する。住居内の遺物には「台石・砥石」「鉄暦 P」「ベンガラ」などがあり、特

別な生産技術に関連する住居群を推測でき、環濠内の「技術生産的単位」(B群)を構成している。さら

にB群の西には環濠SD7046があり、その外には5～ 6軒の小形住居のみが集中する「単位」(D群)があ

る。D群より西には、低地帯に至る生産域を区画するかのごとく柵列 (SD6005)が南北に縦走する。想

像遅しくすれば、柵列より西の畠址、溝址 (SD6003)よ り西の水田址と生産域を画することができるの

かも知れない。ところで環濠内集落の中央部であるが、調査では遺構密度が極めて少ない結果となってぃ

る。ただし空白部の左右、A群 とB群より内傾1に は、棟持柱を持つ大形住居が 1軒ずつ建ち、これを取り

囲むように周囲にガヽ形住居 3～ 4棟が組成する中央部住居群 (C群)がある。A群・B群をとりまとめる

住居の可能性もあり、篠ノ井集落の
｀
「生産的単位」を統括する「首長」の存在が問題となる。C群北側の

空間は状況から判断して中央広場と見る向きが強い。A群の東端 (第 11図 中のNo l)と C群の南端 (No

2)・ D群の西端 (No 3)の 計 3か所に 1間 ×2間の掘立柱建物址が確認されており、望楼状の施設と推測

すれば完結された 【防禦機能を有する集落】を想像することも可能となる。篠ノ井環濠集落を善光寺平南

部の、いや箱清水文化圏の中核的・拠点的なムラと捉えることができる。ただし3期の (新)段階には、

環濠内の企画的な住居群「単位」は解体し「生産単位」の拡散が認められる。また大形住居の欠落は「首

長」層の離脱を表現するものであろうか。『魏志』に従えば「耶馬台国」が狗奴国と交戦した時期である

だけに、環濠集落の崩壊が示す社会的な背景は複雑である。以後一時期の断絶 P、 箱清水文化の「赤い土

器」の終焉を経て、古墳時代 (5期 )に再び集落が営まれる。

3 古 墳 時代 前期

(1)時期別概論

古墳時代前期前半は弥生時代後期 と同様に篠ノ井遺跡群で 2つ 目の中核となる時代である。住居151

軒・土坑669基 (墓墳13)・ 掘立柱建物17棟・溝30本・柵列 5本・道状遺構 1本・不明遺構 6基が確認され

ている。遺構の所属時期の認定は第 1章第 2節に基づき、集落の捉え方は弥生時代後期 (本章第 1節 2)

と同様である。時期区分は第 3章第 1節に示された土器の区分法に基づ く。篠ノ井遺跡群の古墳時代は、

前期の後半に主体があり、北平編年の 5期・ 6期に該当する。青木によれば 5期が [様相 102]に、 6

期が [様相 304]に相当すると言う。 5期は庄内式～布留 正式段階・廻間Ⅲ期併行、 6期は布留Ⅱ式段

階にほぼ相当する。以下遺構全体図は 5期・ 6期に2分して作成し、遺構の形状や出土土器が曖味で時期

決定が困難と思われる例 (不明)は 白抜きで両者に表示してある。ただし木棺墓や周溝墓、大溝などは集

落構成上、
`大

事な要因であるため調査所見および青木1996に 基づき5期・ 6期いずれかに含めて扱ってい

る。また全遺跡の各地′点については、古墳前期 (古相・新相)な どの記述が認められる例、あるいは資料

提示があり時期の見当のつく例に限り扱った。

9)前期後半 5期 (第 14図・第15図 )

該期に属する遺構は、住居31軒 0掘立柱建物17棟・土坑25基 (墓墳 9)・ 溝 5本である。今回の調査で得

られた住居は、隅丸の方形、 4本柱・地床炉 (SB7213の み土器囲炉)を持つことが特徴で、明らかな方形

企画である点、前時代とは区別される。住居はその規模より4つのタイプに区別できる。長軸8.lm・ 短軸

7.8m、 柱間縦4。 9m・ 横4.lmの大形、長軸5.2m・ 短軸4.8m、 柱間縦3.lm・ 横2。 7mの中形、長軸3。 8m・

短軸3.7m、 柱間縦1.9m・ 横1。 8mの小形がある。極小例は一辺3.5m前後と判断できるが、全体形の解る
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第14図 古墳時代前期 (5期 )の遺構 と遺物

例に恵まれない。また大形例は 2軒のみあるが、内 1軒 (SB7283)は 攪舌Lに より2/3以上を欠落している。

炉の位置は柱穴間を結ぶ横軸線から住居中央部に近い所にある。小形例は10軒 とも炉は確認されていな

い。住居構成要素の企画線は大形 (SB7257)・ 中形 (SB6009 0 7250 0 7254 0 7256 0 7654)・ 小形 (SB7129 0

73730729607751)で 作成 した (第 14図 )。 住居の配置を全体図の中で捉えてみると、弥生時代に空間部 と

なっていた環濠内の中央部に 2軒 の大形住居 (SB7257 0 7283)が ある。SB7257に は 2軒 の中形住居

(SB7256 0 7250)が近接 しており、ひとつのまとまりを持つらしい。SB7256は SB7654と 砥石の接合関係

(第 3章図版257)が確認されてお り、ほぼ同一時期 と考えられるが、SB7654は 1軒単独で存在する。同

様にSB7283は 1軒単独である。SB7631と SB7254は 6期の遺物を多く混入 してお り、若干の時期差が存

在する可能性もある。この住居群の東方 3区 には、弥生 3期に掘削された環濠 (SD7014)が残存してお

り、上層遺物が 5期相当の土器群であることから、該期に埋没過程にあったものと判断されている (第 1

章第 3節 P72)。 環濠 と住居群の間には遺構のほとんど存在 しない空白部があり、環濠外には後述する方

形区画の周溝墓が構築されている。

2-1区 には炉・柱穴の存在 しない小形住居が間隔をおいて 1軒ずつ存在する。小形 (SB6029 0 7751 0

737307596)・ 極小 (SB7193 0 7311 0 7729 0 7125 0 7419 0 7184)例 が該当し、中央に空間部を設けるように

①

○
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半円形に配置されている。中央の空白部には井戸跡と考えられる土坑が 5基 (SK74690 723207256074800

7822)と 掘立柱建物 2棟 (ST702207031)が存在する。また時期は不明だが柵列が 3基 (SA7001070040

7006)空 間部に確認されている。SB737107626は 深さ1～ 9 cm程度で住居認定要素に欠ける遺構である。

さらに 2-2区 には木棺墓が 4基 (SM7036 0 70160 70230 7014)存 在する。同様な遺構は環濠外にも2基

(SM7006 0 7028)確認され、墓域 として住居群から区別されたものか否かは明瞭ではないが、遺構分布か

ら判断すれば住居のない空間部での構築 と言える。規則的な配置はつかみ難いが、主軸は東群の住居群 と

ほぼ平行する場合が多い。また調査所見から判断すれば盛土は認められず、素掘 りの土坑に木棺 を直葬 し

た例 と判断できる。SM7016は伸展葬 Pと 思われる人骨が管玉12・ 琥珀玉50以上・珠文鏡 1と ともに検出さ

れている (第 2章第 3節 P70)人骨の形質的分析によれば、15歳前後の少年で上顎切歯はシャベル型を示

し、「明瞭な渡来系の影響 を示 している」 (第 4章第 8節 P232)と 言 う。古墳時代の人骨例は、ほかに

SB7028でガラス玉 1点 を伴い検出されているが、鑑定不能であった。またSB7250か ら重圏文鏡 1面 と乳

幼児 (2歳前後)の ものと考えられる頭蓋骨が出土している。所見には認められないが、状況から判断す

ると住居内の墓跡ではなく土墳墓の可能性 も考えられる。SM70140702307036は いずれも別遺構に破壊さ

れており、 1/2～ 1/3程度の残存である。SM7036か らは勾玉 1と 臼玉11点が出土している。東南端に位置す

るSM7006には勾玉 10管玉 40ガラス玉18・ 変形獣文鏡 1の 出土が確認されている。鏡および玉類の詳細

は、第 4章第 5節・第 6節に記す。

集落は該期に掘削されたと考えられるSD7030 0 SD6023に より東西に区分される。上述の住居のまとま

りは東群に属 し、西群には掘立柱建物17棟 (ST6001～ 60130601506016)と 土坑が 3基 (SK60990 61130

6142)あ る。掘立柱建物の所属時期は厳密には不明であり、 6期以後である可能性を含むが、西群が居住

域ではなく倉庫あるいは土坑 (む ろ・井戸)を 中心とした空間であったと考えられる。掘立柱建物は、 1

間×2間 と 2間 ×3間 の 2者が予想できる。その規模は桁 と梁が前者例 でST6005(3.2m× 2。 7m)・

ST6015(3.5m× 3.5m)OST6016(3。 9m× 3.2m)、 後者例ではST6010(4.5m× 3.7m)を計測する。配

置では東方のまとまり (a ttsT60100601506016)と 西方のまとまり (b ttST600506006)の 2群がある。

土坑は井戸 と考えられる例にSK6099 0 6113 0 6142が あり、SK6142か らは横鍬 (え ぶ り)が出土 している

(第 3章図版219)。

溝跡はそのほとんどが時期不明扱いである。SD6015は 出土した壺形土器から5期に認定 してお り、平

行するSD6016やSD6010 0 6019も 該期の可能性を含む。

SD7014の東には墓域が構成されていたと考えられ、方形周溝墓 5基 (SM700107002070030702907031)

が確認されている。この内、SM7001と 7002に は主体部 と思われる土墳が検出されている。主体部はいず

れも素掘 りで人骨・副葬品は確認されていない。SM7001の 周溝内出土土器から該期に認定 しているが、

ほかの遺構の所属時期は厳密には不明である。聖川堤防地点では 4～ 5期にかけてのSDZ 9、 6期 Pと 考

えられるSDZ10が確認されていることから、別時期に属する可能性を含む。主体部の確認はなく、やはり

人骨・副葬品の出土は認められていない。また同地点の住居ではSIDttSBl16が 該期相当の遺構である。

山崎唐猫地′点では11号 ～15号住居が、自転車道地′点では14015021号住居がほぼ該期に近いと言える。

以上から、 5期の集落像は住居群に、小竪穴 (納屋 P)と 広場 (井戸・建物 P)の まとまりの結合 した

東群、溝により区切られた掘立柱建物群 (倉庫 P)に よる西群から構成されていることが予想できる。住

居群は大形例 2軒が中心に位置し、中形住居と結合する例 1軒 を除き、平面上はそれぞれの住居が単独で

存在しているようだ。ただし祗石の接合例に見られるように、質的有機的な結合関係にあったことは推定

できる。住居群の西方には空間部があり、中央に土坑あるいは建物を配し、炉や柱穴のない小竪穴状の住

居 (納屋 P)が分散する。井戸を囲む中央広場 と仕事小屋であるとすれば、より強い住居群 との結びつき
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第16図 古墳時代前期 (6期 )の遺構と遺物

が想定できる。西群は南北に走る溝により区画され、倉庫群 と幾つかの井戸が存在する。また溝による区

画は、東端ではさらに墓域を区別 していたと考えられる。墓域には方形区画の周溝墓があり、構築場所や

群集する様子は弥生 3期の延長にある。一方、住居群に近接 した空間部には鏡や玉類を副葬 した木棺墓が

数基存在する。途絶えていた篠ノ井集落の再開を考えるに当たり、 5期集落内被葬者の 2面性は重要な検

討事項である。

G)前 期後半 6期 (第 16図・第17図 )

該期に属する遺構は、住居29軒 ・土坑15基・道状遺構 1本である。今回の調査で得 られた住居は、隅丸

の方形・ 4本柱・地床炉であり、ほぼ 5期 と共通する。ただし周溝を巡らす住居が目立つ点特筆できる。

周溝を持つ住居は 4軒 (SB60130 75130751707255)、 貯蔵穴 と思われる土坑を持つ住居が 5軒 (SB60130

6016073460737207517)あ る。住居はその規模より2つ のタイプに区別できる。長軸5.3m・ 短軸5.Om、

柱間縦2.9m・ 横2.7mの中形、長軸4.4m・ 短軸4.lm、 柱間縦2.5m・ 横2.Omの小形がある。大形例 と極

小例は確認されていない。炉の位置は柱穴間を結ぶ横軸線から住居中央部に近い。炉に縁石を持つ例が 1

軒 (SB7255)あ る。小形例ではSB7420に 炉址が認められる以外は、すべて炉はない。住居構成要素の企

画線は中形 (SB6001 0 6004 0 6009 0 6013 0 7255 0 7517)・ ガヽ形 (SB6011 0 6018 0 6025 0 7080 0 7345 0 7381 0

742007418)で 作成した (第 16図 )。

住居の配置を全体図の中で捉えてみると、 5期に集落を区画していた溝 (SD7014 0 7480 0 6023)が 消滅

し、住居群が西方に展開していくことが解る。SD7014の 東方に存在 した墓域は確認されていない。住居

は中形 405軒程度がほぼ等間隔に配置し、ひとつのまとまりを構成している。まとまりは 4か所あり、

東側からA～ D群 と呼称する。A群は南北に配列する中形 3軒 (SB7255 0 7246 0 7517)を 中心に、小形住

居が 1軒ずつ付属する。SB7255と SB7244 P O SB7246と SB7259 0 SB7517と SB7420である。B群は中形 4

軒 (SB7372 1 7195 0 7345 0 7346)に より構成され、C群は中形 5軒 (SB6016 0 6018・ 60190602506027)、
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D群は中形 4軒 (SB6001 0 6004 0 6007 0 6009)の まとまりである。D群の西方80mの所には南北に走る道

状遺構 (SC6001)が存在する。SC6001の 手前には溝SD6001及びSD6002が認められるが、時期および道

状遺構との切り合いは不明である。

それぞれの住居群には幾つかの土坑が含まれる。その内井戸の可能性が高い例はA群でSK8250(完形

の甕形土器出土)、 C群でSK6202(井 戸枠、槽・梯子・器台・高不)OSK6406(甕形土器 6点)OSK6307(火

鑽臼)がある (第 3章図版219～ 図版224)。 全地点では聖川堤防地点SICttSBl18及 びA ttSDZ10が該期

相当の遺構と考えられる。SDZ10は 方形区画の周溝墓で前期段階の溝AttSD150SIBttSD31・ C ttSD25の

中間に位置する。高速道地点では墓址が確認されていないが、果たして該期の墓域が存在するのであろう

か。体育館地点では住居 1軒 (SB l)・ 溝 3本 (SD l～ 3)・ 掘立柱建物 1棟 (SB 2)が確認されており、

本稿の5～ 6期相当の資料が出土している。SD102は円形 P区画の周溝墓であろうか。自転車道地′点で

は第26号・第30号住居と方形 P周溝墓がほぼ該当期である。

以上から、 6期の集落像はA～ Dの住居群が調査区全域に展開していたと判断できる。各群は4～ 5軒

の中形住居と井戸の可能性がある幾つかの土坑により構成されるが、A群のみ小形住居を付随した中形と

小形のまとまりからなる。 5期で扱った溝や掘立柱建物が該期まで下る可能性も十分あ:り 、集落像は再考

する余地がある。またD群の西80mで確認された道状遺構は周辺出土の土器から6期 :と 判断されたが、位

置より推定すれば篠ノ井集落域と石川水田域の境界にある。現在の県道篠ノ井・稲荷山線とほぼ平行して

おり、集落間を結ぶ幹線道であった可能性も考えられる。

(4) /Jヽ   結

古墳時代前期の篠ノ井集落は、「小型供献土器が定着し、多様な小型器台・鉢が見られ～、中部高地型に

系譜を求められない広口壺、二重回縁壺が定着」(P1270青木、1996)す る時期に再開される。前述した

ように、本稿の 5期は庄内式～布留 1式期・廻間Ⅲ式期にほぼ相当し、 6期は布留 2式前後期・廻間Ⅲ式

終末期に該当している。この頃、歴史事象は卑弥呼の没後266年 に倭の女王が西晉に朝貢して以来、413年

の東晉朝貢までの空白期間に当たっている。篠ノ井集落に周溝墓が構築され続ける最中、姫塚の前方後方

墳、そして森将軍塚古墳、川柳将軍塚古墳が山上に構築される時期である。まさに本格的な巨大古墳が築

造されてくる時代に当たる。

さて 5期段階の集落は、住居のまとまりが1か所にあり、大形住居 2軒 を中心に中形規模の住居が存在

する。住居間の組み合わせは不明瞭で、それぞれが単独で集落「単位」を構成していた可能性もあるが、

中央の大形住居のみは近接して 2軒の中形住居を伴っている。この住居群の西方には井戸または建物を伴

う広場・小形と極小の組み合わせを持つと想定される小竪穴群 (納屋 P)が存在し、「農業生産的」あるい

は「手工業生産的」な空間が存在する。これら住居群と小竪穴群を東群とし、南北に走る溝を境に西群に

は1間 ×2間 または 2間 ×3間の掘立柱建物群が存在する。建物群は3棟でひとつのまとまりと解するこ

とが可能で、 a群 とb群の 2群 を想定できる。b群には2～ 3基の井戸が組成しており、恐らくはa群中

にも存在し、掘立柱建物と井戸の組み合わせが考えられる。一方墓域は2群に区分でき、東群域内の 【木

棺墓域】と集落東端の溝に区切られた方形の 【周溝墓群】である。木棺墓には鏡と玉類もしくは玉類が副

葬されている。鏡には 【重圏文鏡・獣形鏡・珠文鏡】 3面がある。これまで当該地では飯綱社古墳・川柳

将軍塚古墳を含め、内行花文鏡 3・ 乳文鏡 20捩文鏡 10獣形鏡 10珠文鏡 1の 出土がある。西山によれ

ば、これらの小形傍製鏡は「大和政権が押さえておかなければならない重要軍事拠′点の在地豪族層に分け

与えられた」品々で、ことに「珠文鏡十重圏文鏡 (櫛歯文鏡)十素文鏡の組み合わせについては祭祀に用

いられた」可能性が高いと言う (第 4章第 6節 P94)。 弥生終末より構築され続けている周溝墓 とは別に、
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集落の内部に取 り込まれて、これら木棺墓が存在す る意味は計 り知れない。環濠集落の崩壊後、新 しい政

治支配体制の基に篠 ノ井集落が再編成されたことは想像に難 くない。当集落が重要軍事拠′点のひ とつ とし

て、あるいはまた強大な在地豪族層の存在 を介 したムラとして存在 した可能性は高い。集落内に 2軒ある

大形住居 を、 人々の身分的格差・首長層の存在 と結びつけるだけの根拠はないが、仮にそう解釈 した場合

には、集落内部に首長層 または特別な集落構成員の存在 を認めることにな り、住居に近接 した木棺墓域 と

の結びつ きを考慮す る必要がある。この場合、溝外にある周溝墓は前時代か ら継続すると言 う意味で在地

系の墓 と判断できる.やがて該期～ 6期にかけて背後の山腹に姫塚古墳は築造されることとなる。

6期は大形住居の消失、住居群の複数化が認め られる時期である。住居群は 4～ 5軒の中形住居の組み

合わせにより集落「単位」 を構成 している。A～ D群 4か所の「単位」が認め られ、A群のみ中形例 と小

形例の組み合わせがある。それぞれの群には井戸 2～ 3基が組み込まれている。掘立柱建物の確認はない

が、 5期 と認定 された幾つかの事例が含 まれる可能性はある。大形住居の消失は上述の解釈論にのっとれ

ば、集落外部への首長層または特別な集落構成員の離脱 を想定できる。集落西端の石川低湿地 との境界に

は幅 4mの道路状遺構が確認され、集落間を結ぶ幹線道路の存在 を予想できる。該期の集落は「農業生産

的単位」の組み合わせによる計画的な P集落である可能性が高い。

以上、机上の操作のみか ら集落の変遷 を概観 した。個別遺構の所属時期 を認定するには発掘所見 と出土

遺物か ら判断す るしかない。整理経過上、数段階の作業 を複数人が担当してお り、各整理担当者の意 を十

分 くみ取 ることはできなかった。最終的な集落構成は町田が判断し、本稿 としてまとめたことを一言添え

てお く。
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古代の遺構は第 2章でふれたように非常に多くの遺構が検出されている。これらの遺構について、第 3

章第 1節 4で示 した篠ノ井遺跡群古代土器編年に従ってその推移を考えてみたい。古代土器編年について

は、集落変遷を考えるうえでの基準 となることを考えて、土器の特徴やそれぞれの組成に加え、地震や洪

水などの自然災害の発生をも考慮 したものであり、土器編年の推移による画期においても集落の推移や画

期をある程度考察できると考えた。

(1)古代 1期 (第 18図 )

古代 1期 と確実 に考 え られ る遺構 は、竪穴住居跡 (SB)28軒 、掘立柱建物跡 (ST)7棟、溝跡

(SD)7本、土墳跡 (SK)5基 である。古墳時代前期の集落が廃絶 して以来の人々の定住である。入植

当初は竪穴住居を2-1区に造 り、竪穴住居や掘立柱建物を2-3区や 3区東側 :3-北区に造っている。

この時期の竪穴住居でのカマ ド方向は、ほとんどが北西方向となり、また掘立柱建物の棟方向も北西方向

のものが多くみられる。これらは皆ある一定の間隔をもって造られていることがうかがえる。この後、当

集落の溝区画の根本 となる溝SD7052 0 SD7087が 2-1区や 2-2区 にかけて造られることとなる。これ

らの地区ではSB71900SB73000SB73220SB73780SB7608な どの竪穴住居を切って造られている。SD70520

SD7087が造られたことにより集落内が 2地区に分害Jさ れたことになる。ここでは便宜上SD7052 0 SD7087

の北西側をA区 と呼び、南東側をB区 と呼ぶことにする。さらにB区でも調査区 3区東側 03-北区地域

についてはC区 とした。今回の調査結果では竪穴住居の廃絶後に溝が造られたものなのか、あるいはたち

退かせてまでも造ったものかは何 ともいえないが、集落を造るにあたつて大きな目的をもって造られたこ

とがわかる。このことから、この 1期には人々が入植時に造った古集落景観 と、今後の集落景観のもとと

なる新集落景観があったことがわかる。この 1期を通 して、SB7300 0 SB7322な どのA区での集落景観は

溝の構築によって一度途絶えることとなり、SB7029か らSB7249に かけてのB区 と、SB7072か らSB7115

にかけてのC区の 2地域は中心的な集落景観を形成することとなる。カマ ドは先にもふれたがほとんどが

北西方向のものであり、造られる位置は壁の中央部が一般的である。

9)古 代 2期 (第 19図 )

古代 2期 と確実 に考 えられ る遺構 は、竪穴住居跡 (SB)35軒、掘立柱建物跡 (ST)6棟、溝跡

(SD)11本 、土墳跡 (SK)11基である。この時期には 1期に造った溝SD7052 0 SD7087の 延長 として溝

SD7007 0 SD7010 0 SD7039 0 SD7080が造られ完成となり、以後 7期 までの集落景観の基礎が整うこととな

る。集落はさらに細分割され、便宜上SD7087と SD7052に 囲まれた地域をA-1区 、SD7052と SD7080に

囲まれた地域をA-2区 、SD7087と SD7039 0 SD7007に 囲まれた地域 をB-1区 、SD7052と SD7039・

SD7007に 囲まれた地域をB-2区 、SD7007と SD7010に 囲まれた北地域をC-1区 、SD7007と SD7010に

囲まれた南地域をC-2と 呼ぶこととする。 2期以降これらの区画に沿って集落が展開することとなる。

特に 1期での溝SD7052 0 SD7087掘 削後には目立った集落景観をみせなかったA-2区 ではSD7052に 沿っ

てSB73240 SB73300 SB73670 SB73800 SB7313な どの竪穴住居がある一定の間隔をもって計画的に構築さ

れていることが うかがえる。また 1期 で中心的な集落景観 をみせていたB-1区 や B-2区 では、

SB7206 0 SB7208 0 SB72800 SB7644な どの竪穴住居が 1期 と同様な集落景観をみせ、 2軒単位で隣 り合っ

たり、切 り合ったりしている状況がうかがえ、A-2区 とは異なった景観を示している。 1期以来の住居

選地を引きずっているかのようである。またこれとは対称的に 1期で中心的な集落景観をみせていたC―

代古
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1区では集落景観の縮小化がみられる。この時期のカマ ドは 1期同様に北西方向のものが多いが、北東方

向のものや南西方向のものもみられるようになり、造られる位置は 1期同様に壁の中央部が一般的であ

る。                     :

侶)古代 3期 (第20図 )

古代 3期 と確実 に考 えられ る遺構 は、竪穴住居跡 (SB)14軒 、掘立柱建物跡 (ST)5棟、溝跡

(SD)8本、土墳跡 (SK)1基 である。この時期は 1期以来展開をみせていた集落景観 とは異な り、溝

SD7052 0 SD7087・ SD7007 0 SD7010 0 SD7039 0 SD7080を 意識しながらも集落は縮小傾向をみせる。 1期

以来中心的な集落景観をみせていたC-2区 では竪穴住居は減少するものの、C-1区 には掘立柱建物が

新たに造られる。新たな集落の展開が今回の調査区以外に広が りをみせるのか、集落規模が何かしらの要

因によって縮小せざるをえなかったのか、全体的な集落展開を判断するには無理があるようであり、 4期

とあわせて考えた方がよさそうである。あるいはここでの景観が示すように、このことについては長野市

教育委員会のこれまでの調査成果をふまえても即断できるものではない。

に)古代 4期 (第21図 )

古代 4期 と確実 に考 えられ る遺構 は、竪穴住居跡 (SB)15軒 、掘立柱建物跡 (ST)4棟、溝跡

(SD)8本である。 3期同様に溝SD7052 0 SD7087 0 SD7007 0 SD7010 0 SD7039 0 SD7080を 意識した集落

景観 となる。B-1区 には掘立柱建物だけが残ることとなる。調査区内での傾向を考えれば、全体 として

竪穴住居は散在 しているが、A-2区 やB-2区 の南側に集落展開があるのかもしれない。カマ ドは北東

方向のものや北西方向のものがみられるが、北西方向のものが主流である。造られる位置はこれまで同様

に壁の中央である。

(励 古代 5期 (第 22図 )

古代 5期 と確実 に考 えられ る遺構 は、竪穴住居跡 (SB)52軒、掘立柱建物跡 (ST)2棟、溝跡

(SD)8本、土疲跡 (SK)11基である。これまでの 3期や 4期の集落景観から大きな変化 をみせ、この

後の 6期・ 7期 08期 の集落景観の基礎 を築 くこととなる。これまで集落内の区画 を示 して きた溝

SD7052 0 SD7087 0 SD7007 0 SD70390 SD7080に 加え、SD7006が新たに掘削されるが、このSD7006の 掘削

の結果、SD7010が機能を失い埋没していくこととなり、C-1区 の区画が北へ狭まり、逆にC-2区 の

区画が北へ広がることとなる。このことにより集落内での若千の区画変更がみられる。この時期の集落展

開を概観 してみると、A-2区 とB-2区 に竪穴住居が造られはじめるが、SD7052に 近い一定の場所に

密集する傾向を示 し、竪穴住居が切 り合った状況で検出されている。A-2区 には方形掘 り方をもつ掘立

柱建物が造られ、今後 8期 までこの地域に同様の掘立柱建物が造られることとなる。また 3期 04期にみ

られたB-1区 での竪穴住居や掘立柱建物は姿を消す。またこれとは逆にC-1区 には竪穴住居が造られ

はじめる。C-1区 ではこれ以降 8期 まで竪穴住居が造 り続けられ、集落内での一つの集合体を示すこと

となる。この時点ではそれぞれの竪穴住居が密集して造られることなく、ある一定の間隔をもって造られ

ている。またカマ ド方向については、北東方向のものと北西方向のものがみられるが、 4期までとは様相

を異にし、北東方向のものが増し、同数程度の割合を示す傾向となる。造られる位置はこれまでの壁の中

央部に造られるものに加え、この時期以降、中央よりやや左右に寄るものが増す傾向となる。
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第 4章 成果と課題

“

)古代 6期 (第 23図 )

古代 6期 と確実に考 えられる遺構は、竪穴住居跡 (SB)49軒 、掘立柱建物跡 (ST)4棟、柵跡

(SA)2列、溝跡 (SD)13本 、畑・水田跡 (SL)4条、土墳跡 (SK)3基である。この時期の集落は第

4章第11節 2での考察が正しければ、液状化現象を起こすほどの大地震による震災後の集落景観の一端を

みせているということになる。集落全体での景観は 5期まで区画溝として役割をはたしていたSD7010が

姿を消し、SD7006が区画溝としての役割をはたすこととなる。集落内の各区画での状況をみてみると、

A-2区では竪穴住居の一定場所での密集化は変わらず、また掘立柱建物については建てかえが行われて

いる。さらにこれまでとは異なり、建物以外の遺構の検出がみられ、生活空間の広がりがみられる。B―

1区では 5期同様に建物の姿はみられない。B-2区では 5期同様にSD7052に 近い一定の場所への密集

化はみられるものの、溝区画に関わる計画的な竪穴住居配置がみられる。C-1区においても同様に一定

の場所への密集化はみられるものの、溝区画に関わる計画的な竪穴住居配置がみられる。しかし5期以上

に区画内全体での密集化が進んでおり、中心的な集落景観をみせはじめる。しかし掘立柱建物はみられな

い。さらにC-2区にも竪穴住居が造られはじめるのがこの時期である。大地震によるムラでの被害は多

大なものであったことは噴砂跡や文献記載からも想像されるが、しかしこの後の 7期での集落景観を考え

れば、このムラの集落景観を変えるまでのものではなかったようである。当時の人々による復興の成果に

よるものなのであろうか。

仔)古代 7期 (第 24図 )

古代 7期 と確実に考えられる遺構は、竪穴住居跡 (SB)106軒、掘立柱建物跡 (ST)2棟、柵跡

(SA)1列、溝跡 (SD)45本 、土墳跡 (SK)43基であり、古代における当地域での最大集落の景観をみ

せることとなる。集落内の各区画での状況をみてみると、A-2区では竪穴住居の一定場所での密集化は

さらに増すとともに、区画内全体としてもその密集度は増す。また掘立柱建物については再び建てかえが

行われている。この時期での大きな変化は、この時期の中でSD7052 0 SD7087や SD7080な どのこれまで集

落の区画を示してきた大溝が機能を失い、代わってSD60220 SD60330 SD70230 SD70240SD70290SD70250

SD7061 0 SD7078 0 SD7085な どのこれまでと異なった幅が狭く浅い溝が集落の区画を示すようになること

である。このことによってこれまでのA-2区 と区画した地域がさらにガヽさく区画される結果となってい

る。このことを受けてか、 6期以上に自然堤防上での西側の利用度が増し、竪穴住居や溝などの新たな展

開がみられ、よリー層の生活空間の西への広がりがみられる。B-1区では、A-2区での展開をよそに

SB7025がみられるだけで、 5期・6期同様に建物の姿はほとんどみられない地域のままである。B-2区
でもこれまヽでのSD70390 SD7007の ような大溝が機能を失い、SD70400 SD70130 SD7042の ような幅が狭く

浅い溝に区画されるようになる。しかしA-2区でのように新たな区画を造ることはされていない。また

これまでの 5期や 6期での状況以上に一定の場所への密集度が高まり、近接するものや切り合うものがほ

とんどである。特にSD7052付近の一定場所への密集がこれまで同様にみられる。しかしながら溝区画に

関わる計画的な竪穴住居配置もいきているといえよう。C-1区においても6期同様に一定場所への密集

化はみられるもののく溝区画に関わる計画的な竪穴住居配置がみられる。しかし掘立柱建物はみられな

い。ここで特記することは、A-2区同様にこれまでのSD7007や SD7006と いった大溝が機能を失い、新

たにSD7001 0 SD7002 0 SD7004 0 SD7005 e sD7011 0 SD7015と いった糸田くて浅い溝に区画溝が造りかえら

れたことであろう。しかし全体的にはA-2区のような区画の新たな細分化は行われていないようであ

る。しかしこれらの溝のありかたは、これまでの大溝の区画とは異なり、集落の細分化あるいは分離を示

しているようにも考えられる。C-2区 ではC-1区 同様に、SD7002 0 SD7011 0 SD7017 0 SD7032 0



第 1節 集落構成について

SD7033 0 SD7034 0 SD7105と いった細 くて浅い溝に区画されることとなる。いずれにしても5期・ 6期 と

続いてきた集落景観は、この時期の中で大きな変化をみせることとなるのである。またカマ ドは北東方向

のものと北西方向のものとがみられる。またカマ ドの位置は古代 6期の状況に加え、右角や左角に造られ

るものもみられるようになる。この時期の竪穴住居配置については、選地や切 り合い関係を細分すること

によって、さらに詳細な集落景観がみられるものと考えられる。

侶)古代 8期 (第25図 )

古代 8期 と確実 に考 えられ る遺構 は、竪穴住居跡 (SB)24軒 、掘立柱建物跡 (ST)8棟、柵跡

(SA)1列、溝跡 (SD)13本 、土墳跡 (SK)16基であり、新たな集落景観をみせることとなる。この時

期の集落は第 4章第11節 1での考察が正しければ、洪水砂や文献記載から推定される大洪水後の集落景観

の一端をみせていることになる。集落内の各区画での状況をみてみると、A-2区 では竪穴住居の一定場

所での密集化はみられなくなり、区画内全体 としても竪穴住居の数は減少する。また掘立柱建物について

は 7期 までの場所から西側に移 り、SD7024を 挟んで再び建てかえが行われ、規模が縮小 して棟数が増え

ている。また棟方向も7期 までの北西～南東方向に加え北～南方向のものが建てられるようになる。この

棟方向のちがいは 8期の中での時期差 とも考えられる。この時期での大きな特徴は、 7期で造られた区画

溝SD6022 0 SD7023 0 SD7024 0 SD7029 0 SD7025 0 SD7061に よるA-2区 でのガヽ区画化が定着したことで

あろう。またB-1区 やB-2区 では、SD7039 0 SD7007に かわってSD7038が区画溝 となる。この溝も幅

が狭 く浅いものであるが、区画溝 としての位置は 7期 までの大溝と変わっていない。B-1区 では 5期以

来建物が造られていなかったが、一定の間隔をもって竪穴住居が造られている。B-2で も′点在的に竪穴

住居が造られている。C-1区 では 7期の継続 として、SD7001 0 SD7002 0 SD7004 0 SD7005 0 SD7011 0

SD7015に よる区画がされる中で一定の間隔をもって竪穴住居が造られている。掘立柱建物 も北東～南西

方向のものが 1棟み られる。C-2区 は、 7期 の継続 として、SD7002 0 SD7011 0 SD7017 0 SD7032 0

SD7033 0 SD7034 0 SD7105に よる区画がされる中。で竪穴住居がみられる。調査上では 1軒 しかみられない

が、未調査区が多いことを考えればC-1区 同様の展開があるのかもしれない。全体的にいえることは、

7期 までの溝による区画を踏襲する形で 4軒程度ごとのまとまりをもって小集落が構成されているようで

あるが、 7期でみられたような大集落の景観はもはやみられない。カマ ドの方向は北東方向のものと北西

方向のものがともにみられ、またカマ ドの位置は 7期同様に中央部に造られているものに加え、右角や左

角に造られるものもみられる。

(9)古代 9期 (第 26図 )

古代 9期 と確実に考えられる遺構は、竪穴住居跡 (SB)7軒、溝跡 (SD)12本 、土墳跡 (SK)4基、

墓 (SM)8基であり、新たな集落景観をみせることとなる。 8期 までは県道を境にほぼ東側全体に竪穴

住居や掘立柱建物を中心 とする集落景観がみられたが、 9期では 7期 までのA区であるSD7052あ たりか

ら西側に集落が展開することとなる。またこの地域での集落規模はかなり縮小すると同時に、これまで集

落が展開した地域全体に墓が散在的に造られるようになる。 8期 までの様々な区画溝はその役割を失い、

その痕跡さえも残さないものがみられる。中でも7期 まで集落内の区画溝 となっていた大溝SD7052は も

はや溝 としての痕跡はまったくみられなくなっていたようであり、その上に竪穴住居SB7163やSB7321が

造られている。カマ ドの方向や造られた位置については良好な資料がなくなんともいえない。
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00 古代10期 (第 27図 )

古代10期 と確実に考えられる遺構は、竪穴住居跡 (SB)11軒 、溝跡 (SD)10本 、土墳跡 (SK)7基、

墓 (SM)14基である。 9期 と同様の集落景観であるが、より多くの墓が散在的に造られ、また 9期同様

に大溝SD7052の上に竪穴住居SB71550 SB76020 SD7605が 造られている。カマ ドは北東方向を向き、位置

については右角に造られている。

以上各時期における集落景観をみてきたが、もう一度大きな流れをみてみると、この篠ノ井ムラは 1期

に新たな入植がはじまり、 2期にかけて以後の集落形成の基礎 となる区画大溝が完成する。 3期 04期に

かけてこの地域では集落規模が縮小化するが、 5期になり再び集落規模の増加をみることとなり、 6期・

7期 とさらに集落規模の増加をみる。しかしこの最大の集落規模 となった 7期には細 くて浅い区画溝の新

たな掘削が行われ、 1期 02期に掘削された大溝はその機能を失うこととなり、 7期の後半から8期以降

はこの新たな溝が区画溝の機能をもつこととなる。 8期になり集落は再び縮小傾向をみせ、 9期 010期 に

は竪穴住居は数件 となり、これとは裏腹にこの地域に墓が造られ、これまでの中心的集落景観からはほど

遠い性格の集落あるいは地域 となる。

今回の集落景観の推移 を考えるにあたっては、第 4章第11節 2で示 した 9世紀中葉頃 (841年頃)の地

震や第 4章第11節 1で示 した 9世紀後半頃 (888年 ころか)の洪水の影響がみられるかと考えた。結論か

ら言えば地震による集落構成への影響は大きな変化 としてはみられなかった。しかし洪水による集落構成

への影響については、 7期から8期にかけての集落景観の変化を考えれば、洪水を含めた災害の結果、集

落構成の激減 という大きな変化が起きたようにも考えられる。

今回の集落景観 と自然災害 との関わりについて、目に見えた大 きな成果 としての報告はできなかった

が、いずれにしても今後の集落研究の中で自然災害 との関わりをもっと関連づけることにより、集落研究

の求める目的がよリー層生きたものになるのではあるまいか。



図
卿
樹
阿
翠
２
卜
Ｒ
　
図
罠
∬

〓

ｌ

ｏ

Ｎ

〓

ｍ

∽

Ξ

＼

一
＝
∽

”
一
Ｎ
卜
ｍ

∽

∞
Ｎ
劇
卜
ｍ

∽

〓

〓

ｍ

∽

ｏ
Ｎ
Ｎ
卜
田

∽

〓

ｏ
ト
ロ

∽

卜
一
Ｎ
卜
ｍ

∽

〓

〓

ｍ

∽

ｏ
Ｎ
ｏ
卜
ｍ

∽

〓

〓

ｍ

∽

Ｒ

〓

ｍ

∽

Ｒ

〓

ｍ

∽

一
ｏ
一
ト
ロ

∽

一
一
国
卜
ｍ

∽

一
”
Ｎ
卜
ｍ

∽

了

∫

Ｊ

◎
~◎

9

＼

詢 劃押肺ひ     1    劃欄肺ひ    |    ヤe翠劃‐
E‐《







第 2節 記号・絵・文字が記された土器

第 2節 記号・絵・文字が記された土器

篠ノ井遺跡群から出土した記号・絵 0文字が記された土器は、延べ総数で590′点になる。この内訳は、墨

書土器475′点 (墨 =435′点、朱墨 =40′点)、 その他115′点 骸J印 =1′点・線刻 =48′点・ヘラ書き=66′点)であ

る。これらの内容別点数 をみてみると、記号60′点以上、絵11′点、文字300′点以上、不明多数である。これ

らについて簡単に概説してみるが、この中には遺跡の性格上および調査上の理由によって記され用いられ

た時期を示せない混在資料 も少ないことから、ここでは特に時期がある程度限定できるものを中心に見て

みることとする。

1 記号 が記 され た土器

外面に記号らしきものが記された土器は60点以上確認されている。時代としては古墳時代前期が 2′点ほ

どで、そのほかのすべてが古墳時代後期後半の 7世紀以降から10世紀前半のものとなる。篠ノ井遺跡群古

代編年の 1期から8期にかけてのものとなる。時期がある程度限定できるものでの傾向をみてみると、墨

書での記号的なものが数′点、ヘラ書きでの記号的なものが35′点以上、線刻での記号的なものが数′点確認さ

れている。時代が限定されないものを含めればその数はさらに増す。墨書土器ではSB7137(墨書表No

1600161)出土の「×」や 2-1区 第 1検出面 (墨書表No425)出 土の「■」、墨書・線刻にみられる

SB7041(墨書表No128 0 129)出 土の「↑」、SB7223(刻書表No53)出 土の「↑」などがみられる。これら

以外のほとんどは須恵器外面および底部にヘラ書きとして「×」が記されている。この「×」は 1期から

8期 までの土器に継続的に記され、特に 7期に多いことがうかがえる。

2 絵 が 記 され た土器

外面に絵が記された土器は11′点確認されている。時代としては弥生時代後期 1′点・古墳時代前期 8′点・

古代 (7世紀含む)2点である。弥生時代後期や古墳時代前期は、ヘラ書きや線刻での表現であり、古代

の 2点については墨書と線刻で描かれている。溝跡SD7039の 混入遺物として出土した弥生時代後期土器

の刻書表No81は 、甕片に線刻で羽を描いたようであり、鳥を描いたと推測される。また古墳時代前期の溝

跡SD7030出土の刻書表No78は 、絵の全体は残存するが何を表現したのか不明で、焼成前にヘラで描かれ

ている。古代の線刻の 1点は中世の井戸跡SK7012か ら混入資料として出土したもので、黒色土器Aの杯

の内面に線刻で家屋を表現したような絵が描かれていた (刻書表No96)。 また墨書で描かれた溝跡SD7080

出土の墨書表No384は 、黒色土器Aの杯の外面に鹿の絵が描かれていた。古代の 2′点については中世井戸

への混入資料と2期から7期にかけて継続的に使用された溝跡からの出土であるが墨書土器や刻書土器の

出土傾向から7期頃に描かれたものと考えられる。

ここで墨書表No384の 鹿の絵について簡単にふれてみることとする。この鹿絵については、当初篠ノ井

遺跡群から多く出土する「拳」とも考えたが、全体の表現を再三検討した結果鹿絵と判断した。この鹿は

角・顔・背中部分が描かれ、胸から尻にかけての下半部分は表現されていない。また角部分は太いタッチ

で 1叉 2尖のふっくらとした袋角らしく描かれている。このことからこの鹿絵は 2歳 くらいの春から夏に

かけての鹿を描いたものかもしれない。類例を探してみたが、宮城県多賀城遺跡出土の導に写実的に描か

れた鹿絵 (文献 1)だけしかみあたらず、古代の土器に墨書きされた鹿絵は全国でも初めての例となりそ

うである。長野県内での古代以外での鹿絵例は、飯田市新井原 2号墳出土の埴輪への線刻絵が唯一である

(文献 2)。 この埴輪への線刻絵は出土した埴輪片 3片に残されていたもので、雄雌の鹿がヘラ状工具によ
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って描かれたものである。

先土器時代以来、人と鹿との関わりは単に食料確保のために狩 りをし、鹿を捕らえたものではなく、得

られた角や骨などを道具や装飾品に加工 しても利用した。さらには、鹿を神 としてオ申事に登場させたり、

あるいは骨を神事に用いたりした様子が文献上に多くみられ、 日本人にとっては物質的にも精神的にもた

いへん身近な動物の一つであったことがうかがえる。それではSD7080(墨書表No384)出 土の鹿絵が描か

れた古代においては、どのような存在であったのであろうか。文献資料や出土木簡、さらには民俗例など

からその一端を探ってみることとする。

鹿についての記載は多くの文献にみることができるが、ここでは古事記・日本書紀・風土記 0万葉集・

延喜式での記載を中心にみてみることとする。

a=古事記には、日本武尊が蝦夷を平定した後、相模国の足柄の坂下で、坂の神が自鹿となって現れ、

日本武尊が食べた残 りの蒜のかたはしをもってこれを打つ と、鹿の目にあたって死んでしまったとある。

『足柄の坂本に至 りて、御根食す虎に、其の坂の神、自き鹿に化 りて来立ちき。爾に即ち其の昨ひ遺 し

たまひし蒜の片端を以ちて、待ち打ちたまへは、其の目に中りて乃ち打ち殺したまひき。』 (中巻 景行天

皇 小碓命の東伐)(文献 3)

b=日本書紀では、古事記での「相模国」が「信濃国」 と記され、また「坂の神が自鹿となった」こと

が「山の神が自鹿となった」 とされている。

『則ち日本武尊、信濃に進入しぬ。是の回は、山高 く谷幽し。翠き嶺萬重れ り。人杖侍ひて升 り難し。

巖瞼しく橙紆 りて、長き峯数千、馬頓轡みて進かず。然るに日本武尊、姻を被け、霧を凌ぎて、通に大山

を任 りたまふ。既に峯に逮 りて、飢れたまふ。山の中に食す。山の神、王の苦びしめんとして、自き鹿 と

化 りて王の前に立つ。王異びたまいて、一箇蒜を以て白き鹿に弾けつ。則ち眼に中りて殺しつ。』 (巻第七

大足彦忍代別天皇、景行天皇 四十年是歳)(文献 4)

C=同 じく日本書紀には、天武天皇 4年に発せ られた「殺生禁断の詔」があり、この中で、牛・馬・大・

獲・鶏の肉を食べることを禁止しているが、猪や鹿は除外されている。

『諸國に詔して曰く、「今より以後、諸の漁猫者を制めて、檻穿を造 り、機槍の等き類を施 くこと莫。亦

四月の朔より以後、九月二十 日より以前に、比爾沙伎理・梁を置 くこと莫。且牛・馬・大・狽・鶏の宍を

食ふこと莫。以外は禁の例に在 らず。若し犯すこと有らば罪せむ」 とのたまふ。』 (巻第二十九 天ち淳中

原減具人天皇 下 天武天皇四年四月)(文献 5)

e=尾張国風土記逸文には、尾張国葉栗郡の川鳴社の神が自鹿になって現れたとある。

『尾張の國の風土記に云は く、葉栗の郡。川鳴の社河沼の郷の川鳴の村にあり。奈良の宮に御宇 じめし

し (聖武の)天皇のみ時、凡海部の忍人、「此の神、白き鹿と化篤 りて、時々出現れます」 と申ししかば、

詔ありて、齋き奉 りて、天社 と篤しき。』 (文献 6)

f=播磨国風土記には、捕らえた鹿の腹をさき、その血に稲糎を播いたら一夜にして苗がはえたので、

それをとって植えたとある。

『讃容 といふ所以は、大神姉妹二柱、各、競ひて國占めましし時、妹玉津 日女命、生ける鹿を捕 り臥せ

て、其の腹を割 きて、其の血に稲種 きき。仙 りて、一夜の間に、苗生ひき。即ち取 りて殖ゑじめたまひ

き。』 (讃容郡 讃容の郡)(文献 6)

g=豊後国風土記には、田の苗を食い荒す鹿を捕らえて殺そうとしたが、鹿の願いを聞いて逃がしてや

ると、その後田圃に豊作が続いたとある。

『本の名は宅田なりき。此の田の苗子を、鹿、恒に喫ひき。田主、棚を造 りて伺ひ待つに、鹿到末たり

て、己が頸を奉げて、棚の間に容れて、即て苗子を喫ふ。田主、捕獲 りて、其の頸を斬 らむとしき。時
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にt鹿、請ひて云ひしく、「我、今、盟を立てむ。.我が死ぬる罪を免したまへ。若し、大き恩を垂れて、

更存くることを得ば、我が子孫に、苗子をな喫ひそと告らむ」といひき。田主、ここに大 く1在 異しと懐ひ

て、放免して斬らざりき。時より以来、此の田の苗子は、鹿に喫はれず、其の賞を獲しむ。因りて頚田と

いひ、兼、峯の名と篤す。』 (速見郡)(文献 6)

万葉集では狩猟の対象として鹿や猪が多く出てくる。その中で 3例 を紹介する。

h=『赤駒を厩に立て黒駒を厩に立て`てそれを飼ひわが行 くがごと思い妻心に乗りて高山の峰のたをり

に射目立てて鹿猪待つがごと床敷きてわが待つ君を大な吠えそぬ』 (巻十三の三二七八),

この長歌は男女唱和の歌とされ、前半は男の思いで、後半は女の願いを歌っている。この中に狩猟の対

象としての鹿や猪が登場している。 (文献 7)

i=同 じく万葉集の中にある額田王と大海人皇子とが唱和した歌がある。

『天皇、蒲生野に遊猫したまふ時、額田王の作る歌「あかねさす紫野行き標野行き野守は見ずや君が袖

振る」』 (巻一の二〇)

『皇太子の答へましし御歌 明日香宮に天の下知らしめし天皇、論して天武天皇といふ

「紫草のにほへる妹を悟 くあらば人妻ゆゑにわれ懸ひめやも」』 (巻一の二一)

の左注に

『紀に日はく、天皇七年丁卯、夏五月五日、蒲生野に縦猫したまふ。時に天皇弟・諸王・内臣と群臣、悉

皆に従そといへり』とあり、薬猟 (=強精斉Jと して使われた鹿の袋角や薬草を採る行事)の折の歌である

とされている。なお、この薬猟は五月五日の行事であり、男が中心となる鹿狩りと、女が中心となる薬草

採集とがあったようである。 (文献 7)

j=さ らに、「角は御笠の柄に耳は墨増に、爪は弓筈に毛は筆に、皮は箱に肉肝は食用に、そして胃は

塩干に」と,鹿の身体各部分の利用度を歌った長歌もある。

『……わが角は 御笠のはやし わが耳は 御墨の増 わが目らは 具澄の鏡 わが爪は 御弓の弓弼

わが毛らは 御筆はやし わが皮は 御箱の皮に わが肉は 御給はやし わが肝も 御給はやし わが

舷は 御堕のはやし…・・』 (巻十六の三八八五)(文献 8)

延喜式には調や中男作物として、狩猟生産物としての鹿皮や鹿肉などの記載がみられる。

k=延喜式巻二十三、民部式下の交易雑物として「鹿革」、「鹿皮」、「鹿角」などの品々がみられ、尾張

/ 国・相模国・美作国では3品の進上、武蔵野国・伊予国などでは 2品の進上、三河国・甲斐国・上総国・

他では 1品ずつの進上がある,が、信濃国からは「鹿皮九十張」という突出した進上数が記されている。

(文献 8)

1=延喜式巻二十四、主計式上の特に中男作物の中に、甲斐国「鹿肺」、紀伊国「鹿肺」・「鹿鮨」、筑

前国「鹿肺」・「鹿鮨」、肥後国「鹿肺」、豊前国「鹿鮨」、豊後国「鹿鮨」の記載がみられる。 (文献 9)

m=延喜式巻三十二、大膳式上の繹霙祭料にも「鹿醜一升」、「鹿五蔵一升」などがみられ、独や塩を混

ぜた酒につけた鹿の干肉や臓物がついた鹿肉を食べたことがうかがえる。

出土木簡での記載はどのようなものであろうか。

n=藤原宮跡の東大垣の東約20mを 北流する南北溝 (宮東面外壕)か ら出土した付札に、「科野国伊奈

評 (鹿か)大贄」と記されていた。伊奈評 (=伊那郡)よ り贄として鹿が都に貢納されたことがわかる。

(文献10)

0=平城宮跡出土木簡中には、「鹿宍在五蔵」や「鹿宍」などの記載があり、臓物のついた鹿肉を食し

ていたことがわかる。同様なことは上記の延喜式内にもみられる。 (文献11)

それでは次に民俗例ではどのようなものであろうか。日本国内では鹿に関わる諸事例が多く残されてい
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るが、ここでは狩猟神として崇敬された諏訪大社での事例についてみてみたい。

p=諏訪大社では年中様々な神事が催されるが、中でも重要なものが御狩神事とされ、年に4度の神事

が行われる。狩 りで獲得した生贄が神前に捧げられるが、中でも二月酉の日に行われる御頭祭は特に重ん

ぜられ、江戸時代には鹿と猪の頭首が75も 供えられている。これは鹿頭の神供として名高い。 (文献11)

q=鹿や猪などを中心としたある程度の食肉習慣は、仏教が民衆の間に浸透するにしたがい「殺生禁

断」の教えに反する狩猟とともにすたれたが、むしろ諏訪大社では仏教を意識して、「寿命の尽 きた生き

ものは放してやっても生きられないから、いっそ人の腹の中に入って、その功徳で成仏するがよい」とい

う『諏訪ノ勘文』というものがあり、このような信仰を作って狩猟や食肉を合理化した。中世末以来、食

肉の免罪符たる「鹿食免 (=か じきめん)」 といわれる守札や、獣肉を食べても械れないという「鹿食箸

(=か じきばし)」 をもつくり、教義を広め狩猟や食肉を正統化した。 (文献12)

このほか、社寺への祈願のための絵馬にも「馬」のみならず、鹿の多い地域では「鹿」を絵馬として用

いたようである。これは鹿を獲った後、これからも多くの鹿が獲れますようにと願いを込め、神様 (オ ス

ワサマ)に捧げたものである。

以上みてきたように、狩 り、食肉、薬物、神事と、いかに古代において鹿と人々との関わりが深いかが

理解されよう。それでは信濃国での鹿と人々の関わりはどうであろうか。

信濃国は山谷が多く、鹿や猪などが多くいたことは理解されよう。これまで示してきた文献資料 b・ k、

木簡資料 n、 そして民俗例 p・ qか らも信濃国あるいは信濃人がいかに鹿との関わりが深いかがうかがえ

る。

この鹿絵が描かれた 9世紀代は、土師器や須恵器に文字や記号 を墨書 きした墨書土器が多 く用いられた

時代である。土器への墨書絵は平城京をは じめ、ご く限られた地域や場所 において発見 されることが多

く、そのことを思えばたいへん貴重な資料 と言えよう。

それではなぜ文字ではなく「鹿絵」であったのであろうか。ここ数年の研究では、土器に文字を墨書す

ることは単に土器の所有や所属、あるいは共通表示としてとらえるものではなく、村々における神や仏に

対する信仰に関わるものと考えられ、祭祀や儀礼に伴って書かれたという点も重視されている。このこと

から、単に「落書き」としてこの「鹿絵」を評価するのではなく、祭斤巳や儀ネLに 関わって描かれたものと

考えられる。

これまでみてきた諸事例から考えて、やはり食肉に関わる狩猟への願いか、あるいは鹿を通しての神へ

の作物豊作 (五穀豊饒)への願いと考えられる。さらには、やわらかい袋角を表現したものと考えるのな

らば、それは春における若々しい再生を願うものであり、これらに関わる祭りの中で用いられた一つであ

ったかもしれない。 (文献13)

文字が記された土器

今回の調査で文字と判断できたものは310点 以上であり50種類以上におよぶ。これら土器への墨書行為

は篠ノ井遺跡群では古代 5期 (8世紀第 4四半期中葉から9世紀第 1四半期頃)に始まり、古代 6期 (9

世紀第 2四半期頃)に 急増し、古代 7期 (9世紀第 3四半期から9世紀第 4四半期中葉頃)に最大のピー

クをむかえ、古代 8期 (9世紀第 4四半期中葉から10世紀第 1四半期中葉頃)に減少傾向を示し、古代 9

期 (10世紀第 1四半期中葉から10世紀第 2四半期頃)に はまったくと言ってよいほどに行われなくなる。

それではどのような文字が墨書 0線刻・ヘラ書き・刻印されたのであろうか。文字がはっきり読み取れ、

帰属する時期がある程度限定でき種類が多いものは「苓」 (=54)、 「吉」 (=21)、 「几」 (=17)、 「上」 (=

10)、 「れ」 (=8)、 「り|し」 (=8)、 「更」 (=6)、 「宮」 (=4)、 「丙」 (=4)、 「方」 (=4)、 「主」 (=
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4)、 「入」(=4)な どがあげられ、時期が限定できないものや判読に疑間があるものを含めればさらに

数は増す。

文字の性格からは、以下の 4者に分類できる。

a=村 (集落)の性格を示すと考えられるもの。

「更」、「宮」、「舎」、「半」 P、 「主」

b圭集団の帰属を示すと考えられるもの。

「今」、「九」、「れ」、 (記号「↑」、「吉」 P

C=吉祥に関わると考えられるもの。

「富」、「成」、「福」、「春」、「長」、「吉」 P、 (絵「鹿」)

d=人名あるいは固有名詞と考えられるもの。

「大麻」、「半」 P

ここに示さなかった文字も上記 a・ b・ cOdの いずれかに該当するものであろう。

それではここで記号・絵・文字を含めた時期ごとの出土傾向をみてみることとする。

1期 (第 30図 0第39図 )

文字の使用はないが須恵器へのヘラ記号がみられる。出土例はあまり多くない。

2期 (第 31図・第39図 )

1期での須恵器へのヘラ記号に加え、須恵器杯底部へのヘラ書きによる「更」や「大」の文字の使用が

みられる。これらは須恵器生産地 (生産窯)での供給地を示す印であったものなのか、供給地側からの依

頼による印なのかはなんとも言えない。また「更」の示す意味について、 5期で墨書による「更」が出土

し、また 7期 までを通じて、B-2区 (第 4章第 1節 4古代の集落で区画溝によって区画された地域を示

す)や周囲の溝に集中していることを考えれば、この篠ノ井ムラあるいはB-2区 (ム ラ)と いう限られ

た集団への印なのかもしれない。しかしこれまでの周辺地域における出土例がないことから、この「更」

が印された須恵器が更級郡全域に供給するためのものであったのか、あるいは限定された地域やこの篠ノ

井ムラヘのものであったのかは検討を要するものである。その意味付けによってはムラの性格付けも大き

く変わってくることとなる。今後の周辺遺跡からの出土傾向をみながら、検討が必要であろうと考える。

3期 (第 32図・第39図 )

ヘラ記号のみが出土している。

4期 (第 33図・第39図 )

2期同様の須恵器杯底部へのヘラ書きによる「更」が出土している。

5期 (第 34図 ・第39図 )

この時期よりヘラ書き・線刻に加え墨書による文字が加わる。墨書文字が表現されるようになったこと

から、線刻による文字記載も増加するようになる。墨書文字についてはこの時期以降継続的に用いられ

る、「吉」「苓」や則天文字的な「九」「れ」が早くも記されている。出土の傾向をみてみると、「れ」はB

-2区にかたよりを見せ、また「吉」や「苓」はC-1区地域に集中する。

6期 (第 35図・第39図 )

この時期は 5期 に比べヘラ書き・線刻・墨書それぞれが急増する時期である。 5期 で記されはじめた

「吉」「苓」「九」「れ」に加え、「更」「宮」「富」「方」「成」などの墨書文字が加わる。この「更」につい

ては、これまでのヘラ書きによる「更」と同様な意味合いがあるのであろうか。この墨書による「更」は

土器が集落で用いられている中で墨書されたものと考えられ、どこからか供給される時に記されたもので

はないように思える。また「苓」であるが、いくつかの書体がみられるようになる。同一書体の変形文字
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第36図 古代 7期の文字関係資料出土分布図
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については時間的な推移の結果とも考えられるが、この篠ノ井ムラでは文字を記した人々の個人差による

違いも大きな要因であろうと考えられる。この変形文字については第38図 に示した。「吉」は集落全域か

らの出土がみられるが、C-2区 (SB7404)や 周囲の区画溝からの出土が目立ち、「苓」はC-1区
(SB7001 0 SB7022)と 周囲の区画溝からの出土傾向をみせている。これらを考え合わせると、「吉」や

「苓」はC-1区やC-2区に住んでいた人々の帰属を示す共通の文字 (記号)であったようにも考えら

れる。またこの時期のSB7109よ り「大半」(=大伴か)と 刻まれた銅印が出土している。

7期 (第 36図 ・第39図 )

この時期は 6期に比べヘラ書き・線刻・墨書のそれぞれがさらに急増する時期である。 5期や 6期で記

されはじめた「吉」「苓」「几」「れ」「更」「宮」「富」「方」「成」に加え、「半」「主」「合」「丙」「福」や

記号的な「↑」などの墨書文字が加わる。この記号的な「↑」については、B-2区にかたよりをみせ、

またC-1区やC-2区などでもみられる傾向を示している。また「苓」であるが、 5期以来線刻や墨書

での文字はみられたが、この時期には刻印による「半」がみられ、須恵器のような生産元からの製品につ

いても印される文字であったことがうかがえる。この「苓」が地域での帰属や紐帯を示す共通の文字 (記

号)であろうことは充分に考えられる。篠ノ井ムラ (中 でも、第 3章第 1節 4古代集落で示したC-1
区)は特にこの「苓」を共通認識としている集団あるいは紐帯関係を示す人々によって構成されていたこ

とは確かであろう。長野市教育委員会の周辺調査例でもこの「苓」がみられることから、この文字の示す

集団関係や紐帯関係が単にこの篠ノ井ムラだけでなく、ムラを越えた一定地域としての印である可能性も

考えられる。さらに 2期以来出土している「更」については、B-2区および周囲の区画溝から出土して

いることから、B-2区地域 (B-2区ムラ)に 限定してその性格を考えた方がよいのであろうか、今後

の検討が必要であろうと考える。また 5期・ 6期にみられた「吉」については 7期で確実に判読できるも

のの中には見いだすことはできなかった。この結果は調査上の偶然なのか、用いられた時期を反映したも

のなのであろうか。さらに則天文字的な「几」については、この「九」を基本にしながらもこれから変形

した文字も用いられたようである。この変形文字については第38図 に示した。ここで一つ注目したいのは

「半」である。 6期のSB7109よ り「大半」 (大伴か)と 刻まれた銅印が出土している。このことからこの

「半」は「大半」 (大伴)を示すものなのであろうか。

8期 (第 37図 ・第39図 )

この時期は 7期に比べヘラ書き・線刻・墨書それぞれが急減する時期であり、ヘラ書き・線刻・墨書行

為の最終段階である。 5期以来の「吉」「苓」や則天文字的な「九」・記号的な「↑」そして「更」「春」

などの文字がみられる。この記号的な「↑」については、線刻でも記されるが、墨書の場合は 7期に比べ

るとだいぶ変形したものが見られる。これらは第 3章第1節 4古代集落で示したB-2区にかたよりをみ

せている。この時期、限られた文字がこれまでのように特に多く用いられている傾向はみられず、これま

で「今」を多く出土する傾向をみせていたC-1区においても様々な文字が出土するようになる。墨書な

どの文字によるそれぞれの帰属性や紐帯関係を示す必要性がなくなった時代背景が見え隠れしているよう

である。

まとめ

以上、時期 ごとの出土傾向と集落内での出土傾向を見てきた。ここで注 目すべ きことを簡単にまとめて

みると、

1 高速道地′点でのヘラ書 きによる記号は 1期からみられ、ヘ ラ書 きによる文字は 2期か らみられる。 ま

た文字を記した線刻や墨書は5期からみられるようになり、それぞれ8期 まで続くこととなる。

68



第 2節 記号・絵 0文字が記された土器

2 高速道地点での最初の文字は、 2期でのヘラ書きによる「更」である。これ以降 8期 までヘラ書きや

墨書による「更」がみられる。この「更」は更級郡を示すよりも、限定された地域あるいは篠 ノ井ムラ

や小地域・小区画としてのB-2区 (ム ラ)を示すと考えられる。

3 墨書土器は 5期からみられ 6期に急増し、 7期にはさらに急増 し最大のピークをむかえ、 8期に急減

し終焉をむかえる。

4 記された文字には、村 (集落)の性格 を示す と考えられるもの、集団の帰属 を示す と考えられるも

の、吉祥に関わるもの、人名や固有名詞を示すと考えられるものがある。

5「更」・「×」がヘラ書 きされた須恵器や「半」が刻印された須恵器はどこの窯から供給されたものなの

であろうか。周辺の集落遺跡との関わりはどのようなものであろうか。

6「苓」や「↑」のように同じ文字でも時期のちがいや個人差によって、書体の異なるものがある。第

38図 に基本文字から変形文字への変化を示 した。

7 全国で初めての出土例 となる墨書による「鹿の絵」が出土した。

8「魔の 9世紀」といわれるように 9世紀は自然災害が多発 した時代であったようである。この 9世紀

における地震や洪水 という自然災害 との関わりで墨書土器の出土量や記載内容を検討できないかと考え

てみた。たとえば 9世紀中葉頃 (841年頃か)の地震後や 9世紀後半頃 (888年頃)の洪水後に、災害か

ら自分自身やムラ全体 を守るための吉祥に関わる文字などを記した墨書土器が急増するなどの状況がみ

られないかと遺構や遺物 との事実関係を追求してみたが、地震後の 6期や 7期に墨書土器が急増する状

況がみられるものの、その背景は自然災害 との関わりでの状況ではなく、別の社会背景の中での急増結

果であろうと考えられるものであった。

9 千葉県を中心として、関東地方ではカマ ド祭祀に関わるものをはじめとして吉祥に関連するものが多

く出土しているが、篠ノ井ムラでは吉祥に関わる文字は少ない。

以上、今回出土したヘラ書き・線刻・墨書・刻印土器についてみてきたが、事実記載に関わることが中

心 となり、より突っ込んだ考察はできなかった。今回の報告をもとにして、出土したヘラ書き・線刻・墨

書・刻印土器の性格やそこから読みとれるムラの性格、さらには時代背景に関わる論考の一助になれば幸

いである。
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第 3節 他地域の影響 を受けた土器

1 土器 概 観

本節では弥生時代後期から古墳時代前期にかけての土器で「他地域の特徴を有するもの」について示す

こととした。

篠ノ井遺跡群では、北陸系・東海系・畿内系と3つの系統の土器が出土している。篠ノ井遺跡群で出土

した当該期の土器全体からすると、その数は 1%に も満たない。また中野市七瀬遺跡 (文献 1)・ 長野市本

村東沖遺跡 (文献 2)・ 塩尻市上木戸遺跡 (文献 3)での出土例からすると決してその割合は多くない。

北陸系として図示したのは47点であった。このうち弥生時代後期 (篠 ノ井 3期)の ものは40′点、古墳時

代前期 (篠 ノ井 4期～ 5期)の ものは 5′点であった。

弥生時代後期 (篠 ノ井 3期 )、 北陸地方の法仏式や東海地方の山中式に併行するであろう篠ノ井 3期古

相段階ではSB7071(甕 )OSB7082(高 杯)OSB7095(高 杯)・ SB7103(高杯)・ SB7495(甕 )・ SD7014(甕 )・

SK7445(甕 )出土例に限られ、その数は少なく、長野市本村東沖遺跡例に比べると非常に少ない状況で

ある。篠ノ井 3期新相には増加するものの、本村東沖遺跡に比べれば決して多いとは言えず、同時に北陸

と在地の折衷・他地域の折衷や変形したものが多く見られるようになる。

長野盆地での篠ノ井遺跡群よりも北に位置する中野市七瀬遺跡や長野市本村東沖遺跡と比べると、北陸

地域の人々との交流はあまりなかったようである。

出土した土器の中で、SD7014出 土の甕 (図版171-19)や SK7075出上の甕 (図版171-20)は 、北陸地

域から直接持ち込まれた可能性も考えたが、胎土分析の結果では本遺跡付近で作られたものであろうとす

るものであった。

北陸系全般として特徴的なのは、器形や製法技法をまねても、壺類を中心に箱清水式土器同様に土器外

面を赤色塗彩することであり、箱清水文化圏の「赤」へのこだわりが感じられる。

東海系については38′点を図示することができた。これらはみな古墳時代前期 (篠 ノ井 4期～ 5期)の も

のである。

S字甕については、濃尾平野のS字甕C類に併行するものであるが、濃尾平野でのS字甕とは形態を異

にし、駿河湾地方の大廓式のS字甕に類似している。

また篠ノ井遺跡群に見られる「平底のハケ調整くの字甕」との割合で考えると、圧倒的に数が少なく、

山梨県・群馬県でのS字甕を出土する遺跡 (ム ラ)と は様相を異にしている。

出土した土器の中で、SD6023出 土の甕 (図版173-7)は、東海地域から直接持ち込まれた可能性も考

えたが、胎土分析の結果では本遺跡付近で作られたものであろうとするものであった。

畿内系については57′点を図示することができた。これらはみな古墳時代前期 (篠 ノ井 4期～ 5期)の も

のである。

布留甕はS字甕とともに客体的に用いられていたことがうかがえ、このことを重要視する必要があるか

もしれない。

出土した土器の中で、SB7213出 土の器台 (図版174-33)は、畿内地域から直接持ち込まれた可能性も

考えたが、胎土分析の結果では本遺跡付近で作られたものであろうとするものであった。

以上より、北陸系土器については、東海系や畿内系よりも一段階早く人的交流による当地への伝達があ

ったことがうかがえる。これは単に当地域と北陸地域が地理的に隣接していることのみによるものではな

73
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く、弥生時代後期後半から古墳時代前期頃の社会背景を反映しているものと言えよう。また胎土分析の結

果を尊重するならば、他地域の土器の情報を知 り得る人々の存在がうかがえ、人的交流による文化の伝播

や影響があったものと考えられるが、中野市七瀬遺跡・長野市本村東沖遺跡・塩尻市上木戸遺跡での搬入

土器の出土割合からすると、篠ノ井遺跡群での出土割合は少なく、また他地域的土器までも赤くすること

を思えば、当地域の当時代においては在地に根差した保守的なムラであったように感じられる。

参考文献

1 個わ長野県埋蔵文化財センター他 1994年 「七瀬遺跡」『県道中野豊野線バイパス志賀中野有料道路埋蔵文化財発掘調査

報告書』

2 長野市教育委員会 1993年『本村東沖遺跡 浅川扇状地遺跡群』

3 m長野県埋蔵文化財センター他 1988年 「上木戸遺跡」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書』

2 胎 土分 析 の結 果

(1)調査課題

土器の胎土は、土器の特徴を表す要素のひとつである。そして、ある程度まとまった個体数の中で胎土

の状況 (例 えば類似した胎土が多いとか異質な胎土が少数あるなどの状況)を把握し、胎土と時期、型式、

器種、文様等とを比較することで、土器の製作や流通を考える手がかりを得ることができる。また、胎土

を構成する粘土や砂などは、採取された地域の地質学的な背景が反映されているため、その特徴を捉え、

既存の地質学的な情報と比較することにより、土器の地域性について客観的な情報を得ることができる。

そこで、本遺跡より出土した土器の特徴を胎土重鉱物組成から把握するとともに、可能な限り製作地な

どに関する情報を得る。

9)弥生時代～古代の胎土の特徴の把握

① 試料と方法

試料は土器15点 (弥生時代前期 1′貞、弥生時代中期 1′点、弥生時代後期 7′点、古墳時代前期 4′点、古代

2点)である。試料の詳細は、結果とともに図40に 示す。

ところで、パリノ・サーヴェイ社ではこれまでに主に胎土中の砂分の重鉱物組成を胎土の特徴として捉

える方法で土器の胎土分析を行ってきた。この方法は、土器胎土の特徴と既存の周辺の地質学的情報を比

較することにより、土器の地域性に関する検討を行うことができる。今回の分析では、試料の質およびこ

れまでのデータとの比較を行うためにも、同様の方法が適切と考えられる。以下に、分析処理手順を示す。

土器片約10～ 15gを アルミナ製乳鉢を用いて粉砕し、水を加えて超音波洗浄装置により分散、#250の 分

析飾により水洗、粒径1/16mm以下の粒子を除去する。これを乾燥した後に飾別し、得られた1/4～ 1/8mmの

粒子をポリタングステン酸ナトリウム (比重約2.96)に より重液分離、重鉱物を偏光顕微鏡下にて同定し

た。同定の際、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するものを「不透明鉱物」とし、それ以外の

不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とした。鉱物の同定粒数は250個 とし、その粒

数%を 算出し、グラフに示す。

② 結  果

a 胎土の特徴と分類

同定結果を第 1表・第40図 に示す。

なお、同定粒数が100イ固に満たない試料番号14は 胎土の特徴を提えにくいため、ダイアグラムの作成は
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Opx Cpx
-1 類

第41図 斜方輝石―単斜輝石一角閃石の三角ダイアグラム

角閃石は表 1の酸化角閃石 も含む。図中の数字は試料番号。

Ho三 角閃石 Opx:斜方輝石 Cpx:単斜輝石

● :弥生時代中期 ■ :弥生時代後期 ▲ :古墳時代前期 十 :古代
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行わずに主要な鉱物を示すのみにとどめ

た。

ほとんどの試料が「その他」を除けば、

斜方輝石と単斜輝石の両輝石を主体とし、

角閃石や酸化角閃石を含む組成を示す。た

だし、試料番号 5012の ように両輝石と角

閃石がほぼ同量含まれる組成や、試料番号

13の ように緑レン石を多量に含む組成も認

められる。また、試料中に認められた「そ

の他」とした粒は、いずれも不透明で不定

形を呈する。落射光下では、おもに黒色か

ら赤褐色を呈し、表面には凹凸がある。パ

リノ・サーヴェイ社におけるこれまでの分

析例では、このような粒は土器月台土中には

よく認められるものの、自然堆積物中に認

められることは少ない。すなわち、「その

他」は焼成により生成 した粒である可能性があるため、焼成前の素地土の特徴を考える場合には「その

他」を除いて考察する必要がある。

この同定結果から、試料中の斜方輝石、単斜輝石、角閃石の量比の違いを比較するため、三角ダイアグ

ラムを作成 した (第41図 )。 ここで角閃石の量比は、角閃石の酸化角閃石を含めた量比で三角ダイアグラ

ムを作成した。それは、以下の理由による。

本分析方法で角閃石 としているものは、すべて普通角閃石である。また、酸化角閃石は種々の火山岩中

に含まれるほか、800℃ 以上で普通角閃石が変化 して生成することが知 られている (黒 田・諏訪、1983)。

長野盆地周辺には酸化角閃石を多量に含み、かつ広範囲に分布する火山岩は認められない (日 本の地質

『中部地方 1』 編集委員会、1987)こ とから、長野盆地周辺に酸化角閃石を多量に含む砂や粘土が分布す

る可能性は低い。したがって、今回の分析により認められた酸化角閃石は、角閃石が焼成により変化 した

ものと考えられる。なお、ほとんどが緑レン石である試料番号13は 、三角ダイアグラムには示さなかった。

三角ダイアグラムによる両輝石 と角閃石の量比および緑レン石を含むことなどから、各試料の胎土は以

下のように分類される (第 42図 )。

OI類

斜方輝石 を主体 とし、次に単斜輝石が多い鉱物組成を示す。斜方輝石 と単斜輝石および角閃石の量比に

より、さらに以下の 2種類に分類される。

I-1類 (試料番号10)

ほとんどが斜方輝石で、次に単斜輝石が少量、角閃石が微量含まれる。

I-2類 (試料番号 20306～ 9011)

斜方輝石が多量、次に単斜輝石が少量含まれる。角閃石 も少量含まれるが、単斜輝石の量比よりは低

・Ⅱ類

斜方輝石 と角閃石を主体 とし、単斜輝石が微量含まれる。斜方輝石 と角閃石の量比によりさらに以下の

2種類に分類される。

第 1表 弥生土器などの胎土重鉱物分析結果

試

料
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Ⅱ-1類 (試料番号 104015)

斜方輝石が多量、次に角閃石が少量含まれる。

Ⅱ-2類 (試料番号 5012)

斜方輝石 と角閃石がほぼ同量、または角閃石のほうが多量含まれる。

・Ⅲ類 (試料番号13)

緑レン石が多量含まれ、そのほかの鉱物はほとんど認められない。

b 時代別の胎土の状況

分類結果を各時期ごとにまとめると、次のようになる。

・弥生時代中期 (試料番号12013)

Ⅱ-2類 とⅢ類に分類される。

・弥生時代後期 (試料番号 1～ 7)

4点が I-2類、 2点がII-1類、 1点がII-2類に分類される。

・古墳時代前期 (試料番号 8～ 11)

1点が I-1類、 3点が I-2類に分類される。

・古代 (試料番号14015)

1′点がⅡ-1類に分類される (1′点は不明)。

③ 考  察

a 土器胎土中の重鉱物の由来

I類およびH類の特徴である斜方輝石、単斜輝石、角閃石 という組み合わせは、いずれも長野盆地南西

部を取 りまく山地の地質を反映している。

加藤・赤羽 (1986)お よび日本の地質『中部地方Ⅱ』編集委員会 (1988)の 記載から、これらの鉱物は、

長野盆地の千曲川上流側の西部山地を構成する新第二系の安山岩質溶岩や火砕岩、長野盆地南東部の河東

山地を構成する新第二系 (皆神山のみが第四系)の安山岩質溶岩や火砕岩などに由来すると考えられる

(以下の地質の記載も、すべて同文献による)。 また、千曲川上流域の八ヶ岳火山群、浅間火山、四阿火山

などの主に安山岩質マグマの噴出物に由来する可能性もある。

これらの地域の中で、斜方輝石が多く単斜輝石が少ない傾向は、河東山地の別所層や奇妙山火山岩およ

び皆神山火山岩などに認められる。一方、単斜輝石が比較的多い傾向は、西部山地の聖山火山岩や桑原火

山岩などに認められる。

角閃石が多い岩石には、河東山地に分布する新第二系の貫入岩である石英閃緑岩がある。これは、上田

市北部真田町の大良東方や大松山周辺、松代町東部の堀切山や須坂市南部の妙徳山などに分布する。ま

た(第四紀、特に中期更新世後半から後期更新世に本地域に降灰 したテフラの中では、御岳第 1テ フラ

(On― Pml:ガ 林ヽほか、1976)を はじめとして、立山火山から噴出した大町テフラ層などに、角閃石が比

較的多く認められる。大町テフラ層は、聖山上流の灰原層や大岡土石流堆積物の分布域や河東山地の山麓

緩斜面上に分布する。

本地域の自然堆積物の分析例では、河東山地の下流域にある千曲川河川砂中には斜方輝石が最 も多く含

まれるが、単斜輝石 も比較的多く含まれるという重鉱物組成が認められている (パ リノ・サーヴェイ社資

料 )。 したがって、長野盆地南部に分布する土器の材料 となる粘土や砂の重鉱物組成には、河川の流域の

地質 と局所的な地形や水系など (例 えば岩石やテフラ層の分布域の広さや厚さ、河川の傾斜や流量および

距離など)が複雑に関わり合っていると考えられる。以上のことにより、現段階では I類やⅡ類の重鉱物

組成を上述の地質の分布域 (例 えば I類は西部山地、Ⅱ類は河東山地)に対応させて、土器の原材料の採
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取地 と断定す ることは困難である。今後、水系などを考慮 して長野盆地南部地域の自然堆積物の重鉱物組

成のデータを蓄積することにより、 I類や Ⅱ類の土器の原材料の採取地がより具体的に推定できると考 え

る。

また、「その他」を除けば緑レン石がほとんどを占めるⅢ類の重鉱物組成は、長野盆地周辺の地質 と比

較 して、やや異質である。緑レン石は、蛭川上流域の河東山地を構成する豊栄部層や上田市北方地域の河

東山地の大峯山層・太郎山層下部などの変質 した火山岩類に由来すると考えられる。千曲川や蛭川の河川

砂の重鉱物分析において少量～微量の緑レン石が認められているのは、上流域に分布するこれらの地質に

由来する砂が河川により運ばれたものと考えられる。 したがって、河川砂の採取地よりさらに上流に位置

する上述の地質の周辺には、局地的に緑レン石を多量に含む粘土や砂が分布 してお り、本試料はそのよう

な原材料を用いて製作された可能性がある。また、緑レン石 を含むような地質は本遺跡周辺では河東山地

以外にはほとんど認められず、やや離れて上伊那地方の三波川帯や御荷鉾帯、関東山地北部の群馬県南部

～埼玉県北部に分布する三波川帯などに認められる。

b 各時代、時期 と土器胎土の特徴の関係

これまでに長野盆地周辺では、北平 1号墳や松原遺跡で 3世紀代のいわゆる在来系 とされる土器の胎土

分析を行っている (パ リノ・サーヴェイ社資料 )。 その結果では、今回の I-2類やⅡ-1類に分類される

ものが多く認められている。したがって、 I-2類 やⅡ-1類が本遺跡付近で作られた土器の胎土の特徴

となる可能性がある。

ただし、今回の分析では北平 1号墳や松原遺跡では認められなかった I-1類やⅡ-2類およびⅢ類の

ような重鉱物組成を示す土器 も数′点認められている。

弥生時代前期の土器の試料番号12が Ⅱ-2類、弥生時代中期の土器の試料番号13がⅢ類に分類され、 2
点ともI-2類やⅡ-1類には当たらない。試料番号13に ついては、前述のように遺跡周辺の地質を考慮

するとやや異質なため、この土器胎土の特徴が本地域の中では特殊なものである可能性が示唆される。試

料番号12は 遠賀川 (P)系 されているが、弥生時代前期の周辺の胎土分析例がこれまでないため、現時点

では試料番号12の土器胎土が異質であるのか、本遺跡周辺における土器製作をめ ぐる状況が弥生時代中期

から後期にかけて変化 したことを示すのかはわからない。少なくとも、弥生時代後期や古墳時代前期の多

くの土器が分類された I-2類やⅡ-1類 とは、原材料採取地が異なっていたことは指摘できよう。

弥生時代後期の土器は、ほとんどが I-2類 とⅡ-1類に分類される。これはで考古学的に北陸系とさ

れる甕や高杯でも例外はなく、土器胎土と型式や器種などの間に関連性はないようにみえる。北陸地方は

花商岩や流紋岩、変成岩が分布する地質学的背景を有 してお り、 I-2類 とⅡ-1類に分類された北陸系

とされる土器は、土器自体あるいは原材料が北陸地方からもたらされたとは考えにくい。ただし、高杯の

中でも赤彩された試料番号 5の胎土中には酸化角閃石や「その他」の量が多いことから、焼成などの製作

工程がほかとは明らかに異なっていたと考えられる。

古墳時代前期の土器の中では、東海系とされる試料番号10の 古墳時代前期の甕のみが I-1類に分類さ

れる。古墳時代前期の他の土器がいずれもI-2類に分類されることを考慮すると、東海系 とされた甕の

胎土が異質であることは指摘できる。ただし、東海地方の地質やパ リノ・サーヴェイ社による愛知県内の

遺跡から出土した土器の分析例 と比較 しても、土器自体あるいは原材料が東海地方からもたらされたとは

考えにくい。同時期の他の土器 と違い、原材料 となった粘土や砂の採取地や素地土の調整が異なっていた

と考えられる。

古代の土器については、試料番号15が Ⅱ-1類に分類され、また同定粒数が少なかった試料番号14も お

そらくI-2ま たはⅡ-1類に分類されると考えられる。したがって、重鉱物組成からはこの 2点の土器
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胎土の明瞭な違いは認められない。 しか し、試料番号14の畿内的 とされる椀の胎土は比較的細粒の砂や粘

土により構成 されていることか ら、器種により素地土の調整 を変えていた可能性がある。

今回の分析により、本遺跡の土器には数種類の胎土が存在す ることがわかった。この中には、 これまで

の本地域の分析例 と類似するものもあれば、やや異なるものもある。これらの土器胎土には、土器の用途

や各時代・時期の土器製作や流通 と遺跡周辺の複雑な地質が反映 していると考 えられる。今後 も本地域に

おいて、各時代の土器や 自然堆積物の分析例 を蓄積すること、胎土の重鉱物分析 とともに胎土薄片観察に

より胎土中の岩片などの情報 を得 ることなどにより、土器胎土の由来、さらには本地域における土器製作

の実態が明らかになると考 える。

引用文献

加藤碩一・赤羽貞幸 (1986)長野地域の地質 地域地質研究報告 (5万分の1地質図幅),120p.,地質調査所

小林国夫・清水英樹・北沢和男・小林武彦 (1967)御 岳火山第一浮石層―御岳火山第一浮石層の研究その1- 地質学雑誌,

73, p.291-308

黒田吉益・諏訪兼位 (1983)偏 光顕微鏡と岩石鉱物 343p.,共 立出版

日本の地質『中部地方 I』 編集委員会 (1989)日 本の地質4「中部地方 I」 ,332p.,共立出版
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ここでは土器片を再加工あるいは再利用 した土器片製品を土器片製半円板、土器片製円板、土器片製方

形板・不整形板 として形状での分類 を行い説明を加 えることとした。

土器片製半円板

今回の調査では452点 もの土器片製半円板が出土している (図版204)。 これらのほとんどが弥生時代後

期の壺・鉢 0高杯 といった赤彩土器の破片や甕に象徴される櫛描文土器の破片を加工 したものであり、箱

清水式期に限定されたものである。中には赤彩土器片や櫛描文土器片でないものも見られるが、それは赤

彩土器の赤彩されていない部分や櫛描文土器の櫛描文が施されていない部分であることが容易にわかる。

これまでの長野県内の報告例を見ると、大町市借馬遺跡での出土例 (文献 1)や、また長野市松原遺跡

での出土例 をあげる程度である。

大町市借馬遺跡では45号住居跡から40点の報告が見られ、これらについて報告者の荒井氏は「……・遺物

で特徴的な仮称土器片製品であるが、これは土器片の周囲を打ち欠き、軽い研磨やしっか りした研磨を加

え半円形、楕円形、隅丸方形等の形状に加工 したものである。製作方法は、土製円板や、土器片錘に類似

するが、確認されただけでも40個体に及び、その形状は細部において皆異なる。用いた土器片は40個体 と

も堅い焼きで、……」 と述べ られている。

篠ノ井遺跡群出土の土器片製半円板の形状は、名前の通 り半円板形をしているが、あえて形態差を見い

出せば、半円形の直線部分がわずかに弧を描いたり扶 りをもった三 日月状のものがある。いずれにしても

基本形は半円形である。

それでは何のために用いたものであろうか。

道具 として用いたとしても、この箱清水式期だけに特に必要があったものなのであろうか。

次に示す土器片製円板が、縄文時代以来、中世にかけて土器片を利用して加工されていることからすれ

ば、この土器片製半円板が箱清水式期にのみ加工され使用されていることは、大変特殊な加工具であった

といえよう。

出土した452′点の中には明瞭に擦痕を残すものが見られる (第 2写真)。 この擦痕は半円弧状部分全体に

あるもの、半円弧状部分の一部にみられるもの、半円板全周にみられるものとある。しかしこの擦痕がす

べてのものにみられないことを考えると、この擦痕は半円弧状部分の整形のための痕跡であろうとも考え

られ、この土器片製半円板の性格を示すものではないかもしれない。しかしこの擦痕を使用痕 と考えるか、

整形痕 と考えるかによって、この土器片製半円板の性格付けは大きく変わってくることはまち力れ なヽい。

上記の特徴をまとめると以下のようになる。

l、 弥生時代後期の箱清水式土器の土器片を使用。

2、 半円板形をしている。まれに直線部分が弧をえがいたり、挟 り部をもち、三 日月状 となるものがあ

る。

3、 断面に擦痕を残すものがある。                         ｀

今後これらを手掛かりにこの土器片製半円板の性格が解明されればと思う。

2 土器 片製 円板

今回の調査では32点 の土器片製円板 (図 版205)が 出土している。この中には土製円板が 1点 (図 版
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第 2写真 土器片製半円板弧状部分の摩耗 (S〓 × 2)
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205-32)が 含まれている。この土器片製円板の、使用 目的は時代によって様々であったとして も、縄文

時代以来、中世にかけて土器片を利用して加工されているものである。長野県内でも大町市一津遺跡 (文

献 2)か ら縄文時代晩期のもの、中野市栗林遺跡 (文献 3)か らは縄文時代中期から後期・弥生時代中期

後半のもの、中野市七瀬遺跡 (文献 3)か らは弥生時代後期のものが出土しており、これらを初めとして

他遺跡でも多く出土している。

3 土器 片製方形板 ・土器 片製不整形板

上記の半円板形や円板形の土器片とは別に、断面に明確な擦痕を残す方形板状や不整形板状 (図版203)

のものも見られる。

ここに示 した方形のものはすべて弥生時代後期の箱清水式土器を利用 したものである6あ えて方形を意

識して作られたもののようであり、擦痕の状況から何かをこするために用いられたようである。箱清水式

土器を用いた人々は使用目的が明確な中で、土器片を円形や半円板形あるいは方形に加工 して道具 として

多く利用したようである。

また古代の住居跡SB7004か らは須恵器の甕片 (図版203-10)を 利用 した不整形板が出土している。こ

れも断面部全体に明確な擦痕あるいは磨耗痕を残している。よほど何かしらを磨いたか、あるいは水流の

あるところでロー リングを受けたようなものである。

参考文献

1 荒井和比古 他 1980年 『借馬遺跡』Ⅱ

2 島田哲雄 他 1990年 『一律』

3 佃わ長野県埋蔵文化財センター他 1994年 「栗林遺跡・七瀬遺跡」『県道中野豊野線バイパス志賀中野有料道路埋蔵文化

財発掘調査報告書一長野県中野市内一』
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第 5節 玉類について

今回の調査では勾玉 9′点 (土製=30石製 =ホルンフェルス 10滑石 40馬増 1)、 管玉32′点 (石製=碧

玉210鉄石英 40砂岩 30滑石 4)、 小玉・丸玉類37′点 (ガ ラス=ス カイブルー36・ 土製 =1)、 臼玉13′点

(石製=滑石13)に 加え、様々な形をした琥珀製の小玉類37′貞以上 と土製未製品 1′点が出土し、合計は130

点以上である。

これらの出土状況は、たとえば木棺墓SM7006や SM7016の ように墓の副葬品としての一括資料 もある

が、遺跡の性格上後世の遺構に混在 した状況で出土しているものも少なくはない。以下、玉の種類別に順

をおってみていくこととする。

勾玉 9′点の内、SB7427(図 版210-31)OSM7036(図版209-44)出 土の勾玉 2′点は両側穿孔でほかの 7

点は片側穿孔である。篠ノ井遺跡群高速道地′点では古墳時代前期以降 7世紀後半まで遺構が存在 しないこ

とや、岩崎卓也氏が言われるように 4世紀後半の時期に勾玉の穿孔方法が両側穿孔から片側穿孔に変わっ

ていく (文献 1)こ とを考え合わせると、これらの勾玉は弥生時代後期から古墳時代前期のものと考えて

良さそうであり、また上記 2点については技術的にはこれらの中でも後出的だとも考えられる。

SB75660 SB75770 2-2区 第 1検出面出土の 3′点の土製勾玉 (図版210-14015026)に ついては赤彩が施

されており弥生時代後期 (箱清水期)の ものである。土製の勾玉までも赤彩する「赤」へのこだわりには

驚かされてしまう。

管玉32点 の内の碧玉製品21点・砂岩製品 3点・滑石製品 4点 について見てみると、SM7006出土の 1点

(図版207-6)だ けが片側穿孔され、ほかの27点 は両側穿孔である。岩崎卓也氏によると、碧玉製管玉の

穿子L技術は 6世紀前半を境に両側穿孔から片側穿孔に移行するとのことである (文献 1)。 勾玉での所見

同様にすべて弥生時代から古墳時代前期のものと考えられる。片側穿孔されたSM7006出土の 1点につい

ては、穿子L入 り回の穴が極端に大きく、穿孔出回の穴は極端に小さいという技術的な不備から、両側穿孔

技術の中でたまたま片側穿孔になってしまったのであろうと考えられる。

鉄石英製管玉は 4点出土している。いずれも弥生時代後期から古墳時代前期のものである。このうちの

SK8109出 土 (図 版210-20)の ものは丁寧 に磨 き仕上 げ られてい るが、SM7035(図 版210-21)や

SB7024(図版210-13)出土のものにはわずかな磨 き面が残 り、またSK7846(図版210-40)出 土のもの

には明瞭な磨 き面を残し、断面形は多角形 となっている。

ガラス製小玉類についてはすべてがスカイブルー系のものであり、これらすべても弥生時代から古墳時

代前期のものである。

滑石製の自玉類はSM7036か ら滑石製勾玉 とともに11′点出土している。これらの滑石製臼玉には形状が

算盤玉状のものも含まれている。すべ・て片傾l穿孔で穴があけられている。これらの玉類は石製模造品とし

ての玉ではなく、製品としての玉 として仕上げられたものであり、古墳時代前期に属する。

琥珀製の玉はSM7016よ り37′点以上出土している。これらの形状は大小の丸玉状・臼玉状・棗玉状 と様 ・々

な形状のもので構成され、すべて片側穿孔で穴があけられている。この形状のバラツキは意図的に作 り上

げたものなのか、あるいは製作技術上の制約なのかはなんともいえない。琥珀製の玉類については縄文時

代や古墳時代後期に大形の玉 として用いられたが、古墳時代前期の墓に小形の琥珀玉がこれほど多く副葬

されていた例は非常に珍 しい。

要概
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それでは上記の玉類の中で、良好なセット関係で出土したものを紹介 してみることとする。

古墳時代前期の木棺墓SM7006か ら、垢増製勾玉 1点・碧玉製管玉 4点・スカイブルー系ガラス小玉18点

が獣形鏡 とともに出土している (図版207)。 これらの玉類は一連に繋がれて首飾 りとして用いられていた

と推定される。

同じく古墳時代前期の木棺墓SM7016か らは、珠文鏡 とともに首飾 りとして碧玉製管玉12点、右手首付

近 から琥珀玉 12′点以上、左手首付近から琥珀玉22′点以上・スカイブルー系ガラス小玉 3点、珠文鏡の下か

らスカイブルー系ガラス小玉 2点が出土 し、掘 りあげた埋土中か らも琥珀玉が見つかっている (図 版

2080209-1～ 42)。

1古 墳時代 前期 の墓 SM7036か らは滑石製勾玉 1点、滑石 製 臼玉11点 が出土 してい る (図 版209-

44～ 55)。 これらは首飾 りとして一連にして用いられていたと推定される。

このように見てみると、同じ古墳時代前期の木棺墓 (土墳墓)で も玉の種類や用いられ方にバラエティ

ーがあることがわかる。これは単に埋葬された個人の嗜好のみならず、埋葬された人々の階層を示してく

れるものとも考えられる。

玉造 りについて

長野県内での玉造り工房跡は長野市小島沖遺跡、丸子町社軍神遺跡、長門町中道遺跡、望月町後沖遺跡

などから発見されている。これらの分布が千曲川流域の東信や北信に限られていることは注目されること

であり、岩崎卓也氏は「この地域一帯が管玉・石釧などの素材であるグリーン・タフ (緑色凝灰岩)を、

比較的入手しやすいことによるのかもしれない。」と述べられている (文献 1)。 また長野市の南西に位置

する茶臼山では真珠岩が産出することが知られることから (註 1)、 碧玉を産出する可能性も考えられな

くはなさそうである。

篠ノ井遺跡群からは弥生時代後期から古墳時代前期にかけての遺構や検出面から、鉄石英の石核・景J片

や碧玉の石核・景J片 をはじめとして多種多様な石材が出上している (註 1)。 また前記の鉄石英製管玉のと

ころで紹介したが、SM7035(図版210-21)や SB7024(図版210-13)出 土のものにはわずかに磨き面が

残り、またSK7846(図版210-40)か らは明瞭な磨き面を残し、断面形は多角柱となる未製品的なものが

出土している。このような資料は静岡県川合遺跡での管玉製作工程の分析 (文献 2)に照らし合わせる

と、SB6025出土の鉄石英の石核やSB7654出 土の碧玉の石核は製作工程Ⅱ段階にあたり、また鉄石英や碧

玉の砕片のみならず、石英・珪化岩・凝灰岩などの多種多様な石材の景J片類が 1-3区以東で散在的に出

土している (註 2)。 そしてまたSK7846出土の多角柱的な管玉を完全に製作工程を終えていないものであ

るとすると製作工程Ⅷ段階に相当するだろう。このような篠ノ井遺跡群においても管玉製作工程を断片的

ではあるが追うことができる。篠ノ井遺跡群では遺構の中に工房跡として特定しているものはないが、あ

えて抽出してみるならば、鉄石英の石核が出土し、炉が確認されなかったSB6025を 、その可能性として

あげることができようか。いずれにしても現段階では工房跡として特定しえる遺構はなく、また玉造りに

用いられた道具類は確認されていないが、り|1合遺跡での I・ Ⅱ段階にあたる母岩造りがされていた可能性

は充分に考えられるのではあるまいか。今後の遺構の検討によっては工房跡と認識しうるものが認められ

るかもしれない。

今回調査されたムラでの竪穴住居跡の数は、弥生時代後期152軒、古墳時代前期151軒 の合計303軒 を数

え、各時期ごとの世帯数を考えても玉造りの痕跡はわずかなものである。このことからこのムラの中の一

角に玉造りに従事した人々がいたものと考えられる。



第 4章第 7節 10)を参照のこと。

第 3章第 4節に詳細が示されている。

琥珀玉の分析

(1)調査課題

調査区内からは 4世紀後半の琥珀製の玉が出土しており、当時の琥珀の流通を考える上でその産地が注

目される。琥珀の産地で、現在わかっている範囲の地域 (北海道石狩地方・岩手県久慈市・福島県いわき

市・千葉県銚子市・岐阜県瑞浪市など)で産出した琥珀の赤外吸収スペクトルは、それぞれ特徴的な吸収

パターンを示す (藤永ほか、1974;室 賀、1976)。 これを応用 して、京都府城陽市の長池古墳や奈良県天

理市の東大寺山古墳群より出土した琥珀製品の産地推定 (室賀、1976)、 山梨県甲ツ原遺跡出土琥珀の産

地推定 (五味・野代、1994)、 奈良県曽我遺跡および御坊山古墳出土琥珀の産地同定 (室賀・竹中、1988)

などが行われている。今回の琥珀製の玉についてもIR分析により赤外吸収スペクトルを測定 し、本邦産

琥珀 (岩手県久慈市、福島県いわき市、茨城県ひたちなか市)と の比較により、産地推定を試みる:な

お、福島県いわき市産 と茨城県ひたちなか市産の試料はパ リノ・サーヴェイ社保有のものを用いた。また、

岩手県久慈市産試料については、千駄ヶ谷五丁目遺跡調査会 及川 登氏より所有標本の一部を分けて頂

いた。ここに銘記し、感謝の意を表します。
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侶)琥珀の産地推定

① 試料 と方法

琥珀製の玉 5点 と対照試料 4点

(表 2)を メノウ乳鉢で微粉砕 (200

メッシュ以下)し、前述の方法でIR分

析を行った。

② 結果

各試料の赤外吸収スペクトルの測

定結果を図43に 示す。

琥珀製玉の各試料はいずれも、類

似した吸収パターンを示す。これらは、3850cm~1付 近のOH基伸縮振動の広 く強い吸収、2930cm~1付近の

C― H基イ申縮振動の鋭く強い吸収、1710cm~1付近のC=0伸縮振動による鋭 く強い吸収、1450 0 1380cm~1

付近のC― H基変角振動の鋭い 2つの吸収、1170cmTl付近のC-0伸縮振動による弱い吸収と1220～ 1240

cm-1付近の吸収の肩、1030cm~1の やや弱い吸収によって特徴づけられる。

対照試料のうち、試料番号 607では同様な吸収パターンを示し、1220～ 1240cm~1付近の吸収の肩が見

られる′点が共通する。一方、試料番号 809ではこのような吸収の肩は認められない。

③ 考察

対照試料の岩手県久慈市産琥珀 2′点で認められた吸収パターンは、藤永ほか (1974)や室賀 (1976)で

第 2表 琥珀の分析試料一覧

試料番号 遺構名・産地など 遺物番号・産出層など

琥珀製玉  1 SN17016 右腕部分 1

試料 SM7016 右腕部分 6

SR/17016 覆土中 11

SM7016 覆土中 12

SN17016 左玉集中14

対照試料 6 岩手県久慈市 玉川層産 (透明部分 )

岩手県久慈市 玉川層産 (不透明部分 )

茨城県ひたちなか市 磯合層産

福島県いわき市 玉山層産
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測定された岩手県久慈市産琥珀と一致する特徴である。特に、1170cm~1付 近にあらわれる飽和脂肪酸エス

テルC-0伸 縮振動の高波数側 (1220～ 1240cm~1)に 弱い吸収の肩が認められる′点が共通する。また、琥

珀製玉の各試料はいずれも前述の岩手県久慈市産の吸収パターンと共通する特徴が見 られた。 したがっ

て、赤外吸収スペクトルの吸収パターンから見る限り、琥珀製玉の原料は岩手県久慈市産である可能性が

ある。

ところで、琥珀の産地推定に関して赤外吸収スペクトル分析を行っている例は、南方約80kmに 位置する

山梨県北巨摩郡大泉村甲ツ原遺跡で出土した縄文時代中期初頭の琥珀製品を対象として行われている (五

味・野代、1994)ほ かは、ほとんど行われていない。甲ツ原遺跡の調査例によれば、産地 として福島県い

わき市産などの可能性が示唆されたものの、産地の特定には慎重な姿勢が必要 との指摘がなされている。

今回の調査でも、現段階では五味・野代 (1994)で指摘されている問題、すなわち同一産地の中の出土層

位の違いの有無、測定機種の違いによる部分的吸収パターンの差異に関する′点が残される。そのため、今

回の産地推定に関しても可能性の提示にとどめておきたい。今後、産地・出土層位が明確な琥珀の赤外吸

収スペクトルデータを同一機種や同測定条件で収集し、吸収パターンの分類を進めたい。

また、当該期の琥珀製品について可能な限り調査例を蓄積 し、今回の結果 と比較・検討 し、産地 と琥珀

製品の分布関係について調査を進めたい。さらに、土器や他の製品の産地推定やそれに基づ く流通の状態

の把握 も、琥珀の流通に関連する重要な情報 となるものと期待される。

引用文献
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集:p.111-117
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第43図 琥珀製品と対照試料の赤外吸収スペク トル
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青 銅 鏡

篠ノ井遺跡群高速道地′点からは3面の鏡が出土している。いずれも古墳時代前期の傍製の小形鏡に属す

るものである。長野県内の弥生時代から古墳時代にかけての鏡は現在119面 ほどが知られているが (文献

1)、 高速道地点から出土した 3面の鏡はどのようなものなのであろうか。若干の所見を交えて紹介して

みたい。

竪穴住居跡SB7250か らは、素文縁で内区には二重の円圏が巡る重圏文鏡が出土している。径 3。 2cm・ 重

さ3.36gを 測る極ガヽの鏡であり、鋳上が りはあまりよくない。多く用いられていたせいか、内区の一部に

小さな穴があいている。床面からはかなり浮いた埋土中から出土しているので竪穴住居に直接関わるもの

であるかは何 とも言えない。

木棺墓SM7006か らは、外区は素文縁・外向鋸歯文・素文で構成され、内区にはもはや獣を表現 したとは

思えない獣形が四つ配された獣形鏡が出土している。径8.2cm・ 重さ42.21gを測る小形鏡であり、鋳上が

りはあまりよくない。多く用いられていたせいか、鉦がかなり磨耗 し、また鉦の下の内区もかなり磨耗 し

穴があいている。所々に朱の残存が確認できる。木棺墓の副葬品であり、薦増の勾玉・碧玉の管玉・スカ

イブルーのガラス小玉がともに出土している。

木棺墓SM7016か らは、素文縁で内区の外側には櫛歯文が巡 り、内側には20個 の珠文が一重に配された

珠文鏡が出土している。小林二郎氏の言われるA類の珠文鏡である (文献 2)。 径4.4cm・ 重さ13.31gを 測

る小形鏡であり、鋳_Lが りはよく白銅色をしている。ほかの珠文鏡にくらべて特徴的なことは、鉦カリト常

に小さく作 られていることである。土圧のせいかわずかなひびが入っている。木棺墓の副葬品であり、琥

珀の小玉・碧玉の管玉・スカイブルーのガラス小玉が共に出土している。またこの鏡を包んでいた布 と、

鏡を入れていた木箱の残片が、わずかではあるが鏡に付着していた。

以上、鏡イ固々 の説明と出土状況を記してきたが、ここでそれぞれについての若干の所見を述べてみた

い。

竪穴住居跡SB7250出土の重圏文鏡は、長野県内では初めての出土例である (第 3表)(第 44図 )。 全国

的にも確実に古墳時代のものは59例 ほどしか知られていない (文献 1)。 これらの出土傾向を見ると、墳

墓からの出土が33例 で、集落内や祭祀場といった墳墓以外からの出土は27例 であった (第 4表 )。 これら

の傾向からするとSB7250出土の重圏文鏡も住居に伴うものとして扱ってもよいように思えるが、木棺墓

SM7006・ SM7016出土例や遺跡の密集度を考えると、墓に副葬されたものが何かしらの状況で掘り上げら

れた結果としてSB7250の埋土に混入したものと考えたい。

さて重圏文鏡とはどのような鏡なのであろうか。その系譜等についてはここでは追求しえないが、ガヽ形

傍製鏡である以上はもとになる母型があるはずである。小林二郎氏によると、その母型は中国戦国時代末

葉から前漢代にかけて製作された「重圏素文鏡」や「重圏清白鏡」ではなく、前漢代に製作されたであろ

う「日光鏡」や「明光鏡」の類か、「四地鏡」と呼ばれる類のものではないかと推定されているものの、

中国鏡の中にその母型を特定できない鏡種であるとされている。また小形の内行花文鏡などとともに、弥

生時代からの「小銅鏡」の系列のものであることを指摘されている (文献 2)。

これまでの全国での出土例は上記した通りであるが、分布についてはどのようなものであろうか。

最も多く出土しているのは千葉県と愛媛県の 6面である。次いで静岡県 5面、兵庫県・岡山県 4面、群
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馬県と二重県と大阪府の 3面 と続 く。資料数が多くないので的確にまとを得た表現ではないかもしれない

が、畿内の周辺地域や東西の主要地域に多く出土する傾向が見られるようである (第 5表)(第 45図 )。

篠ノ井遺跡群出土鏡は面径3.2cmと 極めて小さいものである。これに近い面径のものが滋賀県近江町の

高溝遺跡より1面 (文献 1)(註 1)、 香川県高松市居石遺跡より1面出土しているが (文献 5)、 いずれ

も内区に一重の円圏を持つものであった。

木棺墓SM7006出土の獣形鏡は、長野県内では 8例 目の出土例である (第 3表)(第 44図 )。 この 8例の

分布を見ると、善光寺平に 3例、諏訪湖周辺に 2例、伊那谷に 3例 となり、全国的にはかなりの面数が出

土している。

さて獣形鏡 とはどのような鏡なのであろうか。その系譜等については重圏文鏡同様にここでは追求しえ

ないが、樋 口隆康氏によれば、一般的に獣形が崩れているが、その母型は中国での半肉彫獣帯鏡 を模倣 し

たものであるようである。また古墳時代を通して傍製鏡中最 も数の多い鏡式であるようである (文献 3)。

木棺墓SM7016出土の珠文鏡は、長野県内では16例 目の出土例である (第 3表)(第 44図 )。 この17例 の

分布を見ると、善光寺平に10例、伊那谷に 6例 となり、善光寺平では古墳時代前期から中期にかけての出

土例であり、伊那谷では中期から後期の出土傾向となる。確実に古墳時代のものと考えられるものは全国

で259例 ほどが見られ、重圏文鏡にくらべれば古墳時代の小形傍製鏡 として多く用いられていたことがう

かがえる。

さて珠文鏡 とはどのような鏡なのであろうか。ガ)林三郎氏によると中国鏡の中にその母型を特定できな

い鏡種であるとされている (文献 2)。

これまでの全国での出土例は上記した通 りであるが、分布についてはどのようなものであろうか。最 も

多く出土しているのは福岡県の29面 である。次いで兵庫県18面、静岡県と長野県の17面、広島県16面、岡

山県11面 と続 く。このように出土傾向を見てみると、重圏文鏡以上に畿内の周辺地域や東西の主要地域に

多く出土する傾向が見られる (第 5表)(第 45図 )。

SM7016出土鏡のような素文縁十櫛歯文+20個の珠文 という文様構成の鏡は、面径や鉦の形状はちがう

ものの香川県高松市居石遺跡からも1面出土している (文献 5)。

以上篠ノ井遺跡群高速道地′点より出土した鏡イ固々 について見てきたが、この 3面の鏡に加え、遺跡が立

地する篠ノ井塩崎、さらには隣接する篠ノ井石川を加えた地域より出土している鏡全体を見渡 して見るこ

ととする。篠ノ井塩崎地区では高速道地点の 3面に加え、松節 (伊勢宮)遺跡の竪穴住居から内行花文鏡

1面、17mの 円墳である八幡宮古墳から変形四獣鏡 1面、石川条里遺跡 (祭祀場)か ら内行花文鏡 と考え

られる鏡 1面が出土している。篠ノ井石川地区では17mの円墳である飯綱社古墳から素文鏡 2面、全長約

93mの川柳将軍塚古墳からは伝川柳将軍塚古墳鏡を含めて、内行花文鏡 3面・乳文鏡 2面・捩文鏡 1面・

獣形鏡 1面・珠文鏡 1面・ほかが出土している。このように塩崎・石川地域には重圏文鏡・珠文鏡・素文

鏡・獣形鏡・乳文鏡・捩文鏡・内行花文鏡 といった小形傍製鏡が集中していることがわかる。全国での代

表的な諸例 を見てみるならば、東 日本例では、千葉県草刈遺跡では集落内のいくつかの住居跡より重圏文

鏡 1面・珠文鏡 3面・素文鏡 1面・獣形鏡 1面が出土している (文献 1)。 祭祀関連では東京都伊興遺跡で

重圏文鏡 1面・珠文鏡 1面・素文鏡 1面・捩文鏡 1面が出土し (文献 1)、 静岡県元宮川神明原遺跡では重

圏文鏡 1面・珠文鏡 1面・素文鏡 1面が出土している (文献 1)。 古墳出土例では20mの 円墳である千葉県

島戸境 1号墳から珠文鏡 1面・捩文鏡 2面・内行花文鏡 1面が出土している (文献 1)。 西 日本ではどうで

あろうか。祭祀関連では兵庫県藤江別所遺跡で井泉祭祀に用いた珠文鏡 2面・櫛歯文鏡 3面・重圏文鏡 2

面・素文鏡 2面が車輪石などとともに出土し (文献 104)、 香川県居石遺跡 (文献 105)で は祭祀に用

いられたものとして河川底より並んだ状況で重圏文鏡 1面・珠文鏡 1面・素文鏡 1面が出土している (註
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第45図 素文鏡・重圏文鏡・珠文鏡分布図

2)。 古墳出土例では16～ 17mの方墳である奈良県新沢48号墳か ら珠文鏡 2面・四獣形鏡 1面・捩文鏡 1面

が出土 し (第 6表)(文献 1)、 和歌山県大谷古墳では石棺内か ら素文鏡 9面・四鈴素文鏡 5面が出土 して

いる (第 6表)(文献 1)。

その他第 6表 を見てもわかるように、古墳副葬品のみならず集落内 (集落内祭祀)や祭祀場における祭

祀行為に珠文鏡を中心とする小形傍製鏡類が多く用いられ、それも古墳時代前期を中心にしながらも、中

期・後期と古墳時代を通して用いられていたことがわかる。

以上から、塩崎・石川地域に持ち込まれた小形傍製鏡類は、古墳時代前期より珠文鏡十重圏文鏡 (櫛歯

文鏡)十 素文鏡を代表として、珠文鏡十獣形文鏡十捩文鏡、珠文鏡十獣形文鏡十捩文鏡十内行花文鏡など

の組み合わせを中心としながら、それぞれが在地豪族層にセットとして配布されたようである。また古墳

や集落・祭祀場で用いられてはいるものの、特に珠文鏡・重圏文鏡 (櫛歯文鏡)+素文鏡の組み合わせにつ

いては祭祀に用いられることが多かったようであり、他の小形傍製鏡類とも一線を画していたようにも見
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える。

高倉洋彰氏は、重圏文鏡・珠文鏡・素文鏡について「弥生時代小形傍製鏡、ことに重圏文 日光鏡系傍製

鏡第Ⅲ型b類が素文鏡を生み出すにいたる段階」を示され、その中で、「第 1段階 (重圏文鏡段階)は、

弥生時代後期終末にあらわれ ―中略一 文様帯部分を2～ 4重の円圏のみとする重圏文鏡を創 り出し、

一方で小粒の珠文を強調した珠文鏡を生む。洗練された意匠の珠文鏡は主として古墳副葬鏡として使用さ

れ、儀鏡からは外されていくが、重圏文鏡は双方の道を歩んでいく」とされている (文献 5)。 小形傍製

鏡類全般にも言えることかもしれないが、特に珠文鏡・重圏文鏡 (櫛歯文鏡)・ 素文鏡については、大形中

国鏡や大形傍製鏡類のような、̀隔絶した祭祀に用いられた宝器的性格'を 帯びた鏡ではなく、̀身近な職れを

祓い身を守ってくれる儀器的性格'が強かったように思える。それは篠ノ井遺跡群出土鏡をはじめとして、

藤江別所遺跡出土鏡・居石遺跡出土鏡それぞれの鉦の磨耗状況を見ても理解されることであろう。篠ノ井

塩崎・石川地域の在地豪族層や人々にとってみれば、それは大和政権から賜った儀器であったようにも思

える。

さて第405表を見てもわかるが、珠文鏡・重圏文鏡・素文鏡にはその分布に特徴が見られる。先にも

ふれたが、畿内では大阪府以外にこれらの鏡の出土はあまり見られず、特に古墳時代前期から中期には大

形の中国鏡や大形傍製鏡類が多く分布する地域以外に多く配布された鏡類であるようである。畿内を挟ん

で東日本では静岡県や長野県で特に多く出土し、次いで千葉県・群馬県となる。西日本では兵庫県・岡山

県・広島県・鳥取県に多く見られ、九州では福岡県で特に多く見られる。小林二郎氏によれば重圏文鏡や

珠文鏡A類は「畿内地方を中心とする三角縁神獣鏡や、大形の傍製鏡の製作とも、ことなった様相を示す

ものと理解しなければならないだろう。」と述べられている (文献 2)。 またこれらの傾向は中期以降馬具

の出土が特に多い地域と重なり、大和政権が押さえておかねばならない重要軍事拠′点の在地豪族層に分け

与えられたものであったようである。在地豪族層個人、あるいはムラ全体を守ってくれる身近な`儀器'と

して重宝したようである。
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第 3表 長野県内出土の小形傷製鏡 (古墳時代前期か ら後期 )

鏡 式 名 遺 跡 名 所 在 地 面径 (cm) 遺 構 時 期

珠文鏡 金鎧山古墳 中野市大字 日野字新野 9.3 円墳 後期

林畔 2号墳 中野市大字長丘字田麦 円墳 中期

本郷大塚古墳 須坂市大字 日滝字宮原 円墳 後期

戸谷古墳 須坂市大字八丁字戸谷 7.6 円墳

川田条里遺跡 長野市大字若穂綿内 道路跡

大室古墳群196号墳 長野市大字大室 積石塚 中期

舞鶴山 1号墳 長野市松代町大字西条字舞鶴山 円墳 中期

川柳将軍塚古墳 長野市篠 ノ井上石川 前方後円墳 前期

篠ノ井遺跡群SM7016 長野市篠 ノ井塩崎 木棺墓 前期

大峡 2号墳 (北山古墳) 更埴市大字倉科 円墳 中期

岩屋堂岩窟遺跡 小県郡丸子町大字依田 6.9 曝葬 中期

若宮 2号墳 下伊那郡高森町大字下市田 8.4 円墳 後期

新井原 6号墳 飯田市大字座光寺字新井原 円墳 中期

座光寺地区内 飯田市大字座光寺

殿垣外 4号墳 飯田市大字桐林字殿垣外 円墳 後期

権現 3号墳 飯田市大字上川路権現 円墳 後期

宮の平 2号墳 飯田市大字竜江字宮の平 欠損  7.7 円墳

獣形鏡 (伝 )り |1柳将軍塚古墳 長野市篠ノ井上石川 欠損 10.5 前方後円墳 前期

篠ノ井遺跡群SM7006 長野市篠 ノ井塩崎 木棺墓 前期

姫塚古墳 更埴市

兼清塚古墳 飯田市大字桐林字兼清塚 11.8 前方後円墳 中期

殿村 1号墳 飯田市大字上川路字殿村 10.45 円墳

石原田古墳 飯田市大字伊豆木字青木 円墳 中期

(変形六獣形鏡 ) 糠塚古墳 岡谷市湊大字小坂 10.8 円墳 中期

(変形獣形鏡 ) フネ古墳 諏訪市神宮寺 円墳 P 中期

捩文鏡 姥懐古墳 中野市大字小田中字更科 12.2 円墳 中期

(伝 )り |1初「将軍塚古墳 長野市篠ノ井上石川 前方後円墳 前期

矢先山 1号墳 更埴市大字八幡字郡南前 欠損  6.8 円墳

更級郡内

内行花文鏡 岩下古墳 須坂市大字豊丘字野下窪 円墳 後期

和田東山 3号墳 長野市大字若穂綿内 11.2 前方後円墳 前期

(伝 )り |1柳将軍塚古墳 長野市篠ノ井上石川 前方後円墳 前期

石川条里遺跡 長野市篠ノ井塩崎 (祭祀 ) 前期

松節 (伊勢宮)遺跡 長野市篠 ノ井塩崎 欠損  6.7 竪穴住居 中期

(伝)市 田地区内 下伊那郡高森町大字下市田 9.8

兼清塚古墳 飯田市大字桐林字兼清塚 前方後円墳 中期

塚原10号墳 飯田市大字桐林字塚原 円墳

新道平 1号墳 飯田市大字立石字新道平 10.1 円墳

金堀塚古墳 飯田市大字山本字西平 13.4 円墳 後期
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鏡 式 名 遺 跡 名 所 在 地 面径 (cm) 遺 構 時 期

内行花文鏡 宮の平 2号墳 飯田市大字滝江字宮の平 円墳

乳文鏡 村北 3号墳 長野市松代町大字豊栄字平林 円墳 中期

川柳将軍塚古墳 長野市篠ノ井上石川 7.8 前方後円墳 前期

(伝 )り |1柳将軍塚古墳 12.2

県山古墳 更埴市大字森字県山 7.8 円墳 後期

平地 1号墳 飯田市大字座光寺字平地 円墳 後期

新井原 7号墳 飯田市大字座光寺字新井原 8.4 円墳 中期

(五乳鏡 ) 城山古墳 上田市殿城字殿城 10。 0 円墳 後期

素文鏡 飯綱社古墳 長野市篠 ノ井上石川字大和田 8.75 円墳 中期

飯綱社古墳 4.48

爾 ノ神古墳 塩尻市爾ノ神 欠損 9.25 円墳 後期

片山古墳 諏訪市大字大熊 方墳 中期

殿村 1号墳 飯田市大字上川路字殿村 4.2 円墳

重圏文鏡 篠ノ井遺跡群SB7250 長野市篠ノ井塩崎 竪穴住居 前期

第4表① 全国重圏文鏡出土遺跡・墳墓 (古墳時代前期から後期の墳墓)

県 墳 墓 名 墳  形 規模 (m) 面径 (cm) 出土遺構 時 期 その他

宮 城 御山古墳 円 50 2寸 2分 中期 鏡式 P

茨 城 勅使塚古墳 前方後円 64 木棺直葬 前期 後方部

栃  木 茂原古墳群愛宕塚古墳 前方後方 50 7。 2 木棺直葬 前期 舟形木棺

藤本所在古墳 不 明 不 明 前期

群  馬 淵名第 1号墳 円 6.6 竪穴式 後期

千 葉 多古台遺跡群No 4地′点1号墳 円 欠損 5.0 木棺直葬 中期

神奈川 軽井沢横穴 横穴 終末期

岐 阜 龍門寺14号墳 円 木棺直葬 前期 割竹形木棺

美濃観音寺山古墳 墳丘墓 20.5 木棺直葬 古墳時代 組合式木棺

静 岡 女池ヶ谷古墳群26号墳 円 7.2～ 8.2 5.0～ 6.0 木棺直葬 中期 割竹形木棺

小深田西 1号墳 方形周溝墓 10～ 11 木棺直葬 古墳時代
第 1主体部
舟形木棺

長崎遺跡SX510 低墳丘墓 周溝内 中期

愛 知 寺林第 1号墳 円 前期

二  重 善応寺山古墳 欠損 6.0 古墳時代

向山古墳 前方後円 72 米占土椰 前期

八重田 8号墳 円 24 欠損 9。 1 米占土椰 中期

京 都 離湖古墳 方 34-43 7.5 木棺直葬 中期
第 2主体部
組合式木棺

大  阪 御旅山古墳 前方後円 石櫃 前期 後円部

板持第 3号墳 前方後方 40 木棺直葬 中期

兵 庫 大滝 2号墳 前方後円 20 欠損 5.0 木棺直葬 中期 組合式木棺

岡  山 一宮天神山 2号墳 前方後円 60 竪穴式 前期

広 島 山ノ神第 1号墳 円 12 箱式石棺 前期 第 2号石棺
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県 墳 墓 名 墳  形 規模 (m) 面径 (cm) 出土遺構 時 期 その他

広 島 毘沙門台遺跡 墳墓 箱式石棺 古墳時代

徳 島 宮谷古墳 前方後円 竪穴式 前期 割竹形木棺

香 鉢伏山古墳 円 5.4 竪穴式 前期 木棺

愛 媛 雉之尾 1号墳 前方後円 30.5 5.7 木棺直葬 庄内～前期

唐子台第 5丘 7号墓 土墳墓 土墳墓 庄内～前期

一助山古墳 箱式石棺 古墳時代

福  岡 鬼首古墳 円 欠損 7.6 箱式石棺 中期

老司古墳 前方後円 75-V76 7.9 横穴式 中期 3号石室

佐  賀 中隈山 4号墳 欠損 7。 1 礫存『 前期
第 3主体部
割竹形木棺

育員  冽ヽ 舞野 2号石棺 石棺墓 4.2 箱式石棺 前期

大 分 亀甲山古墳 円 箱式石棺 前期

第4表② 全国重圏文鏡出土遺跡 0墳墓以外 (古墳時代前期から後期)

県 遺 跡 名 性 格 遺  構 面径 (cm) 時 期 その他

群  馬 神保下條遺跡 集落 竪穴住居 前期

新 田東部遺跡群 集落 遺物包含層 前期

千 葉 駒形遺跡 集落 土墳 前期

大竹遺跡群二又堀遺跡 集落 竪穴住居 7.3 前期

戸張一番割遺跡 集落 竪穴住居 前期

草刈遺跡 集落 竪穴住居 5.4 前期 重圏文系

片野向遺跡 集落 竪穴住居 残存  3。 8 後期 鏡式 P

東  京 伊興遺跡 集落 0祭粛巳 表面採集 9.3 前期～中期

神奈川 梶山遺跡 集落 表土層 欠損  5.6 古墳時代

長  野 篠 ノ井遺跡群 集落・墳墓 竪穴住居 3.2 前期 本来は木棺墓のものか?

静  岡 (伝 )鎌田 古墳時代

元宮川神明原遺跡 名澪所巳 4.4 後期

姫宮遺跡 祭斤巳 祭祀場 中期

滋  賀 高溝遺跡 集落・祭祀 大溝 3.5-3.65 前期

大  阪 久宝寺遺跡 集落 竪穴住居 前期

兵 庫 下坂部遺跡 集落 遺物包含層 欠損  3.8 前期

和歌山 不 明 古墳時代 (伝)熊野那智大社

岡  山 津寺遺跡 集落 竪穴住居 前期

津寺遺跡 集落 土墳 6.5 前期

備前高島遺跡 祭斤巳 岩磐山山頂石群間 欠 後期

香 川 居石遺跡 祭粛巳 河川底 3.55 前期

愛 媛 鷹取山西方尾根 欠損  5。 9 古墳時代

大木遺跡 祭所巳 遺物包含層 4.0 後期

火内遺跡 集落 欠損  5.3 前期～中期

熊  本 (伝 )菊池・阿蘇郡内 欠損  5.3

宮 崎 不 明 18。 2 (伝)岩戸神社
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第 5表 重圏文鏡・珠文鏡 0素文鏡の県別出土数 (古墳時代前期から後期 )

県 重圏文鏡 珠文鏡 素文鏡儲1) 計 県 重圏文鏡 珠文鏡 素文鏡 (註 1) 計

宮 城 大 阪

福 島 兵庫 (註 2) 4(註 3) 32

茨 城 奈 良 12

栃 木 和 歌 山 9(註 4)

群 馬 13 鳥 取

埼 玉 島 根

千 葉 岡 山 17

東 一示 広 島 20

奈オ申 1(鉄 ) 山 口

新 潟 徳 島

石 香

福 井 愛 媛

山 梨 福 岡 34

長 野 22 佐 賀 14

岐 阜 長 山奇

静 岡 12 34 本

感
＾ 矢日 大 分

重 宮 山奇

滋 加貝 鹿 児 島

一示 者5 合 計 87 408

註 1 素文鏡は面径10cm以内のものとした。

2 参考文献はすべて文献 1に よるが、兵庫については文献 4の数 も加えた。

3 高倉洋彰氏分類の櫛歯文鏡は含まれていない。

4 四鈴素文鏡 5面は含まれていない。

第 6表 ′jヽ形傷製鏡類のセ ッ ト関係 (古墳時代前期か ら後期 )

県 遺跡・墳墓名 出土遺構 時 期
セット関係 (註 1)

重 珠 素 獣 捩 内 孝L 他

山 形 お花山古墳群 円墳× 2 後期 ① ①

栃  木 茂原古墳群 前方後円墳 × 2 前期 ① ①

埼 玉 入西石塚古墳 前方後円墳 後期 ① ①

千 葉 大竹古墳群 円墳 +竪穴住居 前期・中期 ① ①

新皇塚古墳 前方後方墳 前期 ① ①

草刈遺跡 円墳十竪穴住居 × 7 前期 ① ③ ① ① ②

下方丸塚古墳 円墳 前期 ① ① ① ①

島戸境 1号墳 円墳 前期 ① ② ①

東  京 伊興遺跡 表面採集 (祭祀) 前期～中期 ① ① ① ①

神奈川 加瀬白山古墳 前方後円墳 前期 ① ①

勝坂祭祀遺跡 (祭祀 ) 古墳時代 ① ①

新  潟 飯綱山10号墳 円墳 中期 ① ② ②
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註 1 すべて文献 1・ 4に よる。

2 櫛歯文鏡 3面は、その他に入れた。

3 四鈴素文鏡 5面は、その他に入れた。

2 皇朝十二銭

① 出土銭の種類と出土状況

篠 ノ井遺跡群出土の皇朝十二銭は、835(承和 2)年に初めて鋳造された第 6番目の`承和昌賓
フ
であ

る。出土遺構は篠 ノ井遺跡群古代 6期 の竪穴住居跡SB7404で、その床面直上あるいは、床面にわず

かにもぐった状況で出土 した。

県 遺跡・墳墓名 出土遺構 時 期
セット関係 (註 1)

重 珠 素 獣 捩 内 茅L 他

石 和田山 5号墳 前方後円墳 中期 ① ① ①

長  野 川柳将軍塚古墳 前方後円墳 前期 ① ① ① ③ ②

飯綱社古墳 円墳 中期 ②

八幡宮古墳 円墳 中期 ①

篠 ノ井遺跡群 木棺墓 ×2+竪穴住居 前期 ① ① ①

石川条里遺跡 (祭祀 ) 前期 ①

松節 (伊勢宮)遺跡 竪穴住居 中期 ①

上記 6遺跡
篠 ノ井塩崎・石川地域

集落・墳墓・祭祀合計 前期～中期 ① ② ② ② ① ⑤ ② ①

岐 阜 前山古墳 円墳 前期 ② ① ①

静 岡 女池ヶ谷古墳群 円墳 × 2 中期 ① ②

元宮川神明原遺跡 (祭祀 ) 後期 ① ① ①

洗田遺跡 遺物包含層 古墳時代 ① ①

二  重 善応寺山古墳群 (古墳 ) 古墳時代 ① ②

向山古墳 前方後方墳 前期 ① ① ① ②

八重田 8号墳 円墳 中期 ① ①

滋  賀 高溝遺跡 大溝 前期 ① ①

大  阪 御旅山古墳 前方後円墳 前期 ① ① ⑭ ⑥

経塚古墳 前方後円墳 中期 ② ③

兵  庫 敷地大塚古墳 円墳 中期 ② ① ① ① ②

藤江別所遺跡 井泉 前期 ② ② ②
設
③

和歌山 大谷古墳 前方後円墳 中期 ⑨
調
⑤

奈  良 新沢48号墳 方墳 前期 ② ① ①

鳥 取 長瀬高浜遺跡 (祭祀 ) 古墳時代 ⑩ ① ③

岡  山 一宮天神山 2号墳 前方後円墳 前期 ① ① ①

香 居石遺跡 河川底 (祭祀 ) 前期 ① ① ①

福  岡 鋤崎古墳 前方後円墳 中期 ① ① ① ②

佐  賀 追頭古墳群 (古墳 ) 中期 ② ① ①

熊  本 鞍掛塚古墳 円墳 古墳時代 ② ① ①
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長野県内での出土例 は、 これ まで佐久市長土 呂遺跡群聖原遺跡 (文献18)で 1例あ り、今 回の出土

は 2例 日ということになる。

皇朝十二銭は時代の下降とともに鉛の含有量が増し錫の量が減少 していくが、特に寛平大賓と乾元

大賓を除 く9世紀以降の諸銭はその傾向が顕著 となり、承和昌賓も例外ではない。また承和昌賓には

「大様」 と呼ばれる大型銭 と、「小様」 と呼ばれる小型銭があり、今回出土したものは、径2.Ocm・厚さ

0.lcm・ 重さ5.Ogの「小様」の承和昌賓であった。

『続 日本後紀』によると、承和昌賓は承和 2(835)年正月に富寿神賓の10倍の法定価値を与えて発

行され、両銭は併用 して用いられた。初鋳以来、嘉祥元 (848)年に長年大賓が発行されるまでの13

年間、周防国の鋳銭司で鋳造されたことが記されている (文献31)。

竪穴住居跡SB7404出土の承和昌賓について、都での貨幣流通 とは異なった信濃の地で、どのよう

な価値観が与えられていたかは何 とも言えないが、出土状況から、貨幣として用いられたものと言う

よりも、地鎮具 としての性格を与えられた結果 として残されたものとも考えられる。

② 長野県内出土の皇朝十二銭

現在公表されているもので集成しえた資料数は、和銅元 (708)年に初めて鋳造された7日同開珠'以

来t天徳 2(958)年に鋳造された`乾元大賓'ま で、計52例 である。しかしすべての皇朝十二銭が出土

している訳ではなく、嘉祥元 (848)年初鋳 (第 7番 目)の `長年大賓'0寛平 2(890)年初鋳 (第 10

番 目)の `寛平大賓'・ 天徳 2(958)年初鋳 (第 12番 目)の `乾元大賓'に ついては、いまだその出土は

確認されていない。

出土銭の多 くは708(和銅元)年 の`和 同開珠'0天平宝字 4(760)年 の`高 年通賓
フ・天平神護元

(765)年の`神功開賓'と 奈良時代の貨幣に集中し、 9世紀以降のものについては極端な減少傾向を示

す。このことは国家レベルでの貨幣経済を確立・浸透させることに積極的であった時代 と、 9世紀以

降の、特に地方における貨幣経済の確立・浸透の挫折 となる時代を象徴する現象 として注目すべ きで

あろう。

第 7表 長野県内出土の皇朝十二銭

和同開珠 (初鋳708年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

更埴市生仁第 2遺跡

明科町宮本の神社東側 (P)

下諏訪町一の釜遺跡

茅野市乞食塚古墳・横穴式石室内

小諸市中原遺跡群・ 7号竪穴住居跡

上田市信濃国分寺跡・西回廊

佐久市中道遺跡 OH-1号 竪穴住居跡

塩尻市吉田若宮遺跡

飯田市恒川遺跡 044号竪穴住居跡 (※ 銀銭 )

佐久市前田遺跡・H152竪穴住居跡

佐久市芝宮遺跡群・SD03大溝

上田市国分寺遺跡群新幹線地′点

小諸市郷戸遺跡・遺構外

上田市殿田遺跡・B-2グ リッド

中世以降の埋納物

古代になってか らの副葬

住居の床面

中世の備蓄銭一括内

住居の床面

溝の埋土中

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14



第 4章 成果と課題

/

★ 6

・ 全全
/▼

↑
′

＼
、
メ
・″

●●

booo\
▲

/t

ハ

ノ
く
Ｄ
Ｉ
／

／
１

１

ノ

★ 9

●会○

★ 8 ● =和同開珠

■ =高年通賓

▲ =神功開賓

▼ =隆平永賓

全 =富壽神賓

◆ =承和昌賓

● =饒益神賓

○ =貞観永賓

□ =延喜通賓

1=飯山 2=長野  3=上 田

4=佐久 5=大 町 6=松 本

7=諏訪 8=木 曽福島 9=飯 田

0                        30km

l  l  l  」

第46図 長野県内皇朝十二銭出土分布図



第 6節 金属製品について

高年通責 (初鋳760年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

御代田町十二遺跡・H-28竪穴住居跡

小諸市中原遺跡群 029号竪穴住居跡

松本市下神遺跡・SK490土墳 (内 1′点は文字はっきりせず)

同    SK554土墳

住居の埋土中

住居の床面

地鎮に伴う埋納
地鎮に伴う埋納

15

5

16

16

神功開賓 (初鋳765年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

茅野市乞食塚古墳・横穴式石室内

御代田町野火付遺跡・H-13竪穴住居跡

佐久市聖原遺跡

松本市下神遺跡・SK490土墳 (内 1″点は文字はっきりせず)

同    SD108溝
佐久市栗毛坂遺跡・遺構外

古代になってからの副葬

住居の床面

地鎮に伴う埋納

入為的流路の埋土

4

17

18

16

16

19

隆平永責 (初鋳796年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文 献

岡谷市金山東遺跡・墳墓

御代田町根岸遺跡・H-18竪穴住居跡

佐久市聖原遺跡

佐久市下聖端遺跡・H45竪穴住居跡

更埴市更埴条里遺跡・ 9世紀代の生活面

蔵骨器内

住居の埋土中

住居の P

洪水砂に覆われて

20

21

18

22

23

富壽神賓 (初鋳818年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

佐久市聖原遺跡

飯田市恒川遺跡・ 2号竪穴住居跡

小諸市竹花遺跡・遺構外

松本市三間沢川左岸遺跡・第16号竪穴住居跡

塩尻市吉田川西遺跡・SB159竪 穴住居跡

塩尻市吉田若宮遺跡・中世の備蓄銭

1

1

1

1

1

1

住居内のカマ ド横の穴

住居の床面

住居の埋土中

備蓄銭一括内

18

9

24

25

26

8

承和昌責 (初鋳835年)    
｀

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

長野市篠ノ井遺跡群高速道地点 O SB7404竪穴住居跡

佐久市聖原遺跡・確認中

住居の床面 27

18

饒益神賓 (初鋳859年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

1.

2

御代田町根岸遺跡 OH-13竪穴住居跡

長野市榎田遺跡 O SD47溝 (貴重品の多い溝)

住居の P

溝の埋土中 P

21

28

貞観永賛 (初鋳870年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

飯田市猿小場遺跡 038号竪穴住居跡

長野市松原遺跡 O SDl173溝
住居の P

溝の埋土中

29

30
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延喜通責 (初鋳907年 )

出土遺跡・遺構 点数 出土状況 文献

長野市松原遺跡 O SB196竪穴住居跡 住居の埋土中

参考文献

1 岩崎卓也  1982年「城の内遺跡・灰塚遺跡・生仁遺跡・馬口遺跡」『長野県史・考古資料編』全一巻 (二)主要遺跡

(北 ・東信)

2 倉科明正他 1984年「奈良 0平安時代 宮本出土の古銭」『明科町史』上巻

3 桐原 健  1988年 「奈良・平安時代の道具」『長野県史・考古資料編』全一巻 (四 )遺構・遺物

4 守谷昌文他 1986年「乞食塚古墳」『茅野市史』上巻

5 近藤尚義他 1992年 「中原遺跡群」『長野県埋蔵文化財センター年報』 9

6 川上 元  1982年 「信濃国分寺跡」『長野県史・考古資料編』全一巻 (二)主要遺跡 (北 ・東信)

7 佐久市教育委員会所蔵

8 永井久美男 1994年『中世の出土銭 一出土銭の調査と分類―』

9 座光寺バイパス遺跡調査団 1979年 「飯田市座光寺恒川遺跡群発掘調査概報」『信濃』ⅡI-31-4

10 林 幸彦  1989年 『前田遺跡』 I・ Ⅱ・Ⅲ

ll 藤原直人他 1993年 「芝宮遺跡群」『長野県埋蔵文化財センター年報』10

12 川崎 保他 1994年 「国分寺周辺遺跡群」『長野県埋蔵文化財センター年報』11

13 桜井秀雄他 1994年 「郷戸遺跡」『長野県埋蔵文化財センター年報』11

14 尾見智志  1986年 「殿田遺跡」『上田市文化財調査報告書』第27集

15 堤 隆   1988年 『十二遺跡』

16 石上周蔵他 1990年 『下神遺跡』

17 羽毛田伸博 1985年 『野火付遺跡』

18 三石宗-  1990年 『長土呂遺跡群聖原遺跡』 I

19 寺島俊郎  1991年 「栗毛坂遺跡」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書』 2

20 戸沢充則  1973年「金山東遺跡」『岡谷市史』上巻

21 堤 隆   1989年 『根岸遺跡』

22 羽毛田卓也 1992年 「長土呂遺跡群下聖端遺跡」 I・ Ⅱ『佐久市埋蔵文化財調査報告書』第 9集

23 河西克造他 1992年 「更埴条里遺跡」『長野県埋蔵文化財センター年報』 9

24 花岡 弘  1994年 『東下原・大下原・竹花・舟窪・大塚原』

25 竹原 学他 1988年 『三間沢川左岸遺跡』 I

26 小松 望他 1989年 『吉田川西遺跡』

27 西山克己他 1991年 「篠ノ井遺跡群」『長野県埋蔵文化財センター年報』 8

28 野村一寿他 1992年 「榎田遺跡」『長野県埋蔵文化財センター年報』 9

29 小平和夫  1991年 「律令社会の崩壊―平安時代―」『下伊那史』第一巻

30 倶わ長野県埋蔵文化財センター所蔵・現在整理中

31 栄原永遠男 1986年「承和昌賓」『国史大辞典』 7
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3 フイゴの羽 日と鉄滓の分析

(1)フ イゴの羽口と鉄滓の分析―その 1

① 調査項目および試験・検査方法

A① 化学成分分析

化学成分分析はJISの分析法に準 じて行った。

この調査は、化学成分から鉄を作るために使用した原料の推定と、生産工程のどの部分で発生

した鉄滓かの判断用データを得るために行った。また、羽口に使用されている粘土も特別に選択

使用 していたのかの判断用に分析 した。

分析項目は、金属関係13項 目、鉄滓関係18項 目、羽口・炉壁関係12項 目となっている。

② 顕微鏡組織写真

試料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上)す る。その後、

顕微鏡で観察 しながら代表的な断面組織を拡大して写真撮影し、溶融状況や介在物 (鉱物)の存

在状態等から加工状況や材質を判断する。鉄滓の場合にも同様に処理・観察を行い、製鉄・鍛冶

過程での状況を明らかにする。原則として100倍 と400倍で撮影する。

③ X線回折測定・同定

試料を粉砕 して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に

応じて、それぞれの固有の反射 (回折)さ れたX線が検出されることを利用して、試料中の未知

の化合物を観察するものである。

多くの種類の結晶についての標準データが整備されてお り、ほとんどの化合物が同定される。

④ EPMA(X線 マイクロアナライザー)に よる観察

高速電子線を 2 μmφ程度に絞って、分析対象試料面に照射 し、その微小部に存在する元素から

発生する特性X線を測定するもので、金属鉄中の介在物や鉄滓の成分構成を視覚から確認するた

めに、二次元の面分析 (EBS像)を行った。

⑤ 耐火度試験

製鉄に使用された炉壁や羽口について、どの程度の耐火性のある粘土を使用していたのかを判

断するために試験 した。この調査 もJIS規格『耐火れんがの耐火度の試験方法』に準 じて実施 し

た。

⑥ 外観写真撮影

上記各種試験用試料を採取する前に、資料の両面をmm単位まであるスケールを同時写 し込みで

撮影 した。また、資料採取時の特異部分についても撮影を行っている。

⑦ 重量計測 と着磁度 (力 )調査

計重は電子天粋を使用して行い、ガヽ数点 1位で四捨五入 してある。また着磁度調査について

は、直径30mm 0 1300ガ ウス (0.13テ スラ)の リング状フェライト磁石を使用し、官能試験により

「強・やや強・中・やや弱・弱」の 5ラ ンクでイ固別調査結果の文中に表示した。

② 調査および考察結果

A 資料の性格

調査 を行った資料は、鉄滓に含まれた金属鉄が長い年月を経た結果、全て銹化 (酸化)してしま

った鉄銹塊のほか、鉄滓、炉壁や羽口を含む粘土 (耐火物)や炉壁への付着物 と思われるもの、さ

らに美麗な緑色の小粒の結晶が点在する岩石が含まれていた。これら資料を分類すると次の様にな
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る。

a鉄塊 (金属加工が行われたと思われたもの 1件 を含む)… …………………………………………… 8資料

b鉄銹 (児)………・………………………………………………………………………………………………………11資料

C鉄滓 (製錬滓24件、精錬鍛冶滓16件、鍛練鍛冶滓 5件、特に特定 0分別できなかったもの 65件 )

…………………………………………・……………………… …………………・………………………………0110資料

d粘土 (炉壁や羽口を含む耐火物)………………………………………………………・…………22資料

e炉壁への付着物………… …………………・・:・ …………… … ………………………………… ………20資料

f岩石 (鉱物)…………………………・……・……………………………………………………………………… 4資料

計180資料

B 製鉄に用いられた鉄原料について

鉄滓あるいは金属鉄中の介在物にはチタニウム (Ti)の 酸化物が化合物の形で含まれること、

同時に通常砂鉄に併含される元素であるバナジウム (V)が約0.01%か ら0.34%も 含まれてお り、

鉄源に砂鉄を利用 して製鉄が行われていたと示唆された。

第47図 に示 したように、鉄滓中のTi02(酸化チタニウム)と V(バナジウム)と の間には、

Ti02が減少するに従ってVも ほぼ直線的に減少する傾向が認められる。これは当然のことながら、

鉄源に用いた砂鉄に含まれるチタニウムとバナジウムの量比がおそらく一定に近いため、製鉄の進

行による造滓成分 (Si02+A1203+CaOttMgO)の 低下 とともに含有されていた両者の値が共に

減少するためと考えられる。この事実からも鉄原料は砂鉄であると思われる。なお図中の数字は資

料Noを表 している。

C 鉄滓の組成 と分布

鉄滓が製鉄遺跡の

どの酉己置か ら出土 し

たものか、操業の如

何なる過程で得 られ

たものであるかの詳

細 が わか らないの

で、何 らかの手掛か

りを得 るべ く、以下

の検討 を行 った。

第48図 に示 したよ

うに、鉄滓 と考 えら

れる資料で化学成分

分析 を行った資料に

つ い て、全 鉄 (T.

Fe)と 造 滓 成 分

(Si02+A1203+
CaOtt MgO)の 含

有量 との関係 をプロ

ッ トした。両者の間

には明瞭な関係が認
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第47図 鉄滓中の酸化チタニウム (丁i02)と バナジウム (V)含有量との関係



められ、製鉄操業が進行 し、鉄

の抽出が進むに従って造滓成分

が減少 し、全鉄が増加 して行 く

傾向がある。

しかし、この図からは、製鉄

過程すなわち、鉄滓が製錬・精

錬鍛冶あるいは鍛錬鍛冶滓であ

るかの分別は難しいことがわか

った。

そこで、全鉄 (To Fe)と 鉄

滓 中 の 酸 化 チ タ ニ ウ ム

(Ti02)と の関係 を第49図 にプ

ロッ トした。資料の大部分 は

T.Feが 40～ 65%に 、Ti02は

0。 11%か ら16:7%の 範囲に広

く、一様に分布する。また、D

およびEで囲んだ 2つの集団が

認められるものの、製鉄過程の
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S.Fo C.

第48図  全鉄 (丁 。Fe)と 造滓成分 (S.Fo C。 )と の関係

S.F.C〓 Si02+A!203+CaO+Mgo

100

(%)
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・００
％

どの過程での滓であるかの判別は求め られなかった。

D 鉄滓の分類

鉄滓の類別のための的確な手推卜か りが得 られなかったので、化学分析値等を参考に下記の基準 を

100
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第49図 全鉄 (丁 。Fe)と 酸化チタニウム (丁i02)含有量 との関係
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設けて行 った。

第 8表 鉄滓類別基準 (%)

化学成分 T.Fe FeO Fe203 Ti02

(1)鍛錬鍛冶滓

〔図49で Aの区域〕

55以上 55以上 0.5以下

55以上 30以上 30以上 0.5以下

9)精錬鍛冶滓

〔図49で Bの区域〕
55未満～45以上 55未満～45以上

0.5超 ～

0.1以下

(3)製錬滓

〔図49で Cの区域〕
35以上 1.0超

この基準は絶対的なものではなく、一つの試みとして行ったものである。この区域分けの模様を

第49図 に同時に示 しておいた。

この図において、Dの部分はTi02の含有量が 4～ 17%と 非常に多 く、T.Feの値 も低い。また

Eの区域は炉壁を含む粘土等の資料が明らかに滓のグループとは異なる。これらはTi02を 含むが

造滓成分に相当する化学成分が多く、またT.Feも 一般に低い値 となっている。

鉄銹塊の場合は、T.Feが高いがFeOは オロ対白勺に低い値を示す。 しかしFe203が少なくとも30%

以上は存在する。これは金属鉄あるいは鍛錬鍛冶滓などに共存していた金属鉄が長い年月を経るこ

とで徐々に銹化 し、オキシ水酸化鉄 (主にゲーサイト:α―Fe00H、 ほかに結晶・形の異なるβ、γ

一Fe00Hも ある)に変化 したためである。このことは顕微鏡の組織観察やX線回折からも確かめ

られる。オキシ水酸化鉄は 2 Fe00H=Fe203° H20の様に酸化第二鉄 (ヘマタイ ト)の水和物なの

で、鉄分の化学成分分析ではFe203の分析値 として表示され一方、水はCo W.(結合水)と なるの

で、この値 も高 くなり、これらの結果を総合 して判定基準 としている。

ひきつづ き、全ての資料について考察を進めて行 くが、とりあえずここで一つの基準として設定

したT.Fe、 FeO、 Fe203お よびTi02に該当する資料の性格の判定結果を第 9表 と第10表 に示す。

第 9表はT.Feと FeOが共に45%以上の化学分析値を示すもの全てについて記してある。

この 2つの表から、先に一つの基準を決めた方針に従って資料の性格付けをした判定結果を併記

した。なお、判定については勿論、確認の意味も含め、資料の外観、着磁度、断面組織やX線回折

結果を参考にしていることは、いうまでもない。

E X線 回折および試料断面の観察結果

X線回折および試料断面の光学顕微鏡による組織または低倍率 (実体顕微鏡)での観察結果を整

理 して第11表に示 した。ここで用いた化合物の記号は表末に示 してあるが、表中の記載は主たるも

のを優先 している。

F 各資料の考察

各資料の考察を112～ 132ページに示した。資料の重量測定および着磁度の測定は全資料に対 して

行った。資料の分類に当たっては化学成分分析、資料の断面組織およびX線回折ピーク等の分析・

試験結果を基に、先の測定結果 も勘案 して出来るだけ客観的に行った。しかし、全ての資料の分

析・試験を行っていないので、これらの資料に関する分類は、他の客観的事実と十分に照 らし合わ

せる必要があるが、全資料の考察結果は、まとめて第12表に示 した。



資料No 試料記号 判 定
化 学 成 分

T.Fe  FeO  Fe203  Ti02

1

6

7

10

16

BSN 89-1-1
BSN 89-2-17
BSN 89-2-22
BSN 89-2-43
BSN 9001

精錬鍛冶

精錬鍛冶

製錬滓

製錬滓

製錬滓

52.0--45.2--23.8--0.49

61.2--64.7--15。 4--0.79

50.8--48.4--18.5--2.16

51.4--51.5--16.0--5.45

63.4--65.7--17。 2--2.21

18

22

23

28

37

BSN 9003
BSN 9007
BSN 9008
BSN 9013
BSN 9022

製錬滓

精錬鍛冶

精錬鍛冶

鍛錬鍛冶

製錬滓

51。 3--56.9--9。 71--3.44

52.3--52.1--16.6--0.43

55.7--57.8--15.2--0.89

63.4--63.2--20.2--0.11

61.4--63.7--16。 7--1｀。31

45

49

52

53

58

BSN 9030
BSN 9034
BSN 9037
BSN 9038
BSN 9043

製錬滓

製錬滓

精錬鍛冶

製錬滓

精錬鍛冶

50。 1--55.1--10。 2--2.36

53.1--58.3--10.8--2.58

56.6--56.6--17。 7--0.75

49.5--53.1--11.5--1.30

52.4--48.3--21.0--0.26

61

70

81

95

107

BSN 9046
BSN 9055
BSN 93011
BSN 93025
BSN 93037

製錬滓

製錬滓

製錬滓

精錬鍛冶

製錬滓

60。 7--52。 7--28.0--1.19

54.7--49.6--22.7--1.91

58.4--66.2--9.37--2.40

51.1--54.4--12.5--0.42

54.5--54.0--17.8--1.26

113

115

119

126

129

BSN 93043
BSN 93045
BSN 93049
BSN 93056
BSN 93059

製錬滓

精錬鍛冶

精錬鍛冶

鍛錬鍛冶

精錬鍛冶

48。 8--51.9--12.0--3.25

46.2--49.1--11.4--1.01

61.1--66.8--14.6--0。 76

57.7--57.8丁     ~0.39

51.4--45。 6--22.7--0.39

155

164

166

173

BSN 93085
BSN 93094
BSN 93096
BSN 93103

製錬滓

製錬滓

精錬鍛冶

精錬鍛冶

50.6--49.2--17.6--2.77

46.2--45.0--15。 9--4.83

59。 9--60.0--18.9--0.73

50.0--45.9--20.3--0.39
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第 9表 丁。Feお よびFeOが共に45%以上の資料 (%)

註 試料記号の出土遺構については、各資料の考察に示してある。

(%)第 10表  Fe203 20%以上の資料

資料No 試料記号 判 定
化 学 成 分

T.Fe  FeO  Fe203  Ti02  CoW・

12

13

30

44

50

BSN 89-2-104
BSN 89-2-153
BSN 9015
BSN 9029
BSN 9035

製錬滓

製錬滓

鍛錬鍛冶

精錬鍛冶

鍛錬鍛冶

53.8-40.9-31.2-2.05-3.00
50.6-40.8-26.5-5.51-2.58
60.0--42.0--38.7--0.14--2.58

56。 0--43.7--31。 3--0.81--2.25

59.7--32.6--43.9--0.16--3.53

86

88

99

116

137

BSN 93016
BSN 93018
BSN 93029
BSN 93046
BSN 93067

鍛錬鍛冶

製錬滓

製錬滓

米占
=L

精錬鍛冶

56.9--41.8--34.8--0。 21--2.96

37。 4-1.54-51。 7-0.37-6。 47

40.2-2.73-54.2-0.30-6.57
17.6-0.29-24.7-0.69-4.34
46。 9-36.1-26。 8-0.34-1.68

138

150

159

168

178

BSN 93068
BSN 93080
BSN 93089
BSN 93098
BSN 93108

製錬滓

米占」ヒ

製錬滓

精錬鍛冶

製錬滓

42.7--1.87--58.8--0.28--7.65

32.0--2.16--43.3--0.71--5.34

50.6--30。 0--38.9--1.20--5.38

46.0--5.10--59.9--0.37--6.34

50.2-24.6-44.2-1.94-4.83

註 試料記号の出土遺構については、各資料の考察に示 してある。
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第11表  X線回折 と光顕による組織観察結果のまとめ

資料No
試料記号
BSN X線 回 折 顕 微 鏡 組 織

1

3

5

6

7

89-1-1

89-1-4

89-2-10

89-2-17

89-2-21

W.M.F.α .E(D)
Wo M.F. E
W. F.Q.E
Wo Mo F.L
Wo Mo F. E

W.F

W.F

W.F

W.F
W_F

U.

U.

10

12

13

16

18

89-2-43

89-2-104

89-2-153

9001

9003

Wo F.U.E
Wo M.F.α .E
W. F.U.Q.E
W.α .F.U.Q.
W.M.F. E

W.F.U.
W.F.
W.F.U.He
α―Fe.W.F.He
W.F.U.

21

21

22

23

27

9006く 1)

9006-(2)

9007

9008

9012

W.Mo F. E
W.M.F. E

F.E.U.E

オキシ水酸化鉄、介在物少 ない

α―Fe, フェライ ト粒 とパー ライ ト粒混在

W.F.
W.F.
MIP.U

28

30

31

32

35

9013

9015

9016

9017

9020

W.M.F._α .E
W.Mo F.α .E

H.R.E

H.Qo E

W.F.
W.F.He

緑色を呈する脈石を含んだ鉱物

37

44

45

49

50

9022

9029

9030

9034

9035

Wo M.F.α .

W.M.F.L.
Wo M.F.α .L.
W.M.F.γ .L。 (D)

αFe. Wo M.F.arγ

W.F

W.F

W.F

W.F

W.F

He

UP

52

53

58

61

63

9037

9038

9043

9046

9048

W.M.F.α γ.L
W.Mo F.  DP
W.Mo F.α o L.

W.Mo F.α .L.

W.F.
W.F.UP
W.F.
W.F.
オキシ水酸化鉄様

68

68

70

71

72

9053く 1)

9053-(2)

9055

93001

93002

W.M.F.α o Fl.

)督見賛:婁鱚禁箕鱈
在。網目の中は滓と

W.F.
粘土様、片面溶融

粘土様、黒色ないし褐色

77

81

84

85

85

93007

93011

93014

93015-(1)

93015-(2)

qFe. W. F. a[3y. U. a
粘土様

W.F.
オキシ水酸化鉄、介在物少ない

αFe.α .F              '
αFe。 フェライトとパーライトが混り合った鉄

86

88

89

95

99

93016

93018

93019

93025

93029

W.M.F.α γ.E

M. F.U.Q.E
αFe.F.   Q.L.E

Wo F.α
粘土様、褐色

W.M.F.U
W.F.
層状のオキシ水酸化鉄
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資料No
試料記号
BSN X線 回 折 顕 微 鏡 組 織

103

107

110

110

111

93033

93037

93040-(1)

93040-(2)

93041

F. Q.Pl.E.
W.Mo F.αγ.Q

αFe.Wo M.F.Q

銹様であったが粘土 P

Wo M.F.
オキシ水酸化鉄、褐色の銹

αFe網 目状に存在、オキシ水酸化鉄が共存

粘土様

113

114

116

117

119

93043

93045

93046

93047

93049

W.M.Fo αγ.L
W.M.F.α γ.D.Q
M    Pl.Q
W.M.   αγ.Pl

αFe.W.M.F.Q

W.F.U.
W.M.F.

αFeoWo Fo He

121

123

124

126

129

93051

93053

93054

93056

93059

αFe. F.I.U

W.  F.Pl.Q

Wo M.F.α .D.Pl.Q

αFe.F.U.

黄褐色の銹様、中央褐色の帯

粘土様、表面に鉄銹様のものあり

W.F.I
W.F.UP.α の音る分多い

131

133

137

138

142

93061

93063

93067

93068

93072

W. M. F. qy. E

F.β .U

刀の様な鉄銹、層状の銹成長

表面黒色、内部銹様

Wo F.

黄褐色の鉄銹

W.Fo U.

143

144

150

155

159

93073

93074

93080

93085

93089

ay. I. U. Pl

M.  αγ.Pl.Q
W.M.F.Plo L.Q
W.M.F.α .Pl

黒色、褐色～黄褐色銹

小 さな鉱物粒の集合体 P

W.F.U.
W.F.

162

164

166

168

170

93093

93094

93096

93098

93100-(1)

W. F.U.Pl.L
W.M.F.Q.L

内部滓様、外部粘土様の塊

F.I.U
W.F.

層状に銹化 した鉄器 P 黄褐色サビコブ

ー部αFe含み他はオキシ水酸化鉄

170

173

173

176

178

93100-(2)

93103-(1)

93103-(2)

93106

93108

W.M.F.α γ.D

Pl

W.Mo F.α

αFeを含む、他はオキシ水酸化鉄様

F.U.
αFe.粒度の揃った鉄、粒界明瞭

鉄滓様の灰色を呈する、鉄銹の付着有 り

W.M.F.

註 W:Wustite(FeO)                M:Magnetite(Fe203)
F:Fayalite(2FeO O Si02)                   I :Ilumenite(FeO・ Ti02)

U:Ulvospinel(2FeO・ Ti02)                P:PSudobrookite(Fe203・ Ti02)

H:Hercynite(FeO・ A1203)               D:Dolomite[Ca1/1g(Co3)2]
Pl 三Plagiolase[(Na,Ca)(Al,Si)408]       L:Leucite(KAlSi207)

Q:Quartz(si02)etC.              E:其 の他鉱物

α,β ,γ :Goethite(α―Fe00H),Akagonite(β ―Fe00H),Lepidocrocite(γ ―Fe00H)

αFe :R/1etallic lron

l 試料記号の出土構造については、各資料の考察に示 してある。
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①  言式料BSN 89-1-1(SD6008)              125g

表面が褐色 と灰 白色 とが混在する発泡痕様のある一見鉱物状の椀型状の塊である。着磁度は中程度であっ

た。

化学成分分析ではT.Feが52.0%で あ りFeOが45.2%と 多かった。滓断面の顕微鏡観察およびX線回折結

果ではウスタイ トの丸い白い結晶と灰色の短冊状のファイヤライ トの結晶が認め られた。黒灰色の部分は他

の鉱物質やガラス質である。

これらの結果からこの児は精錬鍛冶椀型滓 と思われる。なお、化学分析結果でFe203も 23.8%、 C.W.が

2.96%あ り、ゲーサイ トの様な鉄銹 も存在 している。恐 らく褐色の部分 と考えられる。この資料は水分 との

接触の多い所にあった鉄滓であろう。

②  言式料BSN 89-1-28(SK6048)             5g

5個 よりなる表面に砂礫が付着 した小塊であ り、着磁度はやや強い。また、小塊の一部には鉄銹が点在 し

ている。銹化 した鉄 を含む鉄滓 と考えられる。少量のため観察のみに止めた。

③  言式料BSN 89-1-4(SD6023)             210g

一部に溶融状の黒灰色の部分 と褐色の鉄銹になった部分が混在する塊で、木質 (木炭から P)物質が付着

したような條痕が観察 される。着磁度は弱い。

化学成分分析によるとT.Feは 42。 9%と 低 いが、Fe203が42.5%と 相対的に高い値 であった。造滓成分

(Si02+A1203+CaO+MgO)は 37.5%と 比較的高い方であった。

顕微鏡観察結果ではウスタイ トとファイヤライ トのほかにウルボスピネル結晶の存在が認められた。ウル

ボスピネルはFeOと Ti02と の化合物であ り、化学分析でもTi02が2.07%含 まれることから結晶として存在

することは容易に理解できる。なお金属鉄の小粒 も存在 している。以上の結果からこの塊は精錬滓 と思われ

る。形状は椀型をしている。

④  言式料BSN 89-2-3(SB7001)             10g

溶融 した黒色 と非溶融灰黒色部 とが存在する 2っ に破断した児であり、着磁度は弱かった。塊は発泡痕が

随所に存在 し、これらの知見を総合すると炉壁溶融物 と考えられる。少量であり、外観観察にとどめた。

⑤  言式料BSN 89-2-10(SB7014)             70g

表面が溶融 した黒紫色の 4片の塊であ り、着磁力は片によって弱から強まで存在 した。一部粘土 と認めら

れる部分 も存在する。

化学分析結果ではT.Feが23.1%と 低 く、一方造滓成分 は64.0%と 高い。Ti02は 0・ 63%と 低い。また、

Na20お よびK20が 2。 77%と 高 く、炉壁部分 (粘土)を 溶か し込んだ成分 を呈 している。滓の断面写真 もウ

スタイ トの白い結晶のほか、細かいファイヤライ トと思われる結晶が点在 し、一般の鉄滓 とはやや趣 を異に

する組織を呈 している。X線回折の結果ではウスタイ ト、一部ファイヤライ トのピークが認められたほか、

鉱物質のピークが多く存在 した。これらの結果から炉壁成分 を包み込んだ流動滓ではないか と考えられる。

⑥  言式料BSN 89-2-17(SB7051)             245g

全体が溶融を受けた灰黒色または紫黒色からなり、鉄銹 と考えられる暗赤褐色部分 も存在する、 2片 より

なる比較的大 きな児である。着磁度は弱い。

T.Feが61.2%と 非常に多 く含 まれ、同時にK20も 64.7%と 極めて高い値 を示 している。造滓成分は15.2

%と 少ない。またTi02は 0・ 79%含まれている。

滓の顕微鏡観察によるとウスタイ トとファイヤライ トを主 とする美麗な結晶を示 してお り、X線回折結果

でもウスタイ トとファイヤライ トおよび少量のマグネタイ トのピークが出現 している。以上の結果から砂鉄

原料の精錬鍛冶滓 と思われる。

①  言式料BSN 89-2-22(SB7107)             140g

灰色を呈する長方形の丸味を帯びた塊で、着磁度は中程度である。

化学成分分析ではT.Fe 50.8%、 Fe0 48.4%であった。Ti02がやや高 く2.16%の値 を示 した。滓の断面
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の顕微鏡観察 ではウスタイ ト、ファイヤ ライ トお よびウルボスピネル と考 えられ る結晶が認め られ、 またX

線回折か らもウスタイ ト、ファイヤ ライ トのほかマ グネタイ トの ピー クが観察 された。 これ らの結果 を総合

すると試料③ と相似の椀型をした精錬滓と思われる。

③ 言式料BSN 89-2-24(SB7109)             70g

黒紫色ないしは紫褐色の外見上重量感のある児で、発泡痕のある着磁度がやや強の児であり、鉄滓と思わ

れる。

③  言式料BSN 89-2-26(SB7041)             80g

上面が溶融状で下面が灰黒色の椀型をした児である。発泡痕 も多 く点在する。着磁度弱の児である。観察

の総合結果、鉄滓 と思われる。

⑩  言式料BSN 89-2-43(SD7039)             380g

全体が褐色の鉄銹に覆われた塊で、酸化鉄が景J離 した様な部分は発泡痕をもつ黒紫色を呈 している。着磁

度は中程度である。 2段に重ねもちになってお り、最初の滓の上につづけて操業 した様相 を示 している。

化学成分分析結果では、T.Fe 51.4%、 FeOが51.5%で あった。Ti02が 多 く、5.45%含 まれていた。造

滓成分は22.6%で あり、全体の成分は試料⑦に似ている。

顕微鏡観察で、滓の中にはウスタイト、ファイヤライトおよびウルボスピネルの存在が認められ、X線回

折でもウスタイト、ファイヤライトおよびウルボスピネルのピークが検出されている。これらの結果を総合

すると砂鉄を原料とした鉄を含む塊から鉄を取 り出す際の精錬鍛冶滓と推定される。

⑪  言式料BSN 89-2-102(SD7002)             5g

黒紫色のガラス状の塊で、一部に紫褐色の鉄銹が覆っている。着磁度は強である。流出滓の形状を示して

いる。小片のため分析はしてないが羽口が炉壁に付着した鉄滓の小片ではなかろうか。

⑫  言式料BSN 89-2-104(SD7006)       、    70g

灰黒色または鉄銹 と思われる赤褐色を呈 した塊である。塊の一部には本質物により付けられたと考 えられ

る繊維痕 も認められる。発泡痕 も多数存在する。

化学成分分析によるとT.Feは 53.8%、 FeOが40.9%で あった。造滓成分は19.8%と 少ない。Ti02は 2.05

%であった。またFe203が 31。 2%と 高 く、長年月で金属鉄が酸化されたとも示唆される。

滓の顕微鏡観察によるとウスタイ トとファイヤライ トがX線回折結果ではウスタイ ト、マグネタイ トおよ

びファイヤライ トのピークが認められた。またX線回折では少量のオキシ水酸化鉄 (鉄銹)であるゲーサイ

トとレピッドクロサイ トのピー クが認められ、化学分析結果でのFe203の 存在が多いこと、C.W.の値が高

いことと一致する。

以上の結果を総合するとこの鉄滓が出来たときには金属鉄が一部存在 していた可能性 もある。精錬滓 と思

われる。

⑬  言式料BSN 89-2-153(SK7157)            130g

水酸化鉄銹に覆われた一部黒紫色を呈する発泡痕が多数ある重量感のある塊である。着磁度はやや強い。

化学成分分析 によるとT.Feが 50.6%、 FeOが40.8%であ り、Fe203も 26。 5%と やや 多い。造滓成分 は

20.5%、 Ti02は 5.51%と 高い値 を示 している。C.W。 は2.58%で あった。

滓の断面の顕微鏡観察ではウスタイ ト、ファイヤライ トおよびウルボスピネルが認められた。またウスタ

イ トやファイヤライ トにヘーシナイ ト (FeO O A1203)が胡麻粒状に存在 している。X線回折ではウスタイ

トとFeOお よびウルボスピネルのピー クが認め られた。この資料はTi02が多いことか ら考 えて、水分の多

い所にあった精錬滓 と思われる。

⑭  言式料BSN 89-2-154(SK7158)            80g

片方が熱を受け溶融 した黒紫色の状態、他方は赤紫色の粘土様の 3片の塊である。着磁度は熱影響の少な

い部分では弱いが、鉄滓に接触 したと推定出来る溶融部分はやや強い反応を示 した。これ らの観察結果か

ら、羽口ないし炉壁ではないか と考えられる。
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⑮  言式料BSN 89-2-162(SX7007)             15g

灰黒色の発泡痕の多い小片に くだかれた様相のあるゴツゴツした小塊である。製錬 された児から鉄 を取 り

出す際にくだいた片ではないかと想定できる。鉄滓と思われる。

① 試料BSN 9001(2-2区第 1検出面)      40g
一部炉材 (粘土)塊の付着した黒紫色のやや発泡痕のあるものの緻密な塊である。着磁度はやや強い。

化学成分分析の結果では、T.Feが63.4%、 FeOが65.7%含 まれている。造滓成分は10.6%と 少な く、ま

たTi02は 2.21%で ある。

滓の顕微鏡写真によると金属鉄粒も存在しており、ウスタイト、ファイヤライトが存在している。また、

X線回折でもα―Fe(金属鉄)の弱いピークが認められるほか、ウスタイ トとファイヤライ トのピークが検

出された。また、ウルボスピネルの存在も示された。以上の結果を総合すると製錬滓と考えられる。

① 試料BSN 9002(2-2区第 1検出面)      20g
溶融物が固化したような面と、他面は多数の発泡痕のある黒紫色の塊で、ところどころに少量の褐色の鉄

銹様のものがみられる。着磁テス トでは一部に強 く反応した (上面)と ころがある。鉄滓と考えられる。

⑩ 試料BSN 9003(2-2区第 1検出面)      120g
溶融部が固化した椀型状の灰白色と黒紫色の部分が混在した塊であり、一部赤褐色の鉄銹が現れている。

着磁度は中程度であった。

化学成分分析結果によるとToFe 51.3%、 FeOが56.9%で あった。また、造滓成分は26.2%Ti02 3.44%

とやや多い。

滓の顕微鏡による断面観察ではウスタイト、ファイヤライトおよびウルボスピネルが認められた。後者は

化学成分分析でTi02の値が高いことから、その出現は妥当と考えられる。また、X線回折によってもウル

ボスピネル、ウスタイトのほかファイヤライトと少量のマグネタイトのピークが認められる。以上を総合す

ると製錬鍛冶滓であり、形状からして椀型滓と思われる。

⑩ 試料BSN 9004(2-2区第 1検出面)      約 5g

全体で灰白色で一部黒紫色や褐色を帯びた部分のある小児である。層状の黒紫色と赤褐色で構成された組

織が観察される。着磁度は中程度であった。含有鉄分が水酸化鉄になった小鉄滓児である。

⑩ 試料BSN 9005(2-2区第 1検出面)      約 5g

表面に細かい孔が無数に存在する灰色の丸味を帯びた塊が割れた片方ではないかと想定される小塊であ

る。その破面は黒紫色で大きな気泡が幾つか認められる。着磁度は中程度である。鉄滓と思われる。

④ 試料BSN 9006(2-2区)           180g
表面が褐色～淡褐色で不定形な 5つの破片からなる児で、その破面は一見して緻密な鉄銹様の赤褐色、褐

色、灰黒色の層状を呈している。着磁度は強い。

断面観察では金属鉄の残存が認められ、その結晶組織は細かいフェライト (純鉄)粒子にさらに細かいセ

メンタイトを多量に含んだパーライト粒子からなっている。全体の黒さの程度からして、化学成分分析 (金

属関係)の CO.61%は妥当な値 と考えられる。

化学成分分析ではCuの 含有量が少なくTiが 0。 06%か らして砂鉄から得 られたものと推定出来る。Siや

Ca、 Mg、 Alな どの介在物成分がやや多く、鉄の純度は高かったとは考えられない。顕微鏡による資料塊の

銹部分の写真によるとオキシ水酸化鉄のアモルファス (非晶形)形態が観察され、金属鉄が銹化したものと

考えられる。したがって、これら塊は金属鉄およびその銹化した鉄塊と思われる。 (水分 との接触が長 く、

銹化進行により割れたものと推定できる)

EPMAに よる金属鉄中の介在物は、鉄が凝固した時に含まれていた状態のまま、つまり鍛冶加工などは

受けていない形状のままと観察された。またこの介在物の成分はSi― Ca一Alの酸化物系であり、化学分析の

結果と同様Tiの含有はほとんど認められない。

⑫ 言式料BSN 9007(SB7423)               110g
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片面が淡褐色の鉄銹で覆われ、その一部 と地面が黒紫色の気泡が多く存在する部分からなる塊である。着

磁度は中程度であった。

化学分析結果によるとT.Fe 52.3%、 Fe0 52.1%で あった。造滓成分は27.2%と 多かったがTi02は Oo43

%と 少ない。

顕微鏡による滓の断面観察ではウスタイ トとファイヤライ トの結晶が主体で、X線回折によるウスタイ

ト、ファイヤライトのピークと一致する。これらの結果と滓の形状から考えて、精錬鍛冶滓と思われる。

④  言式料BSN 9008(SB7422 0 Noll)           160g

表面が褐色ない しは灰褐色の不定型 をな した児で、底部に付着 した土がついている。着磁度は弱い。 2段

になって形成 されてお り同 じ場所で 2回分 の鉄滓が重 なってできたことを示 している。

化学成分分析でToFe 55。 7%、 Fe0 57.8%で あり、造滓成分は22.4%で あった。試料⑫ と同様Ti02が

0。 89%と 上ヒ較的少なかった。

顕微鏡による滓断面の観察からウスタイトとファイヤライトが認められ、またX線回折では同じくウスタ

イト、ファイヤライトなどの存在が検出された。これらの結果から精錬鍛冶滓と思われる。

④  言式料BSN 9009(SB7423)               420g

灰 白色の小粒の集合 した付着土 と黒赤褐色の部分からなる大地で、着磁度はやや強い。形状等より推定 し

て鍛冶滓 と思われる。

④  言式料BSN 9010(SB7425)               15g

流出滓状の飴状の小塊であり、着磁度は中である。流動滓 と思われる。資料が少量であ り観察に止めた。

④ 試料BSN 9011(SB7423)          約 5g

黒紫色 と赤褐色 とからなる発泡痕の多い小塊であり、着磁度は弱かった。資料の量が少なかったので、化

学分析や顕微鏡等による観察はできなかった。 しかし、児の色調・形状からして、鍛冶滓 と思われる。

④ 試料BSN 9012(2-2区第 1検出面)      220g

全体が灰白色の気孔の多い塊であり、着磁度は弱い。

化学分析結果では、所謂造滓成分が60.6%の ほか、粘土等が多 く含 まれる。Na20 1・ 87%、 K201・ 41%

と非常に高い値 を示 した。またTi02が7.50%と 高い値であった。

滓の断面の顕微鏡観察ではマグネタイ トとウルボスピネルの結晶が認められたほか、100倍 の写真では右

方にアモルファス様の組織が観察 された。T.Feが20.6%と 低いので一度生成 した金属鉄が銹化 してできた

ものとは考え難い。

X線回折ではファイヤライ ト、イル ミナイ トとウルボスピネルの存在が示唆されたが、ウスタイ ト、マグ

ネタイ トの存在は明瞭には認められなかった。以上の結果か ら砂鉄原料の鉄滓であり、炉内製錬滓 と考えら

れる。

④ 試料BSN 9013(SB7465ビ ット6)      120g

表面が灰褐色～褐色で大 きな凸凹と発泡痕のある全体に平滑な優 しい感 じのする塊であ り、着磁度は中程

度である。

化学成分分析結果は、T.Feが63.4%、 Fe0 63.2%と 鉄分が高 く、一方滓成分 12.0%、 Ti02 0oll%と 極

めて低い。

滓にはウスタイ トとファイヤライ トのほか、一見アモルファス組織が認められた。X線回折によるとウス

タイ ト、ファイヤライ トのほか、少量のマグネタイ トの存在 ピークが観察された。これらの結果を総合する

と鍛錬鍛冶滓 と思われる。

⑩  言式料BSN 9014(SB7435)               30g

灰紫色 と褐色の′点在 した発泡痕の多い平行四辺形型の塊であり、着磁度は強い。鉄滓 と思われる。

⑩  言式料BSN 9015(SB7485)               200g

片面が黒紫色、他 (下)面が淡褐色の粗縣かつ発泡痕の多い椀型をした大塊である。着磁度は弱い。
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化学成分分析ではT.Fe 60。 0%、 Fe0 42.0%で あ り、一方、造滓成分は13.0%と 低い。またTi02の含有

量 も0.14%と 極めて低い。Fe203が38.7%と 高 く、またC.W.も 2.58%あ るのが特徴的 といえる。

滓の顕微鏡観察では、白い繭状のウスタイ トとファイヤライ トおよびヘーシナイ トの様な胡麻粒状の結晶

の存在が認められ、X線回折ではウスタイ ト、マグネタイ トおよびファイヤライ トの存在が認められる。ま

たオキシ水酸化鉄のピー クも検出され、化学分析結果 とも照 らし合わす と、この滓が生成 した時′点では金属

鉄が存在 してお り、その後水分 との接角虫が長 く、銹化 してしまったものではないか と推定 される。 したがっ

て、この塊は鍛錬鍛冶滓 と思われる。

① 試料BSN 9016(SB7488)           5g以 下

全体が灰白色で青緑色の小粒から小豆大の大きさのものが点在 している小塊である。この青緑色の物が銅

の化合物ではないかと興味が持たれたが化学成分分析結果によるとCuの含有量は0.01%以下と少なく、一

方ToFeは 4.21%で あった。このため鉄あるいは銅に関係する滓ではないと思われる。

いわゆる、造滓成分は77.5%ま たはNa20+K20は 3.98%、 C.W.も 5.97%と 多いことから、何 らかの鉱

物であると推定される。

X線回折では鉄系や銅系単独の化合物は検出できなかった。しかし、ホイランダイ ト [Cu(Si7A12)0186

H20]な どの鉱物質のピークが認められる。

⑫ 試料BSN 9017(SB7495)           5g以 下

外観等は試料⑪ と相似である。青緑色の部分の青みが二層深い。断面の実態顕微鏡観察では鉱物の中に青

緑色の翡翠様の美しい部分が散在しているのがわかる。

なお化学大辞典によると翡翠の組成はNaAlSi206で 代表され、その分析値 (%)は Si02 58。 07、 Ti02

0.04、 A1203 22。 92、 Fe203 0・ 79、 Fe0 0.21、  14n00。 01、 h/1g01.69、 Ca0 1.64、  Na20 12.40、 K20

0・ 19ヽ H200o87%と なっている。この資料の分析値はA1203が10%前後、Fe203 5%、 Ca0 3.5%、 K20が

2%前後であり、翡翠とは異なった組成となっているが、青緑色結晶部分は翡翠の可能性も否定できない。

① 試料BSN 9018(SB7500)           5g以 下

外観については試料〇・⑫ と同じであるが、表面まで青緑色の部分がかなりの面積で点在している。

化学成分分析ではT.Feが4.39%、 Si02を 主とするいわゆる造滓成分が77.5%で Ti02は 0・ 10%と 少なかっ

た。Na20+K20は 3。 35%であり、鉱物 (岩石)であると推定される。しかし、青緑色の物質が細かい翡翠

の結晶の集合体である可能性もある。別途詳細な検討が前記資料も含め必要であろう。

①  言式料BSN 9019(SB7505)               50g

表面が灰紫色 と褐色を呈するゴツゴツした発泡痕を有する児で着磁度は弱い。表面型状 と重量感があるこ

と、表面の色調からして小型の椀型滓 と思われる。

① 試料BSN 9020(SB7488)           5g以 下

外観が試料⑬と相似の小児である。

化学成分分析の結果T.Feは 2.02%(M.Fe、 FeO、 Fe203の 分析は資料の量が少なくできなかった)であ

り、Si02を 主 としたいわゆる造滓成分は78。 0%と 多い。Ti02は 0・ 10%と 少ない。またNa20ttK20が 3.08

%も あり、砂鉄でも滓でもなく鉱物 (岩石)の一種 と推定される。

①  言式料BSN 9021(SB7519)               30g

全体が褐色の水酸化鉄 と砂礫に覆われており、突起部分を有し発泡痕がみられる児で、着磁度は中程度で

ある。滓の形状などの観察から小型の椀型滓と思われる。

①  言式料BSN 9022(SK8050)               400g

片面が丸味のある凸凹で一方の面が紫褐色と灰色とが混在した大塊である。後者の面には炉材のようなも

のが存在する。

化学成分分析結果ではT.Feが61。 4%、 Fe0 63.7%と 高い値を示 した。造滓成分は13.8%と 低いがTi02

は1.31%と やや高い。
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滓の断面の顕微鏡観察では美 しいウスタイ トの結晶とファイヤライ トが認められ、X線回折結果ではウス

タイ トとファイヤライ トおよび少量のオキシ水酸化鉄の存在が推定できる。以上の結果から製錬滓 と思われ

る。

①  言式料BSN 9023(SB7532)               40g

表面が一部溶融したと見受けられる灰黒色～灰紫色の部分 と褐色の鉄銹が存在する児 と灰褐色の微小塊か

らなっている。着磁度は弱い。鉄滓 と思われる。

⑩  言式料BSN 9024(SB7530)               15g

全体が灰紫色の一部ガラス状の塊であり、着磁度は弱い。熱影響 を受けて溶融した炉壁の一部 とも鉄滓 と

も考えられる。

⑩ 試料BSN 9025(2-2区第 1検出面)       5g以 下

褐色の発泡痕が多く、丸みを帯びた水酸化鉄と土が固着した塊である。着磁度は弱い。鉄滓と思われる。

〇  言式料BSN 9026(SB7532)               35g

表面が灰褐色で発泡痕がみられ、内部はガラス化した滓が固化した形状の塊であり、着磁度は弱い。流動

滓と思われる。

⑫ 試料BSN 9027(2-2区第 1検出面)      100g
灰白色と褐色ないしは黒紫色のゴツゴツした発泡痕の多い塊である。着磁度は低いが形状からして椀型の

鉄滓 と思われる。

○  言式料BSN 9028(SK8092)               20g

褐色 と一部黒紫色を呈するゴツゴツした塊であり、発泡痕 も観察できる。 2片 に分かれている。着磁度は

中程度である。鉄滓 と思われる。

①  言式料BSN 9029(SB7543)               240g

片面の大部分が灰黒色 と一部褐色の非常に発泡痕が多 く、他面は灰褐色の発泡痕が散在する大 きな児で、

着磁度は弱い。

化学成分分析でT.Feが 56.0%、 FeOが43.7%、 Fe203も 31.3%含 まれている。造滓成分は18.5%で 比較

的少な く、またTi02も 0.81%と 少ない。

滓の顕微鏡観察ではウスタイ トとフアイヤライ トの美 しい結晶が認められ、X線回折でもウスタイ トとフ

ァイヤライ トのほかに少量のマグネタイ トと鉱物質が検出された。以上の結果を総合 してこの塊は製錬鍛冶

椀型滓 と思われる。

⑮  言式料BSN 9030(SK8081)               60g

表面は灰白色の物質で覆われているが、内部の一部が赤色の部分 と黒紫色の部分からなる一部に発泡痕の

ある塊である。着磁度はやや強い。

化学成分分析ではT.Feが50.1%、 Fe055.1%で あ り造滓成分は29。 7%であった。なお、Ti02は 2.36%と

やや多かった。

滓の断面写真によるとウスタイ トとファイヤライ トの結晶が観察された。X線回折では同様にウスタイ ト

とファイヤライ トの存在が認められたほか、若干のマグネタイ トと鉱物質の存在 ピークが検出された。この

兄は以上の結果から、製錬滓 と思われる。

①  言式料BSN 9031(SK8110)               35g

表面が黒褐色の塊で多数の小 さい発泡痕がみえ、かつ、土砂の付着が多 く水酸化鉄のこぶ状の滓である。

着磁度は弱い。鉄滓ではないか と思われる。

○ 試料BSN 9032(SB7578)           5g以下

鍛冶滓様の表面が暗赤褐色で発泡痕が多数存在する小片があり、着磁度は弱い。割り欠かれた鉄滓と思わ

れる。資料が少量なので観察に止めた。

① 試料BSN 9033(2-2区 第 1検出面)       5g以 下
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灰黒色で所々に赤褐色の鉄銹様の部分がある小片であり、磁着度は弱い。鉄滓 と思われる。

⑩ 試料BSN 9034(2-2区第 1検出面)      120g
断面が黒紫色をし、片面が鉄銹様の褐色でいずれの面も発泡痕の多い塊であり、大、小の 2片になってい

る。着磁度は弱い。型状は椀型をなしている。

化学成分分析によるとT.Fe 53.1%、 Fe0 58.3%で あり、造滓成分は24。 6%と 中程度の含有量である。

Ti02は 2.58%と やや多い。

顕微鏡写真によるとウスタイトとファイヤライトのほかウルボスピネル (P)と も考えられる結晶が認め

られる。一方X線回折の結果ではウスタイトとファイヤライトが存在するほか、少量のマグネタイトなどの

存在が示唆された。これらの結果を総合すると製錬滓と思われる。

⑩ 言式料BSN 9035(SB7590)               40g

表面が暗赤褐色の内部が黒紫色部分 もある3片 に割れた鉄塊様の塊であり、着磁度は強い。

化学成分分析でT.Feが 59.7%と 高 く、FeOが 32.6%、 Fe203が 43。 9%であった。造滓成分が12。 1%、

Ti02も 0.16%と 低い4tLを 示 した。また、CoW.が 3.53%と 高 く、Fe203の 存在が多いことと照 らし合わせ

て、最初金属鉄 として存在していたものが長年月で銹化しオキシ水酸化鉄に変化したものと推定された。

滓の断面の顕微鏡観察ではウスタイトとファイヤライトの結晶のほか、ゲーサイト (オ キシ水酸化鉄)様

の存在も示唆された。X線回折では金属鉄の存在、ゲーサイトの存在のほか、ウスタイトとファイヤライト

およびマグネタイトの存在が検出された。これらの観察からこの滓は鍛錬鍛冶滓であり、取 り残された鉄片

がほとんど酸化した鉄銹とで構成されていると考えられる。

①  言式料BSN 9036(SD7065)               10g

表面が平滑で褐色が主であるが、所々に黒紫色の部分が認められ、発泡痕 も認められる塊である。着磁度

はやや大 きい。鉄滓 と思われる。

⑫  言式料BSN 9037(SK8224)               400g

片面が淡暗紫色で他面が赤褐色の凸凹の激 しい、内部が赤紫色の大塊である。赤褐色面には繊維様の条痕

が多数認め られるが、本質によるものか否かは判別 し難い。着磁度はやや強 く椀型をしている。

化学成分分析によると、T.Fe 56.6%、 Fe0 56.6%で造滓成分が20.1%、 Ti02が 0・ 75%であった。

顕微鏡による滓の観察ではウスタイ トとファイヤライ トが認められ、X線回折結果ではウスタイ トと思わ

れる。ファイヤライ トおよびマグネタイ トが検出された。以上の結果から製錬鍛冶の椀型滓ではないか と思

われる。

①  言式料BSN 9038(SK8224)               260g

黒紫色が主体で赤褐色の部分がある児で、表面はゴツゴツしてお り発泡痕が多数ある児である。着磁度は

中程度で椀型滓の外形をしている。

化学成分分析でT.Fe 49.5%、 Fe0 53.1%で あった。造滓成分は30。 4%と 多 く、またTi02も 1.30%と や

や多い。

滓の断面写真ではウスタイ トとファイヤライ トおよびウルボスピネル様の結晶が認められる。X線回折結

果ではウルボスピネル とマグネタイ トお よびファイヤ ライ トの存在が認め られた。ここで ドロマイ ト

[CaMg(C03)2]の ピークが検出されているが、その存在理由はさだかではない。以上の結果 を総合すると

製錬滓 と思われる。

①  言式料BSN 9039(SK8235)               60g

淡灰色 と褐色部分からなる塊で、一部が溶融 してガラス化 している。羽口先端部 と思われる。粘土 として

清浄な部分が少なく、耐火度試験はできなかった。

①  言式料BSN 9040(SB7568)               30g

黒紫色に一部鉄銹 と考えられる赤褐色部分のあるゴツゴツし、細かい発泡痕のある塊で、着磁度はやや大

きい。鍛冶滓 と思われる。
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①  言式料BSN 9041(SK8235)               80g

2片 に割れた塊で、表面は灰 白色 と褐色が混在 してお り、一部分 は黒紫色 を呈 している。着磁度 は大 きい

児では強 く、小 さい児では弱い。表面 を水酸化鉄 に覆 われた鉄滓 と思われる。

① 試料BSN 9042(SB7595)           5g以 下

表面が褐色で7Lの 多い塊である。着磁度は中程度で付着土が多い。割 り欠かれた鉄滓の可能性が高い。資

料が少ないので外観観察のみに止めた。

① 言式料BSN 9043(SB7598)               80g

溶融した痕跡のある黒紫色の塊に赤褐色の鉄銹が一部覆っている。着磁度は弱い。割 り欠かれた様相のあ

る滓である。

化学成分分析によるとT.Fe 52.4%、 Fe0 48.3%お よびFe203 21.0%で あり、造滓成分が24.9%と やや

多い。Ti02 0・ 26%と 少ない。

顕微鏡写真によるとウスタイトおよびファイヤライトの存在が認められる。X線回折でもウスタイトとフ

ァイヤライトのほか、少量のマグネタイトとゲーサイトの存在が検出された。

Ti02が少ないが造滓成分が多いので迷うところがあるがあえて言えばFe203が多くC.W.も 1.78%あ るこ

とからオキシ水酸化鉄化した精錬鍛冶滓ではなかろうか。

① 言式料BSN 9044(SK8263)               25g

黒灰色と褐色の部分からなる、それぞれがほぼ同一重量の 2片の児であり、着磁度は弱い。鉄滓 と思われ

る。 (他片は炉壁溶融物か)

⑩  言式料BSN 9045(SB7610)               60g

3つ に割れていて、内部が黒紫色、外部が灰色 と一部褐色 を呈する児で、発泡痕 も多数あり、一部は溶融

部分 も存在する。着磁度は中程度である。明らかに打ち割 られた感 じの鉄滓 と思われる。

⑪ 試料BSN 9046(SK8050下 層)         780g
付着土多く、灰色ないし褐色の表面凸凹の著しい大兄である。着磁度は中程度を示した。

化学成分分析の結果、ToFeが60.7%、 Fe0 52.7%、 Fe203 28。 8%であった。造滓成分が11。 1%と 極め

て少ない。Ti02は 1・ 19%であった。C.W.は 2.14%で ある8

滓断面の顕微鏡観察から、ウスタイ トと一部Fe203が認められ、またX線回折からウスタイトとFe203お

よび少量のマグネタイトの存在が認められた。少量のゲーサイトも検出され、残存していた金属鉄が銹化し

た結果、生成したと受け取れる。以上の結果を総合すると椀型状をした製錬滓と思われる。

⑫  言式料BSN 9047(SB7383)               45g

褐色の本体 に灰色の粘土が付着 した細長い塊であ り、着磁度は中程度である。鉄滓 と思われ る。

○ 試料BSN 9048(SK8372)           5g以 下

全体が灰色～灰褐色の細長い塊で、粘土様の物質が付着している。着磁度は強 く、児断面の実体顕微鏡に

よる観察では、褐色の粘土様の物質の内部には緻密なゲーサイト主体 と思われる黒色の鉄酸化物が認められ

る。この観察から推定して、水の多い所で長期間さらされ、金属鉄が銹化した鉄兄と考えられる。

〇 試料BSN 9049(2-2区側道東側部分第 1検出面)45g
表面が粗髪で発泡痕が多数存在する黒紫色ないしは赤褐色の部分を有する児である。着磁度は中程度であ

り形状は椀型を呈している。鉄滓と思われる。

① 言式料BSN 9050(SB7701)               40g

3個の塊よりなる表面が灰色であり、褐色部分が少なく、付着土が多い。.着磁度は弱い。鉄滓 と思われ

る。

① 言式料BSN 9051(SK8576)               1′ 380g

凸凹の著 しい褐色を帯びた灰白色の 5個 よりなる塊である。発泡痕も認められる。着磁度は中程度であ

る。鉄滓と思われる。
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○  言式料BSN 9052(SB7703)               300g

試料⑩ と同様の外観 を呈する 5個 よりなる塊であり、着磁度は弱い。鉄滓 と思われる。

①  言式料BSN 9053(SK7730)                10g

内部が黒紫色ないしは赤褐色で表面が灰 白色の 2つ に割れたと思われる塊である。着磁度は強で、また金

属鉄の反応 も認められた。

金属鉄の化学分析の結果Vと Tiを 少量含む鉄であり、炭素 (C)も 2.68%含 まれていた。

塊の断面の写真によると金属鉄に抱 き込まれた精錬滓が観察 される。金属鉄 をナイタールエッチングして

観察 したところ、パーライ ト組織やセメンタイ トは認められなかった。金属鉄は純鉄であると推定 される。

この塊は精錬過程で出現 した鉄塊である。

⑩  言式料BSN 9054(SB7703)               40g

表面が灰白色の凸凹をなし、比較的重量感のある 4個の塊よりなる。付着土 も多 く、着磁度は弱い。鉄滓

というより炉材 (粘土)の一部ではないか と思われる。

⑩  言式料BSN 9055(SK8050)

灰白色 と褐色 とでな り、凸凹の著 しい児である。土砂の付着が多い。着磁度は底部に強い反応が認められ

た。

化学成分分析ではT.Fe 54.7%、 Fe0 49.6%、 Fe203 22.7%で あ り、造滓成分 は18.7%、 Ti02 1・ 91%

であった。またC.W。 は2.25%で あった。

滓の断面の顕微鏡写真によるとウスタイトとファイヤライトが存在しており、またX線回折によるとウス

タイトとファイヤライ ト、少量のマグネタイトとゲーサイトのピァクが検出された。これらの結果からこの

滓は製錬滓と思われる。

① 試料BSN 93001(2-2区 第 1検出面)      50g
表面が溶融した黒紫色とその反対側が暗赤褐色をしたポーラスな部分をもつ粘土 (耐火物)の塊であり、

顕微鏡観察においても1～ 2 mmの 深さに黒色に変色した溶融面を持つ耐火物である。なお、白く光った部分

は資料を樹月旨に埋め込んだ際の気泡である。羽回の一部ではないかと思われる。

ゼーゲルコーン法による耐火度試験結果では約1,100℃ で軟化することがわかった。化学成分分析値から

みてSi02が65.0%と 高 くA1203や MgOが低いことからも耐火度が高いとは言えない。手近に利用出来る粘

土を用いたものと推定される。

⑫ 試料BSN 93002(2-2区 第 1検出面)      5g以 下

内部が黒紫色、外面が粗豚な黒褐色の児で、強い着磁度を示す。またメタルチェックでは金属鉄の存在が

確かめられた。含まれていた金属鉄の化学分析結果によると炭素(C)が2.71%含 まれているほか、Vや Tiも

含まれており、これらの結果から当然のことながら砂鉄から得られた鉄であることを示している。なお、金

属鉄の量が少なく、組織写真は撮れなかった。

○ 試料BSN 93003(2-2区 第 1検出面)      5g以 下

表面が溶融した黒紫色の部分 と他面が黒紫色のほかに暗赤褐色を呈する、着磁度が中程度の塊である。発

泡痕も多い。鉄滓と思われる。

⑭ 試料BSN 93004(2-2区 SB出 土)       25g
黒紫色～黒灰色と暗赤褐色と黒紫色の部分とがある2個の塊である。着磁度は中程度である。鉄滓と思わ

れる。

① 言式料BSN 93005(SD7065)              10g

全体が黒い塊で一部に淡褐色の鉄銹のようなものが付着した塊であり、着磁度は弱く、軽 くしかも気泡が

多い。炉壁が熱で変色したものと思われる。

① 試料BSN 93006(SM7017)          15g

灰黒色ないしは淡褐色の一部が溶融して発泡した部分がある。着磁度は弱い。炉壁の一部と思われる。
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①  言式料BSN 93007(SB6025)              70g

表面が黒褐色で非常に多数の発泡痕があ り、一部内部が黒紫色部分のある塊で、比較的軽量である。炉壁

の一部であると思われる。断面の実体顕微鏡観察でも耐火物であることが確かめられた。

①  言式料BSN 93008(SB7220)              25g

灰色の凸凹の激 しい児で、礫状の部分 もあ り付着土が多い。軽量で着磁度は中程度である。炉壁 と考 えら

れる。

⑩ 試料BSN 93009(3区 3層上面)       15g
内部が灰黒色で表面は灰色の極めて気泡の多い塊である。着磁度は弱い。熱影響を受けた炉壁と思われる。

⑩  言式料BSN 93010(SK7015)              40g

片面が溶融し大きなクレーター状の凹みが10～ 12個存在し、暗赤褐色と黒紫色をした面と、灰色 と赤褐色

とが共存し、発泡痕のある塊である。着磁度は中程度を示した。鉄滓と思われる。

⑪ 言式料BSN 93011(SB7031 0 Noll)          170g

全体が赤褐色でザラザラした平面の珊瑚状の面と、他面が軽い溶融を示した発泡痕のある黒紫色ないし褐

色の児であり、着磁度はやや強かった。

化学成分分析値をみると、T.Feは 58.4%で あり、FeOは 66.2%と 非常に高い。造滓成分は17.0%で Ti02

は2.40%で高い。

滓の顕微鏡写真から美しいウスタイト結晶とファイヤライトが認められる。X線回折からは金属鉄の存在

を示すピーク、ウスタイトとファイヤライトおよび弱いウルボスピネルのピークが検出された。以上の結果

から製錬滓である。形状は椀型状を呈している。

⑫ 試料BSN 93012(SB7108)          5g以 下

、  全面が溶融、流動した形状を示す、黒紫色の児であり、着磁度は弱い。流動滓と思われる。

①  言式料BSN 93013(SB7465)              40g

内部が灰紫色で表面が粗な赤褐色の鉄銹様の物質が占める塊であり、着磁度は中程度である。鉄滓と思わ

れる。

⑭ 試料BSN 93014(2-2区 第 1検出面)      20g
外面が灰褐色で、破面は鉄銹が中心から層状に生成したと考えられる組織を示している。 5個の児よりな

る資料である。着磁度は強く、金属の存在 (メ タルチェック)反応を示す物もあった。中に残存していた鉄

の化学成分分析によると炭素 (C)が 1.27%で このほかにTi、 Vが含まれている。この鉄の純度はSi、 Ca、

Mgや Alの含有量が他の鉄の成分分析結果に比べ多く含まれており、あまり良好とは言えない。この資料の

ほかの断面の実体顕微鏡による観察によると、中心部はゲーサイトと思われる級密な鉄銹が存在し、外部は

粘土で覆われている。鉄塊と思われる。

① 言式料BSN 93015(SB7552)              10g

一部溶融部分もあるが細かい発泡痕のある赤褐色の小塊である。着磁度強でメタルチェックでは金属鉄の

存在が示唆された。

金属鉄の化学成分分析によると炭素 (C)が 0.81%で あった。他の介在物元素、たとえばSi、 Al、 CaやMg
の含有量も少なく、比較的純度の高い鉄であったと推定される。

とくにこの金属鉄の中の介在物をEPMAで調べてみた (SE像で円形の部分)結果、Tiを 含むSi― Ca― Al―

Mgの酸化物系であることがわかった。なおEPMA解析の中、SE写真の下部の波様のものはFeと Oか らな

るゲーサイトと思われる。

金属鉄を含む鉄塊の断面写真では滓の結晶部分 と金属鉄が酸化して不定形のゲーサイトになった箇所と金

属鉄の光が反射して白くなった部分が観察される。さらにナイタールでエッチングした組織写真では、純鉄

の白い部分 とセメンタイトやパーライトの黒色または灰色が観察される。この小児は鉄塊である。

①  言式料 BSN 93016(SB7595)              20g
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表面が粗髪で発泡痕の多い灰色 と濃褐色の部分からなる児であ り、やや強い着磁度を示す。メタルチェッ

カーによる金属反応はなかった。

化学成分分析でToFeは 56.9%、 FeOが41.8%で あった。Fe203が34.8%、 C.W.が2.96%で あった。この

ことか ら金属鉄の一部がオキシ水酸化鉄に銹化 したとも推定 される。造滓成分は16.9%で、Ti02は 0・ 21%

と少なかった。

滓断面の顕微鏡観察によるとウスタイ トとゲーサイ トの存在が確認され、X線回折によってもウスタイ ト

とファイヤライ ト、ゲーサイ トおよび少量のマグネタイ トが検出された。これらの結果を総合すると、この

資料は鍛錬鍛冶滓 と思われる。

① 試料BSN 93017(SB7560)          5g以 下

灰色ないしは紫黒色を呈する大小の発泡痕のある塊であり、着磁度は弱い、一部溶融部分 も存在する。粘

土などの熱履歴のある炉壁ではないかと思われる。

① 試料BSN 93018(2-2区 第 1検出面)      10g
片面は粘土様の物質が付着し主として細かい発泡痕を有するが、他の面は黒紫色の級密な一部鉄銹化した

ような塊である。着磁度は弱い。

化学成分分析によるとT.Feは 37。 4%であるがFeOが1.54%と 少なく、Fe203 51.7%、 C.W.0.47%と 相

対的に多い。造滓成分は34.8%で あり、Ti02は 0・ 37%と 少ない。これらの点を総合すると粘土 (炉 材)に

鉄銹が含浸した塊と思われる。

⑩ 言式料BSN 93019(SD6008)              90g

表面が褐色で内部が溶融し、発泡痕のある黒紫色の 3個 よりなる児である。着磁度は弱い。

化学成分分析によるとT.Feは 16.0%で あり鉄分は非常に少ない。一方造滓成分は69。 8%でありTi02も

4.10%と 多い。またNa20+K20も 3。 14%と ブト常に多い。

滓断面の写真によるとマグネタイト、ウスタイト、ファイヤライトおよびウルボスピネルの結晶が観察さ

れる。一方X線回折によるとファイヤライトとウルボスピネルのほかに弱いマグネタイトなどのピークが検

出された。以上の結果から粘土を溶かし込んだ初期の流動滓の破片ではないかと思われる。

⑩ 試料BSN 93020(1-3区 第 1検出面)      5g以 下

内部が黒紫色で表面に赤褐色の鉄銹が細かな粒子で噴き出したような児であり、着磁度は中程度である。

なお、メタルチェッカーによる金属の存在反応は認められなかった。鉄銹ではないかと推定されるがさだか

ではない。資料が少ないため外観観察に止めた。

① 試料BSN 93021(SK6224)          5g以 下

内部に褐色の部分があり、外部は黒紫色と褐色との粗髪な部分からなる塊であり、着磁度テストでは弱い

反応が示された。鉄滓と思われる。

⑫ 試料BSN 93022(SB6020)          5g以 下

全体が黒紫色で所々赤褐色の鉄銹が存在し、凸凹の著しい塊であり、発泡痕が多く、着磁度が強い。メタ

ルチェッカーによる金属鉄の存在はない。鉄塊様でもあるが外観からして鍛冶滓のようである。

① 言式料BSN 93023(SB7150)              40g

表面が黒紫色と赤褐色、灰白色とが混在し、発泡痕の多い 2片 よりなる塊で、着磁度は弱い。キノコの傘

状をしたガヽ害]形状のものもある。鉄滓と思われる。

①  言式料BSN 93024(SB7150)              55g

内部が黒紫色の発泡痕のある4個からなる塊であり、硝子状に溶融した形跡を残している。着磁度は弱

い。流動滓のような鉄滓と思われる。

①  言式料BSN 98025(SB7152)              120g

青黒色と暗赤紫色ないしは灰色の部分が認められる粗彩な児で着磁度は弱い。

化学成分分析結果によると、ToFe 51.1%、 Fe0 54.4%で造滓成分は29.4%で あった。Ti02は 0・ 42%で
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少 ない。

滓断面の顕微鏡観察 ではウスタイ トとファイヤ ライ トの存在が認め られ る。一方、 X線回折結果 では金属

鉄の存在が検 出されたほか、 ウスタイ トとファイヤ ライ トが検 出された。 この資料 は精錬鍛冶椀型滓ではな

いか とJ思われる。

① 試料BSN 93026(SB7154)          5g以 下

灰色と淡褐色の小児で、小さな発泡痕がみられる。着磁度は弱い。鉄滓と思われる。

①  言式料BSN 93027(SB7155)              10g     .

内部が青黒色、表面が灰褐色で発泡痕と大きな凸凹のある児である。着磁度は中程度である。一部に緻密

な鉄銹 と思われる黒色部分 とこれを取 り囲むような褐色の銹の集合部分が存在する。滓に抱き込まれ、金属

が長期間経て酸化した鉄銹 と思われる。

① 試料BSN 93028(SB7157)          5g以 下

黒紫色と灰白色部とからなる発泡痕のある児で、着磁度は弱い。鉄滓と思われる。

①  言式料BSN 93029(SB7160)              10g

褐色ないしは灰黒色の滓についた赤褐色の鉄銹片 と思われる資料である。この部分はやや強い着磁度を示

した。

実体顕微鏡による鉄片 と思われる箇所の断面観察では、中央部の扁平な部分 より、鉄銹力り贋次層状に発達

している。残念ながら金属は残存 していなかった。

化学成分分析結果ではT.Feは 40.2%で あった。Fe203は 54.2%で あり、C.W.が 6。 57%と 非常に高い値 を

示 した。このことは金属鉄が長年月で銹化 したゲーサイ ト (オ キシ水酸化鉄)の存在 を示唆するものであ

る。造滓成分の値は28.6%で あったが、サンプ リングの時、周 りの滓の一部が取 り込まれたため と考えられ

る。この資料は (一部ではあるが)鉄銹塊である。

⑩  言式料BSN 93030(SB7164)              10g

全体が青黒または紫黒色の溶融、発泡 した 2片 よりなる塊で、着磁の傾向は全 くなかった。炉壁など粘土

の溶融部 と思われる。

⑪ 試料BSN 93031(SB7179ビ ット4)       5g以 下

片面は溶融し、さらにその内面は熱影響によって発泡黒紫色で、もう一方の面は凸凹のある紫赤色の塊で

ある。着磁度は弱い。羽口ではないかと思われる。

① 言式料BSN 93032(SB7236)              10g

軽量の平滑面と礫状の部分があり、前者は灰色の、後者は青黒色の発泡痕の多い児である。着磁度は弱

い。炉壁と思われる。

①  言式料BSN 93033(SB7301)              20g

全体が褐色で一部灰色の点在する粗髪な軽量の塊であり、2個ある。着磁度は弱い。多数の発泡痕がある。

化学成分分析結果によるとT.Feは 19。 5%であり、いわゆる造滓成分は55。 5%、 Na20ttK20は 2.23%で

あった。またMnOが 1.83%、 P205が1052%含 まれているが、その理由は明らかではない。

資料断面の顕微鏡観察では溶融していない粘土の形態を示している。X線回折の結果でも少量のファイヤ

ライトのピークが認められるものの、主たるピークは石英や他の鉱物の存在を検出している。この資料は炉

壁などを構成していた粘土である。

⑪ 言式料BSN 93034(SB7305)              15g

偏平な全体が溶融化したような紫灰色の発泡痕、空孔の多い兇で、一方の面は褐色を帯びている。着磁度

は中程度である。炉壁の溶融面の破片ではないかと思われる。

① 試料BSN 98035(SB7306)          5g以 下

内部が黒紫色で外面が藤灰色の発泡痕を有する塊であり、硝子質の感がある。着磁度は弱い。流動滓と思

われる。
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⑩ 試料BSN 93036(SB7308)          15g

溶融固化 したと認められる凸凹が著 しく、発泡痕のある黒紫色ないし赤褐色、灰色を呈する着磁度が中程

度の兄である。鉄滓と思われる。

①  言式料BSN 93037(SB7319 0 No12)          180g

溶融形跡のある凸凹の著 しい灰黒色、褐色の面 と粗彩な赤褐色ないしは紫褐色の面を持った児であ り、重

量感がある。

化学成分分析によるとT.Feは 54.5%、 Fe0 54.0%で あった。造滓成分は21.6%で あ り、Ti02は 1・ 26%

であった。

滓断面の顕微鏡観察ではウスタイ トとファイヤライ トと少量のマグネタイ トの存在が認められた。 またX

線回折結果ではウスタイ トとファイヤライ トおよび少量のマグネタイ トとゲーサイ トなどが存在す ると認め

られた。以上の結果を総合すると製錬滓と思われる。

⑩ 試料BSN 93038(Sヨ 7329)          5g以 下

藤灰色と青黒色を呈し、一部溶融した発泡痕のある帽子状の児で着磁度は弱い。壁の一部と思われる。

⑩ 試料BSN 93039(SB7375)          5g以 下

軽量でガラス質の黒紫色の着磁度の弱い小塊である。炉壁の溶融したものではないかと思われる。

⑩ 言式料BSN 93040(SB7236)              20g

全体が褐色ないしは淡赤褐色の塊で木質繊維痕がある。銹化過程での膨張割れのような割れ日も存在す

る。磁着度も強 くメタルチェッカーによるテストでは金属反応が認められた。

鉄銹部の断面写真では内部の黒い部分は金属が長時間かけて酸化したゲーサイトの緻密な集団であり、そ

の外側を他の鉄銹と粘土様との混合体が取 り囲んでいることが観察された。

また、金属鉄を含む部分の100倍の断面写真では、白い金属鉄が網 目状に分布 している状況がわかる。他

の灰色ないしは黒灰色の部分は金属鉄が徐々に銹化していったゲーサイトと推定される。なお、金属鉄が小

さい柱状になっていて、しかもなにゆえ網目状に分布して残っているのかはわからない。金属鉄の化学成分

分析によると炭素が1.11%含 まれていた。この資料は金属鉄・鉄銹塊を含む鉄銹である。

⑪  言式料BSN 93041(SK7235)              60g

大小の発泡痕を有する粗髯な灰紫色の、他面は褐色の点在した児である。着磁度は弱い。植物繊維痕が認

められる。

資料の断面観察では粘土であると認められた。一方、X線回折では全体にピーク強度が弱いがウスタイ

ト、マグネタイ トおよび金属鉄の存在が示唆された。石英やプラジイオクレーゼ [(Na,Ca)(Al,Si)4

08]な どの鉱物質の強いピークが検出されている。以上の結果を総合 して、この資料は粘土であ り、炉壁

の一部を構成していたものと思われる。

① 試料BSN 93042(SK7250)          5g以 下

青黒色ないしは灰色を呈し、溶融固化した形状の一部に発泡痕のある塊で、着磁度は弱い。偏平な形状を

しており炉壁の溶融したものと思われる。

⑪  言式料BSN 93043(SK7277)              720g

表面が粗髯で発泡痕が多数、植物繊維痕のある3個 よりなる塊である。児の内部は青黒色、外面は褐色な

いしは黒褐色である。着磁度は中程度である。

化学成分分析ではT.Fe 48.8%、 Fe0 51.9%で あった。造滓成分は29.1%で あり、Ti02は 3.15%であっ

た。Vは 0.18%と やや高い値を示した。

滓の断面写真観察によると、ウスタイトとファイヤライトのほかにTi02と FeOの化合物であるウスタイ

トの大きな結晶が無数に存在している。また、X線回折の結果ではファイヤライトのほかにウスタイ トとマ

グネタイト、さらにはゲーサイトなどのオキシ水酸化鉄のピークが検出された。これらの結果から製錬滓と

思われ る。
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⑪  言式料BSN 98044(SD7023)              15g

一方の面が灰色で他面が黒紫色の非常に発泡痕の多い、一部が溶融固化 した形跡のある 2個の塊である。

着磁度は弱い。鉄滓 と思われる。

①  言式料BSN 98045(SD7052)              90g

大小 2片 よりなる塊であり、大の児は青黒色ないしは紫黒色で溶融 した痕跡が認められる。小塊は褐色の

鉄銹様物質に覆われている。着磁度は弱であり、一部に木炭痕があるほか火床 と思われる粘土の付着が認め

られる。

化学成分分析結果ではT.Feが46.2%、 FeOが49.1%で あった。造滓成分 は35.1%と やや 多 く、Ti02も

1.01%であった。またNa20+K20は 2.19%で あり、やや粘土分が混在しているのではないかと思われた。

滓の断面の顕微鏡観察ではウスタイトとマグネタイトおよびファイヤライトの存在が認められた。また、

X線回折ではウスタイトとファイヤライトやゲーサイトなどのオキシ水酸化鉄、さらに少量のマグネタイト

のピークが検出された。また鉱物質のピークも検出された。これらの結果から精錬鍛冶滓と思われる。

⑩ 言式料BSN 93046(SD7052)              10g

内部が軽量で二部が中空の発泡痕の多い塊で、表面は褐色の鉄銹様の物質で覆われた 2個の塊であり、着

磁度は弱い。

化学成分分析によるとToFeは 17.6%、 Fe203が24.7%、 C.W.が 4.34%で あった。いわゆる造滓成分は

59.5%で あった。またTi02は Oo69%で あった。

X線回折によると少々のマグネタイトのほかは鉱物質のピークが認められたにすぎない。したがって、こ

の資料は表面が鉄銹で覆われた粘土と考えられる。

① 試料BSN 93047(SD7052)          5g以 下

やや赤味を帯びた褐色の塊であり、発泡痕は少ない。着磁度は弱い。粘土様であるがX線回折の結果、鉱

物質と共にマグネタイトやウスタイトのピークが認められるので、鉄滓と思われる。

⑩ 試料BSN 93048(2-1区 第 1検出面)      10g
紫色、青黒色、暗赤褐色の混在した塊であり、無数の発泡痕が観察できる。着磁度は中程度である。鉄滓

と思われ る。

⑩ 試料BSN 93049(2-1区 第 1検出面)      65g
灰黒色ないし褐色の発泡痕を有する塊であり、木炭繊維痕が認められる。着磁度は中程度である。

化学成分分析によるとT.Feは 61.6%、 FeOも 66.8%と 非常に高い4tLを 示した。造滓成分は15.8%、 Ti02

は0.76%と いずれも低い。

滓断面の顕微鏡写真によると、ウスタイトの結晶の中に金属鉄の小粒が存在している。またファイヤライ

トの結晶も観察される。一方、X線回折においても金属鉄の存在とウスタイトおよびファイヤライ ト、弱い

マグネタイトのピークが検出された。以上の結果から精錬鍛冶滓の砕けたものであり、その形状からしてそ

の椀型滓の可能性が高い。

⑩ 試料BSN 93050(2-1区 第 1検出面)      5g以 下

黒色のガラス状溶融面をもつ一方と、片面が灰色と褐色の部分がある小塊で、着磁度は弱い。発泡痕と気

泡が多い。炉壁への付着物かまたは粘土の溶融物と思われる。

① 試料BSN 93051(2-1区 第 1検出面)      100g
4片の塊で最も大きい塊と小さい塊は赤紫色で一部粘土を噛み込んだ粗彩な発泡痕も大きい形状をしてい

る。他の 2個 は灰白色で比較的密な滓。固化した外観を呈している。着磁度はいずれも弱い。

化学成分分析によるとT.Feは 37.0%Fe0 34.3%と 少なく、造滓成分は31.5%で あった。特筆すべ きは

Ti02が 15.2%、 Vが0.34%含 まれている。

顕微鏡による滓断面の写真から、分析結果でも推定されるように、ファイヤライトと多量のウルボスピネ

ルが観察された。驚いたことにウルボスピネル結晶に金属鉄の微粒が 1個存在している。X線回折でも金属
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鉄の存在のピー クが認め られている。 ウルボスピネル、ファイヤ ライ トのほかイル ミナイ トのピー クが検 出

されている。以上の結果を総合すると鉄滓 (炉内滓)と 思われる。

⑫ 試料BSN 93052(2-1区 第 2検出面)      10g
比較的丸みを帯びた褐色ないしは赤褐色の発泡痕の多い児であり、着磁度は中程度である。鉄滓と思われ

る。

① 試料BSN 93053(2-1区 検出面)        5g以 下

酸化鉄様の銹を含む、内部 (破面)が紫黒色で表面が褐色の 2個の塊よりなる。着磁度は強い。

小断面の観察では中央に暗褐色の帯状部分があり、その両側は黄褐色の鉄銹様の物質となっている。黄褐

色部分には粘土を構成する鉱物の粒子らしきものが混在している。今までの金属鉄が長時間経て銹化 した鉄

銹の状態とは異なっているが、あえて位置付けすれば鉄銹と思われる。

①  言式料BSN 93054(SB7478)              65g

灰紫色の櫂曲したヒダをもつ三角形のガラス状の児であり、表面はニスを塗布 したような光沢を呈してお

り、小塊を別途付着している。着磁度は弱い。

化学分析結果によるとT.Feは 8.03%、 造滓成分は82.0%、 Ti02 1・ 14%で あった。また、資料の断面写

真からは主として鉱物質様の結晶が析出している鉱物 (粘土)と 認められた。一部には鉄滓様の部分、溶融

したガラス状部分も認められる。

X線回折結果では、ウルボスピネルとファイヤライトのほか多量の鉱物のピークが検出された。以上の結

果から炉壁付着物と粘土との混合物と思われる。

① 試料BSN 93055(2-2区 第 1検出面)      15g
青黒色のゴツゴツした溶融痕のある塊であり、見推卜けによらず軽量である。ガスの抜け穴も多い。着磁度

は弱い。粘土などの溶融物か炉壁への付着物と思われる。

① 試料BSN 93056(2-2区 第 1検出面)      35g
黒紫色ないしは青黒色の縞模様のある部分 と濃褐色の部分 とからなる溶融部と発泡痕が認められる塊であ

る。着磁度は強い。

化学成分分析結果によるとT.Fe 57。 7%、 FeOが57.8%で あった。造滓成分は20.8%、 Ti02は Oo39%で

あった。

顕微鏡による滓断面観察ではウスタイ トとファイヤライトおよび少量のマグネタイトの存在が認められ

た。これらの結果を総合すると鍛錬鍛冶滓と思われる。

① 試料BSN 93057(2-2区 側道西側部分第 1検出面)10g
黒紫色、青黒色あるいは赤褐色を呈する発泡痕の多い粘土様の塊を抱き込んだ児であり、着磁度は弱い。

鉄滓 と思 われる。

⑪ 試料BSN 93058(SK7824)          5g以 下

片面が粘土様の粗彩な褐色、他の面が青黒色または紫褐色の小塊である。着磁度は中程度であり、鉄滓の

一部と思われる。

O 言式料BSN 93059(SB7710)              80g

水酸化鉄銹様であり、粘土が付着した表面が粗髯で発泡痕の多い色調が主として褐色で所々灰色を呈する

塊である。着磁度は中程度である。

化学成分分析ではT.Fe 51.4%、 Fe0 45.6%であり、造滓成分は26.7%、 Ti02は 0・ 39%と 、Fe分は少な

いが試料⑭と似ている。

滓の顕微鏡観察によると、ウスタイトとマグネタイトおよびファイヤライトの結晶が認められる。このほ

か、100倍の写真では左側に自くみえるゲーサイト様の部分が観察される。

一方、X線改修によるとゲーサイトのピークも検出されている。またウスタイトとファイヤライトのほか

にマグネタイトの弱いピーク、鉱物質のピークが検出されている。以上の結果から、精錬鍛冶滓ではないか
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と思われ る。

⑪ 試料BSN 93060(2-3区第 1検出面)      55g
溶融固化した痕跡があり、ガスの抜け穴と思われる発泡痕の著しい、青黒色と褐色が分布している塊であ

り、着磁度は中程度である。鉄滓と思われる。

⑪ 試料BSN 93061(SD7007)          5g以 下

表面が淡赤褐色の凸凹はあるが、全体がズングリした鉄銹様の塊である。メタルチェッカーによる金属反

応はないが、着磁度は高い。

資料断面の実体顕微鏡観察では、刀子など刃先を有する金属片が長年月かけて層状に誘化して行った、緻

密な部分 と、両面に赤褐色の銹部分が存在している。これは鉄片が銹化 した鉄銹である。

①  言式料BSN 93062(SD7007)              10g

表面の凸凹と発泡痕の著 しい、一部溶融固化部分のある黒紫色で褐色部分 もある塊である。着磁度は弱

い。軽量で発泡ガラス状を呈する。炉壁等の溶融物か付着物と考えられる。

⑪  言式料BSN 93063(SK7371)              10g

勾玉の形状 をした黒紫色の一体 として溶融固化 した飴状の、破面からみた内部は気子Lが多い塊である。着

磁度は弱い。

化学成分分析の結果T.Feが 10。 1%、 造滓成分は79.9%で あ り、またTi02がlo09%あ ることか ら、炉壁な

ど粘土の溶融したものではなく流動滓のような鉄滓と思われる。

⑪  言式料BSN 93064(SK7373)              25g

半透明の硝子状で青黒色の発泡の著 しい 4個の塊からなる資料である。着磁度は弱い。前記資料 と同様流

動滓のような鉄滓と思われる。

⑪ 試料BSN 93065(SB7282)          5g以 下

全体に丸味を帯びた青黒色の細かい溶融固化した招曲を呈し、凹みは藤灰色の児である。着磁反応は全 く

無かった。炉壁への付着物ではないかと思われる。

⑪  言式料BSN 93066(SB7030)              20g

表面が灰褐色で小さな発泡痕があり、しかも大きな木質繊維痕を有し、破面は暗赤褐色と紫黒色を呈する

塊である。着磁度は弱い。鉄滓と思われる。

①  言式料BSN 93067(SB7279)              260g

凸凹と発泡痕の著 しい、一部溶融したと認められる紫黒 と青黒色の椀型の児で所々に褐色の鉄銹様のもの

がある。着磁度は中程度である。

化学成分分析結果ではT.Fe 46.9%、 FeOが36.1%、 Fe203が26.8%で あ り、造滓成分が32.3%、 Ti02が

0。 34%、 C.W.1.68%であった。

顕微鏡写真によると滓はウスタイ ト、ファイヤライ トと少量のマグネタイ トが、また金属が銹化 したゲー

サイ トと推定出来る児状の部分が観察された。

ゲーサイ トはX線回折によっても存在が示唆され、そのほか、ウスタイ トやファイヤライ トなどの存在が

検出される。以上の結果、精錬鍛冶椀型滓ではないか と思われる。

⑪  言式料BSN 93068(SB7265・ No17)          30g

片面から明赤褐色で他面は粗彩な発泡痕様のものが見られる灰色ないしは灰褐色の 5つ の兄から成る資料

である。明赤褐色部分では銹化の著 しい、鉄片状のものが観察される。メタルチェッカーでは金属の存在を

検出出来なかった。着磁度は強い。

化学分析の結果ではT.Fe 42.7%、 Fe203 58.8%であり、造滓成分は26.1%、 C.W.は 7.65%で あった。

Ti02は 0・ 28%で低い4tLを 示 している。

断面の実体顕微鏡観察では、所々に金属片が銹化 した暗赤褐色の部分が認められ、他の部分は粘土を取 り

込んだ褐色の銹部分 と思われる。この資料は金属鉄が酸化 した鉄銹 と思われる。
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⑪  言式料BSN 93069(SB7255)              55g

片面が灰 白色で、他面が青黒色でそのさらに上面が赤褐色板状の発泡痕の多い 2片 よりなる資料である。

鉄滓 と思われる。形状か らみると椀型滓の底面部分か も知れない。

⑩ 試料BSN 93070(SB7250)          5g以 下

青黒色で発泡著しいガラス質の小児である。着磁度は弱い。炉壁付着物か粘土の溶融物と思われる。

⑪ 試料BSN 93071(SB7248床 下焼土)      5g以 下

青黒色で発泡著しいガラス質の小塊である。着磁度は弱い。炉壁付着物か粘土の溶融物と思われる。

①  言式料BSN 93072(SB7220・ No8)           160g

赤紫色、青黒色および褐色が混在する粗豚な面と、発泡痕がある比較的平滑な紫灰色を呈する児である。

着磁度は中程度である。

化学成分分析によるとT.Fe 38.1%、 FeOが40.9%で あり、造滓成分が29。 7%、 Ti02が 16。 7%と 極めて

高い値であった。

滓の断面顕微鏡写真によるとウルボスピネルとファイヤライト結晶に加え、少量のウスタイトが観察され

た。X線回折でも多量のウルボスピネルとファイヤライトの存在ピァクが検出された。鉄滓と考えられる。

①  言式料BSN 93073(SB7220・ No10)          120g

全体に凸凹や角が丸味を帯びた溝や割れ目、発泡痕を有する青紫色ないしは淡赤褐職の児である。着磁度

は弓弓い。

化学成分分析値では、T.Fe 2.79%、 Fe0 21。 0%、 Fe203 16.1%であった。また造滓成分は43.6%と 高

い。同時にTi02も 13.8%と 非常に高い値を示している。

滓断面の顕微鏡観察によるとイルミナイト、ファイヤライトおよびウルボスピネルの結晶が認められる。

また、100倍の写真からはゲーサイトと思われる円環状のものも認められる。

X線回折の結果でもウスタイトやマグネタイトの存在ピークは検出されず、イルミナイト、ウルボスピネ

ルおよびファイヤライトとゲーサイトのピークのみが検出されたにすぎない。以上の結果を総合すると製鉄

過程で高温にまで到達していない滓 (炉内滓)と 思われる。

⑪ 試料BSN 93074(SB7215)          5g以 下

金属片が銹化したと見える銹片の付いた、藤灰色ないし、褐色の塊である。着磁度は強い。

実体顕微鏡による観察では明らかに金属鉄が長期間経て銹化した黒色の部分 と粘土を抱き込んだ鉄銹部分

から成っている。資料が少ないので観察のみに止めた。金属鉄が酸化した鉄銹と思われる。

①  言式料BSN 93075(SB7212)              40g

淡赤色の粘土の集合体様の塊で、下部1/5が紫青色、発泡痕の多い板状に一面にはりついた断面を有する。

この部分はガラス状で着磁度はやや強い。粘土塊に付着した鉄滓と思われる。

⑩ 試料BSN 98076(SB7201)          5g以 下

粘土が熱影響を受けて黒紫色を呈したような塊で、着磁性はない。羽口等の粘土と思われる。

① 試料BSN 93077(3区 3層上面)       5g以 下

片面は暗桃赤色で粘土様の片面は黒色または灰白色を呈する粘土様の児であるが、黒色部分は炉壁など、

滓溶融部と接触した付着物と考えられる。炉壁または羽口部の粘土と思われる。

⑪ 試料BSN 93078(3区 3層上面)       10g
極めて大きな発泡痕を有し、表面が黒紫色と灰褐色を呈する小塊で着磁度は弱い。炉内滓の様な鉄滓と思

われる。

⑩ 試料BSN 93079(3-北区検出面)       10g
内部が青黒色で表面が灰褐色の児である。ガス抜け孔も観察出来る。着磁度は弱い。鉄滓と思われる。

⑪ 試料BSN 93080(3区 3層上面)       15g
鉱石片様のやや長い発泡痕の様な小孔が無数に有 り、赤褐色または藤灰色の児である。着磁度は弱い。
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化学成分分析によるとToFeは 32.0%であ り、Fe203は 43.3%と 多い。造滓成分は45.3%と 多いがTiOち は

0.71%と 少ない。C.W.は 5.34%と Fe203の 存在量に比例 して多い。

立体顕微鏡写真によると鉄銹というよりは、溶けた鉄水溶液から鉄が粘土内部に析出した状態の資料 と推

定される。Ti02が少ないことも粘土に含まれるTi02が少ないためと推定される。

また、X線回折からはゲーサイトのほか少量のマグネタイトと多量の鉱物質のピークが検出されることか

ら上記の結果と一致する。したがって、この資料は、鉄の滲み込んだ粘土と思われる。

⑪ 試料BSN 93081(3区 3層上面)       10g
青黒色または灰白色の発泡痕の多いガラス状の 3片 よりなる塊であり、着磁度は弱い。軽量であり、炉内

付着物か粘土の溶融物と思われる。

⑪  言式料BSN 93082(SB7008)              20g

粗縣で灰白色の部分 と溶融固化 した黒色と藤灰色との色相を持つ面とからなる塊で、多くの発泡痕を有す

る。着磁度は弱 く、軽量である。炉内付着物か粘土の溶融物と思われる。

⑪ 試料BSN 93083(SD7006)          5g以 下

黒色ないしは青黒色の軽量で発泡痕が極めて多い小塊である。着磁度は弱い。炉内付着物か粘土の溶融物

と思われ る。

⑪  言式料BSN 93084(SD7008)              60g

表面が褐色 と灰 白色 とか らなる塊であ り、大 きな偏平の穴の部分 は青黒色 を呈 している。着磁度 は中程度

である。鉄滓ではないか と思われ る。

⑪  言式料BSN 93085(SD7007)              10g

黒色発泡部分 と褐色の表面部分 をもつ塊であ り、着磁度は弱い。

化学成分分析によるとT.Fe 50.6%、 Fe0 49.2%であり、造滓成分は27。 6%、 Ti02は 2.77%で あった。

滓の断面の顕微鏡観察ではウスタイト、ファイヤライトおよびウルボスピネルの結晶が認められ、X線回

折でも同様の化合物のピークが得られている。以上の結果から製錬滓と思われる。

⑪  言式料BSN 93086(SD7007)              30g

片面が青黒色の大きな窪みが 3個ある素地に褐色が点在しており、他の面は重量感の有る赤紫色ないし赤

褐色を呈する児である:着磁度は弱い。鉄分を多く含む鉄滓と思われる。椀型滓の破片かも知れない。

⑪ 試料BSN 93087(SD7006)          5g以 下

青灰色、褐色、暗赤褐色と黒色の色をもった部分が点在しており、 1個の方は発泡痕の多い 3個からなる

兄である。着磁度は弱い。炉壁または羽口などの粘土小児と思われる。

⑪ 言式料BSN 93088(SD7006)              20g

赤褐色または褐色を呈し、一部発泡痕の集中している場所が青黒色を呈した塊である。着磁度は中程度で

ある。鉄滓と思われる。椀型滓の破片とも見受けられる。

⑪  言式料BSN 93089(SD7006)              220g

褐色の細かい発泡痕があるが比較的平滑の大きい塊と、粗霧で黒色と赤褐色とが混在する小塊からなる資

料である。大きな方の兄は重量感があり水酸化鉄銹とも受け取れる。小さな方の塊も同様に重量感がある。

着磁度はやや強い。

化学成分分析結果 (大 きい方の塊)に よるとT.Feは 50。 6%であり、Fe0 30.0%、 Fe203 38.9%、 CoW.

5.38%で あった。造滓成分は19.2%と 少なく、Ti02は 1・ 20%であった。

滓断面の顕微鏡写真の観察からマグネタイトとファイヤライトおよび一部ゲーサイト様の部分が認められ

た。一方、X線回折結果ではウルボスピネルとゲーサイトおよびファイヤライトのピークとマグネタイトや

鉱物質の弱いピークが検出された。以上の結果から製錬滓と思われる。

⑩ 言式料BSN 93000(SD7001)              15g

外面は灰褐色であるが内部は青黒色ないし赤褐色で一部発泡部分の存在する大きな児と小塊の 2個からな
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る資料である。軽量で着磁度は弱い。鉄滓というよりは炉壁への付着物と思われる。

⑪ 言式料BSN 93091(SB7261)              20g

青黒色または青灰色の発泡が著しい硝子様の塊で 2個 よりなっている。着磁度は弱い。炉壁付着物 と思わ

れる。

① 試料BSN 93092(SB7139カ マ ド)       40g
青黒色の発泡が著 しく、コークス状にみえる資料 2個 よりなっている。着磁度は弱い。化学成分分析によ

るとT.Feは 9.56%で、いわゆる造滓成分は80.8%と 多 く、しか もNa20 tt K20が 3.86%と 異常 に多い。

Ti02は 0・ 69%と 少ない。

資料断面の実体顕微鏡観察でも中央部の溶融した部分 と褐色部分が存在するが、いずれも鉱物質であるこ

とがわかる。したがって、この資料は炉壁付着物と思われる。

⑪ 言式料BSN 93093(SB7110)              10g

青黒色ないしは赤紫の溶融物が堆積固化したと思われる傘状の形状をした塊である。着磁度は弱い。炉壁

付着物や粘土部分の溶融物と思われる。

⑪  言式料BSN 93094(SB7098)              200g

赤紫色 と灰色部分が混在 し、発泡痕の多い表面がガサガサ した重量感のある塊である。着磁度は弱い。

化学成分分析によるとT.Feは 46.2%で あり、FeOは 45.0%で あった。造滓成分は30.6%、 Ti02は 4.83%

と比較的多かった。CoW。 は1。 30%である。

滓断面の顕微鏡観察ではウスタイトとファイヤライトおよびウルボスピネルの結晶の存在が認められた。

一方、X線回折の結果からは同様にウルボスピネル、ファイヤライトおよびウルボスピネルのほかに鉱物質

のピークが検出された。資料の形状と上記結果とから、この資料は製錬滓と思われる。

① 試料BSN 93095(SB7084)          5g以 下

粗豚で発泡痕のある赤褐色の児で、大、小 2個の資料である。軽量で脆い。着磁度は弱い。鉄滓 と思われ

る。

⑪  言式料BSN 93096(SB7053)              120g

全体が褐色であるが、暗い紫色または灰色が点在 し、一部には溶融固化 した形状の部分、発泡痕の多い部

分 を有する重量感のある塊である。着磁度は中程度である。

化学成分分析 ではToFeが 59。 9%と 多 く、Fe0 60。 0%であ り、一方、造滓成分は16.0%と 少ない。 また

Ti02は Oo73%で あった。

資料断面の顕微鏡観察によるとウスタイ トとファイヤライ トのほか、ほんの少 しではあるがウルボスピネ

ルの存在が認められる。X線回折によるとウスタイ トとファイヤライ トのピー クのほか、少量のマグネタイ

トと鉱物質のピークが検出された。 したがって、この資料は、製錬鍛冶椀型滓片 と思われる。

⑪ 試料BSN 98097(SB7033)          5g以 下

青黒色で発泡痕の著しい硝子状の重量感のある児である。着磁度は弱い。炉壁付着物と思われる。

⑪ 試料BSN 93098(SB7029床 下)        15g
表面が褐色粗髯で細孔が多く見られる細長い資料で途中で 2つ に破断していて、その破断面も発銹してい

る児である。着磁度は中程度である。

化学成分分析ではT.Feが46.0%であるがFeOが 5。 10%、 Fe203が59.9%であり、C.W.が6.34%で金属鉄

が発銹しゲーサイ トになったと推定される組成が示されている。Ti02は 0・ 37%である。いわゆる造滓成分

は24.2%と 共に少ない。

資料断面の実体顕微鏡写真によると中央部の淡黄色を含む黒色の層状の部分は金属鉄が長年月を経て銹化

したゲーサイトなどのオキシ水酸化鉄と推定できる。上下両側の褐色の部分は鉄銹と粘土の混在したものと

推定される。この資料は鉄銹である。

⑪ 試料BSN 93099(SB7026)          5g以 下
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素地が青黒色で発泡が著 しい塊であ り、表面は一部灰色を呈 している。軽量であり、着磁度は弱い。炉壁

付着物 と思われる。

⑪  言式料BSN 93100(SB7025)              100g

資料数は16個あるが、この内 4個がメタルチェッカーによる試験で金属反応があり、残 りの12個は反応が

なかった。着磁度は強い。

外観写真に示す様に、メタル反応を示 したものは、黒紫色を呈する岩石様の破面を持つ児であ り、他の12

個は褐色ないしは灰色の丸味を帯びた発泡痕のある塊である。

メタル反応を示 した資料の断面写真観察によると金属鉄 (反射 して白く光っている部分)の存在が明らか

に認められ、また、金属鉄が長年月を経て銹化 し、生成 したと推定されるゲーサイ ト (灰色部分)と 金属鉄

が生成 したとき析出していた黒鉛 (炭素の長い組織、片状黒鉛)が認められる。

金属鉄の化学成分分析結果によるとCが3.07%存在 し銑鉄に近い成分になっている。Tiが0.o2%で あ り、

またSi、 Al、 Mgな どの介在物元素も少ない。P、 Sはやや高いようである。この資料は鉄兇である。

①  言式料BSN 93101(SB7013)              40g

粗髯で発泡痕が多数 あ り、青黒色ない しは灰褐色 を呈す る児である。着磁度は弱い。炉壁付着物 と思われ

る。

① 試料BSN 93102(SB7022)          5g以 下

青黒色で硝子状の発泡の著しい児片である。着磁度は弱い。炉壁付着物と思われる。

① 試料BSN 93103(不 明)           80g
6個の塊資料からなるが外見から2群に分別できる。

①-1 試料BSN 93103-1(不明)

粗髯で発泡痕の著しい、黒紫色と灰色を呈する児であり、着磁度は中程度である。

化学成分分析によると、T.Feが50.0%で、Fe0 45.9%、 Fe203は 20.3%で ある。造滓成分は30.0%、

Ti02は 0・ 39%であった。また、Fe203と 同時にC.W。 が1.39%と やや多く含まれている。

資料断面の顕微鏡写真から、ファイヤライトとウルボスピネルが認められ、一方、X線回折では金属鉄、

ウスタイト、ファイヤライトおよびゲーサイトなどのオキシ水酸化鉄のピークが検出された。これらの結果

から、この資料は形状も考慮に入れて精錬鍛冶の椀型滓と思われる。

①-2 試料BSN 93103-2(不明)          5個
5個の資料のうちメタル反応があったものは 1個であった。着磁度はいずれも強かった。形状はそれぞれ

異なるが、共通して言えることは、色調が青紫色で表面の一部が褐色を呈し、岩石の破砕片の様な形態であ

る。

金属鉄 を取 り出し、化学成分分析 を行った結果、Cは 0.30%で あ り、Si、 Alな どの介在物は今回の調査の

他の金属鉄に較べてやや多かった。 しかし、Vや Tiは低い方であった。

金属鉄のナイタールエッチ後の組織写真によると、この鉄の粒径は非常に均一かつ一様に揃ってお り、製

鉄炉か ら生成 したままの金属鉄の組織 とは異なると推測される。Cが化学分析で0.3%で あ り、組織写真の

セメンタイ ト(Fe3C)の黒い点からみても、Cの含有量はその程度 と考えられる。炉より排出されたままの金

属鉄では一般にCの含有量はもっと高い。これらの結果を総合的に考慮すると、この金属鉄は鍛造 して製品

化 (P)さ れた、加工後の鉄 と思われる。

顕微鏡写真の断面方向に対 し直角面のEPMA観察では、金属鉄中の介在物は明らかに延伸 されていて、

鍛冶加工 を受けたものと考 えられる。介在物はSi― Ca― Al―Mgの酸化物で少量のPが含 まれている。Tiの量

は少ない。

以上の考察結果を総合すると、鉄器の一部 と推定される。

⑪  言式料BSN 93104(SD6022)              35g

青黒色で他の面が発泡痕の多い児である。着磁度は弱い。鉄滓 と思われる。
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① 試料BSN 93105(SB7307)          5g以 下

粗豚な細かい発泡痕があり、‐部溶融固化 したと認められる青黒色ないしは紫黒色で表面の所々が褐色を

呈する小塊である。着磁度は弱い。鉄滓と思われる。

① 試料BSN 93106(2-3区 検出面)        5g以 下

青黒色ないしは青灰色をした所々に発泡痕のある塊である。着磁度は弱い。実体顕微鏡による観察でも溶

融再結晶化したような組織を示している。X線回折では鉱物質のみしか検出出来なかった。炉壁付着物と思

われる。

①  言式料BSN 93107(SD7061)              15g

表面が赤褐色の一部分に青黒色部分のある発泡痕が認められる塊である。着磁度が中程度の部分があった

が鉄滓 と思われる。

⑪  言式料BSN 93108(SK7371)              180g

表面が淡赤褐色 と藤灰色 とが混在 し、発泡痕が認められる比較的丸みを持った 5個よりなる資料である。

着磁度は中程度である。なお、スサ痕 と植物繊維痕がある。

化学成分分析によるとT.Feが 50。 2%であ り、Fe0 24。 6%、 Fe203 44.2%、 C.W.が 4。 28%であった。造

滓成分は17.8%で あり、Ti02は 1・ 94%と やや多い。

資料の断面の顕微鏡写真から、ウスタイ トとマグネタイ トおよびファイヤライ トの結晶が、左側にはゲー

サイ トの灰色の存在模様が観察され、一方、X線回折ではウスタイ トとゲーサイ トおよびファイヤライ トと

弱いマグネタイ トのピー クが検出された。以上の結果から、製錬滓 と思われる。

⑪  言式料BSN 93109(SD7052)              35g

鉄片が長時間経たのちに銹化 した箇所 を含み、褐色の粘土様の部分に含 まれた破面を有する 2個 (元は 1

個)の資料である。着磁度は弱い。鉄銹 と思われる。

⑩  言式料BSN 93110(SD7080)              120g

破断面の中央に銹化したような黒色部分とその外側を取り巻く、灰白色で発泡痕の多い滓で、さらに外側

のごく表面が褐色を呈する、 2分害Jさ れた塊である。着磁度は中程度である。破面の観察から滓に包まれた

鉄銹と思われる。

は)各 資料の測定、分析、調査結果のまとめ一 その 1

180資料の評定の結果、資料分類のまとめは次の第12表のようになる。

第 12表 篠 ノ井遺跡群出土鉄滓他分析調査結果

資料No
試料記号
BSN 資料分類

着磁度
1,300G
雀登300mm

重量
g 評 ｛疋

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

耐
火
度

外
観
写
真

89-1-1 鉄  滓 中 125 水酸化鉄状。メタルなし

精錬鍛冶椀型滓
○ ○ ○ ○

89-1-2 鉄  滓 やや強 <5 少量。砂礫付着。銹部あり ○

89-1-4 鉄  滓 弓] 210 溶融性の黒灰色、褐色鉄銹。

製錬滓。椀型状
○ ○ ○ ○

89-2-3 炉 壁

(粘土 )

軽量。黒色発泡。 2片
炉壁溶融部

○
瓢

○

89-2-10 鉄  滓

4片
弓]

小片強

70 黒紫色発泡。

炉壁成分 を含む流動滓
○ ○ ○ ○

89-2-17 鉄  滓

2片
弓弓 245 黒色 と暗赤色、大片は上部凹で下

部粗縣。製錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○



第 6節 金属製品について

資料No
試料記号
BSN 資料分類

着磁度
1,300G
雀登300mm

重量
g 評 ｛疋

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

耐
火
度

外
観
写
真

89-2-22 鉄  滓 中 140 椀型状で切 り欠いた形状

製錬滓
○ ○ ○ ○

89-2-24 鉄  滓 やや強 黒色発泡。礫状 ○

89-2-16 鉄  滓 弓] 黒色発泡。椀型状 ○

89-2-43 鉄  滓 中 380 精錬鍛冶滓。 2段に形成されてい

る。褐色銹に覆われる
○ ○ ○ ○

89-2-102 鉄  滓 強 <5 ガラス状。割 り欠き小片。発泡流

動滓
○

89-2-104 鉄  滓 強 70 繊維痕あり。灰黒色～赤褐位精錬

滓
○ ○ ○ ○

89-2-153 鉄  滓 やや強 水酸化鉄銹に覆われている。重量

感。製錬滓
○ ○ ○ ○

89-2-154 鉄  滓 鉄滓に溶融物が付着 したと思われ

る塊
○

15 89-2-162 鉄  滓 弓弓 15 発泡痕多く、灰黒色 ○

9001 鉄  滓 やや強 黒紫色、発泡痕。顕微鏡観察で鉄

粒。製錬滓
○ ○ ○ ○

9002 鉄  滓 上部強 黒紫色、発泡痕 ○

18 9003 鉄  滓 中 120 黒色の椀型状

製錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○

9004 鉄  滓 中 <5 全体灰色だが、一部褐色の鉄銹が

ある
○

9005 鉄  滓 弓弓 <5 大 きな気泡。灰色で丸味を帯びる ○

9006 鉄  塊 強 180 褐色～淡褐色。金属鉄あり

銹化著 しく進行中
○ ○ ○ ○

22 9007 鉄  滓 中 110 鉄銹で覆われている。発泡痕精錬

鍛冶滓
○ ○ ○ ○

9008 鉄  滓 160 2段になった滓。付着土多い精錬
鍛冶滓

○ ○ ○ ○

9009 鉄  滓 やや強 420 黒赤褐色の大塊
鍛冶滓か、付着土多い ○

25 9010 鉄  滓 中 発泡飴状。流動滓か ○

9011 鉄  滓 弓弓 <5 赤紫～赤褐色。発泡痕多い

鍛冶滓か
○

9012 鉄  滓 弓弓 220 ガラス状、溶融大塊、気子L多 し、

炉内製錬滓か。Ti02多い ○ ○ ○ ○

9013 鉄  滓 中 120 褐色で凸凹と発泡痕

鍛錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○

9014 鉄  滓 やや強 灰紫色、発泡痕多い ○

9015 鉄  滓 弓弓 200 椀型状、粗霧発泡痕多い

鍛錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○

9016 岩 石 <5 全体が灰 白色で青緑色の美麗な小

豆大の鉱物が存在する

銅は全 く存在 しない。青緑色結晶

は翡翠の可能性 もある

○ ○ ○

9017 岩 石 <5
○ ○
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資料No
試料記号
BSN 資料分類

着磁度
1,300G
雀登300mm

重量
g 評 定

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

耐
火
度

外
観
写
真

9018 岩 石 <5 ○ ○

34 9019 鉄  滓 弓弓 粗霧、灰紫白で発泡痕

小型の椀型滓様
○

9020 岩 石 中 <5 BSN 9016～ 18と 同 じ ○ ○ ○

9021 鉄  滓 中 褐色、水酸化鉄 と砂礫に覆われて
いる。小型の椀型滓様

○

37 9022 鉄  滓 弓弓 400 炉在付着、粗縣、

製錬滓
○ ○ ○ ○

38 9023 鉄  滓 弓弓 一部溶融した黒紫色～灰紫色鉄銹

も存在。椀型滓片か
○

39 9024 鉄  滓 灰紫色ガラス状。溶融 した炉壁 と

も考えられる
○

9025 鉄  滓 弓弓 <5 褐色、発泡痕多い ○

9026 鉄  滓 35 灰褐色で内部はガラス化。

流動滓か
○

9027 鉄  津 100 褐色～黒紫色。発泡痕多い

椀型状をしている
○

43 9028 鉄  滓 中 発泡痕多い ○

44 9029 鉄  滓 弓弓 240 発泡痕多い。黒灰色に淡褐色の鉄

銹付着。製錬鍛冶椀型滓
○ ○ ○ ○

9030 鉄  滓 やや強 赤色～黒紫色。発泡痕

製錬滓
○ ○ ○ ○

9031 鉄  滓 弓弓 表面は黒紫色、土砂付着の多い滓 ○

47 9032 鉄  滓 弓弓 <5 暗赤、発泡痕多い。
鍛冶滓の割 り欠き片か

○

9033 鉄  滓 弓弓 <5 黒灰色で所々赤褐色を呈する ○

9034 鉄  滓 弓弓 120 発泡痕多い。黒紫色

製錬滓
○ ○ ○ ○

9035 鉄  滓 強 暗赤色～黒紫色。X線回折では金

属鉄。鍛錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○

9036 鉄  滓 やや強 表面が平滑部分、黒紫色発泡部が

ある
○

52 9037 鉄  滓 やや強 400 内部が赤紫色。表面に繊維条痕。

精錬椀型滓
○ ○ ○ ○

53 9038 鉄  滓 中 260 黒紫～赤褐色。発泡痕多い

椀型状。製錬滓
○ ○ ○ ○

54 9039 ココ ロ

(粘土 )

一部溶融ガラス化

耐火度試験には量不足
○

55 9040 鉄  滓 やや強 30 黒紫色、細かい発泡痕

鍛冶滓か
○

56 9041 鉄  滓

2片
大強
/Jヽ ]弓

黒紫色で表面は酸化鉄で覆われて
いる

○
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資料No
試料記号
BSN 資料分類

着磁度
1,300G
雀登300mm

重量
g 評 定

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

耐
火
度

外
観
写
真

57 9042 鉄  滓 中 <5 表面に付着土多い

割 り欠れた鉄滓か
○

9043 鉄  滓 弓] 黒紫色、発泡、溶融痕跡あり

精錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○

59 9044 鉄 滓

2片
25 鉄滓 と炉壁溶融物

○

9045 鉄  滓 中 黒色発泡、割 り欠かれた鉄滓 ○

9046 鉄  滓 中 780 付着土多い。表面凸凹著しい製錬

椀型滓
○ ○ ○ ○

62 9047 鉄  滓 中 土児状、やや重量感あり ○

9048 鉄  滓 強 <5 灰色～灰褐色の細長い塊
緻密なゲーサイト 主体のような

鉄銹

○
剛

○

9049 鉄  滓 中 45 黒紫色発泡痕。形状からみて椀型

滓か
○

9050 鉄  滓 弓弓 40 付着土多い ○

9051 鉄  滓 中 1:380 5片 よりな り粗豚。凸凹著 しい

炉内滓か
○

67 9052 鉄  滓 300 上記 と同様の外観 を呈する 5片 ○ ○ ○

9053 鉄  塊 強 黒紫色～赤褐色、金属鉄が網 目状

に存在。Ti、 V少量含む
○

9054 炉 材

(粘土 )

40 軽量、付着土多い
○ ○ ○ ○

9055 鉄  滓 中

底部強

740 水酸化鉄に覆われる。土砂付着多
い。製錬滓

○

93001 コ可 口

(粘土 )

征
小

溶融部黒紫色。反対側ポーラスな

米占」ヒ
○ ○

瓢
○ ○

72 93002 鉄  塊 強 <5 金属鉄が存在。Ti、 Vも 含 まれ、

砂鉄が鉄源。資料少な く組織観察
できず

○ ○ ○

93003 鉄  滓 中 <5 黒色、発泡痕多い ○

93004 鉄  滓 中 25 黒色、発泡痕多い ○

75 93005 炉 壁

(粘土 )

弓弓 軽量、気泡多い
○

93006 炉  壁 弓弓 軽量、溶融部発泡 ○

77 93007 炉 壁 征
小

軽量、黒紫色で多数の発泡痕
○ ○

瓢
○

93008 炉 壁 中 軽量、付着土多い、凸凹著 しい ○
剛

○

93009 炉 壁 弓] 黒色、発泡著 しい ○

93010 鉄  滓 中 黒紫色、発泡痕のある塊 ○

93011 鉄  滓 やや強 170 全体赤褐色。平滑面 と粗髯面X線
回折で金属鉄。製錬滓

○ ○ ○ ○

93012 鉄  滓 弓] <5 黒紫色、流動滓か ○
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資料No
試料記号
BSN 資料分類

着磁度
1,300G
雀登300mm

重量
g 評 定

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

耐
火
度

外
観
写
真

93013 鉄  滓 中 灰紫色、水酸化銹に覆われるやや

偏平な割 り欠き片
○

84 93014 鉄  滓 強 5片 よりなる。鉄銹層状に形成。
メタル反応あるも検出できず

○ ○ ○

93015 鉄  兇 強 10 金属鉄存在。一部銹化 している ○ ○ ○ ○

93016 鉄  滓 やや強 粗縣、発泡痕多い

鍛錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○

87 93017 炉  壁 弓弓 <5 ガラス状で紫黒色、発泡痕 ○

93018 炉 材

(粘土 )

弓弓 細かい発泡痕、鉄銹様

鉄銹が含浸 した粘土塊
○ ○ ○

93019 鉄  滓

3片
弓弓 90 内部黒紫色し、発泡痕多い。粘土

を溶かし込んだ流動滓破片
○

93020 鉄 銹 中 <5 黒紫色、金属鉄 の存在 はなか っ

た。 しか し鉄銹か
○

93021 鉄  滓 <5 黒紫色、粗縣 ○

92 93022 鉄 銹 強 <5 黒紫色、凸凹著 しい。金属鉄の存

在なし。鍛冶滓か
○

93 93023 鉄  滓 黒色発泡。 2片 よりなる偏平な小

害]り 滓
○

93024 鉄 滓

4片
弓弓 55 黒紫色、発泡痕、流動滓か

○

93025 鉄  滓 弓弓 120 黒色、粗縣。X線回折で金属鉄の

存在示唆。精錬鍛冶椀型滓
○ ○ ○ ○

93026 鉄  滓 弓弓 <5 灰色小塊、発泡痕 ○

97 93027 鉄 銹 中 青黒色。発泡痕。緻密な鉄銹を囲

む褐色の銹
○

98 93028 鉄  滓 <5 黒色発泡、ガラス質 ○

99 93029 鉄 銹 やや強 赤褐色の鉄銹が層状に発達。
金属鉄は存在しない ○ ○

剛
○

100 93030 炉 壁

(粘土 )

征
小

10 2片 よりなる。炉壁の溶融物か
○

93031 フコ ロ

(粘土 )

弓弓 <5 片面溶融 した粘土様
○

102 93032 炉 壁

(粘土 )

弓弓 軽量、平滑面 と礫状部。発泡痕 も

ある
○

103 93033 炉 壁

(粘土 )

粗縣軽量の 2片 よりなる。顕微
鏡、X線回折で鉱物多い ○ ○ ○ ○

93034 炉 壁

(粘土 )

中 偏平で全体が溶融固化

炉壁の破片か
○

105 93035 鉄  滓 弓弓 <5 発泡痕を有するガラス質の塊流動

滓か
○

93036 鉄  滓 中 黒紫色～赤褐色の溶融面
凸凹著しく、発泡痕多い ○

107 93037 鉄  滓 強 180 粗霧、重量感

精錬滓
○ ○ ○ ○



第 6節 金属製品について

資料No
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Ｅ
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108 93038 炉 壁

(粘土 )

<5 軽量、帽子状の児。溶融形跡あり
○

109 93039 炉 壁

(粘土 )

弓弓 <5 軽量、ガラス質、黒紫色
○

110 93040 鉄 児 強 金属鉄が網 目状に存在

資料は赤褐色。膨張割れあり
○ ○ ○

93041 炉 壁

(粘土 )

弓弓 溶融ガラス状。発泡、粗縣。植物

繊維痕あり
○ ○ ○ ○

112 93042 付着物 弓弓 <5 青黒色ないし灰色、溶融部あり、

炉内付着物か
○

113 93043 鉄 滓

3片
中 720 粗霧、発泡痕多数。

精錬滓
○

114 93044 鉄 滓

2片
弓弓 黒色発泡滓 と軽量塊あ り

○

115 93045 鉄  滓

3片
木炭痕。粘土付着紫黒色溶融部あ

り。精錬鍛冶滓
○ ○ ○ ○

116 93046 鉄 滓

2片
弓弓 軽量。発泡痕。表面は褐色の鉄銹

様。X線回析では鉱物のピーク多
い

○ ○ ○

93047 鉄  滓 弓弓 <5 赤味を帯びた褐色。軽量。

粘土様であるがウスタイ ト含むの

で鉄滓

○ ○

118 93048 鉄  滓 中 黒色～赤褐色。無数の発泡痕鉄滓

上部片か
○

119 93049 鉄  滓 中 断面組織中に金属鉄の小粒。

発泡痕。精錬鍛冶椀型滓
○ ○ ○ ○

120 93050 付着物 弓弓 <5 黒色。ガラス状で発泡痕と気泡が

多い。炉壁付着物か。軽量
○

93051 鉄  滓

4片
赤褐色。粗豚。X線回折で金属
鉄。Ti02 15.2% 炉内滓か

○ ○ ○ ○

122 93052 鉄  滓 中 褐色。丸味のある塊。発泡痕多い ○

123 93053 鉄 銹 強 <5 メタル反応なし:中央は帯状暗赤

褐色。両側は褐色。磁着度強
○ ○

124 93054 付着物 ガラス質。光沢あり。

炉壁付着物
○ ○ ○ ○

125 93055 付着物 弓弓 軽量ガラス質。

炉壁付着物
○

126 93056 鉄  滓 強 黒色。溶融部 と発泡痕

鍛錬鍛冶滓
○ ○ ○

127 93057 鉄  滓 弓弓 黒色～赤褐色。発泡痕多い。

粘土様の児を抱き込んだ鉄滓
○

128 93058 鉄  滓 中 <5 粗縣。褐色の面 と紫褐色の面 ○

93059 鉄  滓 中 粗霧。発泡痕。粘土付着。

精錬鍛冶滓
○

130 93060 鉄  滓 中 55 溶融固化の痕跡。発泡痕多い ○
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資料No
試料記号
BSN 資料分類

着磁度
1,300G
雀登300mm

重量
g 評 定

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

耐
火
度

外
観
写
真

131 93061 鉄 銹 強 <5 金属 の存在 な し。淡赤褐色。

刃先 を有す る鉄片が長年月で銹化

か

○
鋼

○

132 93062 付着物 弓弓 軽量。凸凹発泡著 しい

黒紫色ガラス状
○

133 93063 鉄  滓 弓弓 10 勾玉状黒紫色。飴が固化 した形
状。気孔多い。流動滓

○ ○ ○

134 93064 鉄 滓

4片
25 半透明のガラス状。

前資料 と同様流動滓
○

135 93065 付着物 征
小

<5 溶融固化 し、細かい櫂曲面。

藤灰色。磁着反応なし
○

136 93066 鉄  滓 弓弓 破面が赤褐色～紫黒色。

発泡痕 と繊維痕あり
○

137 93067 鉄  滓 中 260 黒色。凸凹と発泡痕著 しい。

精錬鍛冶椀型滓
○ ○ ○ ○

93068 鉄 銹

5片
強 渇色。粗縣で発泡痕。メタル反応

なし。金属鉄の銹化 したもの
○ ○

瓢
○

139 93069 鉄 滓

2片
中 55 青黒色。板状発泡痕

椀型滓の底面部分か
○

140 93070 付着物 弓弓 <5 黒色発泡ガラス状 ○

141 93071 付着物 <5 青黒色発泡ガラス状 ○

142 93072 鉄  滓 中 160 黒色。粗縣。発泡痕。
Ti02 6.7%と 多い ○ ○ ○ ○

143 93073 鉄  滓 120 凸凹著 しい。割れ発泡痕
Ti02 13。 8%と 多い。炉内滓か

○ ○ ○ ○

144 93074 鉄 銹 強 <5 灰色～褐色小児。金属が長期で銹

化 した状態。メタル反応なし
○
鋼

○

145 93075 鉄  滓 やや強 40 淡中色粘土と紫青色滓とが一体 と
なった発泡痕の多い塊

○

146 93076 ココ ロ

(粘土 )

征
小

<5 熱影響で黒紫色になった磁着反応
のない羽口 ○

147 93077 炉 壁

(粘土 )

征
小

<5 滓溶融部 と接触 した粘土片
○

148 93078 鉄  滓 弓弓 極めて大 きな発泡痕。黒色炉内滓

片か ○

149 93079 鉄  滓 内部青黒色。ガス抜け孔多い ○

150 93080 粘  土 軽量。細長い。T.Feは 32.0%
鉄水流液が粘土に浸透 して銹化

○ ○
瓢

○ ○

151 93081 付着物 弓弓 軽量。発泡痕多くガラス状 ○

152 93082 付着物 弓弓 軽量。発泡痕多 くガラス状 ○

153 93083 付着物 ]弓 <5 軽量。発泡痕多 くガラス状 ○

93084 鉄  滓 中 内部青黒色。外部褐色など

椀型滓片か
○

155 93085 鉄  滓 弓] 黒色～褐色。偏平な小片

製錬滓
○ ○ ○ ○
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資料No 試料記号
BSN 資料分類

着磁度
1,300G
雀登300mm

重量
g 評 定

成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

耐
火
度

外
観
写
真

93086 鉄  滓 弓弓 黒色発泡。重量感

椀型滓の破片か
○

157 93087 炉 壁

(粘土 )

弓] <5 2片 よりなる。褐色。 1片は発泡

痕多い ○

93088 鉄  滓 中 青黒色の ところあ り。全体 は褐

色。椀型滓の破片か
○

159 93089 鉄  滓

2片
やや強 220 メタル反応なし。重量感。褐色の

大兄は精錬滓
○ ○ ○ ○

93090 付着物

2片
弓弓 内部が青黒～赤褐色。

軽量
○

161 93091 付着物 弓弓 黒色。ガラス状のガサガサした塊 ○

162 93092 付着物

2片
弓弓 T.Fe 9.56%。 青黒色。発泡著 し

くコー クス状。組織 も鉱物様
○ ○

剛
○

163 93093 付着物 弓弓 10 青黒～赤褐色。溶融物が堆積 した

状態
○

164 93094 鉄  滓 200 赤褐色。重量感。

精錬滓
○ ○ ○ ○

165 93095 鉄  滓 弓弓 <5 2片 よりなる小児。粗縣。赤褐色 ○

166 93096 鉄  滓 中 120 メタル反応なし。褐色重量感

精錬鍛冶椀型滓
○ ○ ○ ○

167 93097 付着物 <5 青黒色。重量感。ガラス状 ○

93098 鉄 銹 中 褐色。粗髯。細7L多い。メタル反

応なし。金属鉄の銹
○ ○

剛
○

93099 付着物 弓弓 <5 ○

170 93100 鉄  児 強 100 金属存在。酸化 した銹部分には析

出黒鉛模様あ り
○ ○ ○

93101 付着物 弓弓 青黒色。発泡痕。粗縣 ○

172 93102 付着物 <5 青黒色。ガラス状 ○

173-1 93103-1 鉄  滓 中 精錬鍛冶椀型滓 ○ ○ ○ ○

173-2 93103-2 鉄  塊 強 鍛造加工後の鉄塊か ○ ○ ○ ○

174 93104 鉄  滓 青黒色。発泡痕 ○

175 93105 鉄  滓 弓弓 <5 青黒色。発泡痕。粗髪 ○

176 93106 付着物 弓可 <5 青黒色。発泡痕 ○
瓢

○ ○

177 93107 鉄  滓 中 青黒色～赤褐色。発泡痕 ○

178 93108 鉄  滓

4片
中 淡赤褐色。発泡痕。植物繊維痕。

製錬滓
○ ○ ○ ○

179 93109 鉄 銹 メタル反応なし。褐色の粘土に挟

まれた鉄銹
○

93110 鉄 銹 中 120 メタル反応なし。破断面中央に鉄

銹。両面発泡滓に囲まれる
○

註 試料記号の出土遺構については、各資料の考察に示 してある。
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(3)フ イゴの羽口ど鉄滓の分析一その 2

① 調査項目および試験・検査方法

A① 外観の観察と写真撮影

上記各種試験用資料を採取する前に、資料の両面をmm単位まであるスケールを同時写し込みで撮影

した。また、資料採取時の特異部分についても撮影を行っている。

② 化学成分分析

化学成分分析はJISの分析法に準じて行った。

この調査は、化学成分から鉄を作るために使用した原料の推定 と、生産工程のどの部分で発生 した

鉄滓かの判断用データを得るために行った。また、羽口炉壁に使用されている粘土も特別に選択使用

していたのかの判断用に分析 した。

分析項目は、鉄滓は18項 目、羽口などは12項 目となっている。

③ 顕微鏡組織写真

資料の一部を切 り出し樹脂に埋め込み、細かい研磨剤などで研磨 (鏡面仕上)し た。その後、顕微

鏡で観察 しながら代表的な断面組織を拡大 して写真撮影し、溶融状況や介在物 (鉱物)の存在状態等

から加工状況や材質を判断した。鉄滓の場合にも同様に処理・観察を行い、製鉄・鍛冶過程での状況

を明らかにした。原則 として100倍 と400倍で撮影した。

④ X線回折測定

資料を粉砕 して板状に成形し、X線を照射すると、試料に含まれている化合物の結晶の種類に応じ

て、それぞれの固有の反射 (回折)さ れたX線が検出されことを利用して、資料中の未知の化合物を

観察・同定するものである。

多くの種類の結晶についての標準データが整備されており、ほとんどの化合物が同定された。

⑤ EPMA(X線 マイクロアナライザー)に よる観察

高速電子線を 2 μmφ程度に絞って、分析対象資料面に照射 し、その微小部に存在する元素から発生

する特性X線を測定するもので、金属鉄中の介在物や鉄滓の成分構成を視覚から確認するために、二

次元の面分析 (EBS像)を行った。

⑥ 耐火度試験

製鉄に使用された炉壁や羽口について、どの程度の耐火性のある粘土を使用していたのかを判断す

るために試験したが、今回は資料の量が少ないことと被熱溶融部等のため、羽口として用いられた粘

土の元の性質を知ることが出来ないので、調査対象から外した。

⑦ 重量計測と着磁度調査

計重は電子天粋を使用して行い、ガヽ数′点1位で四拾五入してある。また着磁度調査については、直

径30mm 0 1300ガ ウス (0.13テ スラ)の リング状フェライト磁石を使用し、官能検査により「強・やや

強・中・やや弱・弱」の 5ラ ンクでイ固別調査結果の文中に表示 した。
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資料No 試料記号 BSN 資料分類
着磁度
1300G
4登30mm

重量  g
成
分
分
析

組
織
写
真

Ｘ
線
回
折

Ｅ
Ｐ
Ｍ
Ａ

外
観
写
真

備  考

93111-①
②

製錬滓

ココ ロ

弱

一
234

○

○

②

Ｏ
○ ○

93112 製錬滓 弓弓 ○ ○ ○

93113 炉  壁 弓弓 ○ ○ ○

93114 製錬滓 中 ② ○

93115 炉  壁 弓弓 ○ ○ ○ 金属鉄存在 P

93116 鍛錬滓 中 45 ○ ○ ○ ○

93117 精錬滓 弓弓 121 ○ ② ○ ○ ○

93118 製錬滓 ○ ○ ○ ○

93119 精錬滓 中 ○ ○ ○ ○ 微小金属鉄粒

93120 製錬滓 ○ ○ ○ ○

93121 製錬滓 弓弓 ○ ○ ○ ○

93122 製錬滓 弓弓 57 ○ ○ ○ ○ ○ 微小金属鉄粒

93123 製錬滓 中 ○ ○

14 93124 鍛錬滓 一部中 32 ○ ○ ○ ○

15 93125 製錬滓 強 ○ ○ ○

93126 炉 壁 弓弓 1.5 ○ ○

17 93127 鉄銹児 強 0。 8 ○ ○

18 93128 鍛錬滓 中 ○ ○ ○ ○

93129 炉  壁 弓弓 1.5 ○ ○ ○

20 93130 コ可 口 一部中 ○ ○ ○ ○

93131 精錬滓 一部強 ○ ○ ○ ○

22 93132 炉  壁 弓弓 ○ ○ ○ ○

93133 精錬滓 一部強 ○ ○ ○ ○

93134 炉 壁 中 58 ○ ○ ○ ○

25 93135 鉄銹児 一部強 ○ ○ ○ ○

26 93136 炉  壁 弓弓 ○ ○ ○

27 93137 製錬滓 弓弓 ○ ○ ○ ○

第 6節 金属製品について

註 1 組織写真の項の○印内の数字は複数視野の観察を行ったことを示す。

2 試料分類は調査の結果に基づいて記入した。

3 試料記号の出土遺構については、各資料の考察に示 してある。

② 調査および考察結果

資料の順番にしたがって調査および考察の結果を述べる。

① 試料BSN 93111(2-1区 第 1検出面)      234g
2個の黒紫色で鉄滓と思われる発泡痕の多い試料①と、同じく2個の大きな羽口試料②からなっている。

着磁度はいずれも弱い。

試料②の化学成分分析の結果では、T.Fe(全鉄)の含有量は35.4%と 少ない。造滓成分 (Si02+A1203+

CaO+MgO)は 33.8%と やや多く、このほかにTi02(酸 化チタニウム)が17.1%、 V(バナジウム)は

0.37%と 非常に多い。したがって、製鉄に使用された鉄原料は砂鉄であったと考えられる。

顕微鏡による鉄滓断面①の組織観察では、酸化鉄系のFeO(ウ スタイト)や Fe304(マグネタイト)等の

結晶のほか、やや褐色を呈した盤状の2FeO・ Ti02(ウ ルボスピネル)と 短冊状をした2FeO O Si02(フ アイ

ヤライト)の結晶が認められ、鉄滓であることがわかる。また、羽口試料②は10倍の実体顕微鏡写真で観
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察されるように、細かい鉱物の結晶からなる粘土組織を示している。羽口炉壁関係の化学成分分析でも、

Si02(シ リカ)やA1203(ア ルミナ)等の鉱物質 (粘土分)が多量に含まれていることと符合する。

X線回折の結果から、試料①ではファイヤライトとウルボスピネルのピークが検出された。酸化鉄成分は

なかったが、サンプリングの際の偏析によるものであろう。

以上の結果を総合すると、試料①は製錬滓、試料②は形状も加味し羽口といえる。

② 試料BSN 93112(2-1区 第 1検出面)      2g
赤褐色ないしは鉄銹色をした凸凹の激しいクルミの果肉状の2個の塊である。着磁度はいずれも弱い。

化学成分分析の結果では、T.Feの含有量は31.3%と 少ない。造滓成分は41.0%と やや多く、このほかに

Ti02が 15.4%、 Vは 0.27%と 非常に多く、①の試料に似ている。したがって、同様に製鉄に使用された鉄

原料は砂鉄であったと考えられる。

顕微鏡による資料断面の組織には、樹枝状のマグネタイト結晶と主としてウルボスピネルの結晶が観察さ

れ、熱を受け一度溶融した鉄滓であると認められる。

以上の結果を総合すると、この資料は製錬滓といえる。

③  言式料BSN 93113(SK7250)               2g

赤褐色で微小なガスの抜け孔が多 く存在する軽石状の小塊である。スサ痕が多い。着磁度は弱い。

羽口炉壁関係の化学成分分析でも、Si02が 62。 2%、 A1203も 18.1%と 多量に含 まれてお り、耐火物の一部

ではないか と推定される。

また、実体顕微鏡による観察でも、一部溶融 し発泡 した部分 と粘土の緻密な部分が認められる。

したがって、この資料は炉壁 と考えられる。

④  言式料BSN 93114(SB7163)               l g

長径 7 mm程度で 5個 より成る小塊で、着磁度は中程度である。

化学成分分析は資料の量が少ないため、不可能であった。

資料断面の顕微鏡組織には、ウスタイト、ファイヤライト結晶のほかにウルボスピネルが認められ資料が

鉄滓であることを示している。また、ウルボスピネルが存在することから、砂鉄が原料 として使用された

と示唆される。

以上の結果から、この資料は製錬滓といえる。

⑤ 言式料BSN 93115(SD7024)               9g

長径40mm× 短径20mmの軽量感のある資料で、着磁度は弱い。

羽口炉壁関係の化学成分分析結果によると、Si02が62.4%、 A1203も 18.1%等 と多量に含まれてお り試料

③と同様、耐火物の一部ではないかと推定される。

X線回折では、検出されたピークの全ては鉱物質であった。ただし、金属鉄のピークに相当するものが認

められている。この理由については別途検証を加える必要があろう。

以上の結果から、この資料は炉壁の一部と考えられる。

⑥ 試料BSN 93116(2-1区 第 1検出面)      45g
長径55mm× 短径35mmの 黒褐色の発泡痕が多い塊である。上部は偏平で、下部には木炭痕がある。着磁度は

中程度である。

化学成分分析の結果では、T.Feの含有量は55.7%、 FeOは 57。 3%と 多い。逆に造滓成分は23.4%と 少な

いO Ti02が 0・ 31%、 Vも 0。 01%と 非常に少ない。しかし、鉄原料は砂鉄であったと考えられる。

顕微鏡による資料断面の組織には、ウスタイト、マグネタイトやファイヤライ トの結晶が観察される。

Ti02の含有量が少ないためにウルボスピネルの存在は認められない。

以上の結果を総合すると、この資料は鍛錬滓といえる。

①  言式料BSN 93117(SB7008)              121g

径が約 70mmの割 り欠 き部のある偏平、粗豚な資料 である。銹様のこぶ を避け試料 とした。着磁度 は弱い。
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化学成分分析の結果、ToFeの 含有量は44.3%で あ り、一方造滓成分 は39.8%と 多い。またFe203は 24。 8

%と やや多 く同時にC.W.(結合水)が2.89%と 多い。この結果か ら、鉄が銹化 したオキシ水酸化鉄 (ゲー

サイ トなど3種類がある 三2FeOOH=Fe203° H20)の存在が示唆される。Ti02は 0・ 50%、 Vも 0.02%と 少な

い。 しか し、鉄原料は砂鉄であったと考えられる。

低倍率の資料断面の実体顕微鏡写真では、凝固時の気泡が丸い断面で残っている。全体的に酸化が進んだ

ような滓とは違う組織をしている。しかし、この写真の中央右上の滓部分の顕微鏡写真によると、白い繭

状のウスタイトおよびファイヤライ トやウルボスピネルの存在が認められる。ファイヤライトは酸化を受

けているのか、結晶の形がやや くずれている。

EPMAを 用いた滓断面の面分析によると、繭状のウスタイトが識別されウスタイトを囲むマ トリックス

内にシリカ、アルミナ (酸化アルミニウム)、 マグネシヤ (酸化マグネシウム)と 少量のチタニウムやバナ

ジウム元素が分散存在していることがわかる。

X線回折の結果では、マグネタイ ト、ゲーサイト (α
―FeOOH)や レピッドクロサイト (γ

―FeOOH)の

鉄酸化物のほかファイヤライトやウルボスピネル等が検出された。

以上の結果を総合すると、資料は精錬滓といえる。

③ 試料BSN 93118(SB7133カ マ ド)       5g
黒色の発泡し鉄銹が表面に付着した塊である。一部にガラス光沢がある。着磁度は弱い。

化学成分分析では、T.Feの 含有量は25。 5%で、FeOも 13。 2%と 少ない。しかし、Fe203は 21.5%と やや

多く同時にC.W.(結合水)が2.26%と 多い。この結果から、オキシ水酸化鉄が多く存在するものと推定さ

れる。造滓成分は56。 9%と 非常に多い。とくに、Si02が44.1%と 非常に多い。Ti02は 0・ 53%、 Vも 0。 02%

と少ないが、鉄原料は砂鉄であったと考えられる。

顕微鏡による資料断面の組織には、マグネタイトとファイヤライトの結晶が認められたが、ウルボスピネ

ルやウスタイトの存在は確認できなかった。

X線回折の結果ではマグネタイト、ファイヤライトや鉱物質のピークのほかゲーサイトが検出された。

これらの結果を総合すると、資料は製錬流動滓と推定される。

③  言式料BSN 93119(SB7053)              13g

長径40mmの黒色で発泡痕の多い質量感のある児で、酸化鉄の付着が多い。着磁度は中程度である。

化学成分分析の結果では、T.Feの 含有量は54.7%、 FeOは 51.4%と 多い。逆に造滓成分は19。 2%と 少な

い。しかし、Ti02は 3。 72%、 Vも 0.20%と やや多い。鉄原料は砂鉄であったと考えられる。

資料断面の顕微鏡による観察では、ウスタイトの白い繭状の結晶が一面に存在するが、一方ファイヤライ

トやウルボスピネル等の存在は認められない。100倍の顕微鏡写真で、金属鉄が右中央に 2箇所小さいが自

く見える。

X線回折の結果では金属鉄のピークは検出されないが、ウスタイト、マグネタイト、ファイヤライト、ウ

ルボスピネルと共にオキシ水酸化鉄が存在する。

以上の結果を総合すると、この資料は精錬滓といえる。

⑩ 言式料BSN 93120(SB7108)               9g

長径40mmの黒色の発泡痕の多いガラス光沢のある溶融塊である。着磁度は弱い。

化学成分分析によると、T.Feの含有量はわずか12.4%で鉄分が羽口炉壁関係の分析値の平均約 5%に 比

べ、やや多い程度である。また、Ti02は Oo81%、 Vは0.02%で あった。当然Si02が54.5%、 A1203が 15.7%

と非常に多く含有されている。

実体顕微鏡による観察では、発泡痕のほかは目立った結晶等は認められなかった。アモルファスつまリガ

ラス状態になっているものと考えられる。

しかし、X線回折の結果では、石英関係のピークが検出されている。

以上の結果を総合し大胆な推論をすると、この資料は製錬流動滓といえる。
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⑪  言式料BSN 93121(SB7105)              13g

径約30mmの褐色で付着土が多い塊である。着磁度は弱い。

化学成分分析 では、T.Feの 含有量は30.2%で 少な く、FeOも 11.4%と 少ない。 しか し、Fe203は 30.2%

とやや多 く同時にC.W.が 3.85%と 多い。この結果から、オキシ水酸化鉄が存在するものと推定される。造

滓成分は38.3%と 比較的多 く、 とくにSi02が 27.9%と やや多い。Ti02は 0・ 42%、 Vは 0。 01%で あった。ま

た、C(炭素)の値が3.36%と 他の資料に比べて非常に高 く、製錬に用いた木炭 を噛み込んでいたためか も

しれない。低倍率の実体顕微鏡による資料断面は、ガラス状態になっているためか通常の滓組織の形では

観察されない。 また、X線回折の結果でも少量のゲーサイ トを除いて、滓成分は認められず、鉱物質成分

のみが検出された。

以上の結果を総合 しToFeが約30%も ふ くまれることから、この資料は溶融した炉壁部分か製錬流動滓と

推定される。

⑫  言式料BSN 93122(SB7220)              57g

径約30mmの 赤紫色を呈 し、片面は平滑で害Jり 欠きがある。着磁度は弱い。

化学成分分析の結果、T.Feの含有量は38。 0%でFeOは 45.7%と 多い。逆に造滓成分は33.6%と やや多い。

Ti02は 14.4%、 Vも 0.34%と 非常に多い。鉄原料は砂鉄であったと考えられる。

資料断面の顕微鏡による観察では、ウルボスピネルとファイヤライ トの結晶が観察されるが、酸化鉄系の

化合物は見当たらない。 しかし、400倍 の写真右中央の白点 として存在する金属鉄が認められる。

X線回折によると、顕微鏡による観察結果 と同様、ウルボスピネル とファイヤライ トの結晶のほか、金属

鉄のピー クが検出された。

EPMAを 用いた滓断面の面分析によると、ギザギザ したウルボスピネルの結晶 とその周 りを埋めるシ リ

カ、アル ミナやマグネシヤなどの成分が存在するのがわかる。また、Vは ウルボスピネルつまリチタニウム

が存在する場所 とほぼ同 じ所に分布することが明らかになった。なお、EPMAの 面分析では、金属鉄粒の

存在を確かめることはできなかった。

以上の結果を総合すると、この資料は製錬滓といえる。

⑬ 言式料BSN 93123(SD7032)               5g

径約30mmの 鉄銹に覆われた割れ目のある丸い小塊である。着磁度は中程度である。資料の量が少ないた

め、顕微鏡観察のみにとどめた。

実体顕微鏡による資料断面の観察では、鉱物の結晶を含む粘土で滓の部分は観察できない。

少ない情報を基に大胆な推論をすると、着磁度が中程度であることに考慮し製錬滓としたい。

⑭ 試料BSN 93124(2-2区 第 1検出面)      32g
径約20mmで濃赤紫色の 2個からなる資料である。表面に発泡痕が認められ付着した銹や土壌は少ない。検

討用資料は大きい方を使用した。着磁度は弱いが一部中程度の場所もあった。

化学成分分析の結果、T.Feの含有量は55.7%、 FeOは 57.3%と 多い。逆に造滓成分は23。 2%と 少ない。

Ti02は 0・ 43%、 Vも 0.02%と やや少ない。鉄原料は砂鉄であると考えられる。

資料断面の顕微鏡による観察では、白いウスタイトとファイヤライトの結晶が認められる。

X線回折では、ウスタイト、マグネタイトとファイヤライトのピークが検出され、その他ゲーサイトの存

在が認められた。

以上の結果を総合すると、この資料は鍛錬滓といえる。

⑮ 試料BSN 93125(2-2区 南壁セクション)    5g
長径25mm× 短径15mmの粗豚な酸化鉄と付着土で覆われた小児である。着磁度は強い。

化学成分分析では、T.Feの 含有量は36.9%で、FeOも 5.53%と 少ない。しかし、Fe203は 46。 2%と やや

多く同時にC.W.が 5。 12%と 非常に多い。この結果から、オキシ水酸化鉄が存在するものと推定される。造

滓成分は38.6%と 比較的多い。とくにSi02が 46。 2%と 非常に多い。
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実体顕微鏡 による資料断面の観察 では、鉱物の結晶を含む粘土 と滓の部分 らしきものが認め られ る。

試料⑪や⑫の化学成分分析 とも照らし合わせ、この資料は製錬滓と推定される。

⑩  言式料BSN 93126(SK7825)               1。 5g

長径20mm× 短径15mmの黒色中空で付着土の多い塊である。着磁度は弱い。資料が少ないので実体顕微鏡に

よる観察にとめた。

、実体顕微鏡による観察では、発泡による空孔ではないかとみられる孔のほかは、粘土様の鉱物質の集合体

の断面組織を示している。

これらの結果から、この資料は炉壁等の粘土といえる。

① 試料BSN 93127(3-北区検出面)       0。 8g

長径20mm× 短径15mmの酸化鉄や土に覆われ、割れ日のある小児である。着磁度は強い。資料が少ないので

実体顕微鏡による観察にとめた。

実体顕微鏡による観察では、製錬後の凝固した金属鉄が銹化 し、緻密なオキシ水酸化鉄になった様な組織

を示している。

着磁度が強いこと、組織の観察から総合 して鉄銹塊といえる。

⑩  言式料BSN 93128(SL7002)               9g

長径が25mmの礫状の黒褐色の発泡痕のある塊で、酸化鉄や土が多く付着した児である。着磁度は中程度で

ある。

化学成分分析の結果、T.Feの 含有量は53.6%と 多いが、FeOは 45.2%と 少ない。一方、Fe203は 25.8%

とやや多く同時にC.W.が 2.37%と 多い。この結果から、オキシ水酸化鉄が存在するものと推定される。逆

に造滓成分は22.1%と 少ない。Ti02は 0・ 32%、 Vも 0.04%と やや少ない。鉄原料は砂鉄であると考えられ

る。

顕微鏡による試料断面の観察では、ウスタイトの大きな結晶が認められる。

X線回折によると、ウスタイトとファイヤライトのピークのほかに弱いマグネタイト、ゲーサイ ト等の存

在が認められる。

以上の結果を総合すると、この資料は鍛錬滓といえる。

⑩  言式料BSN 93129(SK7218)              1。 5g

大きさが15mmの微小塊である。溶融部と白い斑点のある粘土の熱影響部がある。着磁度は弱い。

羽口炉壁化学成分分析によると、SiOし た264.4%、 A1203が18.1%であった。

以上の結果から、この資料は炉壁などの粘土であるといえる。

⑩  言式料BSN 93130(SK7433)              18g

長径45mm× 短径30mmの 湾曲した部分があり、スサ痕の多い熱影響 を受けた小塊である。着磁度は弱いが一

部に中程度の箇所がある。

羽口炉壁化学成分分析によると、Si02が 70。 8%と 非常に多 くA1203も 14.2%であった。

X線回折では、ほんのわずかマグネタイ トのピークと、残 りは鉱物質のみの存在が認められた。

以上の結果から、この資料は形状からして羽口であるといえる。

④  言式料BSN 93131(SB6024)              50g

赤褐色の黒色溶融部のある児 と、やや軽量で発泡痕の認め られる児の 2個からなる資料である。着磁度は

一部に強い箇所がある。

化学成分分析の結果、T.Feの含有量は51.2%と 多く、FeOも 55.5%と 多い。造滓成分は27.7%と 少ない。

Ti02は 2.07%、 Vも 0.09%と やや多い。鉄原料は砂鉄であると考えられる。

資料断面の顕微鏡観察から、ウスタイ ト、マグネタイ トやファイヤライ トの結晶が認められる。

X線回折の結果、ウスタイ トの強いピークとマグネタイ トやファイヤライ トが検出されている。

以上の結果 を総合すると、この資料は精錬滓 といえる。
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⑫  言式料BSN 93132(SD7030)               8g

長径40mm× 短径 25mmの 偏平で松の皮状の表面 をし、酸化鉄 で覆われたガラス質の資料 である。着磁度は弱

い 。

化学成分分析では、T.Feの 含有量は16.6%で 非常に少なく、FeOも 1。 15%と 少ない。しかし、Fe203は

22.3%で、C.W.も 5.04%と やや多い。造滓成分は68.2%と 極めて多い。とくにSi02が 54.7%と 非常に多

い 。

低倍率の実体顕微鏡による観察では、鉱物質粒の結晶の集合 した粘土組織であ り、その一部には熱を受け

た形跡が認められる。

以上の結果から、表面が溶融 しはじめた炉壁の一部 といえる。

④  言式料BSN 93133(SK6149)              19g

長さ40mmで25mmの酸化鉄に覆われた一部に平滑部のある資料である。着磁度は一部に強い箇所がある。

化学成分分析では、T.Feの含有量は47.7%で あるがFeOは 17.5%と 少ない。 しか し、Fe203は 48.0%で、

CeW.も 5.26%と やや多い。この結果か ら、オキシ水酸化鉄が多 く存在するものと推定される。造滓成分は

22.9%と 少ない。Ti02は 1・ 23%と 多 く、Vも 0.07%と やや多い。鉄原料は砂鉄であると考えられる。

X線回折結果から、多量のウスタイ トとマグネタイ トおよびゲーサイ ト、ファイヤライ トの存在が認めら

れた。

以上の結果を総合すると、この資料は精錬滓 といえる。

④  言式料BSN 93134(SB7291 0 No2)           58g

赤紫色をした 3個よりなる資料である。軽量で発泡痕が認められる。分析試験には長径40mm× 短径30mmの

資料 を用いた。着磁度は中程度である。

化学成分分析では、T.Feの含有量は6。 65%で非常に少な く、FeOも 2.08%と 少ない。造滓成分 は68。 2%

と極めて多 く、 とくにSi02が54.7%と 非常に多い。また、Ti02は 0・ 59%、 Vは0.01%で あった。

低倍率の実体顕微鏡によると、内部に小 さな発泡痕が一面に観察されるが鉄滓の組織は認められない。

以上の結果から、この資料は炉壁等の粘土 と推定される。

⑮  言式料BSN 93135(SB7091)               9g

全体が褐色の酸化鉄に覆われている小塊である。着磁度は一部に強い部分がある。

化学成分分析の結果、T.Feの 含有量は43。 8%で あるがFeOは 4.60%と 少ない。 しか し、Fe203は 57.0%

で、C.W.も 6.31%と 多い。オキシ水酸化鉄が多 く存在すると推定 される。造滓成分 は27.1%と 少ない。

Ti02は 0・ 27%、 Vも 0。 02%と やや少ない。鉄原料は砂鉄であると考えられる。

実体顕微鏡の観察では、鉱物質が点在する灰色 とオキシ水酸化鉄 と推定される白く見える部分 とが層状に

分布 してお り、金属鉄が長い年月の間に銹化 したと認められる。

EPMAに よる資料の面分析によると、右下の鉄酸化物がほとんどを占める領域 と酸化鉄に鉱物質が点在

する左上の領域 とが観察 される。前者の酸化鉄は一様に分布 していることから、化学成分分析でわかった

ように鉄が酸化したオキシ水酸化鉄と推定される。

以上の結果を総合すると、この資料は鉄銹児といえる。

④  言式料BSN 93136(SB7136)               7g

表面が粗彩な、熱影響 を受けたためかやや紫がかった粘土質の小塊である。着磁度は弱い。

羽 口炉壁化学成分分析によると、Si02が64.9%と 非常に多 く、A120し も17。 1%であった。粘土中のT.Fe

の含有量が7.06%と やや高 く、溶融物の付着が考えられる。

実体顕微鏡の観察では、鉱物質が点在 した粘土組織が認められ、一部には溶融はしていないが熱のために

変色 した部分が観察される。

以上の結果から、この資料は炉壁または羽回の熱を受けた粘土 といえる。

④  言式料BSN 93137(SB7150)               4g
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黒色の発泡 した児で割 り欠き面はガラス状 を呈 している。着磁度は弱い。

化学成分分析の結果、ToFeの 含有量はわずか13.2%であ り、一方Si02が54.9%と 非常に多 くA1203も

15。 6%と 高い値 を示 した。Ti02も 1.13%、 Vも 0.06%と やや多い。

低倍率の実体顕微鏡の観察では、多 くの小 さな発泡痕が資料断面に一様に分布 し、一度溶融 したものであ

る。一部に滓特有の組織 も認められる。

X線回折によると、ファイヤライ トの存在が検出され、その他鉱物質のピークも認められているが酸化鉄

化合物のピークは認められず、製錬の初期段階のものであると推定される。

以上の結果を総合すると、この資料は製錬滓といえる。

に)各資料の測定、分析、調査結果のまとめ―その 2

今回の分析・調査で明らかになった結果と考察の概略をまとめると次のようになる。

① 資料の分類 資料数

製錬鉄滓 ………………………………………10

精錬鉄滓 ……………………………………… 4

鍛錬鉄滓 *・ ………………………・……………03

鉄銹鬼  ・…………………………………………………・2

米占土 (22回 、 炉壁)**… ………………………………09

合   計 28

*鉄滓の分類は平成9年 3月 に報告した『清水製鉄遺跡』(文献 1)に 関する分析試験結果報告書

の中で定義した下記の基準に則って行った。

製錬鉄滓   ToFeの 含有量が45%以下でTi02が 7%以上

精錬鉄滓   ToFeの含有量が45%以上でTi02が 1%～ 10%以下

鍛錬鉄滓   T.Feの含有量が50%以上でTi02が 0・ 5～ 1%以下

(鍛錬滓はどちらかというと精錬滓に近い)

**粘土の分類は資料の形状や滓の付着状況によって、最終的に判断した。

② 製鉄原料について

一般に製鉄に利用された原料が砂鉄か否かを判定する場合、鉄滓にチタニウムやバナジウムが含ま

れるので、これら元素の多寡で半J断することが出来る。

今回の分析・調査では化学成分分析結果の値でわかるように、かなりの量のチタニウムやバナジウ

ムが含まれるているので、鉄原料は砂鉄であったと考えられる。

③ その他

資料の中には、その表面に水中から析出したような鉄銹が一面に付着したものが多かった。鉄銹に

小粒の金属鉄が残っている資料もあったが、鉄銹に残存していた金属鉄はかなり酸化し、オキシ水酸

化鉄に変化していた。

④ 参   考

A 鉄滓の発生を鉄の生産工程から大きく分類すると、

a製錬滓 砂鉄や鉄鉱石を還元して、酸素を取り除き、金属鉄などを取り出す時に発生するもので、

炉内滓や炉底滓および炉外流出滓などがある。
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b精錬鍛冶滓 (大鍛冶滓)aで 出来た鉄塊か ら、 さらに不純物 を取 り出 して加工 しやすい状態の鉄児
.

にする時に生成するもの。

C鍛錬鍛冶滓 (小鍛冶滓)鉄 を加熱・鍛打して、鉄製品を作っていく過程で生成する鉄滓で、その生

成過程により、椀型鍛冶滓・鍛造景J片、湯玉状鉄滓粒等の形となる。

d鋳物滓 鉄を溶解 し、鋳型に流し込んで鋳物を作る時に生成するもの。

等がある。

鉄は当初 より再加工 (い わゆるリサイクル)の可能な素材 として利用されて来たと考えられるの

で、鍛冶場には各所で生産された鉄が持ち込まれてきたと考えるのが妥当である。

素材である鉄や鉄児がどこで生産されたものか、製鉄技術の進歩の状況等については、特定製鉄遺

跡に付随する鍛冶工房や、製品としての鉄器類での追跡調査研究を進めて行 く過程でさらに解明され

ることを:期イ寺したい。

B 鉄の分析結果について

分析結果表に記載されている全鉄分 (Total Fe=T.Feと 表示)の量 と、その後に記載されている

金属鉄 (M.Fe)、 酸化第一鉄 (FeO)お よび酸化第二鉄 (Fe203)と の関係を簡単に述べ ると、後者

の 2つは酸化鉄 (鉄 と酸素の化合物)を示してお り、それらの中の鉄 (Fe)の量と金属鉄 (M.Fe)

を合計 したものが前者の全鉄分 (T.Fe)と なる。

したがって、分析値を合計する場合には全鉄分を除外して集計する必要がある。

また、酸化鉄にはこのほかにもいろいろな形態をしたものがあり、鉄滓中の鉄の成分量を見る場合

には、全鉄分 (T.Fё)が重要になる。

とくに水分 との接触が多い鉄滓には、水分 と酸化第二鉄 とが結合 したオキシ水酸化鉄 (Fe203° H2

0=2Fe00H)が生成する。その時の鉄滓の形 として、ゲーサイ ト [Goethite:α ttFe00H]、 アカ

ゴナイ ト [Akagonite:β 一Fe00H]、  レピッドクロサイ ト [Lepidcrocite:γ 一Fe00H]の 3種が

あり、生成環境や条件により変化する。

C 鉄滓の化合物について

鉄滓を構成する化合物は一般に次のようなものであり、顕微鏡写真およびX線回折の結果による

と、原則としてこれらの存在がいずれかの組み合わせで認められる。なお、このほかにガラス質の化

合物も存在する。

ウスタイ ト     :Wustite(FeO)白 色の繭玉または葡萄の房状の結晶

ファイヤライ ト   三Fayalite(2FeO O Si02)褐色針状やレース状の長い結晶

マグネタイト    :Magnetite(Fe304)白 色、多角盤状または樹枝状の結晶

ヘマタイト     :Hematite(α一Fe203)赤褐色～赤紫色

マグヘマイ ト    三Maghemaite(γ一Fe203)赤紫色～黒紫色

ウルボスピネル   :Ulvospinel(2FeO O Ti02)淡 褐色、角尖状～六角形状結晶

イル ミナイト    :Ilumenite(FeO O Ti02)短 冊状

シュー ドブルッカイト:Pseudobrookite(Fe203° Ti02)針状、板状

ゲーサイト     :Goethite(α ―Fe00H)黄 赤色銹

アカゴナイ ト    三Akagonite(β一FeOOH)黄 色銹

レピッドクロサイ ト 三Lepidocrosite(γ 一Fe00H)橙 赤色銹

ヘーシナイ ト    三Hercynite(FeO O A1203)ウ スタイト中に多く析出。胡麻粒状

このほか、石英=ク オーツ (Si02)ヽ ルーサイ ト (KAlSi207)ヽ ドロマイ ト [CaMg(C03)2]ヽ プ
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ラギオレーゼ [(Na,Ca)(Al,Si)408]等 の粘土鉱物やガラス質の ものがある。なお、色調は前記

したもの と若干異なることもある。

参考文献

1 働長野県埋蔵文化財センター他 1997年 「清水製鉄遺跡」『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書』22

第14表 篠ノ井遺跡群出土鉄滓および羽口等の分析結果

鉄滓関係                                      単位 :%(m/m)

試料No  
成分

T.Fe M.Fe CaO MgO MnO C V Cu C.W

BSN 9311l① 35.4 0.11 42。 1 3.67 19。 5 6.85 2.71 4.75 17.1 0。 78 0。 27 0.06 0.52 0。 95 0.042 0。 37 0.001 0。 25

BSN 93112 31.3 0。 11 37.3 3.14 26.2 8.79 2.01 3.95 15。 4 0。 77 0。 26 0.06 0。 86 1.05 0.078 0。 27 0.001 0。 14

BSN 93116 55。 7 0。 22 57.3 15。 6 17.8 4.11 0。 89 0.60 0。 31 0.07 0。 28 <0.01 0.37 1.21 0.069 0.01 0.005 0。 99

BSN 93117 44.3 0。 11 24.5 24.8 27.4 8.33 2.24 1.85 0.50 0。 14 0。 21 <0.01 0.63 0.61 0。 19 0.02 0.018 2.89

BSN 93118 25.5 0。 17 13.2 21.5 44.1 8。 96 2.87 0.99 0.53 0。 14 0。 70 <0.01 1.54 2.78 0。 26 0.02 0.013 2.26

BSN 93119 54.7 0.34 51.4 20.6 11.9 3.55 2.11 1.62 3.72 0。 25 0。 38 <0.01 0.36 0.53 0.17 0。 20 0.011 1.47

BSN 93120 12.4 0。 45 4.96 11.6 54.5 15。 7 3.33 1.53 0.81 0。 20 0。 37 <0.01 2.43 3.77 0.073 0.02 0.002 0.27

BSN 93121 30.2 0.22 11_4 30.2 27.9 6.83 2.30 1.28 0.42 2.68 0.52 <0.01 1.41 0。 63 3.36 0.01 0.001 3.85

BSN 93122 38.0 0。 45 45。 7 2.90 21.5 7.05 1.80 3.25 14。 4 0。 71 0。 29 0.04 0.77 0。 74 0.028 0.34 0.001 0。 12

BSN 93124 55。 7 0。 11 57.3 15.8 17.4 3.85 1.27 0.66 0.43 0。 10 0.40 0.02 0.54 0。 93 0.081 0.02 0.009 0。 95

BSN 93125 36.9 0。 28 5。 53 46.2 29。 4 6.86 1.37 0.92 0。 40 0.06 0.33 <0.01 1.17 0.58 0。 47 0.01 0.002 5。 12

BSN 93128 53.6 0。 45 45.2 25。 8 17.5 3.21 0.86 0.56 0.32 0.07 0。 75 <0.01 0.52 0.64 0.28 0.04 0.002 2.37

BSN 93131 51.2 0.17 55.5 11.3 20.1 4.36 1.90 1.37 2.07 0.17 0。 47 0.01 0.60 1.55 0.054 0.09 0.007 0.56

BSN 93132 16.6 0.11 1.15 22.3 54.7 9.83 2.66 0。 98 0.42 0。 11 0.43 <0.01 1.25 <0。 1 0。 11 0.02 0.031 5.04

BSN 93133 47.7 0.50 17.5 48.0 17.3 3.83 0。 92 0。 80 1.23 0。 11 0。 93 <0.01 0.43 0.45 0。 49 0.07 0.009 5.26

BSN 93134 6.65 0。 11 2.08 7.04 65。 6 15.8 1.67 0.61 0.59 0。 10 0。 17 <0.01 2.82 2.69 0.053 0.01 0.001 0.36

BSN 93135 43.8 0.39 4.60 57.0 20.4 5.15 0。 91 0。 60 0。 27 0.05 0。 91 <0.01 0.64 0.42 0.61 0.02 0.030 6.31

BSN 93137 13.2 0.28 4.96 13.0 54.9 15.6 2.77 1.44 1。 13 0.24 0.51 0.02 1.83 2.82 0.059 0.06 0.003 0。 27

羽口炉壁関係 単位 :%(m/m)

試料   
成分

C MnO MgO T.Fe CoW

BSN 9311l② 0.082 65.7 <0。 1 18.5 1.04 0.64 0.82 1.00 1.95 5.60 0.83 0。 73

BSN 93113 0。 28 62.2 0.21 18.1 3.36 1.81 0.87 2.13 1.47 5.31 1.07 0。 98

BSN 93115 0。 22 62.4 0.19 18.1 3.36 1.70 0.85 1.90 1.56 5.00 1.03 0。 96

BSN 93129 0.091 64.4 0.22 18.1 2.17 0.71 0.80 1.79 2.18 5.40 0.56 0。 58

BSN 93130 0.080 70.8 <0。 1 14.2 1.23 0。 48 0.44 2.22 3.14 3.97 0.58 0.52

BSN 93136 0.080 64.9 0。 17 17.1 1.19 0。 71 1.18 0。 72 1.87 7.06 0.67 0.50

註 試料記号の出土遺構については、各資料の考察に示 してある。
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第 7節 石製品について

一 弥生時代 中期後半以前の石器群 について一

1 石器群 の個別的研究

(1)器種型式各論

① 原石・石核

原石として確認できた資料は、いずれも風化面に覆われた法量の小さな転石である。これに対し石核は

法量が大きく、重量の′点で原石を上回っている。このことは景J片景j離に用いられた主たる母岩が、転石よ

りもむしろ採掘岩であった可能性が高く、30gを超えるような石核が複数認められる点は注目できる。争J

片争J離には核素材と景J片素材の 2者が用意され、打面の調整はなく、専ら転移により作業面を拡大してい

る。転移は90度 を基本とし、最終的な景J離痕跡から判断すると横長の最J片 を生産したものと考えられる。

② 争JttA類

挟み撃ちによる両極景J離痕ある景J片 に対し、上下両端部の形態から6つに類別した。今回は類別の有効

性や石器として抽出すべき属性を見いだし得ず、争J片争J離法中にも同様な技術は確認できなかった。黒曜

石以外ではチャー トと頁岩があり、いずれも10g以上の大形品で、用途上の差異が考えられる。

③ 石 鏃

打製石鏃の85%を 黒曜石が占める。有茎式は52′点95%で、凹基式が主体。その内、側辺に翼状の張り出し

部を持つ飛行機鏃は45%あ り、型式的には縄文時代晩期終末の様相 (埋文セ1994a)が濃い。ただし、張 り

出し部退化型の存在や、先端部の屈折する五角形鏃、茎部幅が大きいなどの点から判断すれば、弥生時代中

期的な色彩が強い様に看て取れる。篠ノ井遺跡群―聖川堤防地点― (註 1)と ほぼ同内容を示すものであ

り、茅野市御社宮司遺跡 (氷 I式相当)と 長野市松原遺跡―中野更埴線道路― (栗林Ⅱ式中段階)出土例 を精

算した間、すなわち晩期最終末から中期前半ないしは後半頃までに位置付けることのできる資料 と考えら

れる (長野市教育委員会 1992、 県教委会1982、 長野市教育委員会1993)。 側辺張 り出し部位置に基づ き、該期

の細別形式を整理すると、晩期終末 (氷 I式相当)ま では、それが全長の1/2程度を占め (イ 類図版228-4～ 7)、

氷Ⅱ式相当以後に1/2を 下回る例 (口 類図版228-809)が増加する。H式以後弥生時代中期前半までは、張

り出し部位置がさらに退化 し、脚部端にわずかに認められる例 (図版228-10～ 17)が主体 となり、中期後

半 (栗林式の成立段階)に は張 り出し部がほぼ消滅する (図版228-18～ 32)。 凹基無茎式は 2点 あり、その

内 1点 (図版229-36)の 資料は当該地域では余 り例のない大形の五角形鏃である。また玄武岩 (サ ヌカイ

トP)製で先端部のみ出土した図版229-37も 材質・形状の面で、やはり当地域には類例がない。松原遺跡

で確認された石英質安山岩 (下 呂石)製の石鏃 と同様な在 り方と理解すれば、東海地方以西の所産 となろう。

法量は大きさから通常 4区分できる。本遺跡では1.5～ 2.5cmの 中形例が主体である。長さ3.Ocmを 超え

る特大例は、磨製石鏃の範囲と大方一致するが、長幅比で 3三 2よ り長さの比が長い、あるいは幅が狭い

点に違いが認められる。

磨製石鏃は幅2。 Ocm・ 重さ3。 Ogを超える大形品で、上述の五角形鏃 (No36)と 形態的に類似する。先端

の開き角は80度以上で、屈折様を呈し、長幅比 3三 2よ り幅が大きい。こうした特徴を持つ形式は、当地

域の磨製石鏃中でも稀であり、所属時期は判然としない。県内で最も古い伴出例である中期初頭の土器と

伴出した岡谷市中島A遺跡K・ L地区出土例 (埋文セ1988)か ら判断すると、その内の1点 と同様な特徴
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を持つようにも判断できる。中期後半の松本市県町遺跡 (栗林式新段階)出土例と比較すれば、すべて細

みで長幅比 3:2よ り幅が狭い (松本市教育委員会1990)こ とから、別形式の存在を指摘できる。しかし

ながら、上田市岳の鼻遺跡からは同様な形式的特徴を持つ資料が出土しており (上田市教育委員会1994)、

後期後半 Pに位置付けられるのであれば、一概には古出形式であると判断はできない。未完成品は粗い全

体成形に一部研磨が伴う段階の例だが、頁岩製で完成品とは材質を異にしている。 1点 ある平基無茎例

(図版229No42)は 当地域に類例を求められない。やはり東海以西との関連で考えるべき資料であろう。

④ 打製石斧

材質はその80%を頁岩絣占板岩)が占める。全体の形状をB類 (台形状≠撥形E類 )に 整える例が最多で、

形式率では縄文時代晩期終末の延長にある。B類は縄文中期以降、組成に一定量組みし、晩期終末の御社

宮司遺跡(51%)や屋代清水遺跡(県教委会・更埴市教育委員会1992)では、組成の主体となっている。北信

地域の弥生時代中期後半には、B類はおろか打製石斧と認定できる資料が皆無に近い状態にあり、該期の代

表的な遺跡である松原遺跡(0)や中俣遺跡(4%)で もほとんど確認されていない(長野市教育委員会1991)。

したがって本遺跡の打製石斧は晩期終末から中期前半頃までに位置付けることが妥当と判断できる。

法量は大きさから通常 4区分できる。本遺跡は9。 0～ 12.Ocmの 中形例が主体であるが、長さ14。 Ocm・ 幅

6.Ocmを 超える特大例も存在する。図版232-15は 29。 3× 11。 3cm、 1,630gを計り、SD5003(弥生中期後半)

より、図版3-1(栗林 正式)土器と近接して出土している (第 4章第 3図 )。

使用は63%の刃部に摩耗痕が観察され、その型は土に対する使用例に類似する。刃幅はA類で5.Ocm、

B類で6.0～ 9.Ocmを 計測し差異があるが、痕跡の範囲、特にその長さには類別による違いは認められな

い。器体胴部上半に括れる資料がないことと考え合わせると、装着法は膝柄ではなく直柄であった可能性

があり、突き掘る作業が想定できる。つまり本遺跡では短冊形A類 と撥形B類に用い方の違いが認められ

ず、むしろその用途・対象物 (土壌など)の違いにより生じた形態差と判断できそうである。

⑤ 磨石・凹石・敲石

形態上、円形・楕円形などの類別を想定できるが、本項では長さと幅の属性差に基づき、長幅比から円

形状の I類 (1三 1～ 3:2)と 棒状のⅡ類 (3:2以上)に 区別した。 2三 1を超える長さの属性は棒

状の敲石に相当する。材質では安山岩が全体の70%近 くを占めている。縄文時代の磨石類は法量上、 3
～4区分できるが、篠ノ井遺跡群では7.Ocm以上11。 Ocm未満 (a類 )、 6.Ocm以上7.Ocm未満 (b類 )、 4.Ocm

以上6.Ocm未満 (C類 )、 4.Ocm未満 (d類)に 区分し、それぞれに扁平率 (指数0.55)か ら薄い 1類・厚い

2類 を区別した。 a類は手に握る磨石 (す りいし)、 b・ C類は手で掴む擦石≒磨石 (す りいし)、 d類は

手に掴む「玉石」 (た まいし)ほかに相当する (町 田1995)。 摩耗面は表面全域に認められ、片面のみの使

用例が56%あ る。敲打面 (凹 み)を主体とする所謂凹み石は、磨石の1/5程度の割合である。痕跡の形状

ではアバタ状の 2類が最も多く、すり鉢状を呈する4類がこれに次ぐ。敲石の類別は法量上 4区分した。

長さ11。 Ocm未満の小形例は、棒状Ⅱ類 (3:2～ 2:1)の磨石類と区別が困難な範囲にある (第42図 )。

また敲打部の類型では上下両端に敲打のあるア類が58%あ り、いずれも摩耗面を伴うCOd類である。敲

打部に摩耗面を伴う例は縄文時代には確認できない。

以上を縄文時代後期の北村遺跡例 (埋文セ1993)と 比較すれば、磨石類に占める凹み石の率が低い点、

磨石の使用面が片側主体である′点などの特徴が伺える。さらに棒状Ⅱ類の率が高いこと、敲石の比率が28

%と 高率である点などが指摘できる。またア類が過半数を占める点や摩耗面COd類の存在は弥生時代的

特徴と言える。石器残存数量比中に占める磨石・凹石・敲石の割合は、晩期終末の御社宮司遺跡で9.9%、

篠ノ井遺跡群では43%、 弥生時代中期後半の松原遺跡では3。 2%である。篠ノ井遺跡群での数量が時代の

前後と比較してかなり高いことが解る。北信地域の縄文時代終末から弥生時代中期の遺跡では、10%を 超え
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る数量が出土す ることは、これ まで確認 されていないので、ひ とり篠 ノ井遺跡群 での特異性が指摘 で きる。

⑥ みがき石・玉石

本器種は、表面に観察できる擦痕・線状痕あるいは光沢痕をもって類別した。法量上の類別は磨石類に

準じるが、玉石の大半が磨石 d類に相当するため、さらに大きさから3区分した。擦痕・線状痕の顕著な

「みがき石」は大きさにばらつきがあり、一定していない (第45図 )。 形状の変形した例が多く、円盤状あ

るいは棒状である。縄文時代での確認例はほとんど知られていない。御社宮司遺跡では報告例がなく、松

原遺跡には「ミガキ石ほか」 5点 (0。 8%)の 出土がある。篠ノ井遺跡群一高速道地点一では29点 (2.7

%)存在する。松原例は篠ノ井にほとんど認められない中期後半 (栗林式新～新々段階)を主体 としてい

るので (寺島1993)、 存在比から推定すれば、松原以後、具体的には後期 (箱清水式段階)の所産とした

ほうが適切なのかも知れない。実験例として箱清水式土器製作に用いられたとする指摘もある (埋文セ

1994b)。 元素分析の結果、それを裏づけるデータは得られなかったが、器面に赤色付着物の確認できる

例 (図版262-6)が存在している。

「玉石」はそのほとんどが光沢面に覆われ、2.Ocm前後の円形のチャー ト材を主体とする。元素分析の結

果では、動物性有機物の付着が確認されている (第 7節 9)2)。 状況から類推すれば、動物内に取り込ま

れた「胃石 P」 と考えることも可能であるが、類例に乏しく判断は難しい。

⑦ 台石・石皿

形態は方形状の例に限られる。全て安山岩製で板状の素材である。素材の粗害J・ 整形は厳密な意味で確

認は難しいが、側面の状態から判断すれば、転石の直接利用 (1種)が主体である。いずれも明瞭な皿部

を形成しない。法量上は2.Okg～ 6.Okgを 超える例が主体である。縄文時代の北村遺跡例が2.Okg以下であ

ることから判断すれば、居住地での固定は濃厚である。表裏両面使用例が約 7割ある。

③ 刃器

素材となる争J片 の材質に基づき、大形と小形 2種に大別し、製作技術的な特徴により、およそ 5種類に

細分した。景J片無加工の 1類には、半月形状 a類 と長方形状 b類・石鎌状 C類がある。貝殻状の割れ口を

明瞭に残し、俗に「 1次 (1枚 目の)景J片」と呼ばれる資料と、表面での自然面占有率の低い「 2次 (2

枚目以降の)景J片」と呼ばれる資料がある。広義には横刃形石器の範疇で扱われることが多い。 a類での

1次的な景J片例 (図版246-17～ 19)と 2次的な景J片例 (図版246-14～ 16)の内、前者は千曲川流域での報

告例に乏しい。反面、南信地域には比較的多く確認されている型式で、実験使用痕観察を行った御堂島

1990の論考によれば、イネ科植物の切断具の可能性が高いと言う。今回本遺跡群の資料では、それと判断

できる明瞭な痕跡は認められていないが、砂岩製であるNo17 0 18な どは、石材・形状ともに当該地域では

異質な資料である。法量は7.Ocm以上の中形例が主体で、長幅比は1:1に近い値を示している。

b類は多くを2次的な争J片 により占められ、直刃・片刃で、 1類刃器の主体となっている。茅野市御社

宮司遺跡や長野市鶴前遺跡SD09出土の資料と同様な傾向にあり、晩期終末以降の形態的な特質を示して

いると考えられる (埋文セ1994a)。 長野市中俣遺跡で報告された「光沢痕ある石器」(Pl12)の 大部分は

本類に相当する。法量は大形～小形まで様々である。7.Ocm未満の小形例には明らかに光沢痕の認められ

る例 (図版245-7～ 9)があり本型式中のある一群がイネ科植物の切断に用いられた可能性を指摘できる。

C類は長幅比で3:1前後を示す所謂石鎌状を呈する資料である。基本的に景J片無加工例を本類とした

が、刃部相当箇所には細かな景J離痕跡が観察できる。景J離痕の形状は不規則でキーリー1980年 の Cま たは

eタ イプ、一種の「刃こぼれ」と判断できる。刃長で a・ b類の 2倍 (約14.Ocm)を 測り、刃角で20度程

大きい値を示す。 6′点中 5′点が内刃である。法量は13.Ocm以上の特大例が主体。使用痕は不明瞭で、刃部

の景J離痕中には観察できない。基部の一部にB(木)あ るいはC(骨 )タ イプ類似の痕跡が認められた
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が、観察は不十分である。

争J片 に加工を施す 2類には、 a切断 Ob背部加工・ C刃部力日工・ d刃部研磨の 4種がある。 a類は安山

岩の板状余J片 を用いた当地域では弥生時代中期に特有な刃器である。斎野1992の 論考による「大型板状安

山岩製石器」の一部に相当する。当地域の出現時期は定かではないが、中期後半 (栗林Ⅱ式期)の松原遺

跡には確実な例がある。これまで篠ノ井遺跡群関連の調査には報告例がなく、今回高速道地点で初出とな

る。計11点 の収集があるが、所属時期を限定できる資料に欠ける。SB7268では大形例 (図版247-28)が

Ⅱ2C類の磨製石斧 (図版256-16)と 共伴 し、出土位置が不明瞭ながら図版11-6(栗林 正式)土器を伴出

する可能性がある (第 4章第 2図 )。 「切断」の技術的行為が介在 したか否かは、11点程度の数量での判断

は難しいが、いずれの資料 も大小の違いはあれ、おおかた三角形状あるいは台形状を呈することは間違い

ない。図版247-27な どは、一部に景J離加工を施し基部あるいは装着部を意識的に作出している。この形状

を基本形 と判断すれば、No22～ 26の形態は不定形ではな く、ひとつの形式 と捉えることができる。この

時、形式を生成するに用いられた技術を端部の折 り取 り「切断」 と解釈 し、本類の特徴 とすることもでき

る。法量は特大～小形まで各段階の例があり、それぞれに同様な「ろう状光沢」が認められる。使用痕観

察の結果は、Aタ イプの痕跡が確認でき、イネ科植物に関わる作業を想定できる。この場合、18cmも の長

さを示す特大例 と7.Ocm以下の小形例では、使用方法に差異が予想されるが、具体的な結論は示せない。

b類は表面に自然面を残す「 1次争J片」で、背部 (基部・装着部)に加工を施した資料である。加工の

状況は上述の a類 (図版247-27)に類似しており、刃器の一種 と判断した。しかしながら、 2′点のみの収

集であり、形態的な類例は管見の限りない。また使用痕 も確認できなかった。

C類・d類は刃部に加工または研磨を施す資料である。 C類は縄文時代に通有な掻器 (図版250-45046)

に該当する。端部に片面側から連続した加工を施 し刃部 を形成する。刃角は平均で56度、法量では大形

～小形の段階がある。使用痕は不明瞭であった。

d類は形状的にはlb類 とほぼ同様な範疇に入るが、景J片端部に研磨 (あ るいは摩耗)が施されたこと

によりlb類 より抽出した。大 きさは7。 Ocm未満の小形例に限られ、厚さは平均で0.7cmと 他 より1/2程度薄

い。図版245-1～ 4は 刃縁 と平行に研磨が施 され、刃先は鋭 い。大町市来見原遺跡 (大町市教育委員会

1988)に 同様な資料があり、所属時期は中期前半 (黒色土下部)である。町田1994の論考では「景J片刃器

2」 に相当し、大旨中央 (部)高地の中期初頭～前半期に認められる資料 と考えられるが、使用痕観察では

良好な結果は得 られていない。図版245-5は 刃縁に直行する形で線状痕が観察でき、刃先は鈍 く丸みを帯

びる。これまで県内には報告例がないが、愛知県朝 日遺跡 (愛知県埋文センター1993)の分析では I種

Ab類、加工具 (工作・紡績関連用具)と された資料に類似する。図版245-6は 刃縁端部のみに研磨 (摩耗 )

痕跡が確認でき、人為的と言うよりは、むしろ使用結果 としての摩耗 と考えられる。朝 日遺跡の I ttAa

類、加工具 (工作関連用具)に類似する。

3類は石鎌状を呈する資料で、lc類 とは加工の有無により大別した。加工の部位は基部・背部にわたり

両面側から施され、全て打製。図版249-34～ 36は 刃部先端を欠損 した例、37～ 39は 基部を欠いた例であ

る。特大・大形・中形の 3群があり、特大では18cmを超える資料 (図版250-410図版251)も 存在する。長

幅比は 3:2～ 2:1で、lc類 よりも幅広である。刃部平面形は特大で外湾刃が、中形で内湾刃が主体で

ある。打製の形態としては山口県綾羅木郷遺跡 (下関市教育委員会1981)あ るいは島根県西川津遺跡 (島

根県教育委員会1989)の 資料中に類似例があるが、中部 日本以北での類例は知 らない。使用痕には2a類

と同様な「ろう状光沢」が観察でき、イネ科植物に関わる作業が想定できる。18cm以上の短刀状を呈する特

大例 と13.Ocm未満の石鎌身状の大・中形例には使用方法の差異が予想されるが、具体的な結論は示せない。

4類は打製石包丁 と呼称される資料で、刃部・背部、さらには両側辺の加工に特徴がある。全体形は方
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形状に整え、刃部は両面加工により形成、直刃主体である。法量は長さ13.Ocm～ 7。 Ocmの 大形・中形に属

し、長幅比 2三 1～ 3:1の範囲にある。打製石包丁には本類のほかに両側辺に扶 りのある形式「扶入打

製石包丁」が存在するが、本遺跡を含め千曲川流域には、これに相当する資料はない。 5類の磨製石包丁

と比較すると、最大幅でほぼ同様な値 を示 し、厚さの点で0.7cm、 刃角で13度 ほど大きい。また長さの点

で2.Ocm、 刃長では4.5cmほ ど小さな値を示す。すなわち 4類器種の特徴は、丈が短 く厚手・重量があり、

刃が短 く鈍い・頑丈などの′点にある。このことが、従来「打製石包丁」として型式設定されてきた資料の

属性を統括するものではないことは言うまでもないが、形態的には南信地域あるいは中部瀬戸内地域の打

製石包丁と若干の違いが認められることは事実である。本類中、図版252-47048な どは左右対称性に欠け、

一部に扶 り状の加工が存在することから、むしろ石鎌状を呈する3類の類型に属する可能性 もある。また

図版252-49050の資料が、形態上、弥生後期に出現する鉄鎌に類似 していることも一考を要する。使用痕

は御堂島1989の 論考では実験使用痕観察から、イネ科植物に関わる作業を想定 しているが、本遺跡の場

合、明瞭な「ろう状光沢」および使用痕跡は確認できなかった。

5類は磨製石包丁。形態には 2種あり、外湾刃の杏仁形 (図版253-708)と 直線刃の半月形 (図版253-

4～ 6)がある。刃部は全て対称性の強い両刃で、体部に反 りはない。両者形態の時間的位置付けを県内の

既出資料から判断することは難しいが、中期前半以前と後期には直線刃半月形が主体であり、中期後半の

栗林Ⅱ式期は杏仁形が主体 となる (町 田1994)。 本遺跡中の資料では、図版253-4が中期前半以前に、図版

253-3が中期後半の、図版253-6が中期後半～後期に主体的な形式と判断できる。実際の出土状況では、図

版253-4は SB7276か ら出土し、中期初頭 と考えられる壷形土器 と伴出の可能性が高い。また図版253-3は

未完成品ではあるが、中期前半のSB7272か ら出土している (第 4章第 2図 )。 石材は安山岩・頁岩 (≒粘

板岩)を用いるが、形態別選択は行われていない。製作関連資料 (図 版253-1～ 3)は頁岩にのみ認めら

れ、景J片 を全体整形する段階 (図版253-1)と 表面研磨の段階 (図版253-203)の資料がある。穴部の穿孔

段階の例はないが、図版253-7の失敗例 を参考 とすれば、敲打を伴わない回転穿孔のようである。また、

欠損後に加工を施 した例に図版253-507が あり、共に欠損面を研磨 している。背部などに敲打の痕跡は認

められない。法量は13。 Ocm～ 11.Ocmの 大形に属 し、長幅比 2:1～ 3:1の範囲に分布する。打製石包丁

に比べ、分布のバラツキは少ない。使用痕はAタ イプ、特にコーングロス・パッチの発達が著 しい。

⑨ 石錐

軟質な黒曜石 (43%)と 硬質な安山岩 (29%)が主な材質である。形態は景J片 の端部をそのまま使用す

る 1種が57%と 主体を占める。加工を伴 う2種 も全体的な整形に乏しく、機能部のみの部分的な加工であ

る。中部 日本の晩期終末形式は、厚みのある棒状 (≒両端の尖る紡錘形)が主体を示す (町田1990)が、

加工が粗雑で厚みのある2類 (≒ 円錐形)は、縄文時代晩期終末以後、主たる形式として弥生時代まで残

存して くる (図版229-43044)。 石器残存数量比中に占める石錐の割合は、晩期終末の御社宮司遺跡5.5%

に対 して、篠ノ井遺跡群―高速道地点一ではわずかに0.6%、 弥生時代中期後半の松原遺跡では3.4%で あ

る。御社宮司遺跡の石錐は62点全てが黒曜石製であり、松原遺跡では21点全てが頁岩 (≒粘板岩)な ど黒

曜石以外の材質である。以上を、遺跡間の編年的序列の中で解釈するならば、篠ノ井遺跡群を狭間に晩期

終末 と弥生時代では特定形式の安定化 と、材質の転換を予想することができる。また法量の上では、長さ

3.Ocm以下の小形例 と5.Ocm以上の大形例 2者があり、大形の出現も該期の特徴の一つであると言える。

⑩ 磨製石斧

石材は豊富で12種類の岩石を用いている。本遺跡で最 も多彩な材質使用器種である。ただし数量はいず

れも1点程度で、主体 となるのは硬質で比重のある閃緑岩 8点 (21%)0は んれい岩 8点 (21%)である。

閃緑岩には敲打段階の未完成品 (図版254-1)が ある。型式的には長さで8。 Ocm・ 厚さで3.Ocm(扁平率で幅
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厚比0.55)・ 重量で300g以上の両刃石斧を伐採斧 とし、弥生系の所言胃大型蛤刃石斧は厚さで4.Ocm・ 重量で

600gを 超え、刃角が80度 を上回る資料 を呼称 した (図版254～ 255)。 頭部の形状には 3種類認められる

が、尖頭状を呈する例 (図版254-4)は 遺跡での出土数が少なく、弥生中期後半以前に消滅 したと考えら

れる形式である。円頭状・直頭状を呈する例は、千曲川流域の該期遺跡では中期後半に主体 となる形式で

ある。また法量上 2類 とした加工斧 (図版256-18～ 22)は、まさに縄文時代の技術的形態的な形式を表現

していると思われる。大形例の中には、欠損後再利用したと考えられる資料があり、「石杵 (槌 )」 様を呈

した資料 (図版255-7)、 「楔」状を呈した資料 (図版255-809)で ある。「石杵 (槌 )」 様の資料は、長野市

松原遺跡・中俣遺跡・佐久市北西の久保遺跡 (佐久市教育委員会1987)な どに類例があり、千曲川流域の

中期後半の諸遺跡から出土することは珍 しくない。使用方法は定かではないが、松原遺跡―高速道地′貞―

から出土している赤色塗彩用のベンガラを粉末にした道具 (埋文セ1994b)と 使用面が類似 してお り、本

例 もそうした用途であった可能性は高い。今回顕微鏡観察は実施 していない。

片刃の石斧類は全て加工斧であったと考えられる。弥生時代の扁平状 と柱状は扁平率により区分するの

が一般的であるが、本稿では便宜上、長幅比によって類別を与え、1:1～ 5:2ま でを扁平 (図版256-10～

15)に、5:2な いしは 3三 1以上を柱状 (図版256-16)と した。法量では12.Ocm以 上の大形例に属する資料

が 2′点(図版256-10011)と 8.Ocm未満の小形例が 4′点(図版256-12γ 15)あ る。柱状例は5.Ocm以下の極小例

1点のみである。県内で大形に属する扁平片刃石斧は、現在のところ中期後半以前は不明確である。本遺

跡ではSK8167で両刃石斧 (図版254-4)と 共伴 しているが、詳細な時期は掴めていない (第 4章第 3図 )。

使用痕は両刃石斧 と片刃石斧に線状痕の形状差が認められたが、何に起因するものかは判断できない。

⑪ 祗石

砥石は材質 (粒度)の違いにより、粗砥石から仕上げ砥石 までの使い分けが想定でき、本遺跡では粒度

の細かい頁岩系とそれの粗い砂岩系に 2分 して考えた。116点 に及ぶ資料が収集されてお り、型式的には

河原石 をそのまま使用 したと考えられる I類 と加工を伴い方柱状に仕上げたⅡ類に区別することができ

る。 I種 1類 (21点 )は砂岩系に限られ、県内では弥生中期後半に特徴的となる形式である。 H類 (53

点)は 目下、後期以降に出現する形式 と考えられ、中期段階での確実例はない。松原遺跡を分析 した久保

は、篠ノ井遺跡群一聖川堤防地′点一の石器を総括する上で、祗石は「最 も多くを占めている。が～本時期

の遺構か らは本器種は出土 しておらず、本来の組成 を知 るうえでの障害 となっている」 (P271、 久保

1993)と まとめた。高速道地′貞も、まさに同意である。この点が篠ノ井遺跡群の石器残存数量比率の最大

の欠点であり、現状ではH類例を時期的に後期以降の所産 と考えるのが最も妥当なところである。Ⅱ類は

その形態を扁平率に基づいて、肉厚 (断面が正方形状)な a類 と扁平 (断面が長方形)な b類に区分 し

た。 a類が53%で b類が47%と ほぼ同数ある。また I・ Ⅱ類を使用状況から、具体的には砥面形状の変化

を観察 しくその頻度 (砥面の湾曲度)に基づいて 2類に区別 した。平坦なア類が37%、 湾曲したイ類が20

%である。H類のみではア類が10%、 イ類が16%と その多くは使用頻度の弱い資料である。

法量上、大・中・小に 3分し、Ⅱ類は大形・中形に、 I類が小形に主体がある。ただしI類中 3類 とし

た例は、台石状の置き砥石であり大形・中形に属する。

本遺跡には製作工程を推定することのできる資料が含まれている。図版257に 図示 したが、これより工

程復元を試みると、まず砥面となる一つの側面を研磨あるいは簡単に使用 した後 (材質の見極め)、 大形

の景J片 を分割・争J取する (素材の獲得、図版257-1)。 次に景J片 に切断・打ち欠きなどの加工を施 し (全体

形の成形、図版257-2～ 4)、 第 3に分割・景J離面を研磨 し、仕上げに至る (整形、図版257-5～ 8)。

使用状況では表裏 2面 を使用する例が主体であり、側面使用例の割合 も高い。また溝状の砥面を合わせ

持つ例がおよそ 4割ある。研磨対象は定かではないが、Ⅱ類が金属製品用である可能性は高い。砥面の観
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察 は実体顕微鏡 による粒度観察 のみ実施 し、砂岩系の粗粒 (PL233-4)・ 凝灰質砂岩の中粒 (PL233-5)・ 頁

岩系の細粒 (PL233-6)を 撮影提示 した。

註 1 文中、但し書きのない限り篠ノ井遺跡群は聖川堤防地点 (長野市教育委員会1992)を 、松原遺跡は中野更埴線道路

(長野市教育委員会1993)の 発掘成果を示す。尚、文中の文献名につき、長野県教育委員会は “県教委"、 長野県埋蔵文化

財センターは “埋文セ"で表記している。人名については敬称略。
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は)使用痕分析

1 使用痕の観察 (PL226～ PL233、 第50図～第72図 )

石器表面での確認が予想できる使用痕跡に関しては、1991年向六工遺跡 (埋文セ1993)の 整理時より、

以下 3段階 5項 目で観察を実施 してきている。 1段階一肉眼観察、 2段階=機器観察 (低倍率法)拡大鏡

(ルーペ)観察・実体顕微鏡観察、 3段階―機器観察 (高倍率法)金属顕微鏡観察・走査電子顕微鏡観察であ

る。 102段 階は使用痕跡の有無 とその範囲確認を主眼とし、 3段階で痕跡の種類を検鏡 している。痕跡

タイプの認定については、当センターに実験結果に基づ く比較試料がないため、積極的なタイプ分類は実

施せず、観察写真の提示 と既出論文 (阿子島19890山 田1987ほ か)に照合 した若干の推定に留めている。

また金属顕微鏡で確認できた痕跡は、SEM使用による1000倍 までの高倍率観察を併用 し、同時に表面10

μmの元素分析を実施している。元素分析に関しては試験段階にあり、センター独 自に分析結果を蓄積 しつ

つある。

① 石鏃 (PL226-1～ 3)   .

顕微鏡の観察倍率は100倍 とし、一つの試料に対 して、表面のみ 1面、石鏃中軸線上を主に観察 した。

観察時間は 1点 につき1分程度である。観察結果の内訳は第643表に示 した。打製石鏃における先端部付

近の観察では、未製品ないしは失敗品を除く数で14′点 (33%)の 資料に以下の痕跡が確認できた。ア先端

部欠損・イ微細な景J離痕 (PL226-labc)・ ウ摩耗痕 (PL226-2abc)・ 線状痕である。アは実際的には肉眼

で確認できるレベルから顕微鏡で観察できるレベルまでの範囲が想定されるが、ここでは後者に限り5′点

確認している。イは鏃先端部から中軸線に沿って深 く扶 り込むように形成された景J離痕跡であり、御堂島

1991の 論文によるCa類 に相当する。ウは石錐先端部に観察できる痕跡とは明らかに違 う摩耗状態を示す

が、その発生原理については不明である。基部の観察では16点 (38%)の 資料に、ウ摩耗痕・線状痕

(PL226-ldef)・ 工付着物が確認できた。ウは景J離稜線上の摩耗または景J離面に及ぶ線状痕であるが、装着

により生じたものか否か、判断基準に欠ける。付着物に関しても矢挟み等の装着状況を裏付けるようなシ

ルエットを示すものではなく、不確実である。同様な状況は未製品と類別した資料の基部にも認められ、

ウが 3点・工が 4点 (PL226-3abc).観 察できた。未製品に対 しては、これまでに縄文時代の遺跡例 (明

科町北村遺跡では未製品の20%)で確認しているが (埋文セ1993)、 先端部の痕跡については認められて

いない。また磨製石鏃には先端・基部 ともに痕跡はいっさい確認できなかった。

② 石錐 (PL226-4)

顕微鏡の観察倍率および観察法は石鏃に準 じる。観察結果の内訳は第651表に示 した。先端部付近の観

察では 6′点 (86%)の 資料に、摩耗痕 (PL226-4abc)・ 線状痕が確認できた。摩耗痕は肉眼で十分確認で

きる程度に発達 しており、器種の認定 と痕跡の確認は容易に行えた。摩耗状況はその頻度により、ア景J離

面の細かな潰れ・イ線状痕に大別できる。痕跡の種類 と石錐形態には相対関係があり( 1種 にはイが、 2

種にはアが強い結びつきを示 している。特にアは、かなり硬質な対象物 (石製品など)を推定できる。観

察結果は、遺跡内より得 られた穴部を有する資料 (磨製石鏃・磨製石包丁・土器)と 比較し、第53図 に示

した。計測は錐部に確認できた痕跡の最大幅 (外径)と 痕跡の先端部幅 (内径)を穴部資料の外径・内径

とそれぞれに比較した。これによると、 1種 と穴部を有する資料 との隔たりは大きく、 2種 とそれらの大

きさとはほぼ一致している。 2種A類に観察できるアの状況 (PL226-4abc)・ 材質が黒曜石であることか

ら推察すれば、穴部の穿孔ではなしに、穴部の研磨作業を担っていたものと考えられる。使用の意味にお

いては研磨具 と言える。 1種 またはイ類に対応する対象物は遺物中では不明である。

③ 打製石斧 (PL227-102)

顕微鏡の観察倍率は20倍前後 とし、試料の刃部・基部を中心に表裏両面を観察した。観察時間は 1′点に
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つき5分以内である。観察結果の内訳は第644表に示す。刃部付近の観察では、19点 (91%)に 摩耗痕・線

状痕 (PL227-102)が確認できた。痕跡の状況からは土などの対象物が推定でき、線状痕は刃縁に対 し、

いずれも直行である。痕跡範囲は平均の長さで約3.Ocm、 幅4.5cm程度である。基部の観察では、11点 (79

%)の資料に摩耗痕が確認できた。摩耗は石器裏面のみ、景j離面の稜線上に認めることができ、原因は柄

の装着などの可能性が考えられる。

④ 磨石・凹石・敲石 (PL232 0 233-1～ 3、 第65図 ～第67図 )

凹石・敲石は肉眼で確認できた資料に対 して、痕跡の状態 (類別)に合わせ写真を撮影 した。凹石では

1類 (PL232-4)・ 2類 (PL232-6)・ 4類 (PL232-5)、 敲石では 1類 (PL233-1)・ 2b類 (PL232-7)05

類 (PL233-2)・ 2cO d類 (PL233-3)である。痕跡は縄文時代に確認できる形状 とほぼ同一であるが、敲

打部の類型2cO dは 当地域の縄文時代には確認例がない。磨石は、肉眼もしくは 5倍のルーペで確認でき

た摩耗面を持つ資料に対 して、任意選択して顕微鏡観察を実施 した (PL232-1～ 3)。 安山岩を多用 した器

面は、顕微鏡レベルではかなり鉱物間の間隙が認められるが、石基や斑晶にまたがる線状痕や表面の摩滅

の認められる場合がある。観察は50倍 までとし、実体顕微鏡による低倍率法を用いた。さらに代表的な資

料に対 しては、走査電子顕微鏡 (以下SEM)に よる表面観察および表面の元素解析を実施 した。磨石の

大きさ4区分に沿って、 I la類 (第65図 A～ C)・ 1 lc類 (第66図 A～ E、 第67図 A～ C)・ 1 ld類 (図版

236-75)・ 12d類 (図版236-95)を検鏡 した。 1 la類 は器面の状態が不安定で検定不良。 1 lc類 は金属顕

微鏡観察 (第 66図 A・ B、 第67図 A)お よびSEM観察 (第66図 C～ E、 第67図 B・ C)で明瞭な摩耗光沢

部が検鏡できたが、特定元素の抽出には至らなかった。第67図 C-1の光沢部ではNa・ Ca・ K・ Fe等の元素

が微量しか抽出できないにもかかわらず、Siの含有量ではB-3の 非光択部 と変化が認められなかった。こ

のことは使用対象物がSi分の多い物質であった結果なのか、期待のもたれるところである。

⑤ みがき石・玉石 (第54図・第68図 ～第72図 )

「みがき石」 と「玉石」は、肉眼レベルで確認できる擦痕・線状痕・光沢痕により区別 した。ことに、「み

がき石」に認められる痕跡は明瞭で (PL218)、 縄文時代には余 り確認例がない。4。 Ocm以下の資料が主体

で、材質は緻密、硬質なチャー ト材を多用 している。全資料を金属顕微鏡にて観察 した。倍率は500倍 ま

でとし、 1′点につき約 5分間検鏡 した (第 54図 10第 68図 ～第69図 A・ 第70図 A・ B)。 また 3点の資料に

対して、電解放射型走査電子顕微鏡 (以下FE一SEM)に よる表面観察および表面の元素解析を実施 した。

第68図 A・ 第70図 Aでは明瞭な光沢痕が線状痕以外の器面に発達 していることが解る。SEMで 10oO倍に拡

大すると、光沢を帯びた表面が起伏をもって島状に発達 している様子が観察できた (第68図 C-10第 70図D
-1)。 元素解析の結果では、有機物の付着が著 しく、Caの量比から植物性有機物の可能性が指摘された

(第 7節9)2P166)が、造岩鉱物の可能性 もある。

「玉石」もみがき石同様な観察法を実施 した (第 54図 2030第 71図・第72図 )。 第54図2030第 71図 Aは 明

るく鮮明な光沢痕が発達 してお り、SEM像では光沢を帯びた表面がフラットな面として島状に発達 して

いる様子が観察できる (第71図 C-1)。 元素解析の結果には特段の指摘はない。第72図では、 K・ Caが検出

され動物性有機物の可能性が指摘されている (P166)が、やはり造岩鉱物の可能性も考えなければなる

まい。むしろ、この試料は計測′点に誤認があるようで、走査すべてが光沢痕上か、B-3が発達部 と思われ

る。また検定不良としたPL219-25に はP(燐)が認められ、地下水の影響 と判断された (P166)が、逆

に動物性対象物との関連を考える必要があるのかも知れない。

⑥ 刃器・磨製石包丁 (PL229～ PL231、 第50図 ～第53図・第55図 ～第64図 )

刃器は、全てを実体顕微鏡観察 (× 120ま で)し、摩耗・光沢痕を確認した。写真は撮影倍率 ×10～ ×40

で行っている (PL229-3a～ e O PL230-la～c O PL230-2a～ c O PL231-la～ d02a～ c)。 また報告に使用 し
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た61′点については、 1′点につき片面約 5分間 (計 10分)程度、金属顕微鏡観察 (× 500ま で)を実施 した。

写真は撮影倍率 ×250× 500× 125で行っている (PL229-3fO PL230-ld O PL230-2d O PL231-le・ 2de、 第

50図 ～第53図 20第 55図 A・ B・ 第56図 A・ B・ 第58図 ～第61図 A・ 第62図 A・ B・ 第64図 A・ B)。 さらに 9点は

走査電子顕微鏡による表面観察 (× 1000× 1000)を行い、FE一SEMを 併用 した表面の元素分析 も実施 し

た。SEM・ FE一SEMの分析試料・検査結果は第 7節9)2使用痕の元素解析―川崎テクノリサーチ報告書―

に掲載してある。

以下、刃器形式分類に基づ く観察結果を記す。〈 〉内は阿子島1989に 基づ く類別名で、あ くまでも類

推判定である。

1類は景J片無加工で、 a類半月形状・b類方形状・ C類石鎌状に細別 した。 a類は痕跡が刃縁端部に限

定され、有効な観察点を得 られなかった (第60図 A・ 第61図 A)。 中には細かな凹凸に富む鈍ぃ光沢痕

〈E2〉 (第 50図 2a)を確認した資料 も存在するが、SEM観察ではやはり観察′点が悪 く良好な映像は得 られ

ていない。結果 として特定元素の抽出において計測′点の誤認 となった (第60図 B～ D・ 第61図 B～ D)。 b

類には刃縁に所謂「ろう状光沢」が確認できる資料 と肉眼レベルでは未確認の例 2者が存在する。前者の

使用痕は、なめらかで島状に発達 した強い光沢痕 〈A〉 (第50図 a・b)で植物光沢 と考えられるが、後者

についての痕跡は不明瞭である。 C類の使用痕には、なめ らかでややパ ッチ状に発達 した鈍い光沢痕

〈BP〉 (第 52図 la・ b02a・ b)や、あるいは明るい光沢が網状につなが り器面の高所に光沢痕が発達

〈CP〉 した例 (第51図 2a・ bOc)を確認できた。

2類は景J片 に加工を施 した資料で、 a類切断 Ob類背部加工 ec類刃部景J離加工 Od類刃部研磨加工に

細別 した。 a類の切断には 2種あって、長軸 と直行するように1/2程度分割する例 と上下端部を折 り取る

例がある。前者については良好な観察結果が得 られず、第50図 3a・ bの ように埋没光沢痕の可能性ある例

が認められたに留まる。第50図 4a・ b(PL230-1)、 第51図 la・ b(PL230-2)で は、なめらかな島状に発達

した強い光沢痕跡 〈A〉 が認められ、植物光沢が予想される。ただし第50図の撮影スポットについては輝

斑の疑いがある。また第55図 の頁岩製試料は、光沢痕跡 〈A〉 をSEMに て拡大観察 した結果、表面が非

常に滑らかで入 り組みのある島状に発達 した痕跡が確認できた。この部分での元素分析を実施したが、有

効なデータは得 られなかった (D-2)。 微量に反応したCaO Feは 頁岩の造岩鉱物あるいは岩片中のカリ長

石や方解石・雲母などの可能性も考えられるが、第 7節侶)lBの石材鑑定結果によれば、その含有量はむし

ろ少ないと思われる。第56図・第57図の安山岩製試料では、SEMに て頁岩同様に入 り組みのある島状に発

達 した痕跡が確認でき、元素分析では光沢部にCaが数多くカウントされた (第 56図D-10第 57図 B-1)。 光

沢以外の部分ではCaの反応がそれ程顕著ではなく、輝石や斜長石など造岩鉱物中のCa・ Fe・ Kと ほぼ同程

度のカウン ト数である (第56図 E-4・ 第57図C-4)こ とから、光沢部の元素解析は輝石などの成分あるいは

輝石表面が摩耗 Pし たなどの現象ではないと考えられる。一方で痕跡部のSi元素も高い値を示しているこ

とも事実である。元素分析の有効性を含め、現状ではデータの提示に留めたい。 b類・ C類は有効な観察

結果が得 られなかったが、 d類には、なめらかな島状に発達 した光沢痕跡 〈A〉 が認められる例 (第58図

C)が あった。PL231で は研磨痕の様子が明瞭に認め られ、線状痕が よく発達 している (b～ d)。

PL231-eは 植物光沢と考えられる痕跡 〈A〉 であろうか。SEMの元素分析では第58図 (砂岩製)・ 第59図

(頁岩製)と もに、痕跡部 とそれ以外でSi元素に違いが認められ、前者で500カ ウント以上、後者で3000カ

ウント以上の差異がある。

3類は景J片 に加工を施 し、石鎌状に仕上げた資料である。図版249-38に は肉眼で「ろう状光沢」が認め

られ (PL231-2)、 顕微鏡では島状に発達 した強い光沢痕跡 〈A・ コーングロスパ ソヽチ〉が確認できた (第

52図 3a・ b)。
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4類は所言胃打製石包丁 である。使用痕跡は検鏡 して も不明瞭であった (第53図 la・ b・ 2a・ b)。

5類は磨製石包丁である。肉眼では「ろう状光沢」は認められなかったが、顕微鏡下では島状に発達 し

た強い光沢痕跡 〈A・ コーングロスパッチ〉が確認できた (PL229-f・ 第62図AOB)。 SEM観察では第62図

(頁岩製)試料に、表面が滑らかで円形の島状に発達 した痕跡 (C)が認められたが、元素分析ではその

パッチ状の部分にNa・ Caが一切検出されなかった。このことはパッチが石器表面を覆ってしまった結果、

造岩鉱物の元素を反応させなかったためと考えられ、変わらずに高いカウントを示 したSiは 、新たに表面

を覆ったものの元素に近いと考えられる。第64図 (安山岩製)試料は、光沢痕跡の発達が弱 く不明瞭であ

る。元素分析では、痕跡部にCaの カウン ト数が多くなっている (D-10E-3)。 また紐かけ部の観察では、

石器表面の 2穴に上方への紐ずれ痕跡が認められ、裏面では 2穴の間に確認できた (図版253-6)。 顕微鏡

観察では穿孔部の回転穿子L痕が確認でき、元素分析を実施 した結果、TiO Mnが検出されたが、その起源

については不明である (第 63図 )。

⑦ 磨製石斧 (PL228～ PL229-102、 第53図 3)

顕微鏡の観察倍率は20倍前後とし、試料の刃部・基部を中心に表裏両面を検鏡 した。観察時間は 1′点に

つき 5分以内である。観察結果の内訳は第650表 に示 した。刃部付近の観察では、17点 (85%)に 摩耗

痕・線状痕 (PL228-labc02abc、 PL229-lab 02ab、 第53図3-b)が確認できた。痕跡の状況は、大形の蛤

刃石斧 (1 la類)で刃縁に対 して直行する浅 くかすれたような線状痕が、大形の片刃石斧 (Ⅱ 2a類)と

小形の片刃石斧 (Ⅱ 2c類)で刃縁に対して直行する深 く扶 り込むようなV字状の線状痕が観察できた。痕

跡範囲は 1 la類 の平均長で約 1。 Ocm、 Ⅱ2a類で約0。 6cm、 H2c類で約0.3cm前後である。基部の観察では、

3点 (23%)の 資料に摩耗痕 (第 53図 a)ぁ るいは装着に起因すると思われる色調差 (PL228-102)が 確

認できた。
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2 使用痕の元素解析

「篠ノ井遺跡群出土の石器使用痕観察および元素分析について」

川鉄テクノリサーチ株式会社

分析・評価センター

岡原 正明・伊藤 俊治

① 分析試料および検査方法

第 15表 走査電子顕微鏡EDX分析項 目

挿図番号 資料No 出土地区 器種名
法量
長・

＞
厚

ｍｍ

．

＜
幅

石 材 外観写真 ‖―SEM SEM

第55図 SE)7080 刃 器 1531014910 12 頁 山石 ○ ○

第56図 SD7110 刃 器 390380 11 安 山 岩 ○ ○

第57図 30 2-3区 (不明) 刃 器 17 安 山 岩 ○ ○

第58図 SD7052 刃 器 24 47 10 砂 山石 ○ ○

第59図 SB7499 刃 器 頁 山石 ○ ○

第60図 SD7046 刃 器 18 砂 四石 ○ ○

第61図 20-1区 (3検 ) 刃 器 77 18 珪 長 岩 ○ ○

第62図

第63図
2-3区 (不明) 磨製石包丁 1431・ 920 7 頁 山石 ○ ○

第64図 SB7277 磨製石包丁 1601・ 70 0 6 安 山 岩 ○ ○

第65図 20 SB7008 磨 石 87 75 安 山 岩 ○ ○

第66図 2-2区 (1検 ) 磨 石 42 安 山 岩 ○ ○

第67図 SD7031 磨 石 530410 12 安 山 岩 ○ ○

第68図 SB7021 み が き 石 頁 円石 ○ ○

第69図 SB7126 み が き石 18 チ ャ ー ト ○ ○

第70図 SK8476 み が き石 18 流 紋 岩 ○ ○

第71図 14 SB7270 玉 石 チ ャ ー ト ○ ○

第72図 SD7007 玉 石 200180 8 チ ャ ー ト ○ ○

SB7224 刃 器 安 山 岩 ○ ○

2-1区 (1検 ) 磨製石包丁 1241013410 7 頁 山石 ○ ○

15 SB7094 玉 石 17 砂 山石 ○ ○

26 SD7031 磨 石 27 安 山 岩 ○ ○

A SEM(走 査電子顕微鏡)・ FE―SEM(電界放射型走査電子顕微鏡)に よる観察とEDX元素分析

資料の表面に極めて小さく絞られた電子ビームを照射 し、その照射位置を資料表面上の二定の区域内を

走査 しながら、反射電子あるいは二次電子を電子線検出器で検出します。資料表面の凹凸や電子ビームの

反射率の違いにより、その表面形態の拡大像が得 られます。また、電子ビームの照射によって資料から発

生する特性X線を、エネルギー分散型X線分光器 (EDX)で検出して、試料中に存在する元素の分析 を

行 うことができます。

測定資料の大 きさの制約で一部の資料については、SEMを 用いて観察 と元素分析 を行いました。写真

の解像力がやや劣ることと軽元素、例えば酸素や炭素の検出ができないことを除いて、原理的にはFE一



第 4章 成果と課題

SEMと 同じです。

観察 (走査電子顕微鏡写真=SE像 )と 元素分析は原則 として、以下について行いました。

ア)石 器の光沢痕の部分

イ)光 沢の近傍

ウ)光 沢痕が認められない (非光沢)部分

工) 予めマーキングされた使用部以外の部分

電子顕微鏡 (SE)像は原則 として100倍 と1:000倍で撮影 しました。元素分析は写真上に矢印で示 した

箇所を100倍 の場合 100μ m、 1,000倍の場合10μmの範囲で行いました。

② 検査結果

21′点の石器資料の観察、測定結果は次のとおりです。

a 石器表面のFE一SEMま たはSEM写真

拡大写真の撮影位置 と元素分析 (EDX分析)の位置は、原則 として100倍の写真の中に前述のア)

～工)に対応する 1～ 4の記号で表示 してあります。

b 元素分析 (EDX分析)結果

測定結果はチャー ト図で表示 してあります。

③ 考察

測定チャー トはそのままでは判別 し相互に比較 しづ らいので、得 られた結果を次頁以下の表に纏めまし

た。石器の表面に存在する元素の多寡を、次の記号にしたがって表示 しました。

◎ :ピーク強度が80以上

○ :ピーク強度が79～ 60以上      |

□ :ピーク強度が59～ 40以上

△ :ピーク強度が39～ 10以上

▽ :ピーク強度が10未満および存在が確認された程度のもの

一 :測定器の都合上測定が出来なかった (資料の寸法が大きいため)元素です。

:空白部は検出されなかったことを示します。

a 石器表面の観察

石器の外観は凝固の際に晶出し、場合によっては色調がそれぞれ異なる鉱物の細かい結晶が一面に見ら

れる (黒曜石のように均一でなく、不均一)。 また走査電子顕微鏡写真では破面に鉱石特有の労開面の現

れている箇所 (例えば資料No16)も 観察される。資料No12・ 14の「みがき石・玉石」 (チ ャー ト)ではほと

んどの面が平滑であると観察された。

鉱物にはそれぞれ特有の硬さ (硬度)があり、使用時の磨耗により消耗 (減 り)が異なる。磨耗に強い

部分は結果的に凸に、弱い (硬度の低い)部分は凹になりやすい。今回の調査でも一般的に凸部分が光沢

を示す場合が多かった。石器表面の走査電子顕微鏡写真には石材を割った際の岩石の脈理 (全体の結晶

面)に沿った割れ、すなわち、筋状の凹凸が多く観察された。しかし、使用痕 とは別物と考えられる。

なお、資料No 8「磨製石包丁」の紐穴部分は穿孔のための明らかな磨耗痕が観察された。

b 石器表面の化学成分 (元素分析 )

鉱物の主成分は珪素 (Si)、 アルミニウム (Al)、 カルシウム (Ca)、 マグネシウム (Mg)ゃ酸素 (0)

であり、今回の測定でもこれらの元素が多く存在することが確かめられた。なお、全体 として、石器資料

間における特異な差異は認められなかった。

しかし、資料No30の 刃部の走査電子顕微鏡写真には何か石器 とは別の物質が付着しているように観察さ
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第 16表 走査電子顕微鏡EDX分析結果

挿図番号 資料No 菩6位 Si Ca Al Mg Fe O Na K C Ti Rtto Mn S P Cl

第55図 ―D
4-1
-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎

◎

◎

▽

▽

▽

▽

□

△

△

△

▽

▽

▽

▽

▽

▽

○

○

□

□

△

▽

▽

▽

▽

▽

▽

第56図 ―D

一E

2-1
-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎

◎

◎

△

△

▽

▽

○

□

□

△

△

△

△

○

○

◎

□

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

第57図 ―B

―C

30-1
-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎

◎

◎

△

△

△

▽

△

□

□

△

△

▽

▽

▽

　

　

▽

▽

▽

▽

▽

△

第58図 ―C

―C

5-1
-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎

◎

◎

▽
　
　
▽

△

□

△

□

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

◎

◎

◎

□

△

　

　

▽

▽

▽

△

▽

△

▽

第59図 ―B

6-1
-2

-3

-4

割れの角

割れの外
マーキング外
マーキング内

◎

◎

◎

◎

▽

▽

▽

▽

△

△

△

△

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

□

□

△
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▽

▽

▽

▽

▽

▽

第60図 ―C

一D

16-1
-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎

◎

◎

▽

▽

▽

△

△

△

△

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

△

第61図 一C

―D

17-1
-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎

◎

◎

△

△

△

△

▽

▽

▽

▽

△

△

△

△

▽

▽

▽

▽

第62図 ―C

―D

第63図 ―E

―G

光沢

光沢近傍

非光沢

◎

◎

◎

△

△

▽

▽ ▽

△

△

△ ▽

▽

▽

△

Ａ

Ｂ

キズ内

キズ外

◎

◎

▽

▽

△

△

▽

▽

▽

▽

□

□

▽

▽

▽

▽

▽

▽

ａ

・Ｄ

穴付着物

穴マ トリックス

◎

◎

▽

▽

□

△

△

▽

▽

▽

◎

○ ▽

▽

▽

△ ▽

第64図 ―D

一E
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△
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○

○
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▽

▽

○

○

□

▽

▽

▽

▽

▽

▽

第65図 一B

―C
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-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎
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◎

△

▽

△

△

△

△

△

△

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

第66図 ―D

―E
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◎
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▽

▽

▽

▽

△

△

△

△

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

▽

第67図 ―C

一B
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非光沢
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◎
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▽

▽

▽

▽

△

△

△

▽ ▽

▽

▽

□

□

□

△

▽

▽

▽

▽

▽

▽

第68図 ―C

―B
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光沢

光沢近傍

非光沢

△

◎

◎

▽

▽

△

△

△

△

▽
　
　
▽

▽

▽

△
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挿図番号 資料No 部位 Si Ca Al Mg Fe O Na K C Ti Nlo LIn S P Cl

第69図 ―C
一B

12-1
-3

光沢

非光沢

◎

◎

▽

▽

▽ △

△

▽ ▽

第70図 一D

一C

11-1

-2

-3

赤褐光沢

赤褐近傍

赤褐非光

◎

◎

◎

▽

▽

△

△

△

▽ ▽

▽

▽

△

△

△

▽

▽

▽

△

▽

▽ ▽

第71図 一C

一C

14-1
-2

-3

非光沢

光沢近傍

光沢

◎

◎

◎

▽

▽

▽

◎

◎

◎ ▽

第72図 一B

一B

13-1
-2

-3

光沢

光沢近傍

非光沢

◎

◎

◎

▽

▽

◎

△

▽

▽

▽

□

▽

□

△

▽

▽

1-1

-2

-3

光沢

光沢近傍

非光沢

◎

◎

◎

▽

▽

△

△

△

□

　

▽

▽
　
　
▽

◎

□

□ ▽

▽

▽

7-1
-2

-3

-4

光沢

光沢近傍

非光沢
マーキング外

◎

◎

◎

◎

▽

▽

△

△

▽

▽

▽

▽

△

△

△

□

▽ ▽

▽

15-1
-2

黒色部

黒色近傍

◎

◎

▽

▽

▽

△

▽

▽

△

△ ▽

▽

▽

▽

▽ ▽ ▽

26-1
-2

-3

光沢

光沢近傍

非光沢

◎

◎

◎ ▽

△

□ ▽

△

□

○

▽

▽

△

れたが、資料の寸法が大きく測定器の都合上、誠に残念ながら有機物に必ず含有される炭素の測定はでき

なかった。今後の検討に期待 したい。

以下、特徴的な事項にアンダーラインを付 した。

C 石器資料の試験・考察結果

資料No l 刃器 (― )

石器表面の走査電子顕微鏡観察の結果、光沢部分の形状は丸みを帯びていて凸部が使用により磨耗 して

平滑になったと推定される。光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分 との間の元素には特段の差異はなく、付着

物が存在するとの積極的証拠はない。また、炭素は検出されず、有機物の付着は無いと思われる。

資料No 2 刃器 (第 56図 CODOE)

鉱物の不均一に基づ く小粒 と細長い短冊状の結晶が接近 して観察される。小粒は丸みを帯びているが隣

の短冊部分は角張ってお り、小粒部分が使用によって光沢を帯びたと考えられる。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分 との間およびマーキング外 との間の元素には特段の差異はな く、付着

物が存在するとの積極的証拠はない。また、炭素は検出されず、有機物の付着は無いと思われる。

資料No 4 刃器 (第 55図 COD)

石器刃部の100倍 の走査電子顕微鏡観察で、刃の先端部は比較的平滑 (ギザギザが少なく)で刃こぼれ

等の破壊箇所は見当たらない。刃から内方に向かう使用痕も認められない。

石質が頁岩のためか表面は比較的平滑で、その中の不純物 (取 り込まれた他の鉱物か)の箇所に光沢が

認められる。光沢部分、光沢近傍と非光沢部分との間およびマーキング外との間の元素には特段の差異は

なく、付着物が存在するとの積極的証拠はない。また炭素は検出されず、有機物の付着は無いと思われ

る。

資料No 5 刃器 (第 58図 B・ C)
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緩い湾曲を形成する石器刃部の100倍 の走査電子顕微鏡観察で、刃の先端部は資料No 4と 同様比較的平

滑で、使用より平滑化 したものと考えられる。刃こぼれは無かった。また、特別の使用痕は無かった。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分およびマーキング外 との間の元素には特段の差異はなく、付着物が存

在するとの証拠はない。ただし、炭素が光沢近傍に検出されたが、積極的に有機物の付着があったかどう

かは判 らない。

資料No 6 刃器 (第 59図 B)

資料No 5と 同様の頁岩質の緩い湾曲を形成す る石器刃部の100倍 の走査電子顕微鏡観察で、刃の先端部

は比較的平滑で、かつ、刃こぼれは無かった。 また、特段の使用痕は無かった。

石器表面は頁岩であるためか、分散 した小鉱物は無かった。刃部近 くの割れの角、その外、マーキング

内外の元素分析を行った。これらの箇所の間の元素には特段の差異はなく、特別の付着物の形跡は認知で

きなかった。割れの角 とその外には炭素の存在が検出されたが有機物によるものか否かの判断はできなか

った。

資料No 7 磨製石包丁 (― )

刃幅20mm以下の破断された頁岩製の磨製石包丁である。比較的平滑な石面の所々に小粒の鉱物質の見が

点在 している。この箇所が光沢を呈してお り頁岩マ トリックスより硬度が高いためと考えられる。

光沢部分 と光沢近傍、非光沢部分 とマーキング外 との間の元素に若干の差異が認められる。前 2者の成

分は主に珪素 と酸素からなる石英 (Si02:シ リカ)で、後 2者は互いに似た成分の頁岩 と推定 される。

シリカは比較的硬度が高いため使用により凸になり光沢を増したものと考えられる。炭素は検出されず、

有機物の付着は無いと思われる。なお、使用痕は認められなかった。

資料No 8 磨製石包丁 (第62図 COD、 第63図 EOF・ G)

直線の刃部 と反対側に弦のように湾曲し紐穴 2個 を持つ頁岩質の磨製石包丁である。資料No 7と 同様、

比較的平滑な石面の所々に小粒の鉱物質の児が点在 している。この箇所が光沢を呈してお り頁岩マ トリッ

クスより硬度が高いためと考えられる。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分 との間およびマーキング外 との間の鉱物構成元素には特段の差異はな

く、付着物が存在するとの証拠はない。ただし、炭素が光沢近傍に比較的多く検出されたが、カルシウム

は特段多くなかったので植物性有機物の付着が示唆された。

キズ内外の元素分析を行ったが、両者の成分の間には特に差はなかった。しかし、炭素が両者 とも検出

されたが、40倍 の走査電子顕微鏡観察では付着物が積極的に存在するとの知見は得 られなかった。

紐穴部分は30倍 の走査電子顕微鏡観察で明らかなように、穿孔した穴と同心円状の研磨痕が認められ、

加工が施されたと認知される。穿孔部分の付着物の拡大観察によると、頁岩中に取 り込まれた不純物 と認

識される。元素分析の結果では、付着物 とその近傍のマ トリックスとの間には大きな差はない。わずかに

穴付着物にはチタニウム (Ti)と マンガン (Mn)が存在 し、マ トリックス部分 とはやや異なる成分 と認

識される。炭素は検出されず有機物の付着は無いと思われる。なお、使用痕は認められなかった。

資料No 9 磨製石包丁 (第64図 A・ D・ E)

頁岩質の磨製石包丁に比べると、資料No 9は安山岩質のためか表面の肌に凸凹が多い。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分 との間の元素には特段の差異はなく、特別の付着物が存在するとの証

拠はない。ただし、炭素が光沢部に検出されたが、積極的に有機物の付着があったかどうかは判らない。

なお、使用痕は認められなかった。

資料No10 みがき石 (第 68図 BOC)

平滑面を持って 2個に割れた頁岩質の丸いみがき石で、光に照らすと摩耗痕が観察される。走査電子顕
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微鏡観察で明らかなように、表面は比較的平滑である。

光沢部分、光沢近傍と非光沢部分との間およびマーキング外との間の岩石構成主元素には特段の差異は

ない。しかし、炭素がいずれの部分にも検出され、特に広い範囲にまたがる光沢部分には著しい存在が示

唆され、有機物の付着が推測される。カルシウムが他の測定部より多い訳ではなく、したがって動物質と

言うよりは植物質有機物の付着の可育旨陛が高い。

資料Noll みがき石 (第 70図 COD)

赤褐色を呈するみがき石で所々に凹部が存在する。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分の間の鉱物構成元素には特段の差異はなく、付着物が存在するとの証

拠はない。炭素が光沢部に比較的多く検出されたが、カルシウムが特別多くなかったので植物性有機物の

付着が考えられる。

資料No12 みがき石 (第69図 B・ C)

走査電子顕微鏡による石器表面の観察では、′比較的平滑な面が多く頁岩 と同様に鉱物の小粒が少ない。

光沢部分 と非光沢部分 との間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存在するとの証拠はない。炭

素が光沢近傍に検出されたが、積極的に有機物の付着であるのか否かは判らない。

資料No13 玉石 (第72図 A・ B)

走査電子顕微鏡による器面の観察では、資料No12と 同様比較的平滑な面が多く、鉱物の小粒が少ない。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分 との間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存在するとの証拠

はない。ただし、光沢近傍に炭素、光沢部分 と光沢近傍にカルシウムが検出されたので、動物性有機物の

付着も考えられる。

資料No1 4 玉石 (第 71図 BOC)

走査電子顕微鏡による器面の観察では、資料No12と 同様比較的平滑な面が多く、鉱物の小粒が少ない。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分の鉱物元素は主に珪素、アルミニウムと酸素で、この間の成分には特

段の差異はなく、付着物が存在するとの証拠はない。ただし、非光沢部分に炭素が検出されたが、積極的

に有機物等の付着があったかどうかは判らない。

資料No15 玉石 (― )

石器表面の走査電子顕微鏡による観察では、砂岩質のためかチャー ト質の資料No12～ 14と は異なり細か

い凹凸のある肌を示 し、しかも取 り込まれているほかの鉱物の労開された状態の部分 も認められる。

資料の黒色部 とその近傍の元素分析を行った。両者の間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存

在するとの結果は得 られない。黒色近傍には燐 (P)と 塩素 (Cl)が検出されたが地下水等による影響

とも考えられる。

資料No16 刃器 (第 60図 BOC・ D)

マーキングされた刃 (割欠)部の30倍の走査電子顕微鏡観察によると、全体が凹凸した粗い面に鉱石の

労開面が非常に多く点在する。刃部先端はゴツゴツして割 り欠かれた状態そのままと見受けられるが、最

先端は若干丸みを持っていると認められる。光沢部分は鉱石の労開部ではなく、粒子状の鉱物の先端が微

かに丸みを帯びているように見受けられる。

光沢部分、光沢近傍と非光沢部分、マーキング外との間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存

在するとの積極的証拠はない。残念ながら資料の寸法が大きかったので、FE一SEMで測定できずSEMを

用いた。このため元素分析のうち酸素以下の軽元素は機能上測定不能であった。したがって、炭素を指標

とする有機物の付着の有無は明らかでない。

資料No1 7 刃器 (第 61図 BOCOD)
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マーキングされた刃 (割欠)部の30倍 の走査電子顕微鏡観察によると、全体が凹凸した荒い面に鉱石の

労開面が点在 している状況が認められる。刃部先端はゴツゴツしてお り、割欠かれた状態そのままと推定

される。光沢部分は鉱石の労開部で、先端が僅かに丸みを帯びているように見受けられる。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分、マーキング外 との間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存

在するとの積極的証拠はない。ただ、硫黄 (S)が全ての部分から検出されており、もともと鉱石に含ま

れていたものか否かは明らかでない。残念ながら資料の寸法が大きかったので、SEMを 用いて測定 した。

したがって、炭素を指標 とする有機物の付着等の有無は明らかでない。

資料No18 磨石 (第 67図 BOC)

異種の鉱物粒が点在 し空孔も認められる磨石である。この部分を避けマ トリックス部分の走査電子顕微

鏡観察を行った。光沢部分は鉱石中の硬度の高い鉱物粒子のようである。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分、マーキング外 との間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存

在するとの積極的証拠はない。また、炭素の存在を示す結果が得られなかったので、有機物の付着等は無

いと推定される。

資料No19 磨石 (第 66図 C・ DOE)

資料No18と 同様の外観を呈する磨石である。石器表面の100倍 の走査電子顕微鏡観察では全体に招曲し

た背面に光沢部分が存在 している。鉱物粒の労開面は少ない。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分、マーキング外 との間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存

在するとの積極的証拠はない。資料の寸法が大 きかったので、SEMを 用いて測定 した。したがって、炭

素を指標 とする有機物の付着等の有無は明らかでない。

資料No20 磨石 (第 65図 A・ B・ C)

資料No17や 18と はやや色調の異なる磨石である。石器表面の100倍 の走査電子顕微鏡観察では全体が粗

面で鉱物粒の労開面がいたる所に認められる。光沢部分は労開先端面に多く観察される。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分、マーキング外 との間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存

在するとの積極的証拠はない。チタニウム (Ti)が存在する部分 もあったが、鉱石の成分に由来するも

のと考えられる。資料の寸法が大きかったので、SEMを 用いて測定 した。したがって、炭素をオ旨標 とす

る有機物の付着等の有無は明らかでない。

資料No26 磨石 (― )

石器表面の100倍 の走査電子顕微鏡観察では、全体が比較的平滑で鉱物粒の労開面も若干認められる。

光沢部分は平滑面にも観察される。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分の間の鉱物元素には特段の差異はなく、付着物が存在するとの積極的

証拠はない。また、炭素の存在を示す結果が得 られなかったので、有機物の付着等は無いと推定される。

資料No30 刃器 (第 57図 A・ BOC)

石器表面の100倍 の走査電子顕微鏡観察では全体が平滑面のように見えるが、1,000倍 では多数の小さな

面積の面に分割されている状況が認められる。刃先端の写真から判るように刃部は極めて平滑になってい

る。また、刃先端の写真には何か白く (走査電子顕微鏡写真上)一面に付着した物質が認められる。残念

ながら、資料の寸法が大 きかったので、SEMを 用いて測定 したため、炭素を指標 とする有機物等の付着

の有無は明らかでない。

光沢部分、光沢近傍 と非光沢部分、マーキング外 との間の鉱物元素には特段の差異はなかったが、カル

シウム (Ca)がやや多く検出されているので、動物性有機物の付着も考えられる。炭素存在の確認を含

め今後の再検討に期待 したい。
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(鋤 石材分析

1 石材鑑定

「篠ノ井遺跡群出土の石器群の石材について」

パ リノ・サーヴェイ株式会社

A 石器石材の肉眼鑑定

① 分析試料および検査方法

本遺跡より出土した弥生時代中期以前の石器全′点を試料 とした。

肉眼鑑定は、当社技師 2名 が平成 7年 8月 24025両 日にわたって実施 した。主にルーペを用いて、肉眼

的特徴から岩石名を判定した。岩石名はカー ドに記し、各石器が収納されているビニール袋あるいは天箱

中に入れた。器種別の石材組成表は、これを基に財団法人長野県埋蔵文化財センターにより表化 された

(第 17～ 20表 )。

第 19表  古代以降石器の石材組成表第18表 特殊遺物の石材組成表

安

山

岩

ハ
ン
レ
イ
岩

砂
　
　
山石

粘

板

岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

珪

化

木

計

角 礫

穴 開 石

珪 化 木

石 製 円 盤

計

安

山

岩

頁
　
　
山石

計

くぼ み 石

石 臼

硯

計

② 検査結果

第17～ 20表のように計40種の岩種が確認された。このうち、ヒスイ・輝石・蛇紋岩・滑石などを除きい

ずれも千曲川・犀川などの集水域の地質的背景を反映しており、大きな矛盾はない。以下に特徴的な石材

について記しておきたい。なお、争J片 に多用されている安山岩と頁岩については、Bの薄片観察結果に基

づいて述べることにする。

a ヒスイ

本地域に最 も近いヒスイの産地は、三郡帯に属する新潟県姫川下流域に限られる。三郡帯は、糸魚川市

付近では姫川左岸に分布するため、千曲川の各支流の集水域 を考慮 しても、千曲川河床や流域の地層にヒ

スイが含 まれる可能性はない。 したがって、 ヒスイは本遺跡周辺で採取されたものではなく、姫川下流域

より人為的に運ばれ、本遺跡に至ったと考 えられる。

b 黒曜石

第17表  玉関係の石材組成表

石

材器

種
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エエ
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ス

ヒ
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計

石原 12

核石

象JAほ か 13 78

玉管 22

玉臼 99

玉勾

計 15 240
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長野県内では、黒曜石の産地として男女倉・和田峠・鷹山・麦草峠などが知られている。このうち、和

田峠などは千曲川の集水域にあたり、本遺跡付近の河床などにも流下して来る可能性はある。しかし、黒

曜石の産出域は極めて限られており、鉱床付近の沢などには多くの分布をみる可能性があるが、数十kmを

隔てた下流域に到達するものは極めてわずかで、しかもガヽ径のものと考えられる。したがって、黒曜石も

人の手によって産地より運ばれ、本遺跡に至った可能性が高い。なお、具体的な産地名については、 2産

地同定の分析結果にゆずる。

C 滑石・蛇紋岩・輝石・はんれい岩など

これらの石材は三波川帯に産す るもので、長野県内では茅野～高遠地域、千曲川の集水域では、最上流

部の群馬県 との県境付近がその産地 として、知 られている。 また、滑石・蛇紋岩は三郡帯か らの産出が知

られてお り、本地域の至近な産地はヒスイ同様姫川下流域である。

これらの産地のうち、茅野～高遠地域 と姫川は千曲川支流の集水域を考慮しても、自然に千曲川河床な

どに流下して くるとは考えられない。また、千曲川最上流音るより産出したものであったとしても、滑石や

蛇紋岩は非常に軟質なため、善光寺平付近まで流下 して くる可能性は少ない。これより、特に滑石や蛇紋

岩は人によって運ばれ、本遺跡に至ったと考えられる。

d 花商岩類・チャート・ホルンフェルス

花商岩類の起源 としては、佐久山地か ら更埴にかけて千曲川流域に′点々 と分布する新期あるいは新第二

紀の花商岩類があげられる。 また、チャー トやホルンフェルスも佐久山地などが産地 として知 られてい

る。いずれも、千曲川によって本遺跡付近まで運搬されてくる可能性がある。今後、河床礫の調査を行い

たい。

e 玉髄・ フリン ト・碧玉・赤玉・真珠岩など

これらの珪酸質の石材は、ろう石あるいは陶石鉱山付近の珪化帯からの産出が知られている。また、至

近では長野市北西に位置する茶臼山で真珠岩が産出することが知られている。千曲川流域の地質的背景と

矛盾する石材ではないが、その由来について今のところ詳細はわからない。今後、既知の鉱山などの資料

を中心に追跡したい。

B 石器石材の岩石薄片鑑定

① 分析試料および検査方法

篠ノ井遺跡出土の弥生時代中期以前の石器群のうち、景J片 に多用される安山岩・頁岩の特徴を把握し、

産地に関する情報を得るため、篠ノ井遺跡の争J片 2′点とともに、周辺の松原遺跡・塚田遺跡の景J片 3点に

ついて薄片を作製し、鉱物顕微鏡下で観察を行った。また、これらの産地に関する情報を得るために、周

辺の河床・産地などで採取された石材 3′点を対照試料として加え、同様の観察を行った。分析試料は、以

下の計 8′点である。なお、併記した岩石名は肉眼鑑定結果である。

試料番号A 篠ノ井遺跡出土の景J片 安山岩

試料番号B 松原遺跡出土の景J片  安山岩

試料番号C 松原遺跡の裏山    安山岩

試料番号D 寺尾城        安山岩

② 検査結果

試料番号A 篠ノ井遺跡出上の剥片

試料番号 E 篠 ノ井遺跡出土の景J片

試料番号 F 松原遺跡出土の景j片

試料番号 G 更埴市森新田

試料番号H 塚田遺跡出土の最J片

岩石名 :斜方輝石単斜輝石安山岩

岩石の組織 :ガラス基流品質組織 (hyalopilitic texture)を 示す。

山石頁質

山石
　
円石
　
Ｆ人
　
四石

頁

頁

石

頁
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斑晶

斜長石 三中量存在 し、粒径2.7～ 0.10mmの 自形～半 自形板状で、累帯組織が発達する。最大対称消光角

は39° を示 し、曹灰長石質である。

単斜輝石 :少量存在 し、粒径1.50～ 0.08mmの 自形～半自形柱状・粒状を呈 し、双晶がみられ、淡緑色の

色調を有 し、一方向に労開が発達する。

斜方輝石 :微量存在 し、粒径0.95～ 0.12mmの半自形～他形柱状を呈し、淡黄褐色～淡緑色の多色性を有

する。

石基

斜長石 :中量存在 し、粒径 0.2mm以下の自形柱状 を呈 し、流状組織 を示す。

単斜輝石 :少量存在 し、粒径 0。 12mm以 下の半 自形柱状 を呈する。淡緑色の色調 を有する。

不透明鉱物 三少量存在 し、粒径最大0.70mmの半 自形～他形粒状 を呈する。

ガラス 三少量存在 し、ほとんど無色で、石基斜長石粒間を充損 して石基 を構成する。

試料番号 B 松原遺跡出上の剥片

岩石名 三斜方輝石単斜輝石安 山岩

岩石の組織 :ビ トロフィリック (ガ ラス質斑岩状)組織 (宙 trophyric texture)を 示す。

斑晶

斜長石 :少量～中量存在 し、粒径3.2～ 0。 10mmの 自形～半自形柱状～板状 を呈する。集片双晶および累

帯組織が発達する。最大対称消光角は37° を示し、曹灰長石質である。

単斜輝石 :少量存在 し、粒径1.40～ 0。 03mmの 半自形～他形柱状・粒状を呈 し、淡緑色の色調を有 し、単

純双晶がみられる。

斜方輝石 :少量存在 し、粒径3.2～ 0。 08mmの 半自形～他形柱状を呈 し、淡黄褐色～淡緑色の多色性を有

する。

石基

トリディマイ ト :少量存在 し、粒径0.25mm以下の半 自形六角板状で、楔形の連晶を示す。

不透明鉱物 三少量存在 し、粒径最大0.45mmの半 自形～他形粒状 を呈する。

ガラス 三中量存在 し、ほとんど無色で、石基を構成する。脱ガラス化が著 しく、針状斜長石および粒状

の珪長質鉱物が晶出し、 しばしば0.2mm大の溜 まりを作 る。

変質鉱物

スメクタイ ト :石基中の孔隙およびその集片を交代 して微量の鉄サポナイ ト質スメクタイ トが生成 して

いる。黄褐色の色調 を有する繊維状集合体の産状 を呈する。

試料番号 C 松原遺跡の裏山

岩石名 :斜方輝石単斜輝石安 山岩

岩石の組織 三ビ トロフィリック (ガ ラス質斑岩状)組織 (宙trOphyric texture)を 示す。

斑晶

斜長石 :少量～中量存在 し、粒径2.3～ 0.08mmの 自形～半 自形板状を呈する。集片双晶および累帯組織

が発達する。最大対称消光角は37° を示し、曹灰長石質である。

単斜輝石 :少量存在 し、粒径1.80～ 0。 05mmの 半自形～他形柱状・粒状を呈 し、淡緑色の色調を有 し、単

純双晶がみられる。労開が 1方向に発達する。

斜方輝石 :微量存在 し、粒径最大1.20mmの 半自形柱状を呈し、淡黄褐色～淡緑色の多色性を有 し、 1方

向の労開が発達する。
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石基

トリディマイ ト:ガラス中に微量存在 し、粒径0.06mm以下の半自形楔形の連晶を示す。

クリス トバライ ト:き わめて微量存在 し、粒径最大0.6mmの粒状を呈 して、脱ガラス化 した珪長質鉱物

中にまれに認められる。

不透明鉱物 :少量存在 し、粒径最大0。 5mmの 半自形～他形粒状を呈する。一部は褐鉄鉱化 している。

ガラス :多量～中量存在 し、ほとんど無色で、石基斜長石粒間を充損 して石基を構成する。脱ガラス化

が著 しく、最大粒径 0。 02mmの粒状で珪長質鉱物が晶出している。

試料番号 D 寺尾城

岩石名 三斜方輝石単斜輝石安山岩

岩石の組織 三ガラス基流品質組織 (hyalopilitic texture)を 示す。

斑晶

斜長石 :中量～少量存在 し、粒径2.2～ 0。 20mmの 自形柱状・板状で、シーブ状組織・累帯組織・集片双晶

が発達 し、一部は集斑状を呈する。最大対称消光角は34° を示 し、曹灰長石質である。

単斜輝石 :少量存在 し、粒径2。 40～ 0.08mmの半自形～他形粒状または柱状を呈し、淡緑色の色調を有す

る。単純双晶および 1方向または 2方向の労開が発達する。

斜方輝石 :微量存在 し、粒径2.3～ 0.10mmの半自形柱状を呈 し、淡緑色～淡黄緑色の弱い多色性を有 し

1方向の労開が発達する。

石基

斜長石 :中量存在 し、粒径0.20mm以下の自形長柱状・短冊形を呈し、石基の大部分 を構成する。

単斜輝石 三微量存在 し、粒径0。 03mm以下の短柱状・粒状を示す。

ガラス :少量存在 し、ほとんど無色で石基鉱物粒間を充損する。

不透明鉱物 三少量存在 し、粒径最大0.45mmの他形粒状を呈する。

試料番号 E 篠ノ井遣跡出上の剥片

岩石名 :シ ル ト質頁岩

岩石の組織 :砕暦状組織 (clastic texture)を 有する泥質岩で、少量の砂粒 (砕暦片)を含み、シル ト質

頁岩の岩相を示す。

砕層片

石英 :少量存在し、粒径最大0.12mmの他形粒状を呈する。

斜長石 :微量存在 し、粒径最大0.08mmの他形粒状を呈する。曹長石質である。

白雲母 三微量存在 し、粒径最大0.08mmの葉片状・長柱状を示す。

頁岩 :微量存在 し、粒径0.13mmの偏平状を呈し、鱗片状のセリサイ トで構成される。

細粒砂岩 三きわめて微量存在 し、粒径0.45mmの 不規則形で、細粒石英で構成される。

チャー ト :き わめて微量存在 し、粒径最大0.06mmの 円粒状を呈する。微細な石英で構成される。

基質

セリサイ ト:中量存在 し、基質の主要構成鉱物となっている。粒径最大0.02mmの 鱗片状を呈する。

そのほかの粘土鉱物 :少量存在 し、基質を埋める。粒径は0.01mm以下で微細なため粘土鉱物の種は不明

であるが、緑泥石・スメクタイ トと思われる。

黒色炭質物 三少量存在 し、基質中に粒径0.06mm程度の集合体で存在する。

試料番号 F 松原遺跡出土の剥片

岩石名 三シル ト質頁岩
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岩石の組織 :砕暦状組織 (clastic texture)を 有する泥質岩で、少量の砂粒 (砕暦片)を含み、シル ト質

頁岩の岩相を示す。

砕層片

石英 :少量存在 し、粒径最大0。 20mmの他形粒状を呈する。

斜長石 三微量存在 し、粒径最大0。 22mmの 他形粒状を呈する。集片双晶が認められる。曹長石質である。

白雲母 三微量存在 し、粒径最大0。 1lmmの 長柱状を示す。

頁岩 :微量存在 し、粒径0.15mmの 偏平状を呈し、鱗片状のセリサイ トで構成される。

細粒砂岩 三微量存在 し、粒径0.70mmの 紡錘形で、細粒石英で構成される。

チャート:き わめて微量存在し、粒径最大0.12mmの円粒状を呈する。微細な石英で構成される。

基質

セ リサイ ト三少量存在 し、基質の主要構成鉱物 となっている。粒径最大0.02mmの 鱗片状 を呈す る。

その他の粘土鉱物 :中量存在 し、セ リサイ トとともに基質の主要構成鉱物 となっている。粒径が0.01mm

以下できわめて微細なため粘土鉱物の種類は不明であるが、緑泥石・スメクタイ トと思われる。

黒色炭質物 三少量存在 し、基質中に粒径最大0.20mmの集合体で、粒状および筋状 を呈する。筋状のもの

は定向配列がみられ、本岩の葉理 を作 っている。

その他

砕暦物がやや多 く、粗粒であるが、岩相は試料番号 Eと 類似 している。

試料番号 G 更埴市森新田

岩石名 三石灰質シル ト質頁岩

岩石の組織 :砕暦状組織 (clastic texture)を 有す る泥質岩で、砕暦片に富みシル ト質頁岩の岩相 を示

す。方解石および石灰質化石 を含む。

砕層片

石英 三少量存在 し、粒径最大0.17mmの 他形粒状 を呈する。

斜長石 三微量存在 し、粒径最大 0。 15mmの他形粒状 を呈する。集片双晶が認められる。曹長石質である。

加水黒雲母 :微量存在 し、粒径最大 0。 22mmの 葉片状 を呈する。通常の黒雲母 とは異な り、淡色化 し、多

色性はきわめて弱い。

白雲母 三微量存在 し、粒径最大0.12mmの 長柱状 を示す。

方解石 :少量存在 し、粒径最大0.4mmの 他形粒状 を呈す る。多 くは粗霧質方解石の破片で変質鉱物 とは

認め られない。

緑簾石 :き わめて微量存在 し、粒径最大0.05mmの他形粒状 を示す。

頁岩 三微量存在 し、粒径0.15mmの 偏平状 を呈 し、鱗片状のセ リサイ トで構成される。

チャー ト :微量存在 し、粒径最大 0。 1lmmの 円礫状 を呈する。微細な石英で構成される。

基質

セ リサイ ト :中量存在 し、基質の主要構成鉱物 となっている。粒径最大 0。 02mmの鱗片状 を呈す る。

その他の粘土鉱物 :少量存在 し、セ リサイ トとともに基質の主要構成鉱物 となっている。粒径が0.01mm

以下できわめて微細なため粘土鉱物の種類は不明であるが、緑泥石・スメクタイ トと思われる。

黒色炭質物 三少量～微量存在 し、基質中に粒径最大0.30mmの 粒状および筋状 を呈する。粒状 を呈するも

のは微細粒の集合体 となっている。筋状のものは定向配列がみられ、本岩の葉理 を作っている。

化石 :微量存在 し、粒径最大1.2mmの石灰質化石 (有孔虫)な どを含む。

試料番号 H 塚田遺跡出上の剥片
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岩石名 三砂質頁岩

岩石の組織 :砕暦状組織 (clastic texture)を有する泥質岩で、砕暦物に富み、含鉄質で水酸化鉄 (褐鉄

鉱)を伴う砂質頁岩の岩相を示す。

砕層片

石英 :少量存在 し、粒径最大0。 20mmの他形粒状を呈する。

カリ長石 :微量存在 し、粒径最大0.22mmの他形粒状を呈する正長石。

斜長石 :微量存在 し、粒径最大0.15mmの他形粒状を呈する。集片双晶が認められる。曹長石質である。

白雲母 三きわめて微量存在 し、粒径最大0。 06mmの 長柱状を示す。

頁岩 三微量存在 し、粒径0.20mmの偏平状を呈し、鱗片状のセリサイ トで構成され、一部は微品質石英を

伴 う。

細粒砂岩 :微量存在 し、粒径0.22mmの 円礫状で、細粒石英で構成される。

チャー ト :微量存在 し、粒径最大0.15mmの亜円礫状を呈する。微細な石英で構成される。

凝灰石 三微量存在 し、粒径最大0。 20mmの 亜角礫状を呈する。二部はセリサイトに、他はスメクタイ トに

変質 している。

基質

セ リサイ ト :少量存在 し、基質の構成鉱物の一つ となっている。粒径最大 0。 02mmの鱗片状 を呈する。

スメクタイ ト :少量存在 し、特に基質中の小割れ 日に沿って多 く晶出している。

非品質物質 :中量存在 し、セ リサイ ト・スメクタイ トとともに基質 を構成 し、粘土部の主体 となってい

る。

黒色不透明鉱物 :少量存在 し、基質中に粒径最大0.20mmの 半 自形粒状 または微細粒集合体状 を呈する。

形状か ら前者は黄鉄鉱、後者は炭質物 と考えられる。

変質鉱物

褐鉄鉱 三中量～少量存在する。基質中に粒径最大0.20mmの 立方体の形状 を呈する。これは本来黄鉄鉱 と

して鉱染 した自形結晶が褐鉄鉱に変質 したことを示 している。黄鉄鉱の仮像 を示す褐鉄鉱の周辺の基

質は水酸化鉄に汚染 され赤色～黄褐色に染色されている。

その他

本試料は熱水変質作用 を受けた変質岩で、黄鉄鉱の鉱染 とその風化による褐鉄鉱の生成で特徴づけられ

る。

③ 考察

a 安山岩について

今回顕微鏡観察を行った試料のうち、斜方輝石単斜輝石安山岩とされる火山岩はいずれも松代地区で柴

石火山岩または「柴石」と呼ばれる輝石安山岩で、現在も千曲川右岸の松代付近では一部で採石されてい

る。加藤・赤羽1986に よると柴石は肉眼的に灰白色～淡灰色の地に数mm～数cmの青灰色～灰色の「あざ」

と俗称されるレンズ状のシュレーリンが流理に沿って平行に発達することと、泥岩と思われる異質岩片を

包有する特徴を有し、鏡下ではまれに0。 1～ 0.2mmでほぼ円形の石英を含むことがあり、含石英普通輝石紫

蘇輝石安山岩の岩石名を付している。なお、同岩については第22表の化学分析値が報告されている (八木

1943)。

柴石火山岩の層序学的な位置関係については、その分布状態か ら噴出年代 を示す直接の証拠はな く、松

代付近に分布する尼厳山火山岩 と奇妙火山岩のいずれに属するかは確定 していない。

鏡下で観察 した鉱物の種類・量比を第21表 に示す。



第21表 安山岩の偏光顕微鏡観察表

試  料

斑   晶 石 基 鉱 物 変質鉱物

Pl Cpx Opx Pl Cpx Tr Cr Op Gl Fel Sm

A ○ △ + ○ △ △ △

B ○ △ △ △ △ △ ○ △ 十

C ○ △ △ + + ＋
一

△ ◎ ○

D ○ △ △ 十 ○ + △ △

注)

鉱物番号 Pl:斜長石 Cpx:単斜輝石 Opx:斜方輝石 Tr:ト リディマイ ト

Cr:ク リス トバライ ト Op:不透明鉱物 Gl:ガラス

Fel i珪長質鉱物 Sm:ス メクタイ ト

量比   ◎ :多量 ○ :中 量 △ :少量 十 :微量 ± :き わめて微量

第 4章 成果と課題

第22表 柴石火山岩の化学組成

Si02 59.89 61.69

Ti02 1.03 0。 82

A1203 15.56 15.08

Fe203 3.76 3.35

FeO 3.53 3.54

M[nO 0.16 0.12

R/1gO 3.10 2.89

CaO 4.76 5.20

Na20 2.42 2.42

K20 2.44 3.48

P205 0。 06 0.14

H20+ 2.46 1.23

H20~ 1.19 0.83

Total 100。 36 100.79

注)

1.シ ュレー リンを含まない母岩

2。 シュレー リンのみ

採取地 :松代町金井山石切場

分析者 :八木健三

b 頁岩について

頁岩は、本遺跡よりやや上流の千曲川左岸三頭山を中心 とする地

域の新第二紀中新世別所層と、右岸の更埴から松代にかけて帯状に

分布する別所層および内村層の森部層に由来する可能性がある。

いずれの地層の黒色頁岩もよく類似 し、加藤・赤羽1983は 肉眼的

にも顕微鏡的にも判別 し難いと述べている。ただし、別所層は一般

に多くの化石を産出することが知 られている。

鏡下で観察 した鉱物の種類・量比を第23表 に示す。

観察試料は泥質岩ではあるが、いずれも砂粒 (砕暦片)を含むシ

ル ト質頁岩で、岩片として含まれる頁岩・砂岩・チャー トは中一古

生層起源の岩片である。

試料番号 Eと Fは顕微鏡下で類似する岩相を示すが、試料番号H

は熱水変質作用を受けた岩石で、現在は褐鉄鉱に富む含鉄頁岩とな

っているが、黄鉄鉱の仮像が多く認められ、原岩は黄鉄鉱が鉱染 し

た変質岩 と判定される。熱水変質を受けた黒色頁岩は別所層および

森部層に知 られる。別所層の黒色頁岩が顕著な熱水変質を受け、白

色～灰白色の斑′点を生じた岩石を村雨石 と俗称 し、硯石 として利用

しているが、本試料は黄鉄鉱の鉱染程度の変質である。

試料番号Gは方解石を少量含み、石灰質化石 (有孔虫)を 含むこ

とで、試料番号 Eお よびFと 岩相を異にしている。

今回観察した頁岩試料は別所層の黒色頁岩とみなされるが、前述

したように内村層森部層の頁岩 と岩相からは区別が困難であるた

め、より正確な層位学的情報を得るためには含化石頁岩について化

石の検討を行 う必要がある。



第 7節 石製品について

第23表 頁岩の偏光顕微鏡観察表

試 料
鉱 物 片 山石 片 基質鉱物 その他

Qz Kf Pl Bi ⅣIu Cc Ep Sh Ss Ch Tf Se Ot Op Li F

E △ 十 十 + 十
一

＋
一

○ △ △

F △ + + 十 + 十
一

△ ○ △

G △ 十 + + △ ＋
一

+ 十 ○ △ △ + 十

H △ + + 十
一

+ 十 + + △ △ △ ○ △

注)

鉱物片略号  Qz:石 英 Kf:カ リ長石 Pl:斜長石 Bi:黒雲母 仙日水黒雲母 )

Mu三 白雲母 Cc:方解石 Ep:緑泥石

岩片略号   Sh:頁 岩 Ss三 砂岩 Ch:チャー ト Tf三 凝灰岩

基質鉱物略号 Se:セ リサイ ト Ot三 その他の粘土鉱物 Op:不透明鉱物

その他の略号 Li三 褐鉄鉱 F:化石
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